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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巻ノ零ぜろ　全国騒そう乱らん







　織お田だ信のぶ奈な率いる西軍と、武たけ田だ信しん玄げん率いる東軍。

　美み濃のと近江おうみの国境・関せきヶが原はらに総勢約二十万の大軍勢が集結して「天下分け目の決戦」が行われているその時、日ひノ本もとの各地でも東軍・西軍に分かれた合戦が勃ぼつ発ぱつしていた。本戦が長引けば、地方での騒乱も長引き、世は再び南北朝の世や「応おう仁にんの乱」の如ごとき大乱世へと逆ぎやく戻もどりすることは明らかだった──。




　修しゆ羅らの国・九州では、北と南とで二大決戦が繰くり広げられていた。

　九州の女王・大おお友とも宗そう麟りんとその主力軍が関ヶ原へ出で払はらっている今、沖おき田た畷なわてで兄・龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶを捕とらわれた手負いの黒くろ猫ねこ・鍋なべ島しま直なお茂しげは「私は東軍につくわ。筑ちく前ぜんを抜ぬき、博はか多た・太だ宰ざい府ふを焼き払い、中なか津つを奪うばう」と大友領への侵しん攻こうを開始。敬愛する兄を倒たおし、二人の恋こいを引き裂さいた大友家に対する、壮そう絶ぜつな報復戦である。後先など考えてはいない。黒猫を細い腕うでの中に抱だき、黒衣に身を包んだ鍋島直茂は、大友家に遺い恨こんを抱いだく秋あき月づき種たね実ざねら国こく人じん衆しゆうを引き込むと、佐さ嘉が城から出しゆつ撃げきして無人の野を進む勢いで太宰府へと迫せまった。

　いまや北九州戦線は、高たか橋はし紹じよう運うんがわずか七百六十三名の家臣郎ろう党とうとともに籠ろう城じようする筑前・岩いわ屋や城が舞ぶ台たいとなっている。岩屋城は太宰府を守る要かなめの城である。岩屋城が落ちれば太宰府は焼き払われ、そして次は博多湊みなとが焼き討うちされるだろう。博多を抜かれれば、大友領は瓦が解かいする。博多を守るは、立たち花ばな山やま城に籠こもる伝説の「雷らい神じん」立たち花ばな道どう雪せつだが、立花山城にもほとんど兵は残っておらず、しかも老いた道雪は高たか城の合戦で深手を負っている。

　一万を超こえる鍋島の大軍に包囲された高橋紹運は、太宰府の空を見上げながら、

「総勢、七百六十三人か。縁えん起ぎでもねえ。ほんとうに南無三だぜ。しかしこの岩屋城が落ちれば、次は立花山城がすり潰つぶされる。宗むね茂しげや大友の姫ひめが戻もどってきてくれるまで、おやっさんと誾ぎん千ち代よを守らねばならねえ。しかし本戦での決着にどれほどの日数がかかるか。そもそも関ヶ原で西軍は勝てるのか……やれやれ、こんどばかりは降りたくても降りられねえなあ」

　と苦く笑しようしていた。すでに紹運の郎党たちはみな、「かくなる上は武士道を貫つらぬきましょう。立花道雪さま、誾千代さま、博多湊を守らねばなりません」「われらがここで一刻でも長く時間を稼かせげば、必ず宗茂さまが来てくださいます」「全軍玉ぎよく砕さい。全員が、覚かく悟ごの上ではせ参じ申した」と死を決意している。

「まったく。主君に似たのか、揃そろいも揃って大おお馬ば鹿か野や郎ろうどもだぜ。おかげで俺ぁ逃にげたくても逃げられねえよ。みな、女によう房ぼう子供との別れは済ませたのか？」

「むろん！　未練はござらぬ」

「九州に生きる修羅として、これほどの名めい誉よはなし」

「紹運さま。最後まで──三さん途ずの川の向こう岸まで、お供つかまつります」

　鍋島直茂からの、何度目かの使者が城内に乗り込んできた。再三再四、無血降こう伏ふくを勧かん告こくしてくるのだ。「死ぬまで退たい却きやくしない」と復ふく讐しゆうのために命を捨てたとはいえ、鍋島直茂はなお冷静さを失ってはいない。「風神」高橋紹運が全員討ち死にを覚悟で立て籠もる岩屋城を力ちから攻ぜめに攻めれば、何千人の修羅の犠ぎ牲せいを払うことになるのかもわからず、何日を失うのかもわからない。紹運の狙ねらいは七百六十三名の玉砕による「時間切れ」を誘さそうことなのだ。

「何度来ても無む駄だだ。降伏はしねえ。全員討ち死にだ。俺が降伏したくとも、七百六十三人の馬鹿野郎がそれを許さねえよ。書状は破り捨てろ。使者は無傷で追い返してやれ」

　殿とのを含ふくめて七百六十三人ですぞ、と副官が笑い、紹運も釣つられて笑った。

「そうだ。俺も大馬鹿野郎の一人だ。姫と宗茂の留守中に、おやっさんと誾千代を死なせるわけにはいかねえよ。少しでも長く、鍋島の兵を岩屋城に足止めしてやらあ」

　だが、その高橋紹運が予想していない事態が、起きた。

「ばっかも～ん！　紹運よ！　おぬしは、宗茂の父親じゃぞおおおお！　宗茂が九州に帰ってきた時、年老いたわしがおめおめと生き延び、老ふけ顔じゃがまだ若いおぬしが死んでおってはなんとする！　宗茂にも、姫にも合わせる顔がないわ～っ！」

「な、なんだってえええ～!?　おやっさん!?　あんた……なにを考えているんだああああ！　なんで死にに来やがったああああ!?」

「紹運、まだ死ぬと決まったわけではないわあああ！　南無八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ！　行け、決死隊よ！　岩屋城へと突とつ入にゆうし、紹運たちに合流するのじゃあああ！」

　立花山城から、旗本衆が担かつぐ輿こしに乗った立花道雪が、わずかばかりの援えん軍ぐんを引き連れて岩屋城へと突進してきたのだった。

「コケーッ！」

「誾千代とじとっこも来たぞーっ！　立花山城からの加勢、三十九人と一羽、ただいま到とう着ちやくだーっ！　立花山城主はこの誾千代だ！　誾千代も戦うっ！」

「……誾千代は立花山城に残していくつもりじゃったが、どうしても説得できなんだ。ううむ、すまぬ紹運よ」

　おいおい、誾千代まで!?　馬鹿野郎どもがああ！　と紹運はあきれかえった。道雪たちは、わずか四十人（正確に言えば三十九人と一羽）で鍋島の包ほう囲い網もうを破らねばならない。無む謀ぼうすぎた。紹運は刀を取り馬上の人となると、「開門しろ！　打って出る！　帰れと言って帰る連中じゃねえ！　おやっさんと誾千代たちを収容する！」と叫さけび、鍋島直茂が幾いく重えにも敷しいている包囲陣じんの中へと選よりすぐりの決死隊を率いて斬きり込みをかけていた。

「手負いの俺に、こんな無む茶ちやな戦いくさをやらせやがる！　おやっさんの無謀にはさんざん付き合わされてきたが、こいつは最高最悪に南無三だぜ！」

　高橋紹運、開門！　大友家・立花家と長らく骨肉の抗こう争そうを続けてきた国人・秋月種実が「このような無謀な援軍、聞いたことがござらん。道雪も老いた。奴やつは死に花を咲さかせるつもりです。大友家を支えてきた立花一家の双そう璧へき、風神・雷神を一気に殲せん滅めつする好機ですぞ！」と鍋島直茂に耳打ちしたが、鍋島直茂は黒猫の背中を撫なでながら、

「今の彼らは、修羅道を貫き通す覚悟を固め、生きながらに死んでいる死兵ども。立花道雪と高橋紹運の二人が組めば、軽く三千、四千の修羅を道連れにされる。われらも大打撃を受け、進軍不能となる。奪うのは一人でいい。葉は隠がくれ忍にん群ぐんを動かし、立花誾千代を奪い取るのよ」とうなずいていた。この極限状じよう況きようで、忍しのびを。しかも、あのような年とし端はもいかぬ姫を狙い撃うちするというのか。立花道雪と高橋紹運の心を折るというのか。秋月種実は、鍋島直茂の冷れい徹てつさを恐おそれ、全身から冷や汗あせを流していた。

　黒猫が、みゃあ、と鳴いた。

　秋月種実には、その声が鍋島直茂に憑ついた化け猫の鳴き声に、聞こえた。




　　　　※




　九州随ずい一いちの智ち将しよう・鍋島直茂は北肥ひ後ごの阿あ蘇そ家をも動かした。阿蘇家は甲か斐い宗そう運うんに命じて相良さがら徳とく千ち代よが守る球く磨ま・八やつ代しろへと出兵させている。南九州戦線の最前線は、八代だった。八代を抜かれれば、甲斐宗運率いる肥後国人衆の連合軍は薩さつ摩まへとなだれ込んでくる。

　八代を死守すべく、球磨川に面する古ふる麓ふもと城に籠城している西軍側の姫武将たちは、相良徳千代、島しま津づ義よし久ひさ、島津歳とし久ひさ。

　しかし、島津家最強の「武」を誇ほこる武神・島津義よし弘ひろは、精強な千五百の薩摩隼はや人とを連れて関ヶ原本戦へと参戦。釣り野の伏ぶせをはじめとする数々の天才的軍法を編み出して木き崎ざき原ばる・高城・沖田畷を戦ってきた島津家いえ久ひさが、相良良よし晴はるを追って関ヶ原入りしたためだった。

　とりわけ、義弘と千五百の精せい鋭えいが抜けたことが直接響ひびいていた。

　たちまちのうちに戦せん況きようは、甲斐宗運軍の圧あつ倒とう的有利となった。

　が、島津家一の「食わせ物」島津歳久が、どのような奇き策さくを繰り出してくるかわからない。島津軍は今、追い詰つめられている。手負いの獅し子しなのである。百ひやく戦せん錬れん磨まの「修羅の中の修羅」甲斐宗運は、島津家の底力を侮あなどってはいない。

　そんな極限状況の中──一ヶ月のうちに八代と人ひと吉よしを抜き薩摩へと侵攻せよと主君から命じられていた甲斐宗運のもとに、宗運の嫡ちやく男なん・甲斐親ちか英ひでが「軍監」として送り込まれてきた。宗運が主家に叛そむけば死罪になるはずだった人ひと質じちの親英である。が、真に甲斐宗運を恨うらんでいる者は、主家の阿蘇家ではなく、嫡男の甲斐親英なのだ。親英たち四人の息子むすこは、大友・龍造寺・島津の三つ巴どもえとなっていた九州戦線の中で衰すい退たいしつつあった阿蘇家に見切りをつけて叛こうとした。甲斐宗運自身が、主家の命令で三人の息子を誅ちゆうした。しかし嫡男の親英だけは、殺さなかった。そのことが、親英にとっては拭ぬぐいがたいわだかまりとなっていた──。

「父上。八代攻こう略りやくに何日かけるおつもりです。われらがご主君は、父上を疑っておられます。この親英もです。相良徳千代に情をかけて、戦を引き延ばしているのではないかと。ご主君は、父上が島津方に通じていると確信すれば、謀む反ほん人だという証しよう拠こを摑つかめば、わが手で父上を誅せよ、と仰おおせです」

「……親英。お前の考えだろう、それは。いちど俺を暗殺し損ねたあのご主君には、再び俺を粛しゆく清せいする度胸はない」

「その、通りです」

　鍋島直茂が放った「葉は隠がくれ忍にん群ぐん」がわれらを監かん視ししております。兄を奪われて狂きよう乱らんしている今の鍋島直茂は、まさに化け猫。阿蘇家を守るためには、鍋島直茂に島津との内通などを疑われてはならないのです。ですが、父上は相良徳千代を殺すのは忍びないでしょうね。実の子よりも愛した相良家の姉妹しまいを、あなたは殺せないでしょう。ここで毒を仰あおぎ、この親英に軍権を引き渡わたしますか、父上？　親英は暗い瞳ひとみで、父親を睨にらみつけていた。

「相良徳千代だけならばともかく、お前では、島津姉妹を倒せぬ。歳久には奇き略りやくがあり、義久には不動の将器がある。ただ、今の島津姉妹は八代と関ヶ原に分かれている。『武ぶ威い』と『軍法家』が欠けている。俺が本気を出せば、古麓城は落とせる」

　歳久の奇略だけが気がかりだが、葉隠忍群が見張っているのならば、総そう攻ぜめにかかるしかあるまい。貴様は俺が倒れた時のために本陣を守っていろ。俺が戻ってこなければ甲斐家を継つぎ、軍を率いろ、と宗運は傷ついた身体からだに鞭むちを入れるように立ち上がっていた。

「……なぜこの親英だけを生き残らせたのですか、父上。三人の弟を殺しておきながら……」

「貴様だけは、命いのち乞ごいをしなかったからだ。貴様は弟たちを庇かばった。生きる値打ちがある、と思った。それだけだ」

　父上、と親英が顔をあげた時にはもう、甲斐宗運は本陣から姿を消していた。

　白しら木き妙みよう神社を抜け、古麓城へと総攻めを開始したのである。




　古麓城は山城である。山頂の本丸を奪だつ取しゆするには、麓ふもとの古麓稲荷いなり神社を通過しなければならない。

　島津四姉妹のうち、「謀ぼう略りやく」を担当している三姉の島津歳久は、種たね子が島しまの名手たちを引き連れてこの稲荷神社に潜ひそんでいた。歳久は高城で脚あしを負傷している。相手は、九州随一と恐れられる修羅の中の修羅。し損じれば、逃げることはできないだろう。歳久率いる種子島部隊は、まさしく、決死隊だった。島津家の家長である長姉・島津義久に相談することもなく、歳久は自ら、この死地へと赴おもむいていた──義久に相談などすれば、「お稲荷さまは島津家の守り神だよ。そのお稲荷さまを銃じゆう撃げきに用いるのは、罰ばち当あたりだよねえ。おみくじで決めよう」と言いだして歳久を引き留めることが、わかりきっていたからだ。

　家久と義弘。相良義よし陽ひ。そして、相良良晴。彼らが関ヶ原で天下分け目の決戦を戦っている今、ここで相良徳千代を討ち死にさせるわけにはいかない。それでは、たとえ西軍が本戦で勝利しても、相良良晴は報むくわれない。家久は生しよう涯がい、「自分が八代で籠城していれば。義弘ねえが八代から離はなれることもなかった」と悔くいることになるだろう。それでは、家久がたとえ「運命」を乗り越えて生き延びられたとしても、意味がない。

　歳久は、（住すみ吉よし大社にて島津家の始祖を守って以来、島津家を守護せし稲荷いなりの神かみよ。今こそ、島津家に光を。島津四姉妹のうち最初に死ぬ者は、私でいい。わが妹を。家久を、守り給たまえ）と祈いのりながら、闇やみの中に甲斐宗運の姿を追い求めていた。速い。武士道など無視して、修しゆ羅らを殺すために独自に開発した「暗器」を用いる邪じや道どうの剣けんの使い手。しかも、響ひびき野の原はらで多数の銃じゆう弾だんを身体に浴びた手負い。今の宗運には余よ裕ゆうなどない。初弾で仕留められねば、稲荷神社に伏ふく兵へいしている全員が殺されるだろう──。

「来たわよ！　これが甲斐宗運を討ち取る、最初で最後の機会！　放て！」

　歳久の号令とともに、十数挺ちようの種子島が火を噴ふいた──だが、その弾丸は甲斐宗運の身体には一発も当たらなかった。宗運に侍はべっていた郎ろう党とうたちが、いっせいに「宗運さま！」「やらせませんぞ！」「親英さまと宗運さまが和解される、その時までは」「生きてくだされ！」「ここで倒たおれてはなりませぬ！」と叫んで宗運の盾たてとなり、銃弾を自らの身体で受け止め、防いでいた──。

　馬上で九死に一生を得た甲斐宗運は、暗器を仕込んだ「仕込み杖づえ」を、抜ぬき放っていた。

　わずかにずれた南なん蛮ばん渡と来らいの黒くろ眼鏡めがねを指でかけ直しながら。

「『謀略』担当、島津歳久の渾こん身しんの一策だな。五体に深手を負っている今の俺ならば、殺せたはずだった。今宵こよい、親英が俺のもとに来ていなければ、わが郎党たちは銃撃音に怯ひるみ、一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんしたかもしれん。その一瞬が、運命を分けた。『天運』は、お前にはなかったということだ」

　島津歳久は、（……家久）と涙なみだ交じりの声を漏もらしながら、静かに目を閉じていた。




　　　　※




　戦乱は奥おう州しゆうでも沸わき起こっている。

　出で羽わに割かつ拠きよしていた最も上がみ義よし光あきは、愛妹・義よし姫ひめを巡めぐって好敵手である姪めいっ子この梵ぼん天てん丸まるが中央の動乱に呼応して再び関東へと出兵したことを知り、「おのれ梵天丸」と対たい抗こう意識を燃やした。ならばオレは謙けん信しん不在となっている越えち後ごの背後を突つこうと、庄しよう内ないへと出兵した。

　だが、北ほう条じよう氏うじ康やすの実妹にして、「甲こう相そう越えつ三国同盟」の要かなめとして上うえ杉すぎ謙信の義妹となっていた秘密兵器・上杉景かげ虎とらの待ち伏ぶせに遭あい、大敗。山やま形がたへと敗走した。

　上杉景虎は、長年関東を巡って北条家と戦ってきた仇きゆう敵てきだったはずの義姉・謙信に温かく「家族」として迎むかえ入れられ、謙信の旧名「景虎」を与あたえられたことに激しく感激し、「謙信さまの義をこの地上の世界に実現するためならば、わたしは死んでも構わない！　謙信さまのために、戦う！」と凄すさまじい戦意に満ちていた。謙信の「戦っても人を誅せず。降こう伏ふくした者はすべて赦ゆるす。何度裏切っても、赦す」という底なしの優やさしさが、謙信の関東経営を挫ざ折せつさせていったさまを、景虎は北条陣じん営えいから常に見ていた。今、謙信の「義」がまぎれもないほんものだったと知った景虎は、「謙信さまが赦そうとも、わたしは謙信さまの義を踏ふみにじろうとした敵を赦さない」と自ら上杉家における「汚よごれ役」を買ってでていた──。

　しかも景虎には、姉・北条氏康譲ゆずりの軍略がある。

　実戦経験こそ少なくとも、氏康がいかに策を巡らせて敵を破り、最強の武将・謙信から関東を守り抜いてきたかを、直接見聞してきた。

　謙信は野戦決戦では無敵無敗を誇るが、北条の軍法は逆に城しろ攻ぜめに長たけている。

　一気に出羽の奥深くまで進軍した上杉景虎は畑はた谷や城を攻略し、長は谷せ堂どう城へと迫せまった。長谷堂城を抜けば、もう、最上義光の本ほん拠きよ・山形城は目の前である。長谷堂城が、最上家にとって最後の「壁かべ」なのだった。氏康譲りの「奇き襲しゆう」からの電光石火の進しん撃げき。庄内での奇襲を受けて大敗した最上軍の兵力は半減しており、景虎による出羽平定そして最上家滅めつ亡ぼうはもはや目前となっていた。

　長谷堂城へと進軍していた景虎は、広大な出羽が謙信のものになろうとしているという希望に満ちていた。出羽を盗とれば、北条が支配する南関東と出羽とで、伊だ達て方の勢力を挟きよう撃げきできる。しかも伊達政まさ宗むねは信濃しなのへと突き進んでおり、北関東に残した兵力は佐さ竹たけら関東の外と様ざま衆が主体。まさか背後の出羽から上杉軍が押し寄せてくることまでは、想定していない。関ヶ原の合戦が終わる前に、東国全土を、上杉と北条とで平定できる。

「無敵無敗の神将・謙信さまは必ずや関ヶ原で織田信奈に勝利される。だがあのお方は無む欲よくだから、切り取った織田家の領地を奪うばわないかもしれない。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの座を固辞し、自ら天下を盗らないかもしれない。しかし、この景虎が出羽を切り取って、北条の姉上と手を携たずさえ、東国に不動の上杉北条政権の基き盤ばんを樹立してしまえば、無欲な謙信さまといえども天下人の座にお就つきあそばされるに違ちがいない。わたしと北条の姉上とで、『武家の棟とう梁りよう』として謙信さまを征夷大将軍の座に就かせるのだ。かつて謙信さまが関白・近この衛え前さき久ひささまとともに目指した『東国の兵を動員して畿き内ないの戦乱を治める』という日ノ本の秩ちつ序じよの復興は、ここに成る。謙信さまの戦いの生涯は、無む駄だではなかった。長谷堂城さえ、落としてしまえば。あと、少しなのだ……！」

　このわたしが、謙信さまの……義あ姉ね上うえの「夢」を、果たすことができるのだ。

　たとえ「最上家を滅ほろぼしたのは不義である」と謙信さまに嫌きらわれ罰ばつを与えられようとも、悔いはない。無欲すぎる謙信さまに「天下人」になっていただくには、わたしのような者が必要だったのだ。越後にはいなかった。宇う佐さ美み定さだ満みつと直なお江え大和やまとに育成された宰さい相しよう・直江兼かね続つぐもまた、「正義」の人である。しかし、わたしは違う。わたしはあの現実家の姉上・北条氏康の妹として北条家に生まれ育ってきた。わたしならば、最上家を滅ぼすことも、できる──たとえ、謙信さまの寵ちよう愛あいを失おうとも。心など、痛まぬ……。

（胸の内が痛い。なんだろう。やはり、謙信さまの「義」に反する真ま似ねをするのが、悲しいのだろうか。だが、誰だれかがやらねばならぬこと。わたしにしか、できぬことなのだ）

　上杉景虎が意を決して、長谷堂城への総攻めを命じようとした、その時。

　山形城から、決死の後ご詰づめ部隊が猛もう然ぜんと戦場へ駆かけ込んできた。

　もう、最上軍には新たに動員できる兵力などない。

　わずかばかりの数だった。

　勝ち目のない戦いくさと知っていて、むざむざ死にに来たのか、と上杉景虎は惑まどった。

「最上義光の実妹、義姫、見参よ！　ひよっこ、相手にしてあげるわ！」

　義姫。梵天丸こと伊達政宗の実の母親か。息子かわいさに、懐なつかない娘むすめ・伊達政宗を毒殺しようとして失敗し、実家の最上家へと追われた、と聞いていたが……。

　だが、戦場に現れた義姫はそのような薄うす暗ぐらい人物には見えなかった。むしろ、目映まばゆいばかりの英えい傑けつとして凜りんと輝かがやいていた。しかも、強い。謙信とは異なるが、凄まじい「闘気」の持ち主だった。とても手心など加えられる相手ではない。なぜこれほどの英傑が、姫武将として最上家を継がず、伊達家に嫁とつぎ世に埋うもれていたのだろう？　若い景虎には、理解しがたかった。さらに。

「お義！　無む茶ちやはおよしいいいい！　上杉軍はオレさまの城を片かたっ端ぱしから奪って、その兵力はいまや何倍にも膨ふくれあがっている、多勢に無勢だ！　引き返せ、引き返すんだあああ！　こんな田舎いなかの戦でお前が死んでどうするんだあああ！　庄内を攻めたのはオレだ！　最上家の当主のオレさまが腹を切る、上杉に詫わびを入れる、だからお前だけは生き延びてくれええええ！」

　最上義光。

　巨きよ体たいを熊くまの毛皮に包み、あり得ない重さを誇ほこる金こん剛ごう棒を軽々と担かついでいるその異形の姿を、初見とはいえ見間違えるはずがない。

「兄上。来てしまったのね……ここで出羽を保もたせなければ、西軍は北関東を失しつ陥かんする。梵天丸は帰るべき本国への道を失ってしまう。山形城へ籠こもって！　わたしが、上杉景虎を防ぎ止める！　一日でも二日でも、いいえ一刻でもいい。梵天丸の帰り道を確保するために！」

「こ、こ、こんな残ざん酷こくなことは言いたくねえが。梵天丸のチビガキは、お義を見捨てて『天下盗り』を選んだんだぜえ！　とんでもねえ悪ガキだ、あいつはお義からどれほど愛されていたのかも忘れやがって……不義不忠だ……！　お兄ちゃんがお義を守る、オレはよう、妹のためなら死ねる！　だから、頼たのむ、山形城へ戻もどってくれえええ！」

「……それは違うわ、兄上。梵天丸の背中を『天下を盗れ』と押し続けてきたのは、このわたしなのよ！　ここまでのあの子の生き様は、この母が導いてきた道を進むものだったわ！　でも……きっと、梵天丸は。奥州の覇は者しや・伊達政宗は、今まさにわたしを乗り越こえて日ノ本の歴史に名を刻む英えい雄ゆうとして独り立ちしようとしている。『天下』よりもたいせつななにかを、あの子は、見つけようとしている。手に入れようとしている。後ろ髪がみを引かれながらも、必死であがいている。だからこそ上うえ田だで真さな田だ一族に敗北していながら、即そく座ざに撤てつ退たいして岐ぎ阜ふへと進んだのよ！　出羽三山の神々に導かれてあの子を十年早く産んだことは、間違いではなかった！　わたしには、わかる！」

　だから、決して退ひかない。ここで敗北して散ることになろうとも、最後の最後まで、あの子のために。梵天丸のために。伊達政宗のために、母として戦い続ける。義姫は涙に暮れている兄にそう告げると、上杉景虎のもとへとただ一騎きでかけていた。

「今日までほんとうにありがとう、兄上。兄上にこんなにも愛されてきたわたしは、幸せだったわ。心配ばかりかけて、ごめんね」

　最上義光は、しばし呆ぼう然ぜんと去りゆく義姫の背中を眺ながめていたが、すぐに「はっ!?」と我われに返り、そして咆ほう吼こうしていた。

「うるせえええ！　おめえがここで死ぬってんなら、オレも最上家もこれまでだ！　最後まで、おめえを兄として守る！　おめえが南なん蛮ばん人じんの子を……梵天丸を孕はらんだ時にオレが誓ちかった約束を忘れたのかよう！　最上一族がおめえの敵になろうとも、全世界のすべてがおめえの敵になろうとも、オレはおめえの味方だ！　最後まで一いつ緒しよだぜ、お義いいいいい！」

　上杉景虎は、激しく惑っていた。

（ああ。そうか。最上義光は、南蛮人の子を孕んだ妹を守るために、最上一族に反旗を翻ひるがえし、自分の父親や弟たちとすら戦い続けたと聞く。その「子」が、伊達政宗、だったのか。今ここでこの兄妹きようだいを、討うち取ってよいのか。謙信さまの「義」に、反するのではないか……!?　なぜ謙信さまが戦って勝ちながら常に敵を赦し続けてきたのか。こうしてはじめて戦場で采さい配はいをとって、はじめて理解できたような……だが、わたしは、謙信さまに「天下人」になっていただきたい。日ノ本の戦乱を終わらせるために。謙信さま以外に、「天下人」になる資格を持つお方はいないと信じている……！）

　ここに、長谷堂城合戦の幕が切って落とされた。

「我こそは、奥おう羽うの驍ぎよう将しよう！　羽う州しゆうの狐きつね！　最上源げん五ご郎ろう義光、ここにありいいいい！　お義を討とうってんならよう、まずはこのオレさまを討ってみせやがれ、ってんだああああ！　見ていろ、お義！　お兄ちゃんはこれより修しゆ羅ら道へと入る！　『兄の本気』を、とくとその目に焼き付けるがいい！　ぬおおおおお……！」

　巨大な金剛棒を掲かかげながら最上義光は上杉軍の先せん鋒ぽうへと攻めかかり、上杉景虎本ほん陣じんを目指して押し寄せる敵兵を次々と力任せに振ふり払はらっていく。

「上杉景虎あああ！　お義は絶対に討たせねえぞおおお！　オレと一騎打ちしろおおお！」

　強い。恐おそろしく強い。謙信さまであれば、この熊のような巨体を誇る怪かい物ぶつを相手に堂々と一騎打ちに及およんだだろう。だが、謙信さま以外にこのような規格外の男と渡わたり合える者はいない。景虎は、迷いを振り切っていた。逡しゆん巡じゆんすれば、最上義光は瞬またたく間に上杉の陣を断たち割ってしまう。

　鉄てつ砲ぽう隊、最上義光を撃うて。あの男は凄まじい剛ごうの者、手心を加えればわが軍は壊かい乱らんする。全力で討ち取れ。それが……武士としての、礼れい儀ぎ……と、景虎は自らの唇くちびるを嚙かみ、震ふるえながら、下知を発していた──。

　上杉軍鉄砲隊が、最上義光へと向けて一いつ斉せい射しや撃げきを浴びせていた──。

「ぐはっ!?　飛び道具の集中運用か！　まさか上杉軍が……オレとしたことが……！」

　最上義光は、頭に銃じゆう弾だんを受け、額から血を流しながら落馬していた。

「……あ、兄上……!?　い……いやああああっ!?」







　巻ノ一　神君覚かく醒せい







　二十万の軍勢がひしめき合う「決戦の地」関せきヶが原はら。戦線は、北部の笹ささ尾お山やま・中央の北天てん満ま山やま・南部の南天満山の三ヶ所に同時展開している。

　笹尾山戦線では、西軍の実質的な大将である織お田だ信のぶ奈なが、大おお友とも宗そう麟りん・滝たき川がわ一かず益ますとともに馬ば防ぼう柵さくを中心とする野戦陣を構築し、三千挺ちようの種たね子が島しまをもって武たけ田だ騎き馬ば隊を撃げき破はしようとしていた。これに対して、武田四天王と真さな田だの「双ふた子ご」率いる最強武田騎馬隊は、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで野戦陣への突とつ撃げきを敢かん行こうしようとしている。

　こうしている間にも、東軍の総大将・武田信しん玄げんの容体は、悪化の一いつ途とを辿たどっている。

　四天王も双子も、信玄の「運命」を変えるために自らの「運命」を等価交こう換かんすると定め、今まさに武田騎馬隊とともに滅び去ろうとしていた。武田騎馬隊は、上うえ杉すぎ謙けん信しん率いる越軍と並ぶ日ひノ本もと最強の軍団。たとえ信奈が繰くり出す新戦術に大打撃を受けたとしても、織田信奈も無傷では済まない。信玄が生きているうちに必ずや笹尾山の攻こう略りやく法を見み出いだし、織田本陣を崩くずせるはずだ──天下最強は、武田に。そう信じて。




　中央の北天満山戦線では、西軍の「鶴かく翼よく」の要かなめとなっていた明あけ智ち光みつ秀ひで軍が、徳とく川がわ方の先鋒・井い伊い直なお虎とら部隊と交戦状態に入っていた。この北天満山戦線が、開戦直後から「関ヶ原の合戦」最大の激戦地帯となった。

　西軍は、光秀を中心に、笹尾山の信奈−北天満山の光秀−南天満山の相良さがら良よし晴はるという鶴翼の陣を敷しいている。扇おうぎの要たる光秀を撃破すれば、左右に展開する信奈も良晴も崩れる。本ほん多だ正まさ信のぶ率いる徳川旗本軍が、前進を開始し、光秀本陣へと迫せまっていた。さらに、桃もも配くばり山やまに陣取っていたはずの武田旗本軍二万もまた、開戦とほぼ同時に移動を開始。光秀本陣への距きよ離りを一気に詰つめようとしている。

「なんと!?　……動かざること山の如ごとし、武田信玄の慎しん重ちような采配とは思えぬ性急さです。『鶴翼』の中心を守るこの十じゆう兵べ衛えを敗走させれば、信奈さまも相良先せん輩ぱいもいずれは支えられなくなり西軍は全軍潰かい走そうすることに。このままでは……」

　この天下分け目の決戦において、信奈と良晴から西軍の「命運」を託たくされた惟これ任とう日向ひゆうがの守かみこと明智光秀は、信奈支し援えんのために北へ向かうべきか良晴支援のために南へ向かうべきかを見定めようとしていたが、事態は徳川家いえ康やす（本多正信）と武田信玄の旗本軍がともに光秀の陣めがけて殺さつ到とうしてくるという想定外の展開となっていた。

「ですが利とし三みつ。どうやら近江おうみより黒くろ田だ官かん兵べ衛えどのが到とう着ちやくしたらしいです！　先輩の兵力はこれで増えました。われらは北天満山を守り、徳川家康と武田信玄を北天満山に釘くぎ付づけにするです！」

「御ぎよ意い！　栗くり原はら山やまの長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかはもともとは明智家が召しよう喚かんした援えん軍ぐんです。動きますまい。元親は蝙こう蝠もりですから日和ひより見みを貫つらぬくはずです。南天満山戦線は黒田官兵衛どのの援兵を得た相良どのがこのまま押し切れるはず。今、最大の危地に陥おちいっているのは徳川と武田の旗本軍を一手に引き受けておられる姫ひめです──」

「引き受けがいのある役目ですよ！　利三。この十兵衛は今こそ『運命』を変えますですよ。たとえ最後の一兵となってでも──信奈さまのために。そして、これまで信奈さまのために奔ほん走そうし続けてきた、相良先輩のために」

「不ふ肖しようこの斎さい藤とう利三も、どこまでもお供つかまつります、姫！　たとえ地じ獄ごくの果てまでも！」

「全軍！　土と岐き桔き梗きようの旗印を、高々と掲げるです！　敵は関ヶ原にあり！　この十兵衛が定めた軍法の通りに陣形を整え、種子島を構えて敵軍の突とつ進しんを阻はばみます！　明智軍の強さを、天下に知らしめる時です！」

　南天満山を巡めぐる攻こう防ぼうでは、兵力に劣おとる相良良晴がいきなりの本多忠ただ勝かつの突とつ撃げき敢かん行こうによって討ち取られる寸前となったが、九州から「大返し」を敢行した立たち花ばな宗むね茂しげと黒田官兵衛率いる九州大友軍が、「姫大名」として蘇よみがえった浅あざ井い長なが政まさの支援を得て間かん一いつ髪ぱつで関ヶ原に到着したことによって、形勢が逆転している。

　相良軍が押し、東軍側の本多忠勝・藤とう堂どう高たか虎とらの部隊は多勢に無勢、南天満山から押し戻されて伊い勢せ街かい道どうをじりじりと後退している。しかも、相良良晴を挟きよう撃げきできる高所に陣取っている松まつ尾お山やまの小こ早ばや川かわ隆たか景かげと南なん宮ぐう山さんの吉きつ川かわ元もと春はる、栗原山の長宗我部元親はまだ動いていない。長宗我部元親は成り行きで東軍に参戦させられているので、最初から戦意がない。

　しかも西軍にとって「幸運」なことに、総兵力約五万という破格の大軍を率いて東西の高所を押さえている小早川隆景と吉川元春の動きが鈍にぶい。

　南宮山の吉川元春は、北の東とう山さん道どうへと出て西軍の「中入り隊」と戦うか、それとも南の伊勢街道に出て相良軍と戦うかをまだ決められないでいるらしい。菩ぼ提だい山やまから降って湧わいてきたかのように出現した「中入り隊」に退路を断たれた武田信玄が、この中入り隊を無視し、自ら退路を完全に捨てて前進を開始するという異様な行動に出たため、元春は戦せん況きようを見ながら「東山道と伊勢街道、いずれへと下りるべきか」を熟考しているのだろう。ここで選せん択たくを誤れば、もはや取り返しがつかなくなる。

　ただ、開戦と同時に即座に下山すれば相良良晴軍を葬ほうむることができたはずの松尾山の小早川隆景が、黒田官兵衛の到着を知ってなおも動かない理由は、わからなかった。

　考えられるとすれば──隆景が、良晴を、愛しているから──そうとしか、光秀には思えなかった。

（ほんとうならばこの十兵衛が陣取り、そして「運命」の力に囚とらわれて信奈さまを「裏切る」はずだった松尾山に入ってしまわれた、小早川隆景どの。東軍を……吉川元春どのを裏切ってはなりません。松尾山の「力」が、お心を乱しているのでしょう。十兵衛も、そうでした。だから、わかります。ですが……どうか、耐たえてください）

　関ヶ原最高の要地・松尾山に、宇う喜き多た直なお家いえとともに三万を超こえる大軍を率いて陣取っている隆景が西軍に寝ね返がえれば、この戦いくさはその時点で西軍の勝ちである。しかし十兵衛は、そう祈いのらずにはいられなかった。同じ「裏切りの運命」に囚われた姫武将として。そして、相良良晴を愛した姫武将として──。

「小早川隆景はしばらく動きません、利三。今は激しく惑まどっています。ですが、いずれは東軍武将として、相良先輩と雌し雄ゆうを決するために松尾山を下山するはずです。その時、先輩は苦境に陥ります。徳川家康と武田信玄を、なんとしても北天満山から動かしてはなりません！」

　明智光秀は、自ら「囮おとり」となり「生いけ贄にえ」となる道を選んだ。津つ田だ信のぶ澄すみ斬ざん首しゆの件も響ひびいているのだろうか。東軍の足並みは乱れていた。毛もう利り・長宗我部の動向が不ふ穏おんな中、東軍は徳川家康と武田信玄、この二人の大将とその家臣団だけが必死で戦っている。その二人の大将を光秀が一手に引き受ければ、少しでも北天満山を長く保もたせれば、信奈と良晴は、笹尾山戦線と南天満山戦線とできっと勝ちを拾えるはずだ。

　たとえ光秀が、ここで倒たおれようとも。

（先輩。十兵衛が必ずや、先輩と信奈さまの「運命」を開きますです。この日、この合戦のために、十兵衛は──）

　徳川旗本軍はわずか五千。これを一刻のうちに撃破する。そこまでは光秀には自信があった。井伊直虎や本多忠勝ら徳川諸将の部隊が凄すさまじい勢いで戦場を駆かけていたのとは対照的に、徳川旗本軍はどこか動きが鈍い。だが、桃配山から行軍をはじめている武田旗本軍は、二万。しかも信玄自身が率いている。支えられるだろうか。いや、支えねばならないのだ。

　光秀は、

（桃とう園えん結けつ義ぎから、まだ一日も経たっていませんが……もう、先輩とも信奈さまとも今生で再会することはできないかもしれません。あるいはここで十兵衛が倒れて、先輩と信奈さまが天下を盗とられ、夫婦めおととして結ばれる……それが、最高の結末なのかもしれません）

　という悲しみに満ちた想おもいを封ふうじていた。そのような悲しい考えに囚われれば、信奈が、そして良晴が悲しむ。何度、言われただろう。「十兵衛ちゃんには笑え顔がおが似合う」という良晴の言葉を、光秀は嚙みしめながら関ヶ原の青空を眺めていた。




　この時。

　十つ九づ女ら池に布ふ陣じんしていた徳川旗本軍は、関ヶ原中央の「十字路」を越こえて北天満山へと進軍していた。

（惟任日向どのの軍の戦意は異常だわ。北天満山の一万七千の兵すべてが、まるで本ほん猫びよう寺じ一いつ揆き衆の如き死兵たち……まるで、ひとたび非ひ業ごうの死を遂とげながら、神意を受けて生きて地獄から蘇ってきたかのような……明智光秀は織田信奈を関ヶ原の勝者にするために、自ら捨て石になるつもりだわ。このような敵は容易には粉ふん砕さいできない。まして、わたしには、これほどの規模の野戦で縦横に采さい配はいをとることはできない……どうすれば、いいの）

　影かげ武む者しや・世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうとともに馬を進めながら、旗本軍を指揮していた軍師・本多正信が「それがしが総大将では、旗本軍は明智軍に撃破される」とほぞを嚙んでいた。

「弥や八はち郎ろうさん。急がなければ。南天満山戦線が崩れはじめています。信じがたいことに、黒田官兵衛は三万の大軍を、はるばる九州から率いてきました。しかも、松尾山の小早川隆景はまだ逡巡しています。平へい八はち郎ろうさんも高虎さんも、とても保ちません」

　世良田二郎三郎もまた、青ざめていた。彼女は徳川家康に瓜うり二ふたつだが、一いつ介かいの影武者である。本多正信は軍師であり、謀ぼう臣しんである。真の総大将が、不在なのだ。旗本軍の将兵たちもまた、戦意は高くとも、「ほんものの家康」が不在だと知っている。あるいは、「どうにも家康さまらしくない」と気づいている。浮うき足立っている。やはり、総大将不在でこれほどの合戦を戦うことには無理があったのだ。このまま明智軍と激げき突とつすれば、徳川旗本軍は一刻も保たずに撃破されるだろう。が、病を押して前進している武田信玄に道を譲ゆずるわけにはいかない。余命いくばくもない信玄は、長年の仇きゆう敵てきだった家康に天下を譲り与あたえるという覚かく悟ごとともに、死の行軍を開始したのだ。戦わなければ……！

　北天満山が、見えてきた。土岐源げん氏じの──明智の桔梗紋もんが翻ひるがえっている。強い。これが、明智光秀の陣じん立だて。本多正信は、目を見張った。なんと、合理的な。南なん蛮ばんの兵法を導入した最新の陣立てにして、同時に日ノ本古流の伝統をも守っている。軍制のすべてを革命した織田信奈とは異なるが、まさしく天才。この堅けん陣じんから立ち上ってくる「気」はなにごとだろう。どこにも隙すきがない。そして、想像以上の量の種子島を装備している。いまや徳川家が天下を盗るためには、織田信奈だけでなく、この明智光秀をも撃破しなければならないのだ。織田信奈と、明智光秀。本来ならば互たがいに激突し四散するはずだった二人の「天下人」が、関ヶ原でがっちりと手を組み、互いに互いの背中を預けて戦っている。竹馬の友・家康を幽ゆう閉へいして一人きりで戦っている本多正信にとって、あまりにも、高い壁かべだった。

（……あ……あ……勝てない。明智光秀には、勝てない……姫……ごめんなさい……！）

　本多正信が震ふるえながら総そう攻ぜめの下知を下そうとした、その時。

　徳川旗本軍の中ちゆう核かくとなる槍やり隊を率いる若い姫武将・榊さかき原ばら康やす政まさが、

「服部はつとり半はん蔵ぞうが帰き還かんしてきたわ！」

　と叫さけびながら正信のもとへと駆け込んできた。

「は、半蔵!?　今になって？　いったいどこへ消えていたのですか!?」

　服部半蔵は、老いた商人に変装していた。数人の仲間たちとともに、荷物を載のせた馬を引いていた──半蔵たちはこの戦場のまっただ中を、「戦に巻き込まれた商人たち」のふりをしながら、素知らぬ顔をして移動してきたのだ。なんという豪ごう胆たんさ、と正信は声を失った。そしてその荷物は、信楽しがらき焼の狸たぬきだった。

「……服部半蔵、ただいま帰参。『姫』は奪だつ回かいした。本多正信よ。姫ご自身が、裁断を下される」

　半蔵が手しゆ裏り剣けんを投じて信楽焼を叩たたき割ると同時に、その中からほんものの「徳川家康」が現れていた。

　本多正信は、やめて。このような死地に来てはならない！　と泣きそうになり、生きてあなたと再会できるとは思っていませんでしたと、また泣きそうになった。

「……姫……！　茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうの屋や敷しきから、脱だつ出しゆつしたというのですか？　茶屋屋敷には、百もも地ち丹たん波ばが。柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さいが。いったい、どうやって!?」

　馬上の武者となった徳川家康は、服部半蔵に命じて南蛮甲かつ冑ちゆうを着込みつつ、本多正信に語りかけていた。

「弥八郎さん。世良田二郎三郎さん。あなた方がなぜ、設楽したらが原はらで私を眠ねむらせてまで織田家と断交し、吉きち姉さまと戦う道を選ばねばならなかったか──すべては五ご右衛え門もんさんと半蔵から伺うかがいました！　莫ばく逆ぎやくの友の弥八郎さんに、あそこまでやらせねばならなかっただなんて。私は、ふがいない主君でした……これまでの代行、ご苦労！　ですがこれより先、私の『運命』は、私自身が切り開きます！」

「それでは……姫はやはり、織田家との戦いを中断なされると？」

「いえ。私は自らの『運命』に対して、覚悟を決めました。吉姉さまと戦います！」

　茶屋屋敷で柳生石舟斎に向かって言い放った言葉と同じことを、家康は本多正信に対して叫んでいた。

「もしも私が開戦前に関ヶ原へと到とう着ちやくできていたならば、異なる『選択』を選ぼうと思っておりました。『天てん下か布ふ武ぶ』の構想を練り、その実現のために戦い続けてきた吉姉さまの手から『天下』を簒さん奪だつしてはならない。たとえ本来の『未来』がどのようなものだったとしても、吉姉さまとの戦いを回かい避ひするべし。それがわが『運命』なのだと──しかし、間に合わないだろう、ということはわかっていました。私が開戦に間に合わなかったということは、『運命』はこの私に、関ヶ原で戦えと命じているということです！」

　あの、幼い頃ころより不幸な「運命」の流る転てんに翻ほん弄ろうされてきて、いつもおどおどしてどこか卑ひ屈くつだった松まつ平だいら元もと康やすでは、なかった。家康は今、自分を影武者とすり替かえた正信に激げき怒どしている。心ならずも「徳川の律りち儀ぎ」を貫けずに信奈と戦場で相まみえることになってしまったことに激怒している。しかしなによりも、幼なじみの正信にここまでやらせねばならなかった自分のふがいなさにこそ、激怒している。

「私は──徳川家康は、この関ヶ原で『天下』を賭かけて戦わねばならないのです。たとえ、敬愛してやまない吉姉さまが相手であろうとも。この決戦は、百年にわたって続いてきた大乱世を終結させるために決着をつけられる唯ゆい一いつの機会なのです！　ならば、私は自分の『運命』から逃にげてはならない！　たとえその結果が勝利であっても、滅ほろびであっても、吉姉さまとの別べつ離りであっても──私は今まで、今いま川がわ家のために戦い、織田家のために戦い、なによりも徳川家とその家臣団を守るために戦ってきました。決して、自分というものを持たなかった。それでよかったのです。天下人になるつもりなど、なかった。ですが、今は違ちがいます。この私が天下人・徳川家康になる『運命』のもとに生まれてきたと知ってしまった今は。相良良晴さんが現れなければ、徳川家が天下を盗る『未来』に収束するはずだったと知った今は。弥八郎さんが、その『運命』の軌き道どうに再び私を乗せた今は。『関ヶ原の合戦』がはじまってしまった今は。『天下人』は、一人でなければならない。複数の『天下人』を乱立させて、日ノ本を分断してはならない。この国を滅ぼすことになってしまう！　私は、生まれてはじめて、持てる力のすべてを振ふり絞しぼって堂々と戦います。吉姉さまと。『天下人』は徳川家康か、それとも織田信奈か。『運命』は『古こ今きん伝でん授じゆ』に記されていた未来に収束するのか、あるいは変わるのか。この一戦で定めねばならないのです！」

　茶屋屋敷で、「関ヶ原の合戦」の開戦が不ふ可か避ひであり逃のがれることのできない「運命」であると予感した家康は、柳生石舟斎から「開戦を止められれば重ちよう畳じよう。しかしもしも開戦を阻そ止しできねば、関ヶ原で『天下』を賭けて戦うことこそがあなたさまの『運命』であったならば、その時あなたさまはいかがいたしますか」と問われると同時に、「その時はわが『運命』と闘たたかうのみ！　柳生石舟斎、そなたに私の道を妨さまたげることはできない。道を空けなさい！」と石舟斎を一いつ喝かつした。その威いに激しく打たれた石舟斎は「なんと目映まばゆい。家康さまは、神君にあらせられる。柳生一族はこれより、家康さまにお仕えいたします」と拝礼し、百地丹波を下がらせて家康を茶屋屋敷から解放。小お笠がさ原わら長なが時ときとともに自ら護衛役を務め、家康探たん索さくを続けていた服部半蔵のもとに家康の身み柄がらを送り届けたのだ。

「……姫ひめ……それがしは……姫が戦場に戻もどれば、織田家への返り忠を果たすものだと、ばかり……それがしの首を刎はねて、織田信奈さまのもとへ送り届けられませ。すべては弥八郎が暴走したためと、真実を告げれば。必ず、織田信奈さまは姫を受け入れてくださいます……」

「弥八郎さん。いいのです。徳川家はすでに、吉姉さまのみならず信玄さまからも大恩を受けています。そして徳川に、二度の寝返りは許されません。しかも、かかる決戦の場での寝返りなど、あり得ぬことです。武士として絶対にやってはならないことです。かくなる上は、戦場で徳川の律儀をこんどこそ貫つらぬくまでです──あなたの罪ではありません。これは、私自身の『運命』だったのです。吉姉さまと、戦う、ことが……」

　吉姉さまも「古今伝授」の予言を通じて、あるいは良晴さんを通じて、「ほんとうの未来」、「収束するはずだった未来」をすでに知っておられるはず。わかっていただけます。むしろ、ここで私が自らの「運命」と闘わずして降くだれば、吉姉さまは私を生しよう涯がい臆おく病びよう者と軽けい蔑べつされるはず、と家康は青ざめて地に伏ふしている本多正信の肩かたを叩きながら、微笑ほほえんでいた。正信のために、馬を下りてまで。

「……ごめんなさい……ごめんなさい……！　織田信奈さまとの仲を引き裂さいてしまって……ごめんなさい……！」

「いいえ。弥八郎さんがいなければ、私はずっと吉姉さまの庇ひ護ごのもとで『松平元康』として眠ったままでした。私が徳川家康として目覚めぬ限り、この国の、人々の『運命』は大きく狂くるっていたはずでした。あなたが私のために心を鬼おににして戦ってくれたからこそ、私は目を覚まし、徳川家康となり、そして『運命』の輪が動いた。もしかしたら永遠に来ることがなかったかもしれない日ノ本の戦乱を終結させる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を、『関ヶ原』という機会を、この国の人々は得られたのです。やはり、あなたは私の友です、弥八郎さん。さあ、北天満山を突つき破る策を。徳川旗本軍、前進します！」

「……御ぎよ意い……！　それがしの身命を賭として、あなたに、勝利を。『未来』を──！」

　服部半蔵が「姫ご自身が、ご決断なされたのだ。ならばここから先は正々堂々、織田家そして相良良晴との勝負。もはやわれらに後ろ暗いところはない」とうなずくと同時に、商人に化けていた面々がいっせいに変装を外していた。

「がははは。なんだかよくわかんねーが、これも浮き世の縁えんってやつだ！　面おも白しろそうだから徳川家に加勢してやるぜ！　俺さまは公く家げだ、公家だ、公家になるのだああ！」

「……この柳生石舟斎はすでに老ろう齢れいなれど、関ヶ原のこの一戦を引退の戦いくさと定め、徳川さまにご奉ほう公こういたしましょう」

　無法の男・小笠原長時。

　無刀の男・柳生石舟斎。

　二人の剛ごうの者が、家康の命を守る用心棒として旗本軍に加わったのである。

　だが、そこに蜂はち須す賀か五右衛門の姿はなかった。すでに、家康と五右衛門は茶屋屋敷で「ここからはそれぞれの『未来』を賭けて戦うでごじゃるよ」と握あく手しゆを交かわし、袂たもとを分かったのだ。

「徳川家康さま、御ご着ちやく陣じん！」

「神君家康公、ご覚かく醒せい！」

「徳川家は律儀を貫き、最後まで東軍方として死力を尽つくし戦う！」

　ほんものの家康の登場とともに、今まで織田家と戦うことに違い和わ感かんや後ろめたさを感じていた旗本たちの顔色が一変した。

　家康のもとに結集した三み河かわ兵は、強い。

　倒たおされても倒されても立ち上がり、猟りよう犬けんのように獲え物ものを追い続ける。

　しかも、家康のもとで本多正信が「軍師」として兵を縦横に動かし、光秀の用兵術の裏をかくべく変へん幻げん自じ在ざいに兵を進退させる。

　当たらざるべき勢いとなった徳川旗本軍は、北天満山を目指して全速前進を開始し、「赤備え」を率いて先さき手てとして戦っていた井伊直虎部隊との合流を果たしていた。

「……な、なんですか？　『影かげ武む者しや』徳川家康が、ほんものに戻った、ですとおおお？　まったく異なる軍団へと、突とつ然ぜん、生まれ変わったです！　まずい。まずい。まずいです！　利三！」

　徳川旗本軍だけならばかろうじて防げるはず、と自信を持っていた明智光秀の顔色が、青ざめていた。しかし、この事態急変はまだ序の口にすぎなかった。この「徳川家康参陣」をきっかけに、真に光秀が、そして相良良晴が窮きゆう地ちに追い詰つめられる事態が、連れん鎖さ的に起こる。




　その事態とは。

　関ヶ原の主戦場から遠く離はなれた、南宮山の東南の片かた隅すみ──伊勢街かい道どうの入り口にあたる栗原山に布ふ陣じんしていた土と佐さの長宗我部軍が、動いたのである。

　総大将の「姫ひめ若わ子こ」長宗我部元親が蝙こう蝠もりめいた姫大名で、本土に興味などなく、四国を統一して「世界の長宗我部」として国際海運業に乗り出すつもりであり、もともとは義ぎ姉し・斎藤利三の要よう請せいで西軍方としてお義理の出兵をしたにすぎないことはすでに述べた。しかも不慣れな大おお坂さか湾わんで迷い、同じ姫ひめ海かい賊ぞく武将として因いん縁ねん浅からぬ小早川隆景に発見され、手違いで東軍方に無理矢理参戦させられたのだ。

　元親は当然、この決戦を栗原山で傍ぼう観かんしてやり過ごすつもりだった。

　太平洋に面する土佐に生まれた「生まれながらの海賊姫」である元親は、南なん蛮ばんや琉りゆう球きゆう、呂宋ルソン、マカオへと広がる国際海運業にしか興味がない。四国を統一するために戦っているのは、四国内に敵がいると長宗我部家の家族郎ろう党とうにどのような危機が降りかかるかわからず、海洋貿易に集中できないからであって、土地などはどうでもいいのである。

　しかし開戦早々、「蝙蝠」を貫くために元親が敵味方のあちこちに放っていた間者の一人が、「家康と称しようしている徳川軍の総大将は実は影武者。織田家と手切れして軍を率いていた者は、軍師の本多正信だった」「だが、戦場にほんものの家康が着ちやく陣じんし、徳川軍の指揮権は本多正信から家康に」という驚おどろくべき情報をもたらした。

　この事態を知った長宗我部元親は、ひぃ、と一声悲鳴を発すると、

「この戦、東軍の負けだわ！　逃げるわよ、信のぶ親ちかちゃん！」

　と、最愛の弟の手を引いて戦場から離り脱だつしようとした。土佐馬は驢ろ馬ばのように小さいので、土と佐さ犬いぬに乗っての逃とう避ひ行こうとなる。

「戦ははじまったばかりなのに、どうして逃げるのさ、お姉ちゃ～ん？」

「あの律儀な家康が盟友の織田信奈と戦うわけがないでしょう！　指揮権を奪うばい返したということは、徳川は織田方つまり西軍に返り忠するということよ！　一刻も早く土佐へ逃げましょう、おわかり？　幸い、長宗我部はまだ西軍と戦っていないわ。斎藤利三に申し開きしてもらって土佐を安あん堵どしてもらえるのよ、おわかり？」

　ところが、「神君覚醒！」「家康さま、御着陣！」とにわかに十九女池から北天満山へと行軍していた徳川旗本軍が怪かい気き炎えんをあげて凄すさまじい勢いで明智勢への総そう攻こう撃げきを開始したさまを栗原山から眺ながめていた長宗我部信親が、

「お姉ちゃん！　あのおっとり狸だぬきだった徳川家康さまが、天下を賭けて決然と織田信奈との勝負に挑いどんでいるんだよ！」

　と声をあげたことから、長宗我部軍の動向は一転した。

「どどどういうことなの、徳川家康。いったいなにを考えているの。わたくしにはなにがなんだか、わからないわ」

「お姉ちゃん、見て！　徳川さまは、『天下』を定めるために敢あえて織田信奈と戦う道を選ばれたんだよ～！　義姉とも言うべき織田信奈から独り立ちする道を！　考えてもみてよ！　全国からこれほどの名だたる大名が集まって野戦決戦で『天下人』を決定する機会なんて、二度とないんだよ。お姉ちゃん！」

　長宗我部信親は、元親に溺でき愛あいされ続けてきた弟である。長宗我部家の家か督とくを継ついだ元親は家を守るためにいろいろとこすっからい謀ぼう略りやくを巡めぐらせる「蝙蝠」として自分を育ててきたが、その代わりに最愛の弟の信親を純真無む垢くなままに育ててきた。わざわざ京の都から学者や武芸者を招いて、信親に御おん曹ぞう司しとしての英才教育を施ほどこしてきたほどである。さらに、「信親」の「信」の一文字は、あの織田信奈からわざわざ拝領したものだ。それほどに、元親は信親を溺愛していた。

　その信親が、純じゆん粋すいであるがゆえに、徳川家康の「決断」を目まの当たりにして身み震ぶるいするような衝しよう撃げきを受け、感かん極きわまった。

「この決戦を、長宗我部家の貴公子が黙だまって傍観しているなんて、耐たえがたいよ！　お姉ちゃん！　僕が武士として鍛きたえられてきたのは、槍そう術じゆつや馬術や太た刀ち術を習ってきたのは、この日この決戦のためだったんだよ！　僕は行くよ！　伊勢街道へと下りて、南天満山戦線へと加わり、相良軍と戦う！　今ここで長宗我部軍が参戦すれば、九州からの援えん軍ぐんに押されている南天満山戦線の東軍勢を支えることができる！」

　おやめなさい！　と元親は泣き声のような悲鳴をあげた。




　元親には信親という弟の他ほかに、三人の妹がいた。島しま津づ家が「四姉妹しまい」の結束によって家運を盛り上げたのと同様に、長宗我部家もまた姉妹がそれぞれの才能を補い合いながら土佐統一事業を推おし進めてきた。

「軍師」とも言うべき智ち将しよう・香こう宗そ我か部べ親ちか泰やすは今、当主・元親不在の土佐を守っている。島津家で言えば、島津歳とし久ひさにあたる存在である。

　長宗我部家の武を担当していた「猛もう将しよう」吉き良ら親ちか貞さだは、島津家で言えば島津義よし弘ひろにあたる存在で、土佐統一戦で多大な功績を挙げたが、病に倒れ、若くして死んだ。

　末の妹は、母親が異なる非ひ嫡ちやく出しゆつ子しで、島しま弥や九く郎ろうと名乗っていた。名前は小こ西にし弥九郎と同じだが、島津家でいえばまさしく、島津家いえ久ひさの立場にあたる妹だった。家久同様に戦を得意としていたし、末っ子らしく、甘えん坊ぼうだった。

　島津家と異なる点は、この三人は長宗我部家ではなく他家を継いでいたということであり、これは長宗我部家の政略であって、毛利元もと就なりが両りよう川せん姉妹に小早川家・吉川家を継がせたのと同じである。長宗我部宗家に留とどまっているきょうだいは、元親と信親の二人しかいない。

　元親はその弟の信親と同様に、母が異なる末の妹・弥九郎を溺愛していた。

　その事件が起きたのは、国際海運業の展開を目指した元親が、足がかりとするべく土佐統一を目前としていた頃ころだった。

　もともと太平洋に生まれ育った元親は、陸地を欲ほつしていない。海を求めていた。故ゆえに、母国である土佐国内の統一にしか興味がなく、わざわざ四国の峻しゆん厳げんな山を乗り越こえてまで「異国」というべき讃さぬ岐き、阿あ波わ、伊い予よへ兵を進める野心はなかった。土佐を統一すれば、盛大に海運業に乗り出す予定だった。すでに土佐国内に元親に逆らえるほどの敵はおらず、土佐は平和な国となっていた──。

　しかし、末妹の弥九郎の身に、不幸が起きた。

「ねえねえ、お姉ちゃん。わたし、噂うわさの有あり馬ま温泉に浸つかってみた～い♪　天下の半はん兵べ衛え官兵衛がいつもきゃっきゃうふふしている温泉でえ、浸かるだけで頭がよくなるんだって！　いいかな？　いいかな？」

　弥九郎は、大の温泉好きだった。有馬って六ろつ甲こう山さんの裏でしょう。そもそも本土は危ないわよ、おわかり？　と元親は止めたが、有馬温泉はこの時、織田信奈の支配区域にある。「織田家への使者のお仕事も務めてくるからお願い！」と弥九郎が押し切った。元親は、妹や弟におねだりされると、断りきれない。

　ついに許した。

　が、この航海の途と上じよう、海が荒あれた。弥九郎が乗った船団は波に押されて、阿波へと一時的に寄港したのだった。弥九郎は、姉に蝶よ花よと大切に育てられてきた。戦場では姫武将として果か敢かんに戦うが、人の善意というものを疑わない。

　太平洋に面する土佐と、畿き内ないに面する阿波・讃岐とは同じ四国とはいえ、ほとんど異界である。山と海とに国境を分断されており、文化的にも完全に別物で、ほとんど往来がない。お互たがいに兵を出して攻せめるということもなかった。土佐さえ統一すれば長宗我部家は安全になると元親が信じていたのも当然だったのだ。土佐と阿波とはそのような関係だったから、不幸な誤解が生まれた。長宗我部船団が忽こつ然ぜんと現れたのを見た阿波の国こく人じんたちは「鬼おに国ぐにの土佐から」「軍勢が攻め寄せてきた」と仰ぎよう天てんし、弥九郎たちを攻めてその船を沈しずめ、ついには弥九郎を溺でき死しさせてしまった。

　弥九郎の死を知らされた元親は三日三晩泣きはらし、「わたくしが弥九郎を止めていれば」と激しく悔くいた。

　四日目の朝、元親は「弥九郎の仇かたきは絶対に討うつ。土佐を越えて阿波へと出兵する。わたくしは阿波、讃岐、伊予の三国を平定して、四国全土を長宗我部家の旗のもとに統一しなければならないのよ」と決意した。弥九郎は殺されたが、なお元親にはこの時点で二人の妹と一人の弟がいる。とりわけ、弟の信親は弥九郎に匹ひつ敵てきするほど純真で人を疑うことを知らない性格だった。信親が心配だったのだ。世界の海へ乗り出す前に四国を統一してしまわなければ、心配で土佐から離れられない。織田信奈が本州を統一するよりも先に四国を平定しておけば、織田信奈も長宗我部家を取り潰つぶすことはできなくなるだろう。わたくしは世界の海のどこかで遭そう難なんして死んでもいい。それが海賊の定め。でも、織田家の覚えめでたい信親ちゃんは、海賊にはしない。花の都でみんなから愛される風流な貴公子に育てるの。必ず、長宗我部家の跡あと取とりに──そう、思った。

　かくして、元親は「四国統一」という歴史上この島の誰だれもが考えたこともなかった壮そう大だいな征せい服ふく事業へと乗り出したのだった──。




　その信親が今、伊勢街道へと下りて関ヶ原の合戦に参戦しようとしている。

　その心は、純粋な「正義」に満ちている。

「正義」は容易に、人を殉じゆん死しさせる。大義のために。民たみのために。天下のために。この国の未来のために。

　元親自身が、信親には自分のように蝙蝠と揶や揄ゆされるような武将にはなってほしくないとの祈いのりを込めて、そのような「学問」を教えてきたのだ。正義を、教えてきたのだ。それでよかった、はずだった。

　だが──信親がその美しく純粋な「正義」の心を発揮するのは、乱世が終わってからでいい！

　今ここで。この関ヶ原の戦場で「正義」を発揮すれば。

　信親は。

　間違いなく。

「正義」のために、天下のために、万民のために──死んでしまう！

　こんどこそ。

　こんどこそ、引き留めなければ、と震ふるえ上がりながら、元親は信親を追った。

「いけない！　天下とか乱世とか、そんなことはわたくしにはどうでもいいの！　信親ちゃん、危険だわ！　こんな大乱戦に自ら加わってはならない！　待って！　待ちなさい！　弥九郎ちゃんに続いてあなたまで失ったら、わたくしは……！」

　もはや、斎藤利三への義理のことや、織田信奈との同盟関係の維い持じなどを考えている猶ゆう予よは、長宗我部元親にはなかった。そんなことはもう、どうでもいい。なぜ信親ちゃんを戦場に連れてきてしまったの。わたくしは、またしても。弥九郎ちゃんを死なせた時と、同じ過あやまちを犯おかそうとしている。慚ざん愧きの念に、堪たえなかった。

　なぜだろう。

「運命」が、信親を殺そうとしている。信親は乱世を終わらせるための「生いけ贄にえ」にされるのだわ、と元親の「第六感」が囁ささやいていた。

　そしてわたくしは信親を失った瞬しゆん間かんに、永遠に正気を失うのだ、生きながらに魂たましいを地じ獄ごくへと葬ほうむられるのだ、と。弥九郎を失った時のあの悲しみ、わたくしはなんと愚おろかだったのと己おのれを責めて悔いたあの苦しみを繰くり返すなど。耐えられるはずがない。

　ああ。今ここでわたくしが即そく座ざに正気を失って冥めい府ふ魔ま道どうに墜おちることで、信親ちゃんを救えるのならば。

　姫若子おおおおお！　と、土佐からやってきた一領具足の男たちが元親のもとへと駆かけ寄ってくる。みな、元親が弥九郎を失った時にどれほど苦しんだかを知っている面々である。

「長宗我部軍！　ただちに全軍、栗原山を下山！　信親ちゃんを追って伊勢街かい道どうへ！　相良良晴軍と交戦に入るのよ！　おわかり!?」

　おう！　行くぜよおおお！　弟ぎみを救うぜよおおおお！　上方兵に、土佐兵の強さを見せてやるきにいい！　と、一領具足たちが咆ほう吼こうしていた。みな、身なりはみすぼらしい。具足なども、ばらばらである。具足の国こく籍せきすら不統一である。煌きらびやかな上方兵の美び麗れいさとは、比べものにもならない。だが、一人一人がみな、土佐犬の如ごとき激しさと獰どう猛もうさを備えていた。越えがたい四国の山々を越えて死し闘とうを繰り広げてきた歴戦の勇者たちだった。

　ここに、「運命」は動いた。

　長宗我部軍六千、全軍で栗原山を下山。

　伊勢街道を西へと突つき進み、南天満山戦線で本多忠勝・藤堂高虎ら東軍部隊と交戦していた相良良晴軍へと、突とつ進しん。

　心ならずも東軍方に加えられてしまった長宗我部軍は最後まで動かないはずだと計算して戦っていた相良良晴の「目もく論ろ見み」は、突とつ如じよとして崩くずれた。




「ちょっと！　栗原山から下りてきたじゃないの！　伊勢街道に長宗我部軍が満ち満ちているわよ！」

　南天満山戦線の最前線──自ら槍やりを取って駆けていた相良良晴の背後で、ヤスケが事態の急変を告げていた。

　中部戦線に、徳川家康、帰参。神君、覚かく醒せい。徳川軍は家康自身の「意志」で織田信奈との「天下人争そう奪だつ戦」へと突入。

　この家康の覚醒に引きずられるかのように、「日和ひより見み」を決め込むはずだった長宗我部軍が、憑つかれたように伊勢街道へと殺さつ到とう。黒田官兵衛率いる九州大友家の援軍によって有利となっていたはずの南天満山戦線もまた、戦局が一転していた。

　この間、ほとんど時間は経過していない。

　関ヶ原の合戦は、生き物のように動き続け、流れ続け、留まることがない。

「家康参戦と決まって、徳川軍の面々の顔色が変わった！　まるで目つきが違ちがっている！　元康は……いや、徳川家康は、信奈との戦いを選せん択たくしたのか。『運命』はやはり、徳川家康の『勝利』へと向かっている……十兵衛ちゃんが危ない！　だが、今もっとも危ないのは……虎とら之の助すけと市いち松まつだ！」

　官兵衛の援軍を得た相良良晴は、押しに押していた。小早川隆景が松尾山を下りる前に。武田騎き馬ば隊が笹尾山に特とつ攻こうする前に。戦力差で圧あつ倒とうしているこの俺が本多・藤堂部隊を潰かい走そうさせる他はない、と遮しや二に無む二に軍を前へ前へと進めていた。官兵衛が務めるはずだった前線指揮役を自ら務め、南天満山の相良軍本ほん陣じんを官兵衛と義よし陽ひに託たくし、自ら軍を率いて伊勢街道を東へ、東へと突き進んでいた。その先頭には、片かた鎌かま槍やりを振ふるいながら戦場を駆ける加か藤とう虎之助と、日本号をかざして暴れ回る福ふく島しま市松。この二人の剛ごう勇ゆうに押された本多忠勝と藤堂高虎は、この時、伊勢街道沿いに後退を続けていた。

　だが、ここで想定外の事態が──長宗我部軍の栗原山下山が、起きたのだ。

「『関ヶ原の合戦』に、長宗我部軍が猛もう然ぜんと参戦しただって!?　明智家との関係を放ほう棄きしてまで？　まさか？　いったいどうなっている。なにが起きた!?　しまった。俺が『関ヶ原の合戦』を知っているばかりに、その未来知識がかえって俺の目を曇くもらせてしまった……！」

　田た辺なべ城における細ほそ川かわ藤ふじ孝たかと同じ「過ち」を、良晴も犯していた。「未来」を知っている者は、「未来」に謀はかられるという罠わなに、落ちていた。良晴は長宗我部元親と面識がない。いちど、海賊船に乗った元親に襲おそわれたことがあるが、会ったことはないのだ。まして、関ヶ原に集った大勢の人々の「運命」を救おうと奔ほん走そうしていた良晴には、主戦場から遠く離はなれた栗原山の内情を知る由よしもなかった。もしも「運命の武将」長宗我部信親が参戦していることを良晴が知っていれば、異なる戦術を選択していただろう。

　相良良晴率いる軍勢は、伊勢街道沿いに長く伸のびている。先頭を行く虎之助・市松の部隊と、良晴率いる部隊との間に、もしも南宮山から下りてきた吉川軍二万が割って入れば、両軍の間を分断される。そして前線に孤こ立りつさせられた虎之助と市松の前には、精強な土佐の一領具足たちが──！

「さらになお、松尾山には小早川さんと宇喜多直家の三万超ごえの大兵力が！　『史実』では動かなかった長宗我部軍が下山したとなると、松尾山の小早川さんも、南宮山の吉川さんも、まもなく下山するかもしれない！　そうなれば、西軍は詰つみだ！　ただちに伊勢街道を制圧して南宮山を封ふうじ込め、虎之助と市松を敵中孤立の危機から救う！　兄の失策のために、妹たちを討ち死にさせるわけにはいかない……！」

　良晴は、意を決すると馬の腹を脚あしで締しめ上げ、敵中を駆けた。

　伊勢街道をさらに東へと突き進み、南宮山に登っている吉川軍が伊勢街道へと下りる道を塞ふさぎ、かつ、いきなり出現した長宗我部軍に襲われている虎之助・市松の部隊を救きゆう援えんするために。

　相良軍は、官兵衛の援えん兵ぺいを得て膨ふくれあがっている。良晴自身が伊勢街道へと進んで南宮山を封殺し、官兵衛は南天満山の本ほん陣じんを中心として東山道を確保し、松尾山を封殺する。二正面作戦になるが、東西の高所に陣取っている毛利両りよう川せんが両街道へと軍を進めれば兵力差は再逆転する上に、東山道から京へ出る道を塞がれてしまう。そうなれば万ばん事じ休すと言ってよく、南天満山戦線の状じよう況きようはまたしても一変し、西軍は勝機を逃のがす。

「後衛の官兵衛に伝令を！　伊勢街道は俺自身が兵を率いて確保する！　南宮山から吉川軍が下りてくる前に！　官兵衛は、義陽姉さんとともに南天満山を固め、松尾山の大軍勢を抑おさえていてくれ！　小早川さんに下山を決断させる隙すきを絶対に与あたえないでくれ！　ねね、秀ひで家いえ、茶ちや々ちやたちを頼たのむぞ！」

　良晴は、さらに南へ──。

　笹尾山に布陣している信奈との距きよ離りが、どんどん広がっていく。

　信奈が、遠ざかっていく。

　信奈が、第六天魔王に、なってしまう──！

「信奈。すまない！　今すぐに笹尾山へ飛んでいきたいが、間に合わない！　急げ！　急げ急げ急げ！　ちくしょおおおおお！」




　関ヶ原の北側、笹尾山戦線では──武田四天王と真田の「双ふた子ご」率いる武田騎馬隊が、笹尾山へと突き進んでいた。

　信玄の病は篤あつい。容体は悪化の一いつ途とを辿たどっているだろう。しかもその信玄が、開戦していきなり桃配山から陣を前へと進めようとしている。もう、時間がないのだ。武田騎馬隊は信玄の命があるうちに──信玄が意識を保っているうちに、どれほどの犠ぎ牲せいを払はらってでも笹尾山に籠こもる織田信奈の本陣へと到とう達たつしてこれを撃げき破はし、信玄に、そして日ノ本の人々に「戦国最強は武田軍であり武田信玄である」と知らしめねばならなかった。

「『史実』では織田家との決戦に揃そろうはずのない四天王が揃い踏ぶみしました。信玄さまの運命は、必ずや変わります！」

　誤解され続けてきた武田信玄の人となりを後世に残すべく書き進めていた「甲こう陽よう軍ぐん鑑かん」の執しつ筆ぴつを放棄してまで、「運命」を変える選せん択たく肢しを──笹尾山への突とつ撃げきを選んだ高こう坂さか弾だん正じよう。

「種子島は装そう塡てんに時間がかかるのだわ。初しよ弾だんで大勢の騎馬兵が倒たおれる。二発目を放つまでのわずかな時間を突いて、馬ば防ぼう柵さくを倒し陣中へと突入するのよ！」

　駿する河が攻ぜめを巡めぐって武田家が内ない紛ふんに突入する事態を防ぐべく、太た郎ろう義よし信のぶとともに逝いった亡なき姉・飯お富ぶ兵ひよう部ぶから最強の「赤備え」を継ついだ山やま県がた昌まさ景かげ。

「……『沖おき田た畷なわて』では、龍りゆう造ぞう寺じ四天王とその郎ろう党とうは島津家久が築いた柵を越こえるために次々と自ら種子島の的となって前のめりに倒れ、自分たちの亡なき骸がらを『踏み台』に用いさせたという……われら武田家臣団の信玄さまを慕したう気持ちが、龍造寺家のもののふたちに劣おとるはずもなし。必ず、織田信奈の馬防柵を、越えられる」

　不死身の馬ば場ば美み濃のこと、馬場信のぶ春はる。

「……信玄さま……御屋形さま……典てん廏きゆうさまの存在はあまりにも偉い大だいでした。力及およばず、典廏さまの代わりにはなれませんでした。ですが、この一戦で。最後の決戦で。武田の副将として、信玄さまに『勝利』を届けてみせます！　川かわ中なか島じまで、典廏さまが命を賭として信玄さまを守り抜ぬいたように」

　武田典廏信のぶ繁しげの跡あとを継いで武田の副将を務めた、内ない藤とう昌まさ豊とよ。

　高坂隊を猛速で追い抜いた山県昌景が笹尾山へと突進し、馬場・内藤・高坂がその後方を駆け、信しん州しゆう上うえ田だでの母・真田幸ゆき隆たかの死を知った真田の「双子」が無言で最さい後こう尾びに続く。

　笹尾山の織田陣は複数の構えから構成されている。最前線の「塹ざん壕ごう」には、鉄てつ砲ぽうの名手・滝川一益が種子島部隊を率いて籠もっている。織田信奈。滝川一益。明智光秀。三人が三人とも、「種子島」に乱世終息の希望の光を見み出いだし、鉄砲隊の運営に賭かけてきた姫ひめ武将たちだった。尾お張わりはいにしえより商業と経済の国で、尾張兵は弱い。しかし信玄や謙信のような圧倒的な武ぶ威いはなくとも、武田騎馬隊のような圧力と速度はなくとも、「種子島」を合戦で運営する戦術を編み出せば、最弱をもってして最強の武田軍や越軍にも、勝てる。尾張の経済力と「種子島」を組み合わせることで最弱が最強となり、乱世は終わる。そう、信じてきた。

　滝川一益の視界に、ついに、武田騎馬隊の先頭を駆ける山県昌景の姿が入った。種子島の射程圏けんまで、あとわずか。一益は騎馬隊の速度を殺すべく陣に馬防柵を幾いく重えにも重ね合わせ、その馬防柵の手前に馬止めの堀ほりを穿うがち、万全の態勢を整えている。設楽原ですでにいちど、信奈からの指示を受けてこの「野戦陣」を半ばまで構築している。これが二度目である。一度目よりも、手て際ぎわよく作業できた。だが、「後退」というネジを外した武田騎馬隊の圧力と速度とは、一益の想像以上だった。

「来たのじゃ！　まだじゃ。まだ射程圏に入っておらぬ。ぎりぎりまで耐たえるのじゃ……！」

　後方の本陣を守る信奈からはすでに「是ぜ非ひに及ばず」と射しや撃げき指令が下っている。しかし、焦あせって初弾を無む駄だ撃うちしてはならなかった。今、武田騎馬隊は異常な戦意を放ちながら全速力で笹尾山の丘きゆう陵りようを駆けている。初弾を外せば、四天王たちはさらに勢いに乗る。だが、待ちすぎてもならない──わずかでも遅おくれれば、馬防柵まで到達される。

　かつて上杉謙信と手て取どり川がわで戦った時、雨と湿しつ気けが、種子島の運用を阻はばんだ。その反省を経て、一益は新たな技術革新を行った。こたびの種子島には湿気対策が施ほどこされているとはいえ、昨夜突如降り注いだあの豪ごう雨うが今もなお続いていれば、危なかった。が、今、関ヶ原の空は晴れている。蒼そう天てんが、広がっている。織田信奈には「天運」がある、いや、「天運」を自ら摑つかみ取れる強きよう靭じんな精神の力があると、一益は信じていた。あの桶おけ狭はざ間までも、にわかな豪雨が、今川本陣への電でん撃げき的な奇き襲しゆうを可能とした。

「開戦前に雨があがってくれたことはまさに天てん佑ゆう。『天運』は今、のぶなちゃんのもとに……日ノ本の戦乱は、今日のこの一戦で終わりを告げるのじゃ。初弾部隊、撃て！」

　馬防柵の隙すき間まから伸ばされた種子島がいっせいに火を噴ふき、轟ごう音おんをあげる。

　しかし。

　武田騎馬隊の突とつ進しんは、止まらず！

　馬たちが、この大轟音をものともしなかった。まさか、と一益は声をあげていた。至近距離に騎馬隊が接近してくる。ようやく気づいた。

「武田騎馬隊が操る駿しゆん馬めたちの耳が──塞がれておる!?」

　種子島対策だ。武田軍もまた、織田家の切り札「種子島」に対する対策を施していた。おそらく信玄が考えだしたのだろう。耳を塞がれた馬がこれほど自在に駆かけられるとは。なにも考えずにただ死地へと突進してきたのではなかった。

　信奈は最強武田騎馬隊との決戦のために、膨ぼう大だいな量の種子島をかき集めた。種子島部隊は「三段」に分かれている。初弾で馬の脚を止めて速度を奪うばい、二弾目を当て、三弾目で仕留める。武田騎馬隊の速度を殺すために信奈が考案した「三段撃ち」である。第二弾を！　と一益が叫さけぶが、しかし、すでに武田騎馬隊の先せん鋒ぽうは堀の起き伏ふくを巧たくみに乗り越えて馬防柵へと殺到していた。

「四天王最強。山県昌景、推参。滝川左さ近こん一益どの。武田と織田、いずれが天下最強か、ここで決めましょう。この笹尾山が、われらの死に場所よ」

　驚おどろくほど小こ柄がらな「赤備え」の姫武将が、激しい高低差をものともせずに馬を操りながら、郎党たちに馬防柵を引き倒させて陣地内へと突入してくる。速い。信じがたいほどに速い。まさに、電光石火。「三段撃ち」が真価を発揮する猶ゆう予よを、山県昌景は与えなかった。

「……のぶなちゃん！　突入されたのじゃ！」

　山県昌景が馬上から鉄てつ扇せんを放り投げてきた。一益が種子島を放つよりも早く、一益の眉み間けんを叩たたき割るために。その鉄扇を避さけようとした一益の肩かたに、銃じゆう弾だんが命中していた。武田方にも、わずかながら種子島はある。馬防柵を越えてきた武田方の足軽が放った一発だった。一益の軽い身体からだは、暴風に吹ふき飛ばされたかのように転がっていた。滝川軍の旗本たちが、一益を庇かばいながら「二枚目の馬防柵」の奥へと撤てつ退たいしていく。あるいは山県昌景が鉄扇を投げなければ、一益の頭に銃弾が当たっていたかもしれない。大魚を逸いつした昌景は（「運命」は、やはり……）とつぶやきながら、「二枚目の馬防柵」めがけてさらに突進していた。馬防柵が何枚あろうとも、すべて突破する。わたくしが倒れても馬場が。馬場が倒れても内藤が。最後には、高坂が。必ず、織田信奈のもとに到達する。




　滝川一益、銃弾を受けて負傷！

　野戦陣へと武田騎き馬ば隊、突入！　負傷した滝川一益は二枚目の馬防柵の奥へと後退！

　武田騎馬隊は種子島の轟音にも怯ひるまず。その速度は「三段撃ち」の速度を上回っている！　しかも、後退する意志がまったくない！　自軍の屍しかばねを乗り越えながら、次々と殺さつ到とうしてくる！　およそ武田軍の戦い方にあらず。まるで全軍玉ぎよく砕さいを覚かく悟ごした九州の修しゆ羅らのように、ひたすらに前へ、前へと突つき進んでくる！

　笹尾山本陣から戦せん況きようを眺ながめていた織田信奈のもとに、続々と悲報が飛び込んでくる。一益が受けた銃じゆう創そうは、致ち命めい傷しようではないという。信奈と一益は笹尾山に何枚もの馬防柵を重ねて、巨きよ大だいな「迷めい路ろ」を構築している。武田騎馬隊はその迷路の奥へ入れば入るほど、速度を失っていく。種子島に撃たれて次々と倒れる。しかし、一歩も退ひかない。最初から、多大な犠牲を払うことを覚悟しての、突撃なのだ。

「デアルカ。ただちに左近を下がらせて手当を。左近の意識が回復するまで、武蔵むさし！　あなたに種子島部隊の指揮を任せるわ！　この笹尾山が落ちれば十兵衛の軍も良晴の軍も崩ほう壊かいする。なんとしても防ぎ抜いて！」

「ああ、お姫さま。任されてやんよ。逝ってくるぜ。これから笹尾山でどれだけ人死にが出ようが、嘆なげくんじゃねえぞ。ぜんぶ、あたしがやったことだ。あたしは血に餓うえてっからな。いいな！」

　信奈の前にじっと拝はい跪きしていた姫武将──幾いく多たの侍さむらいの血を吸ってきた名めい槍そう「人間無骨」を構えた森もり長なが可よしが「やっと出番が来やがったか」と立ち上がり、「けけっ。武田兵か。そんなに死にたいってんなら、お望み通りブチ殺してやんよ！」と笑いながら駆けていった。

「武蔵」こと森長可は、信奈の父・織田信のぶ秀ひでの代から織田家に仕えてきた美濃侍・森可よし成なりの娘むすめである。森可成が朝あさ倉くら義よし景かげとの抗こう争そうの折に華はな々ばなしく討うち死にを遂とげたため、長可が家か督とくを継いだ。長可は実戦経験に乏とぼしいが、それは武威に欠けるためではなく、逆である。父を討たれて以来、それまでおっとりしていた「箱入り娘」だった長可は、異常なまでに好戦的な姫武将となった。父親が残した槍「人間無骨」を手に、荒あれ狂くるった。味方の門番を斬きって捨てるような無む茶ちや苦く茶ちやな真ま似ねを繰くり返すので、やむを得ず大おお垣がき城に蟄ちつ居きよさせていた。

　しかし、この関ヶ原決戦を前にして、信奈はその森長可を大垣城から召しよう喚かんした。

　不測の事態に備えてのことだった。

　そして開戦早々、その不測の事態が起きた。滝川一益を欠いた今、「三段撃ち」戦術を実行できる者は笹尾山には森長可をおいて他ほかにいない。

「……武蔵……この笹尾山で種子島を用いて武田兵を虐ぎやく殺さつするという汚お名めいを、すべて一人で被かぶるつもりなのね……そのために、武蔵は……今日までずっと、狂したかのように振ふる舞まってきたんだわ……できれば、前線には立たせたくなかった、けれど……」

　一益ではなく、森長可に「三段撃ち」の指揮を委ゆだねる以上、笹尾山攻こう防ぼう戦せんは想定を超こえた凄せい惨さんな戦いになる。が、やむを得なかった。一益が回復するまで待っていることはできない。それに、武田騎馬隊のほうが、すでに狂している。これほどあからさまな「死の罠わな」を準備してみせたにもかかわらず、まるで全ぜん滅めつを望むように遮しや二に無む二に信奈目指して突撃を敢かん行こうしてくるのだ。およそ信玄の戦い方ではなかった。信玄の指示を聞かずに武田四天王が暴走しているのかもしれない。でも、なぜ？　信玄に絶対的な忠誠を誓ちかう、あの武田四天王が？　考えても、わかることではない。信奈はそれ以上「なぜ」と問うことを、やめた。

「かつて半兵衛が対浅井戦で用いた『迷路』の陣じんの発想に、南なん蛮ばん式の野戦陣地戦術を組み合わせて考案したこの笹尾山の『武田騎馬隊殺し』の陣は、これしきで突破されるほどにやわではないわ。馬防柵は、幾重にも重ねてある。最前線の馬防柵を突破されたとはいえ、この笹尾山の野戦陣はまだ攻こう略りやくされていない。種子島部隊は、馬防柵から次の馬防柵へと、いくらでも退たい却きやくできる。『三段撃ち』が真価を発揮するのは、武田騎馬隊が馬防柵の内側に入り込んで速度を失っていく、これからよ……武蔵は、決して躊ちゆう躇ちよしない。自ら血の海に倒れて命尽つきるまで、迷路の中に突入してくる武田兵を殺し尽くす。お父上の森可成が、朝倉軍を相手に最後まで戦い抜いて散っていったように。宗麟……どうやら、わたしは……第六天魔ま王おうになる時が、来てしまった、みたい……」

「まだだよ。あなたの義ぎ妹まい・滝川一益は死ななかった。もしも死んでいれば、あなたはその瞬しゆん間かんに第六天魔王になったと思う。でも、生きている」

　信奈の隣となりに「副官」として侍はべっていた大友宗麟が、そっと信奈の手を握にぎりしめていた。信奈は、震ふるえていた。ずっと構想してきた。ずっと夢に見てきた。戦国乱世を終わらせる「最後の決戦」を。その決戦は、東国と西国の分ぶん岐き点・関ヶ原になるだろうと、ずっと考えてきた。だから、そのために美濃を盗とり、近江を盗り、安あ土づち城まで建てた。

　だが、現実の合戦は、「構想」とは違ちがう。決して信奈が思い描えがいた通りには進まない。将兵の命が、戦場に吸われていく。命が、散っていく。武田騎馬隊が「玉砕戦術」を敢行してきたことも、いきなり最前線を指揮していた一益が負傷し倒たおれたことも、森長可が「三段撃ち」の指揮官となったことも、すべて想定外であり、「運命」は信奈を「第六天魔王」にするという結末に突き進んでいるとしか思えなかった。

　大友宗麟は、相良良晴とそして明智光秀の代わりに、この笹尾山で信奈を守らねばならない。宗麟には、武威はない。非力である。しかし、信奈の揺ゆれる心を守ることはできるはずだった。相良良晴は、信奈を天下人にしたいという願いとともに、信奈を魔王にしたくない、「吉」という一人の少女の心を守り抜きたい、というもうひとつの願いを抱いだいて、奔ほん走そうしてきた。信奈と出会ってすぐに、宗麟には、わかった。争いを好まない宗麟は決して魔王にはなれなかった。豊ぶん後ごの大名として血に塗まみれて生きることよりも、一人の少女として平安のうちに生きたいと望んだ。だからキリシタンの神にすがり、ガスパールにすがり、良晴との恋れん愛あいにすがろうとした。

　だが、信奈には宗麟が持ちえなかった強靭な意志力があった。

　天下を誰だれかが統一しなければならない、という信じがたいほどの意志力が。この日ノ本という国と民たみを百年もの間混乱させてきた「乱世」に対する怒いかり、と言っていい。宗麟がキリシタンに傾けい倒とうして宇う佐さ八はち幡まん宮ぐうを焼やき払はらい、牟む志し賀かにキリシタンの王国を築こうとしたのは、乱世に苦しめられ続けてきた宗麟自身の心の平安を求めてのことだった。しかし信奈は違うのだ。信奈は、自分自身の心の救いを求めて叡えい山ざんと戦い本猫寺一いつ揆きと戦い織田家包ほう囲い網もうと戦ってきたのでもなければ、キリシタンの神に救われたいがために南蛮文化を保護してきたのでもない。

　すべては、「天てん下か布ふ武ぶ」のために──。

　合戦はあくまでも天下万民のため、というきれい事を唱えていたのではない。

　信奈は、あらゆる世の誹そしりをものともせずに、乱世を終結させる壮そう大だいな「天下布武」の戦略を自ら構想し、そして実じつ践せんしたのだ。

　それは、戦えば戦うほどに日ノ本の伝統のすべてを破は壊かいする第六天魔王になっていくということであり、少女としての自分自身の心を殺していく行こう為いだった。

　信奈の生き様は、「英えい雄ゆう」としては破格のものであっても、一人の「少女」としては、自殺を選んだに等しいのだ。いったい、いつからだったのだろう。信奈は、「天下布武」の実現のために──戦国時代の終結と、自らの生しよう涯がいとを、自らの心とを、等価交こう換かんしたのだ。だから、母・土つち田だ御ご前ぜんから愛されたいという想おもいも、切り捨てた。弟・信澄をも切り捨てようとした。

　もしも、宗麟と相良良晴の出会いが、信奈と相良良晴の出会いよりも早くても。

　相良良晴はやはり、織田信奈を愛しただろう、誰かが彼女を守らなければならないのだ、守らずにはいられないのだ、と宗麟は知った。

「……織田信奈。宗麟とは出会ったばかりだけれど、二人は縁えんが深かったよね。日ノ本にはじめてキリシタンの宣教師が……ザビエルさまが来られた時から、私たちは不思議な縁で結ばれていたんだよね。宗麟は聞いたよ。ザビエルさまから。あなたのことを」

「……宗麟？」

「ザビエルさまも。ガスパールさまも。相良良晴くんも。みな、宗麟よりもあなたを愛していた。宗教者として。ジパングに南蛮諸国と対等に渡わたり合える統一国家を築こうとする異い邦ほう人じんとして。そして、一人の男の子として。なぜ、殿との方がたがみな、あなたを守ろうとするのか。宗麟にはわかったよ。誰かがあなたを愛さなければ。誰かがあなたを守らなければ。あなたは、流れ星のように燃え尽きてしまう……織田信奈は、ただ家族の愛に餓えて誰かに愛されることを求めてきたわけじゃない。あなたは……乱世に惑まどい苦しめられるこの国の人々を。未来を。すべてを、愛していたんだよね……この国の人々の嘆きをすべて、自分自身の痛みとして、背負い続けてきたんだよね……だから、怒りの炎ほのおに、燃えていたんだよね。なにがこの国の乱世を生みだし、乱世を終結させられない原因となっているのか、あなたにはすべて見えていたんだね。あなたのその怒りと悲しみをほんとうに理解できた人は少なかった。理解してくれた人は次々と死んでしまった。未来から来た相良良晴くんと出会うまでは、あなたはどれほどこの国の民を愛しても、この世界を愛しても、決して理解されず、恐おそれられ、愛を返されることがなかった……辛つらかったね……」

　争いを好まない大友宗麟には、「天下人」となる気き概がいはなかったのかもしれない。

　だが、彼女は、織田信奈と似た境きよう遇ぐうを持ち、似た資質を持ち、そして同じ「師」を持っていた。二人は、海の彼方かなたから来た亡国の民──バスク人のザビエルから、「世界」を教えられた。「世界」の存在を認にん識しきしたその時から、二人は、その「世界」の片かた隅すみに存在する「日ノ本」をも認識できるようになった。俯ふ瞰かんすることができるようになった。乱世という地じ獄ごく巡めぐりにも似たこの日ノ本の構造を。本質的に武将というよりも宗教者の素質があった宗麟はガスパールとともにキリシタン王国を建国するという「解決策」に希望を見み出いだしたが、信奈は、なにもかもを真っ新さらにして自らの手で「新生ジパング」を建国するという信じがたい勇気と戦略眼を兼かね備えていた。「死のうは一定」と、現世における自らの幸福よりもこの国の戦乱を終わらせる道を選び、「天下布武」という孤こ独どくな旅に出た──。

　信奈はこれほどに、自分自身の想いを、他人に理解されたことはなかった。信奈自身ですら今まで言語化できなかった想いを、宗麟が、優やさしく、信奈に教えてくれたのだ。

「……宗麟……結局わたしは……日ノ本の国すべてを焼き尽くして、わたしを傷つけない世界に。『牟志賀』に造り替かえようとしていただけだったのかも……」

「ううん。違うよ。あなたは、宗麟よりもずっとずっと聡そう明めいで、そして強い人だよ。ただの一度も、この乱世という現実から、逃にげようとしなかった」

　信奈は、宗麟の腕うでにそっと抱かれながら、声を殺して泣いていた。

「あなたこそ、報むくわれるべき人。日ノ本の民の祈いのりが生みだした、義人にして英雄。そして、相良良晴くんと結ばれるべき人──」

「でも。もう。もう、わたしは第六天魔王になるしかない……まもなく笹尾山はメギドの丘おかと化すのよ。笹尾山は、わたしが考案した『三段撃うち』によって、数え切れない人馬の血で染まるのよ。結局……天下布武と、良晴との恋こいは、両立できなかった……！」

「だいじょうぶ。あなたは、魔王にはならないよ。私が、あなたの心を、守るから。私には、祈ることしかできないけれど。それでも、あなたの心を、守るよ」

　大友宗麟がロザリオを片手に、信奈を抱だきしめながら「主の祈り」を唱えはじめる。





天におられるわたしたちの父よ。

御み名なが聖とされますように。

御国が来ますように。






　同時刻。

　笹尾山の最前線では、森長可が滝川一益から引き継ついだ種子島部隊を率いて、

「この馬ば防ぼう柵さくは、いったい幾いく重えあるの？　乗り越こえても乗り越えても、どこまでも馬防柵が続くのだわ……！」

　と歯を食いしばりながらひた走りに走る山県昌景へと狙ねらいを定めていた。

　馬上の山県昌景は小こ柄がらである。的が小さい。が、武田騎き馬ば隊はすでに陣内の奥深くまで入り込んでいる。自在に展開できる空間はない。「初しよ弾だん」を外した時とは、すでに状じよう況きようが違う。山県昌景とその郎ろう党とうたちは、全身に傷を負っていた。「赤備え」の鎧よろいが、血に染まりはじめている。織田信奈の構築した野戦陣は、武田四天王の想像をはるかに超えていた。笹尾山の高低差を利用して築いているために、麓ふもとの武田方からはその全ぜん貌ぼうが俯瞰できなかったのだ。突とつ進しんを繰り返していくうちに、昌景は気づいた。どこまでもどこまでも馬防柵が続く。ひたすらに武田騎馬隊を銃じゆう撃げきして壊かい滅めつさせるためだけに、この陣は構築されている。果てしがない、と。異常だった。こんなものは、日ノ本の武士の戦いくさではない。だが、乱世に終しゆう止し符ふを打つ「天下人」とは、このような異常な戦を閃ひらめき実践できる者なのかも、しれない。

「……姉上は、『どうせ戦場で血に染まるんだ。最初から赤く染めちまったほうがいい』と赤備えの鎧を生みだしたのだった、わね……わたくしは……姉上のように、強く、なれたの、かしら」

　山県昌景とその郎党が、射程圏けんへと入っていた。

　森長可は、「ぜんぶあたしの罪だ。あたしは殺人狂きようだ。敵対する者は、殺さなくていい者も殺す。女子供だろうとも殺す。銃撃して蜂はちの巣にして殺す。命いのち乞ごいされようとも笑いながら殺す。そういうのが好きなんだよ。お姫ひめさま。だから、あんたは関係ねえ」と「人間無骨」の柄えを撫なでながら、下知した。

「者ども！　野や郎ろうども！　あれが武田四天王最強、山県昌景だ！　お姫さまんところには、断じて到とう達たつさせんな！　息の根を止めろ！　敵は続々と殺さつ到とうしてくる！　片っ端ぱしから撃ち倒せ、首は打ち捨てろ！　てめえ一人の功名に奔はしった奴やつはあたしがブッ殺す！　全弾、撃て！　殺やれえええ！」

　轟ごう音おん。

「……信玄……さま……」

　武田四天王最強・山県昌景の身体からだが、馬上から転がり落ちていた。





御心が天に行われる通り、

地にも行われますように。

わたしたちの日ごとの糧かてをお与あたえください。






「……山県……!?　山県!?　うわ……うわああああああ！」

　山県昌景が突とつ破ぱした小さな一点から突とつ入にゆうを開始していた「不死身の馬場美濃」こと馬場信春は、山県昌景が銃撃を浴びて馬上から転落するさまを目にしたこの時、生まれてはじめて激情に身を委ゆだねて絶ぜつ叫きようしていた。

　馬場信春は「教きよう来ら石いし景かげ政まさ」と名乗っていた小身の頃ころから、七十度にわたり合戦に参戦し、ただの一度も傷を負ったことがない。

　常に冷静沈ちん着ちやくで、あの川中島で上杉謙信に「啄木鳥きつつき」を破られた時も惑わずに迅じん速そくに事態に対応してみせた。

　ゆえにこそ、「不死身の馬場美濃」と恐れられてきた歴戦の姫武将である。

　だが、ともに武田家を支えてきた盟友・山県昌景が銃撃を浴びて倒れる姿を見て、その馬場信春ほどの将が、激高した。これは、川中島のあの死し闘とうとは違う。槍やりや刀での尋じん常じような勝負ではない。馬防柵から馬防柵へと逃げ続ける織田兵は、武田騎馬隊と正面から斬きり合おうとはせず、ひたすらに種子島を用いて武田の将を狙い撃ちするのである。卑ひ劣れつだとは、馬場信春は思わなかった。山県昌景ははじめから「捨て石」を覚かく悟ごしていたし、尾張兵は憐あわれなほどに弱いのだ。この戦術以外に、弱兵である尾張兵が武田騎馬隊と戦う術すべはないのだ。それほどに、武田騎馬隊は強かった。強く、なりすぎていた。川中島で上杉謙信を相手に「啄木鳥」を破られながらも互ご角かくに戦い抜ぬいた武田兵を相手にするには、このような魔王の所業としか思えない種子島戦術を用いる他ほかはなかったのだ。それだけに、馬場信春は無念だった。

　敬愛してきた姉・飯富兵部が武田家分ぶん裂れつを防ぐために義信とともに切腹して果てた時から、山県昌景は武田のために、信玄のために戦って死ぬと思い定め、家中から「謀む反ほん人の妹」と白眼視されながらも果か敢かんに戦い、ついに武田四天王最強となった。

　その山県昌景が、名もなき足軽たちの集中砲ほう火かによって、倒たおれた。

「……山県。あれほど鍛きたえてきた武術も馬術も封ふう殺さつされて、種子島で釣つる瓶べ打うちに……どれほどの無念か……！」

　もう、不死身でなくてもよい。

　どれほどの銃じゆう創そうを負おうとも、構わない。

　馬場信春が郎党とともに「『三段撃ち』とて、無限連射ではない！　馬防柵が何枚あろうとも、すべて引き剝はがす！　ここがわが死に場所！　あとを内藤と高坂、そして双ふた子ごに託たくす！　突つっ切る！」と森長可が籠こもる何枚目かの馬防柵へと殺到したその時。

「来やがったぜ。情けをかけんな！　ブッ殺せ！」

　森長可は、容よう赦しやなく「二弾目」を放たせていた。

　不死身の馬場美濃の身体に、一発、二発、三発、と銃じゆう弾だんが命中していた。

　意識が、遠のいていく。

　馬場信春の身体が、馬上から転落していた。





わたしたちの罪をお赦ゆるしてください。

わたしたちも人を赦します。






「山県。馬場。お見事！　典廏さま。無限に続くかと思われていた馬防柵にも、限りがあります。織田信奈の本ほん陣じんが、見えてきました。残る馬防柵は、あとわずかです！　これより武田の副将として、最後まで前へ進みます。ついに、感状はいただけませんでしたが……」

　武田信繁亡きあと、淡たん々たんと武田の副将を務めてきた内藤昌豊が、ついに織田信奈本陣を守る「最後の馬防柵」まで後退させられていた森長可率いる種子島部隊めがけて、突とつ撃げきを敢かん行こうしていた。山県隊に続き馬場隊も大打撃を追い、野戦陣は至るところ死し屍し累るい々るいとなっている。四天王のうち二人までが倒れてなお、武田騎馬隊はまったく退たい却きやくしようとせず、むしろいよいよ勢いを増して馬防柵の迷めい路ろを破は壊かいすべく玉ぎよく砕さい特とつ攻こうを繰くり返していた。

「あいつらこそ、狂くるっていやがる！　撃たれても撃たれても突撃してくる！　いったい、いくら殺されれば気が済むんだ、ちくしょうめ！　こんな戦があるかあああ！　糞くそったれがああああ！」

　信じがたい事態だった。島津家久が一いち躍やくその武名を轟とどろかせた九州の「沖田畷の合戦」ですら、これほどの消しよう耗もう戦ではなかったはずだ。森長可は、（もはや後退は許されねえ！　お姫さまに、こんな惨さん劇げきを味わわせるわけにはいくかよ！）とついに「人間無骨」を構えていた。この最後の馬防柵を倒されれば、白兵戦へと突入する。その時こそ、最強の武田兵を相手に「人間無骨」を血に染める時となる。だが、まだだ。ぎりぎりまでは、「三段撃ち」戦術を用いて戦う。最強の武田騎馬隊を、最弱の尾張兵が、種子島という南なん蛮ばん渡と来らいの新兵器を用いて葬ほうむり去る。戦国の常識を、根底から覆くつがえす。その時こそ、戦国乱世に「終わり」が見える時。それが、森家が仕えてきた織田家の当主にして不世出の英えい雄ゆう・織田信奈が定めた軍法だからだ。

「内藤修しゆ理りの亮すけ昌豊、見参！　種子島をどれほど撃とうとも、われら武田騎馬隊の心を折ることはできませんよ！　森武蔵どの、尋常に勝負しなさい！」

　そいつはうちの姫の戦じゃねえんだよ！　「最強」自じ慢まんの侍さむらいどものケンカ合戦なんぞは、今日のこの関ヶ原で終わりだ！　それがお姫さまの戦だ！　と森長可は「これほどの名将。最後は、堂々と一いつ騎き打うちで」と飛びだしたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、必死で歯を食いしばりながら叫さけんでいた。

「名乗りなんぞ聞くな！　いっさい構うな！　撃てええええええ！」

　森長可まで馬の脚あしであと数歩という距きよ離りまで迫せまった内藤昌豊は、ついに森長可が構える「人間無骨」を相手に一騎打ちを果たすことなく、銃撃を浴びて落馬していた。

「……高坂弾正。武田の……信玄さまの『運命』は、あなたに託された。あとは、お願い……」




　そしてこの時。

　倒されても倒されても駆かけ続けてくる武田騎馬隊に目前まで迫られ、三千挺ちようの種子島が大だい轟ごう音おんを放つ中で、大友宗麟は（ごめんね。ごめんね。ごめんなさい……）と震ふるえている信奈を抱だきながら、「主の祈り」を唱え終えていた──。





わたしたちを誘ゆう惑わくに陥おちいらせず、

悪からお救いください。




国と力と栄光は、限りなくあなたのもの。




アーメン。









　巻ノ二　謙けん信しん見参







「三段撃うち」戦術による武たけ田だ騎馬隊の壊滅。それは中世以来の武士団として「日ひノ本もと最強」を誇ほこってきた武田軍の決定的敗北と武田家の滅めつ亡ぼう、そして織お田だ信のぶ奈なの第六天魔ま王おう化を決定づける「運命」だったと言っていい。武田家が滅亡してから数ヶ月後に、日ノ本史上権勢並ぶところなしとなった織田家を「天」が滅ほろぼそうと欲ほつしたかのように、あの「本ほん能のう寺じの変」が起こる。武田が滅びれば、織田も滅びる。それが「古こ今きん伝でん授じゆ」に記された「未来」だった。

　だが、そうはならなかった。

　宗そう麟りんの「祈いのり」の言葉に応こたえて、キリストの神が地上に──ジパングに再臨したのではなかった。南蛮からもたらされたキリストの神は、彼がそれまでそうしてきたように、笹ささ尾お山やまのメギドの丘おかでもなお、沈ちん黙もくを守った。

　が、武田信しん玄げんの「滅び」と織田信奈の「魔王化」をともに阻はばむべく、その者は、北ほつ国こく街かい道どうから来た。

　かつて、毘び沙しや門もん天てんの化け身しんと自ら信じていたその姫武将が、精せい悍かんにして忠誠無比を誇る越兵を率いながら、笹尾山の西へと猛もう然ぜんと進しん撃げきしてきたのだった。

　上うえ杉すぎ謙信。

　川かわ中なか島じまでの決着もつけぬままに、自分を置き捨てて武田信玄が滅びようとしている。

　第六感としか言いようのない「予感」に囚われた謙信は、越えち前ぜんでの柴しば田た勝かつ家いえとの決戦を避さけて「関せきヶが原はら」へと向けて「退却」しながら追いすがる柴田軍と交戦し、かつ逃にげ、さらに激しく交戦し、柴田軍を振ふり切りながらさらに駆けた。越えち後ごへの退路を捨て、敵から逃げながら戦場へと直進するという、前ぜん代だい未み聞もんの行軍だった。「殿しんがり」を務めるは、直なお江え兼かね続つぐ。撤てつ退たい戦を得意とする兼続は、この任務を務めきった。

　多くの犠ぎ牲せいを払はらいながら、ついに、間に合った。

　軍神、上杉謙信、北国街道に出現す。

　笹尾山の西側に、越軍、到とう着ちやく。

　謙信は、街道沿いに押さえの兵など置いてはいなかった。その兵数、およそ二万。

　この天から舞まい降りてきたかのような越軍の出現を目まの当たりにした信奈は、震しん撼かんした。

　もとより信奈は、武田騎き馬ば隊の猛もう攻こうを防ぐので手て一いつ杯ぱいである。

「宗麟。残念だけれども、デウスは来なかったみたいね。代わりに、毘沙門天が、来てしまった……笹尾山はもう、保もたないわ。あなただけでも、落ち延びて」

　宗麟は、「最後まで一いつ緒しよにいるよ」と、信奈を抱きしめていた。




　四天王のうち三人までが銃じゆう撃げきによって倒された中、「最後の馬ば防ぼう柵さく」へと突撃を開始しようとしていた高こう坂さか弾だん正じようは、その下知を間かん一いつ髪ぱつで取り消していた。

「あれは……上杉謙信!?　信玄さまを救うために、関ヶ原まで来てくださったのですね！　武田家の『運命』は今、大きく変わろうとしている……！　ならば武田騎馬隊は、まだ壊かい滅めつするわけにはいきません！　山やま県がた昌まさ景かげ、馬ば場ば信のぶ春はる、内ない藤とう昌まさ豊とよを収容し、治ち療りようします！　織田方は功名を捨て、馬防柵の内側に籠もり、武田の将兵の首を取りに来ていません！　三人は銃撃されたのち、そのまま打ち捨てられている。重じゆう篤とくなれど、まだ生きている！」

　高坂弾正は瞬しゆん時じに武田騎馬隊を再編制し、態勢を整え直した。山県、馬場、内藤は三人とも戦線復帰困難な銃創を負っていたが、森もり長なが可よしが「馬防柵から出て功名に奔はしった者は斬り殺す！」と自軍の兵たちを押しとどめていたこともあり、からくも三人を救出することに成功したのである。

「われら武田騎馬隊はこれより先は越軍とともに、上杉謙信さまとともに、笹尾山を攻こう略りやくします！」




　関ヶ原の眩まぶしい日の光を避けるために純白の行人包を被かぶりながら、上杉謙信は──毘沙門天から解放されてなお、義を貫つらぬこうとしていた。

「笹尾山の織田信奈本陣へ、武田騎馬隊が無む謀ぼうな突撃を繰り返していたというの？　あの智ち勇ゆうを兼けん備びした武田四天王が、いったい、なぜ……？　兼続。猛然と追撃してくる柴田軍への対応はあなたに任せる。北国街道の入り口を封ふう鎖さし、持ちこたえて。柴田軍を防ぎ止めて。わたしは、信玄のもとに向かわなければならない。でも、その前に……目の前にいる織田信奈との決着を、つけなければ」

　織田信奈。武田信玄。謙信にとって、二人はともに失いがたい友であり好敵手だった。その二人が、今、ともに滅びようとしている。謙信は聖書を知らない。「メギドの丘」という言葉も知らない。だが、織田信奈が構築した野戦陣と「三段撃ち」戦術を騎馬隊による無謀な突撃の連続攻こう撃げきによって撃ち破ろうとしていた武田騎馬隊の現状は、悲ひ惨さんと壮そう絶ぜつを極きわめていた。

　かつて。

　かつて川中島で、謙信は、信玄を相手にこのような凄せい惨さんな殲せん滅めつ戦を、義戦とは言いがたい戦いくさを、やった。ただいちど、やってしまった。山やま本もと勘かん助すけ渾こん身しんの挟きよう撃げき策「啄木鳥きつつき」を見破ってしまったがために、信玄を八はち幡まん原ばらへと追い詰つめ、越軍と武田軍は互たがいに壊滅寸前となるまで戦い続け、命を奪うばい合うことになってしまった──あの愚ぐを、信玄に再び犯おかさせるわけにはいかなかった。

「……はるか遠くにいる信玄のもとに向かう前に、この笹尾山での殺さつ戮りく戦を終わらせなければならない。武田家を滅びの運命から救い、織田信奈を魔王となる運命から救う。兼続。わたしはもう毘沙門天の化身ではないけれど──北方の守護者・毘沙門天の名のもとに戦う一人の人間として。武士として。姫ひめ武将として。笹尾山の戦を、終わらせる」

　はい。武田信玄は旗本軍を率いて関ヶ原の東とう山さん道どうと北国街道・伊い勢せ街道が交差する十字路付近におります。いずれにせよこの笹尾山を突とつ破ぱしなければ、信玄のもとには辿たどり着けません、と直江兼続が即そく答とうしていた。「愛」の前立てが、何発もかすめた銃じゆう弾だんによって半ば折れ曲がっている。前立てが「盾たて」となり銃弾の軌き道どうを逸そらすことがたびたびあり、兼続は命を拾った。二人の「父」が守ってくれたのだ、と兼続は信じている。

「柴田勝家軍は強いわ。それでも、今の越軍において竹たけ中なか半はん兵べ衛えの知略に臨機応変に対応できる武将はあなただけよ。兼続。あなたには辛つらい仕事ばかりを押しつけてしまったわね……あと、一戦。どうか、お願い」

「承知しております！　柴田軍を関ヶ原に入れる前に、決着を！　ですが謙信さま。ひとつだけ、尋たずねてもよいでしょうか？　この戦は、謙信さまが織田信奈の本陣を落とした時点で東軍の勝利となります。『天下人』に、誰だれを推おされますか!?」

　しまった、余計なことを、と兼続が気づいた時にはもう、言葉を発してしまっていた。

「……それは諸将たちが、相良さがら良よし晴はるや近この衛えさまたちと協議して決めること。わたしはただ、『義』のために戦うのみ。協議の結果、天下人が織田信奈となろうとも構わない」

　そう、謙信は告げた。しかし、謙信が笹尾山に籠こもる織田信奈の本ほん陣じんを落とせば、信奈はおそらく自決することになるだろう。なぜならば信奈は、自らの命が燃え尽つきる最後の瞬間まで「天てん下か布ふ武ぶ」をあきらめない。これまで犠牲になってきた敵味方の将兵たちのためにも。それが謙信にはわかっただけに、胸が痛んだ。

　越軍の出現によって、笹尾山の戦せん況きようは一変している。

　武田騎馬隊の無謀な特とつ攻こうは、「謙信見参」を知ると同時に、止やんでいた。

　織田信奈側も、追撃をしない。

　武田騎馬隊を追撃しようにも、できないのである。

　越軍が忽こつ然ぜんと出現したからだ。

「三段撃ち」と「武田騎馬隊」とが激げき突とつし合い、武田騎馬隊が文字通り壊滅する前代未聞の殺戮戦は、中断されていた。

　まだ信奈は、魔王になっていない。謙信の出現が、信奈の心を、ぎりぎりで守ったのだ。

　しかし、謙信は躊躇ためらっていた。

（鉄てつ壁ぺきを誇っていた笹尾山の守りはいまや手て薄うす。武田騎馬隊の猛攻を食い止めることに織田信奈は全力を使い果たしてしまっている。これよりわたしが武田騎馬隊とともに笹尾山を攻せめれば、織田信奈本陣は落ちる。わたしの、かけがえのない友が……もしも……もしも織田信奈が「天下人」となれぬのならば、家臣団を愛し民たみを愛し内政に長たける信玄が「天下人」となることが、もっともこの国の民にとって、望ましい……しかしその信玄もまた、今、滅びようとしている……この胸むな騒さわぎは……ならば、わたしは「義」の名のもとに、いたずらに乱世をさらなる混こん沌とんの中に引き入れようとしているのかも……）

　信玄が家いえ康やすに天下を託たくそうとしていることを、遠く北陸から駆けつけてきたばかりの謙信は知らないのだ。

　しかしこれ以上、迷っている時間はなかった。笹尾山をなんとしても陥かん落らくさせて、急いで信玄と合流しなければならない。謙信は、織田信奈の命を救いつつこの戦に勝たねばならない。戦い、勝ち、かつ救う。それが「義」の戦だ。宇う佐さ美み定さだ満みつと直江大和やまとから教えられてきた、謙信の合戦だ。だが、可能なのか。越軍と武田騎馬隊に包囲されようとも、最後の最後まで、織田信奈は戦い続ける。死ぬまで、「天下布武」という夢を、捨てることはない。謙信にはわかる。「天下布武」という戦国乱世を終しゆう焉えんに導く破格の夢を抱いだくことのできる英えい雄ゆうは、少ない。しかも、その志を実行できる力を持つものは。この百年間、出現しなかった。古今無む双そうの名将・武田信玄ですら、周辺の領国を切り取り富国強兵策を推し進めることに、ほとんどの時間を費やしてしまった。もしも信玄が甲か斐いではなく尾お張わりに生まれていれば、あるいは美み濃の尾張を中心とした「天下布武」構想を抱いていたかもしれない。が、甲斐は海を持たぬ山国であり、都からあまりにも遠すぎた──。

　なによりも信玄は──上杉謙信との、川中島での終わりのない「鬼おにごっこ」に、貴重な時間を使いすぎていた。

「限りなく可能性は薄い。言葉で彼女を説得できるとは思えない。それでもわたしは、織田信奈を倒たおしつつ、生かさねばならない。織田信奈を生かし、武田信玄をこの危地から救いださねばならない。わたしが相良良晴から今ひとたびの命を与あたえられたことには、きっと、意味がある。織田信奈と武田信玄は、乱世が終焉へ向かった後の治世に、この国に、必要な人よ。でも、わたしは違ちがう。毘沙門天の化身は──武神は、乱世が終わるとともに、退場するべき者。わが命を賭として、この合戦に終しゆう止し符ふを打ち、二人を破は滅めつの『運命』から救いだす」

　敵将と戦いかつ救うという絶対的な矛む盾じゆん。これまで、実現できたことはない。「義」の戦は、常に、謙信が追いつこうとするとすり抜ぬけていく幻まぼろしのようなものだった。川中島では武田信玄と凄惨な殲滅戦を行い、双ふた子ごのように常に信玄の隣となりに侍はべっていた妹・武田信のぶ繁しげを死なせてしまった。関東遠えん征せいも、局地戦では勝ち続けながら、北ほう条じよう氏うじ康やすの持久戦と関東諸将への切り崩くずし策に対応できず、失敗を繰くり返した。

　もしもわたしが織田信奈を死なせてしまったら。織田信奈の「天下布武」構想をここで潰ついえさせてしまったら。

　あの人は──相良良晴は、どれほど悲しむだろうか。

（きみは義将だ。義のために、戦った。信奈を殺すために戦ったんじゃない。わかっている）

　決して、わたしを𠮟しかりつけたり恨うらんだりはしない。あの人は、そういう人。わたしを傷つけまいと、優やさしく微笑ほほえんでくれるだろう。でも、その心の内では、どれほど悲しむだろう。どれほど打ちひしがれるだろう。「相良良晴」として日ノ本全土の姫武将たちを「運命」から救うために奔ほん走そうしてきた自分の生き様が、戦いが、すべて徒労に終わったと知った時。あの人は……。

　大量の種たね子が島しまという「死の罠わな」が待ち構えているとはいえ、残る馬防柵はわずかである。このまま将兵の損害を度外視して無理押しすれば、織田信奈の本陣を落とすことが可能だろう。

　だが、戦場を見み渡わたせばすでに明らかなように、無理押しすれば甚じん大だいな被ひ害がいが出る。とりわけ、すでに四天王のうち三人までが被ひ弾だんし戦線離り脱だつしている、瀕ひん死しの武田騎馬隊に。最前線で武田騎馬隊を率いている高坂弾正は「越軍はこの『死の罠』がどのようなものか、まだ見ておりません！　謙信さまといえども、あの種子島の雨の中へ無策で飛び込めば、命を失います！　この高坂が、『死の罠』の全ぜん貌ぼうをお見せいたします！　われら武田騎馬隊に突とつ撃げき命令を！」と一歩も退ひく構えを見せない。

　越軍は、武田騎馬隊の犠ぎ牲せいの上に「勝利」を摑つかむことになってしまう。

　高坂弾正へ向けて「承知した。必ず攻略法を見み出いだす。突撃を」とは、謙信にはどうしても言えなかった。

　それに──ほんとうに、これでいいのか。謙信は先の「剣けん豪ごう将軍」足あし利かが義よし輝てるの妹・足利義よし昭あきをこそ正統の将軍と認めている。足利の分家である今いま川がわ義よし元もとが将軍となってよい機会は、足利家の正せい嫡ちやくが途と絶だえた時でなければならない。それこそがいにしえよりの「秩ちつ序じよ」。だから東軍に参戦した。かつて二度も上じよう洛らくしていながら謙信は、剣豪将軍を補ほ佐さできなかった。三み好よし松まつ永ながから義輝を守れなかった。こんどこそは、と思い定めていた。この戦は、謙信の生しよう涯がいの総仕上げとなる「義戦」である。

　だが、未来人の相良良晴は──足利幕府という古びてしまった不安定な「秩序」こそが乱世を呼び、その乱世を終わらせる新たな秩序「天下布武」を織田信奈が築き上げようとしていると理解し、だからこそすべての姫武将を敬愛しながら、織田信奈を一人の少女として愛した。伴はん侶りよに選んだ。

（……わたしは相良良晴の「義」と「愛」に対して、このような形でしか返せぬのか。戦場で戦う武神としてしか、生きられないのか。違う。彼が、わたしに望んだことは……）

　この上杉謙信のしばしの逡しゆん巡じゆんが、笹尾山の織田信奈本陣壊かい滅めつという破局を、回かい避ひさせていた。

　追いついた。

　越軍に遅おくれること、四半刻弱。

　あるいは「正々堂々の決着」を求める謙信は、心のどこかで彼女たちを待っていたのかもしれなかった。これで、両者の戦力は互ご角かく。心おきなく、織田信奈に「決戦」を挑いどめるのだから──。




「柴田勝家、二万の兵を率いて関ヶ原に到とう着ちやく！　姫さまが追い詰められている！　佐さつ々さ成なり政まさ！　犬いぬ千ち代よ！　長なが秀ひで！　織田家譜ふ代だいの意地を見せる時が来たぞ！　姫さまを……あたしたちの姫さまを、お救いせよ！」




　越前から駆かけに駆けてきた柴田勝家軍が、北国街かい道どうを激走してきた。

　勝家は軍師・竹中半兵衛とともに、関ヶ原へと向かって逃にげる越軍を追い、戦い、追い、さらに戦い、けんめいに押しとどめようとしてきた。だが、越軍の「殿しんがり」部隊を率いる直江兼続の用兵の妙みように翻ほん弄ろうされ、ついに北近江おうみで振ふり切られた。信奈から長なが浜はま城を与えられて北近江を統治していた相良良晴が、流通と商業を振しん興こうするために大街道を整備していたことが、仇あだとなったのだ。が、これはある意味、覚かく悟ごの上だった。防ぼう御ぎよを捨てて、国境を開放する。関所を撤てつ廃ぱいして街道を整備し、全国の経済網もうを繫つなげる「楽市楽座」政策を採ることが、信奈の大方針だったからである。

　越軍の関ヶ原入りを許すことになりました、と半兵衛から痛つう恨こんの報告を受けた勝家は、「総大将たるあたしの責任だ！　切腹する！」と悲鳴をあげた。

　だが、半兵衛が田た辺なべ城で切った「切り札」──雑さい賀か孫まご市いちの無法の大暴れによって田辺城攻ぜめから解放された丹に羽わ長秀が、丹たん後ごから一万の兵を率いて「軍師どのの知ち謀ぼうにより、勝家どのに一万点を加点いたします」とはせ参じ、長浜城で柴田勝家軍との合流を果たしたのだ。




「戦況は五点ですが、まだ姫の本陣は持ちこたえています。勝家どの。あなたの剛ごう勇ゆうが生きる時が参りました。直江兼続さま率いる『殿』勢を蹴け散ちらしてください！」

「承知した、長秀！　ひたすらに逃げる敵を追いかける鬼ごっこは苦手だが、今の直江兼続は街道を塞ふさいでいる！　つまり、持ち場を動けない！　逃げられない直江軍ならば、必ずや貫つらぬける！」

「……犬千代が勝家の背中を守る。ういろう一年分で手を打つ」

「幸いにも、謙信さまは先着していながら笹尾山攻めを逡巡しておられたようです！　奇き跡せきのようですが、奇跡ではありません！　謙信さまは義将です。あのお方は、なにかしらの異変が起きているらしい信玄さまを救うべく、なにもかもを捨ててここまでひたすらに駆けてきました。ですが、謙信さまは信奈さまとの間にも敵味方の関係を超こえた友情の絆きずなを紡つむいできました。ともに戦場で戦う姫ひめ武将を、好敵手を、尊敬せずにはおられないお方なのです。謙信さまは、笹尾山に信奈さまが追い詰つめられているさまを目まの当たりにして、苦しみ、逡巡されていたのです！　それに、なによりも、謙信さまは良晴さんを……！　これが信奈さまを救きゆう援えんする最後の機会です！　信奈さまをお救いするは、今です！」

「ほいさっさ！　直江兼続の『壁かべ』を突とつ破ぱして、笹尾山に登りましょう。姫さまと合流です」

　丹羽長秀。

　柴田勝家。

　前まえ田だ犬千代。

　佐々成政。

　激げき闘とうに次ぐ激闘の中で、数少なくなった尾張以来の織田家譜代の武将たち。みな、信奈が「吉きち」と名乗って那な古ご野やのうつけ姫として町の往来できうりをかじりながら暴れていた幼少時代からの、「仲間」である。

　軍師・竹中半兵衛だけは美濃出身の外と様ざま姫武将だが、伊い吹ぶき山さん麓ろくの菩ぼ提だい山やまに生まれ育った半兵衛は、関ヶ原の地理を知り抜いている。壬じん申しんの乱の折に、天下分け目の決戦がここで行われた。半兵衛は幼い頃ころから、頭の中で空想の合戦を繰り広げてきた。もしも自分に「時間」が与えられるならば、関ヶ原で「乱世」を終わらせる最後の決戦を采さい配はいし、天下に安あん寧ねいを、平和をもたらすことができるのに、とべそをかきながら、仮想の関ヶ原を舞ぶ台たいに戦ってきた。生涯の主君たるべき相良良晴に出会い、無二の親友にして半兵衛を超える才能を持った南なん蛮ばん軍師・黒くろ田だ官かん兵べ衛えに出会い、そして自らは十年の命を与えられて、今、その「関ヶ原」に半兵衛は生きて立っている。

「戦局は次々と動いています。この合戦は、半日足らずのうちに決着がつきましょう！　急ぎます！　上杉謙信さまに黒星をつけねば、笹尾山本ほん陣じんへの到とう達たつを阻そ止しせねば、信奈さまは救えません！　謙信さまがどれほどの慈じ悲ひを発揮されようが、信奈さまは『天てん下か布ふ武ぶ』の志に最後まで殉じゆんじられるお方！　天下なくして信奈さまはなく、信奈さまなくして天下平定もないのです！　それを痛いほどに理解されておられるお方です！　『運命』はなおも、信奈さまを滅ほろぼそうとしています！　なんとしても直江軍を抜いてください、柴田さま！　わたしは、信奈さまと良晴さんの今までの努力を、戦いを、お二人の生涯を、無む駄だにしたくない！　どうか、お願いします！」

　次々と関ヶ原の各地から舞まい込んでくる「情報」を頭の中で収集しながら、半兵衛は（笹尾山戦線だけではなく、明あけ智ちさまも良晴さんも苦境に！　全軍が危機的状じよう況きように陥おちいっている！　今もしも毛もう利り両りよう川せんが動けば、その瞬しゆん間かんに勝敗は決してしまう！）と青ざめながら、祈いのるような思いで勝家を見つめていた。

　柴田勝家は「あたしには難しいことわからないし、戦場に着いていながら戦線が広すぎて戦況がどうなっているのかもさっぱりだけれど」と頭をかきながら、笑っていた。

「ここで姫さまとサルの夢を終わらせはしない。なんのためにサルたちが半兵衛を救ったのか、意味がなくなってしまう。夢の続きを見せてやるさ。半兵衛」

　勝家は「柴田軍恒こう例れいの、突撃の時間だああああ！　行くぞ犬うううう！　佐々も付いてこいやあああああ！」と叫さけびながら、直江兼続が指揮する越軍「殿」部隊の真正面へと繰り出していた──越軍と柴田軍との激戦が、はじまっていた。




　北天満山の後方──池いけ寺でら池いけの脇わきに布ふ陣じんし、「二番備え」とも言うべき後方待機部隊として控ひかえていた島しま津づの陣は、北国街道から越軍が出現したことに騒そう然ぜんとなっていた。

「義よし弘ひろねぇ！　笹尾山の西に、背後に、越軍が！　ただちに全軍で出しゆつ撃げきして、織田信奈を救うど！」

　良晴に接せつ吻ぷんされて英気りんりん。島津の末まつ妹まい・島津家いえ久ひさがツインテールを揺ゆらしながら義弘に具申するが、九州の「武神」島津義弘は、越後の「武神」の到着を知ってもなお泰たい然ぜんとしていた。この時、越軍を追撃してきた柴田勝家の軍勢が北国街道へと殺到しつつある。

「島津軍は西軍にとって最後の切り札。『隠かくし腕うで』のようなものだ。そして隠し腕は、いちどしか繰くり出せない。信奈どのより指示が来るまで、待とう」

「義弘ねぇ！」

「落ち着け、家久。辛つらくとも耐たえろ。西軍の大将は織田信奈どのだ。あのお方は稀き代たいの軍略家。われらをこのまま池寺池に最後まで温存しておくつもりなどあるまい。必ず指示が来る。それを待とう」

「んにゃんにゃ！　待っているうちに笹尾山が落ちてしまうど！」

「あの方は、そのような下手はうたない」

　この義弘の「待ち」の姿勢は功を奏した。まもなく柴田勝家軍が到着し、越軍との交戦に入ったのである。

　まもなく、笹尾山から越軍を突破してきた覆ふく面めんの使者が島津陣に飛び込んで来た。顔は見せないが、まだ幼く、瘦やせていた。大きな瞳ひとみだけが宝石のように輝かがやいている。忍しのびの者に近いらしい。よくぞ北国街道を突つっ切ってこられた。まるで葉は隠がくれ忍にん群ぐんだな、豪ごう胆たんである、と義弘はその使者を激賞した。

「姫さまの小こ姓しよう、森乱らん丸まると申します。姫さまは忍びを用いることを嫌きらいますが、独断で忍びの術を少々。わが父は、対朝あさ倉くら戦で名めい誉よの討うち死にを遂とげた森可よし成なり。わが姉は、負傷した滝たき川がわさまに代わって種子島部隊を率いて交戦中の森武蔵むさし長可」

　天あつ晴ぱれな忠義だ、と義弘は再びその「森乱丸」と名乗る使者を褒ほめた。乱丸はなぜか「ここ、爪つめが落ちていますね」と義弘の足あし下もとを掃そう除じしはじめている。そういう性しよう分ぶんなのだろうか。

「われら島津は織田信奈どののご命令に従う。越軍への突撃であろうが、徳とく川がわ家康軍への突進であろうが、なんなりと」

「『笹尾山への援えん軍ぐんは無用。柴田勝家、丹羽長秀ら北陸譜代衆とともに支えてみせる。今、徳川家康が『天下』を盗とる決意を固めた以上、必ずやこの世界の『運命』に抗あらがってきた相良良晴が危地に陥る。その時島津は、迷わずに相良良晴を救援すべし。それで西軍は勝てる。わたしが討ち死にすれば、天下は明智光みつ秀ひでと相良良晴に』」

　信奈からの伝言を聞き終えた島津家久は、「織田信奈は『天下布武』の捨て石となって死ぬ気ぞ！　上杉謙信が関ヶ原に到着したのを見て、己おのれの『運命』はここに定まった、と謙信を笹尾山に釘くぎ付づけにするべく玉ぎよく砕さいする覚悟を……」と泣いているかのような声をあげていた。島津義弘はなおも無表情を崩くずさずに床しよう几ぎに座っていたが、その心中は激しく揺れている。揺れているが、義弘は己の感情を抑おさえ込んで戦せん闘とう機械の如ごとく戦うことができる。そこまで、己を鍛きたえてきた。

「委細承知。すべて、織田信奈どののご命令のままに」

　と、義弘は即そく答とうしていた。

　それでいいのか、義弘ねぇ、と家久は食い下がった。

「家久。大将の命令に背そむく武士など、あるか……だが」

「だが？」

「だが、織田信奈どのがここで倒たおれれば、『天下』の行方ゆくえはどうなってしまうのかわからぬ。あのお方は、この戦乱の日ノ本を新生させるために生きるべき人だ。相良良晴どのも、そのために戦ってきた。それでも私は、織田信奈どのの意志を、なによりも尊重したい。あの人は……自分自身の命よりも、相良良晴どのの命を守る道を、選せん択たくされたのだ」

　義弘は青空を見上げて唇くちびるを嚙かみしめながら、そう答えていた──。




　この笹尾山戦線での戦局の激変は、明智光秀が守る北天てん満ま山やまを攻せめていた徳川家康軍にもすぐさま波は及きゆうした。

　笹尾山へと無む謀ぼうな突とつ撃げきをかけた武田騎き馬ば隊は間かん一いつ髪ぱつで壊かい滅めつを免まぬかれ、越軍とともに笹尾山を挟きよう撃げきする態勢へと移行している。しかし、柴田勝家率いる織田北陸方面軍もまた北国街道へとなだれ込み、越軍の尻尾しつぽへと食らいついている。そして、池寺池に布陣している島津軍は、いまだ動かず。武田騎馬隊・笹尾山の織田旗本軍・越軍・柴田軍が入り乱れての激戦である。いずれが勝つか、まるで読めない。

　また、武田方の諜ちよう報ほう網もうによると、伊だ達て政まさ宗むねは信濃しなの上うえ田だで真さな田だ勢に勝負を挑んで大敗を喫きつし、逆上して上田に釘付けになっているという。これで、伊達政宗は関ヶ原本戦に遅ち参さんすることが確定したと言っていい。黒田官兵衛の到とう着ちやくによって西軍へ流れつつあった戦況は、再び東軍へと傾かたむいている。

（……まさか、越後の軍神が関ヶ原に……しかも笹尾山の正面に。吉姉さま……）

　家康は爪を嚙みながら、半はん蔵ぞうからの報告を聞いている。だが、もう、後あと戻もどりはできない。徳川家に、二度の裏切りは許されない。

　家康と影かげ武む者しや・世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうの隣となりでは、本ほん多だ正まさ信のぶが懊おう悩のうしていた。

　明智光秀を北天満山から敗走させるどころか、攻こう略りやくの足がかりすら見み出いだせないでいる。三み河かわ兵は強く、士気は高い。みな、家康の天下盗り宣言に感激して力を振ふり絞しぼっている。それなのに、軍師であるそれがしが明智光秀の智ちに及およばないために勝てるはずの戦いくさを落とそうとしている、と本多正信は苦しみ、震ふるえている。

「どこにも攻め手が見つかりません。明智光秀の陣は、種子島を最大限に活いかす堅けん陣じん。しかも古来の兵法の理にもかない、弱点を見出せません……槍兵による攻こう撃げきでは、一点突破も難しいです。井い伊い直なお虎とら率いる赤備えを突撃させますか、姫!?」

　騎馬隊は前線で合流を果たした井伊直虎が、旗本の精兵たちは榊さかき原ばら康やす政まさが率いている。いずれも徳川家では本多忠ただ勝かつに次ぐ武勇を誇ほこる姫武将だった。ただ、榊原康政を前線に投入するのは、徳川本陣に危機が迫せまった時と定めてある。本多忠勝が別に部隊を率いている今、万一の時に徳川本陣を守れる武将は榊原康政しかいない。

「……さすがは、清きよ水みず寺でらでわずかな手勢とともに今川義元を守りきった姫武将。しかも、種子島を取らせれば百発百中の腕うで前まえ。うかつに大将格が近づけば銃じゆう撃げきされる……騎馬隊の速度を武器にする他はなし。しかし、井伊隊だけでは圧力が薄うすい……真田の『双ふた子ご』をこちらの戦線へ回してもらえれば……いや、それでは笹尾山の戦線維い持じが困難に……」

　本多正信は、一いつ揆き衆を率いてのゲリラ戦では軍歴を積んできたが、堂々の大合戦では軍師経験が少ない。家康のもとを離はなれて長らく放ほう浪ろうしてきたがための、実戦不足だった。しかし、仮に軍師として大合戦を経験してきたとしても、明智光秀の堅陣を突き破る手立ては見つけられなかっただろう。どれほど正信がその知ち謀ぼうを働かせて考えに考えても、そのようなものはない。明智光秀はまさに戦の天才としか言いようがなかった。明智光秀は上じよう洛らく戦、清水寺、金かねヶが崎さき、天てん王のう寺じ、丹たん波ば平定と眩しい武功を重ねてきた歴戦の武将でもあり、同時に日ノ本古来の軍法と南蛮渡と来らいの新戦術とをともに併あわせて用いることのできる軍師でもあるのだ。織田信奈があまりにも輝かしい存在であるために、明智光秀はこれまで比ひ較かく的てき目立たなかった。だが、その武将としての実力は織田信奈に匹ひつ敵てきする。あるいは、こと合戦となれば、しかも防衛戦となれば、織田信奈よりも粘ねばり強い。とても、計略で倒せる相手ではない。数で圧殺する以外にはない。もはや、武田信玄率いる二万の武田旗本軍と合流して、左右より同時に力押しする他はない。

「……しかし信玄さまは、あのご容体……そのような無理をすれば、お命がもう、保もたない……まだ毛利両川も動いていないうちに……合戦中に信玄さまが亡なくなられれば、東軍は潰かい走そうする……これでは、それがしが軍師として参陣している意味がない……！　姫ひめに。姫に天下を、盗らせるために……あ、う、う……」

　本多正信が、明智光秀の陣を攻略する手がかりを必死で探さぐり続け、呻うめいていた隣で。

　徳川家康は、まったく違ちがうことを、突とつ如じよとして口にしていた。

　家康は目の前の戦局を見ていない。具体的にどうやって光秀の陣を攻略するかなどは、考えていなかった。そのようなことは、家康にはよくわからない。すべて本多正信に委ゆだねてあるのだ。家康はこの時、爪を嚙んで集中力を高めながら、「大局」を眺ながめていた。関ヶ原の空の上を舞いながら、三ヶ所に展開している戦線のすべてを俯ふ瞰かんしていた。

　そして、ひたすら守勢に回って北天満山から動かない明智光秀の「狙ねらい」を、「戦略」を、その要点を、見つけていた。

「弥や八はち郎ろうさん。このままわが軍が北天満山戦線で膠こう着ちやく状じよう態たいに陥っていれば、戦局は惟これ任とうどの──明智光秀どのの思う壺つぼに。われらが遮しや二に無む二に攻め、明智方がヤドカリのように陣を守る。一見、徳川が主導権を握にぎっています。ですが、事実は逆です。われらは、戦の手た綱づなを明智光秀どのに握られています！」

　本多正信は（なんと。ひたすらに笹尾山に追い詰つめられた織田信奈さまを心配なさっておられるとばかり……よもや明智光秀の思考を手た繰ぐり、しかも追いつかれたとは!?　このお方は、姫はまことの神君として、「天下人」にふさわしい大器として、覚かく醒せいなされた！）と驚おどろきながら、家康を仰あおぎ見ていた。

「さらに──三万の大おお友とも軍を率いてきて南天満山を押さえた黒田官兵衛。彼女はこの大友軍の半数以上を、松まつ尾お山やまの小こ早ばや川かわ隆たか景かげ軍を抑えるべく南天満山を固めるために用いています。兵を二手に割り、平へい八はち郎ろうさんたち徳川諸将の部隊との交戦を相良良晴さんに委ねている。二正面作戦ですが、これは絶対的に有利な立地である松尾山の軍勢が動けば、その時点で南天満山戦線の勝敗が決するからです──故ゆえに、われらが採るべき選せん択たく肢しは、ひとつ」

「ひとつ!?」

「徳川旗本軍はただちに明智光秀との交戦を放ほう棄きし、南天満山戦線へと南下します！　勝機は、南天満山戦線にあり！　頼たのみの毛利両りよう川せんが動かぬ今、南天満山戦線は兵力に勝まさる西軍が優勢！　この状じよう況きようを打破します。松尾山と対たい峙じしている南天満山の黒田官兵衛と、平八郎さんたちと交戦しながら伊勢街かい道どうを進んでいる相良良晴軍との間に割って入り、両者を分断します！　私自らの手で、『関ヶ原の合戦』の勝機を摑つかみます！」

　なんという奇き策さく。おそらく西軍諸将の多くがまだ、東軍の総大将は──つまり東軍が推おす「天下人」は武田信玄だと信じている。徳川家康は、かつて今川義元に、そして織田信奈に屈くつしていたように、設楽したらが原はらで武田信玄に屈し、武田家に臣従して上洛戦の「露つゆ払はらい役」を務めさせられているのだと、信じている。黒田官兵衛ほどの智者とて、ここで家康が武田信玄の先せん鋒ぽうという役割を放棄して明智光秀との戦いをやめることなど、想像していないだろう。

　本多正信は（一か八かの博ばく打ちに出られた。このお方はこれまでの苦難に満ちた経験を糧かてに、突如として開花した。武田信玄さまに匹敵する名将に、成長された）と感激しながらも、「恐おそれながら、その策には二つの問題が！」と家康を制止しようとした。

「北天満山を守る明智光秀をなんとします！　明智光秀がわれらを追つい撃げきしてくれば、南北から挟撃されてしまいます！」

「そうはなりません。桃もも配くばり山やまから進軍中の武田信玄さまの旗本兵二万が、まもなく北天満山戦線へ。信玄さまが、明智光秀どのと、戦われます」

「信玄さまは、今、死に瀕ひんしています！　『天下』のためにその信玄さまを捨て石に用いるおつもりですか!?　信玄さまが、捨て石の役目を選ばれると？」

「そうです！　南天満山戦線で勝利を収めねば、この戦での東軍の勝利もなく、武田家の勝利もない！　信玄さまならば、申し開きや弁明など無用！　わが軍の動きを見るだけで、すべてを理解し、そして承知してくださいます！」

「ですが、東山道を塞ふさいでいる西軍中入り隊が信玄さまの背後を襲おそったら!?　明智光秀と中入り隊が、信玄さまを挟撃したら!?」

「それでよいのです、弥八郎さん」

「それでよいって……姫!?」

「どれほどの病びよう魔まに冒おかされていようとも。意識さえ保たれている限り、信玄さまは、支えきります。武田信玄さま率いる武田軍こそは、戦国日ノ本最強の軍団。必ずや支えてくださいます。われらが、南天満山戦線で決着をつけるまで」

「……ですがもうひとつ！　松尾山の小早川隆景と南なん宮ぐう山さんの吉きつ川かわ元もと春はる。併せて五万を超こえる大軍が、眠ねむっております。津つ田だ信のぶ澄すみどのの斬ざん首しゆをきっかけに毛利両川の動きが鈍にぶり、両軍ともいまだ下山しておりません！　吉川元春は、東山道に展開する西軍中入り隊と戦うか、それとも伊勢街道へ下りるかをいまだ決めかねております。吉川の副将を務める暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいの動きも妙みようです。さらに！　小早川隆景は相良良晴と戦うことを決断しかねるうちに黒田官兵衛の到着を許してしまい、身動きが取れぬ状態に……もしもわれらが南下したのちに小早川隆景が西軍へ寝ね返がえったら、われらは黒田官兵衛・相良良晴・小早川隆景に三方から包囲されて壊滅いたします！」

　吉川元春は捨ておいて構いません。われらが南下すれば、彼女は必ず伊勢街道へと下りてきます、と家康は胸を張って答えていた。

「弥八郎さん。われらは松尾山の麓ふもとへと割って入り、相良良晴さんと黒田官兵衛の軍を分断します！」

「し、しかし、松尾山の山頂に陣じん取どる小早川隆景はいかがいたします!?」

「松尾山に軍を横付けすると同時に、小早川隆景の陣じんへ向けて種子島を撃うち込みます！」

「……えっ……!?　ま、松尾山の麓に寄せて、た、種子島を……!?」

　本多正信は、しばし言葉を失っていた。

　そのような暴勇を、この戦場にいる誰だれも、思いつくまい。思いついたとしても、実行すると決断できまい。

　徳川家康、ただ一人を除いて。

「東軍として戦うか。西軍として戦うか。毛利の律りち儀ぎを貫つらぬき通し、毛利両川が敵味方として骨肉相あい食はむ死し闘とうを繰くり広げる事態を回かい避ひするのか。それとも、相良良晴さんを救うためにすべてを捨てて『裏切りの将』の汚お名めいを被かぶって戦うのか否いなか。彼女自身に、決断させます！　もしも恋れん慕ぼの情に殉じゆんじると定めて東軍を裏切るのならば、遠えん慮りよすることはない。この徳川家康自らがお相手すると、小早川隆景に通告するのです！」

「無む茶ちや苦く茶ちやです、姫！　松尾山から小早川の大軍が攻め寄せてきたら、瞬しゆん殺さつされてしまいます！　そんな危険な賭かけに、姫ご自身のお命を賭けることなど、この弥八郎にはできません！」

「弥八郎さん。こと敗れた時には、世良田二郎三郎さんとともに三河へと逃にげ延びてください。二郎三郎さんを『徳川家康』として押し立てて、徳川家を守り抜ぬいてください。あなたの知謀は、戦場よりも外交と政まつりごとの場でこそ発揮されるものです──」

　家康は爪つめを嚙みながら、松尾山の方角を眺めている。家康はひとたびこうなるともう、意地でも譲ゆずらない。設楽原では、家康の説得に失敗した正信は、眠り薬を用いて家康を沈ちん黙もくさせた。しかし。莫ばく逆ぎやくの友を相手に、二度の裏切りは許されない。
















「……姫……!?　やめてください！　お願いします！　どうしても松尾山を銃撃するというならば、それがしと世良田二郎三郎とにお任せください！　姫は服部半蔵とともに三河へ落ちてください！　お願い……お願い……！」

「私の『運命』は、この関ヶ原で戦って死ぬか、勝利を収めるか、二つにひとつ。『天下』を目指す者が、己おのれの命を賭とさずになんとします。吉姉さまはどれほど絶望的な状況であろうとも、常に自ら戦っておられました！　桶おけ狭はざ間までも──金ヶ崎でも──姉あね川がわでも──天王寺でも──木き津づ川がわ口ぐちでも。そしてこの関ヶ原でも、自らを最強武田騎き馬ば隊の『餌えさ』となして最前線へと！　己の命を賭ける決断なくしてあの人に勝とうなど、絶対に不可能です！　それ以前に、そのような非礼はあってはならぬこと！　今この関ヶ原の戦場で逃げ隠かくれする者に、吉姉さまの『天下布武』の夢を継つぐ資格はない！」

　弥八郎さん。私の友ならば、私の生しよう涯がい唯ゆい一いつの「我が儘まま」を聞いてくださいますね、と家康は本多正信の肩かたをそっと撫なでていた。

　本多正信は「御ぎよ意い」と答えながら、家康の胸に抱だかれて泣き伏ふしていた。

　まさしくこれは、智者・黒田官兵衛ですら想定できない、神がかりの奇策。可能性は限りなく薄い。だが、きっと姫は勝機を摑まれる。天下を、盗とられる。しかし、それがしは姫と織田信奈どのとの仲を、引き裂さいてしまった。姫自身が望まれていなかった「未来」へと、進もうとしておられる。ほんとうに、織田信奈どのとの姉妹しまいの仲を捨て去ってまで「天下人」の道を進むことが、姫にとっての「幸福」だったのだろうか。家康の胸中を思うと、正信は悔くいても悔い足りなかった。しかしもう、賽さいは投げられたのだ。せめて、それがしにできることは、姫に「勝利」を届けること──。

「徳川旗本軍！　井伊直虎率いる徳川騎馬隊！　これより全軍で南下！　北天満山戦線を放棄して、南天満山戦線へと向かう！　本多忠勝たちと交戦中の相良良晴、その退路を封ふうじる！」

　しかるのち、松尾山に籠こもる小早川隆景の陣へ向けて、種子島を浴びせる、と本多正信は心のうちで次に発する「下知」の言葉を復唱していた。




　桃配山から北天満山を目指して、関ヶ原の中原を粛しゆく々しゆくと行軍していた総勢二万の武田旗本軍。その諸将は、先鋒を務めていた徳川旗本軍が突如として南下を開始し、明智光秀との戦いを捨てたことに驚き動どう揺ようしていた。

「徳川家康、謀む反ほん！」

「いや、謀反とは言えない。影かげ武む者しやから、ほんものが指揮権を奪うばい返したのだ。やはり、織田家への返り忠」

「主君である徳川家康が西軍方へ寝返れば、南天満山戦線で相良軍と戦っている本多忠勝、酒さか井い忠ただ次つぐらも続々と寝返る！　このままでは東軍は崩ほう壊かいする！　一大事だ。ただちに家康を追撃して討うつべし！」

　信玄本陣を固めている側近たちは「徳川を討て」と色をなした。

　が、馬上で「ほう。徳川が南へ……」と目を細めながら泰たい然ぜんとしている信玄は、影武者・逍しよう遙よう軒けん信のぶ廉かどである。

　ほんものの信玄は、狭せまい駕か籠ごの中で揺ゆられている──公式には信玄自らの刀で斬首されたことになっている津田信澄だけが、小こ姓しよう役として信玄を介かい護ごしている。

　意識が揺らいでいる。目が、霞かすんでいた。津田信澄の顔が浮うかび上がったかと思うと、再び闇やみに閉ざされる。次に浮かび上がってきた時には、津田信澄の顔が太た郎ろう義よし信のぶになっている。信玄が愛してやまなかった馬ば鹿かな弟の顔だった。一本気なあまり、駿する河が今川家攻ぜめを巡めぐって信玄と対立し、武田家の分ぶん裂れつを阻そ止しするために自じ刃じんした。信玄の政治力をもってすれば、どうにかできたはずだった。太郎が、死ぬ必要はなかった。「赤備え」を率いていた飯お富ぶ兵ひよう部ぶも、太郎の跡あとを追って死んだ。武田家随ずい一いちの猛もう将しようは、最後の最後に、武将であることを捨てて、「姫」として死んだ。太郎と兵部には、いくら詫わびても、詫びきれない──ああ。あたしは今、常とこ世よと現世の狭はざ間まにいる、と信玄はつぶやいていた。

「……許せ……太郎……兵部……」

　徳川家康が戦線を放棄して南下。いかがします。信澄が信玄の背中をさすりながら、伝令の言葉を正確に伝えているらしい。

「……そうか……徳川家康。見事だ。よくぞ、ここまで成長したな。もう……子こ狸だぬきではない。立派な大狸だ……われらはこのまま、北天満山へと向かい、惟任日向ひゆうがを撃ち破る。あの者を断じて北天満山から動かしてはならない。笹尾山へも、南天満山へもだ。動かれれば、その時点で、東軍の敗北が決まる」

　家康には、目をかけてきた。三み方かたヶが原はらで、圧あつ倒とう的不利でありながら信玄に堂々と勝負を挑いどんで来たあの暴勇。その三方ヶ原で完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされながら、なおも立ち上がって信玄と戦い続けようとした、あの不ふ屈くつの闘とう志し。弱そうに見えて、強い。まるで五ご重じゆうの塔とうのように、折れそうで折れない。武田家に欲しかった、と思った。すでに信繁もなく、義信もいない、武田家に……。

　信玄には、家康が閃ひらめいた戦略の全ぜん貌ぼうが、ありありとわかった。死を目前に迎むかえている今、私情が目を曇くもらせることはない。家康には煌きらめく才知はないが、大地に根を張って堅けん実じつに戦う。だが、突とつ如じよとして誰をも驚かせる無む謀ぼうな「奇策」を繰り出す。賭けると決めれば、いっさい迷わない。この戦いくさ、家康が勝つ。東軍が、勝つ。武田家の人々も、北陸から関ヶ原へと駆かけつけてくれた上杉謙信の助力で間かん一いつ髪ぱつ壊かい滅めつを免まぬかれた武田四天王たち武田の家臣団も、家康が「天下人」になればきっと守ってくれるだろう。

　津田信澄が、駕籠の外に侍はべっている旗本に、信玄の言葉を一言一句違たがえずに伝えている。

　信玄はこの時、闇に覆おおわれて揺らぐ視界の片かた隅すみに、駕籠から開いている小窓の向こうに、一本の大きな椎しいの樹に守られるかのように静かに佇たたずんでいる社を、見た。関ヶ原の中原に。戦場のただ中に。このような社があるはずがないと、思った。

「……ここは……瀬せ田たなの、それとも……京の都……」

　いえ。ここは関ヶ原の中原。十字路が交こう錯さくする、まさしく関ヶ原の中央です。なにもない草原の中に建てられたばかりの、真っ新さらな八はち幡まん神社のすぐ真横です。信澄が、信玄の背中をけんめいにさすりながら、声をかけてくれる。そうだった。関ヶ原。桃配山を、下りたのだった。しかしなぜ、八幡神社が？

「ぼくも、存在を知りませんでした。竹中半兵衛どのが、つい最近、建てたのだそうです……」

　そうか。ずっと関ヶ原で天下分け目の決戦が起こる日を想定し、夢に見て、繰り返し頭の中で策を練ってきたあの天才軍師ならば、合戦が起こる前に「戦死者を供く養ようする神社」を戦場の真ん中に建ててしまうこともできるだろう。戦う前から、あの娘こは深く悲しんでいたのだ。今日の、この決戦を。人々の命が、散っていくさまを──。

「竹中半兵衛が『中入り』の策に続く罠わなを仕し掛かけているのかもしれません。焼き払はらって行軍しますか、それとも、と逍遙軒どのが」

　いけない。策ではない。竹中半兵衛の「慈じ悲ひ」の心を、踏ふみにじってはならない。ここは終戦後、東西両軍の戦死者を供養する「場所」。焼いてはならない、このままに、と信玄はつぶやいていた。気がつけば「運命」に導かれたかのように、半兵衛が建てた戦死者供養の社へと、陣を進めている。八幡神社へと。ああ、そうだった。川中島で上杉謙信が勘助渾こん身しんの策「啄木鳥きつつき」を破った時、あたしが陣取っていたあの死地は、「八幡原」だった──ここが、武田信玄の終しゆう焉えんの地となるのだろうか。

「……勘かん十じゆう郎ろう……あたしを、殺していいのよ。上杉謙信が笹尾山を攻めている。あたしがあなたを斬きり殺したと知って、戦意を喪そう失しつし、あたしを『人でなし』と見限ったはずの、あの謙信が……武田騎馬隊は、織田信奈の『死の罠』を切り抜けた……でも。ここであたしが死ねば、武田旗本軍二万は四散する。明智光秀は、笹尾山へ救きゆう援えんに向かえる……あなたのお姉さんを……救えるわ……」

　信澄の笑え顔がおは優やさしかった。悲しみに満ちている。それでも、信澄はいささかも迷ってはいない。

「サルくんの口くち癖ぐせです。『暗殺では歴史は変えられない』。人の命の重さが、乱世と未来とでは違うようです。サルくんは、なによりも暗殺を忌き避ひしていた。心の底から憤いきどおっていました。だからぼくを救い、あなたを救った……」

　ああ。懐なつかしい言葉。あれは、誰の口から聞いたのだったかしら、と信玄は思った。

　まもなく明智軍との交戦に入ります、と駕籠の外から旗本の声が聞こえてきた。

　と、同時に。

「南宮山北ほく麓ろくの東山道に布ふ陣じんしていた西軍中入り隊が、いっせいにわれらの背後を襲おそって参りました！　岐ぎ阜ふ城守備隊の生き残り、安あん藤どう伊い賀がの守かみと稲いな葉ば一いつ鉄てつ。川かわ並なみ衆しゆうを率いる前まえ野の某なにがし。姫ひめ路じ衆を率いる黒田宗そう円えんこと職もと隆たか。近江長浜衆を率いる浅あさ野の又また右衛え門もん。そして摂せつ津つ衆を率いる池いけ田だ恒つね興おき。総勢一万です！　徳川家康が南下し、武田旗本軍が北天満山戦線で孤軍となった今、明智軍とともに東西より挟きよう撃げきする好機、と判断したようです！」

　家康の南下によって、玉たま突つき衝しよう突とつの如ごとく、戦せん況きようが動いた。

　上杉謙信と武田騎馬隊は、笹尾山戦線で織田信奈の本ほん陣じんを巡って死闘を繰り広げている。柴田勝家と丹羽長秀、そして前田犬千代が凄すさまじい武ぶ威いを発揮して、直江兼続が塞ふさいでいる北国街かい道どうを強ごう引いんに突とつ破ぱしようとしていた。謙信は武田騎馬隊と連れん携けいして、織田信奈と大友宗麟、そして森長可率いる種子島部隊が立て籠もっている笹尾山本陣へと猛もう攻こうをかけている。間に合わない。それに、今、彼らを北天満山戦線から動かしてはならない。柴田勝家と丹羽長秀に「隙すき」を与あたえてしまう。一いつ穴けつが生じれば、竹中半兵衛は即そく座ざにその一穴を猛もう然ぜんと突ついてくる。それほどの軍師なのだ。竹中半兵衛には絶対に「勝機」を摑つかませてはならない。勝機を摑ませるわずかな可能性すら、与えてはならない。謙信をもってしても、防ぎ止められなくなる。あの無敵無敗の謙信が、敗れる。敗れれば、謙信はもはや「軍神」ではなくなる。生まれながらに虚きよ弱じやくだった謙信の身体からだは、もう、連年の合戦によってぼろぼろなのだ。彼女は、「義将」として戦うという精神力だけで生きている。敗れれば、死ぬだろう。

　正面に、明智光秀率いる一万七千の精兵。その強さは、徳川家康がまるで攻め手を見み出いだせなかったことからも、すでに明らかである。

　背後に、竹中半兵衛が菩提山から魔ま術じゆつの如く降臨させた西軍中入り隊、一万。

　武田信玄を守る旗本軍は二万。

　死地だった。そして、なによりも士気が低い。誰だれもが、信玄の異変を察知している。どれほど隠しても、わかってしまう。みな、「御屋形さま、病篤あつかりき」と心中で悲しい歌を口ずさみながら、信玄の胸中を思い、絶望している。その上、徳川家康が、信玄を捨てて南天満山戦線へと転戦したのだ。

　だが。

「……勘十郎……全軍に、伝えて……わが生しよう涯がいの宿敵が……上杉謙信が、武田を救うために、恩おん讐しゆうを越こえて来てくれた……義軍を、率いてきてくれた……上杉謙信の前で、恥はじになるような戦をしてはならない……『日ノ本最強』がいずれだったか、もう、それはいい。ただ……われらがここでなすすべなく敗れれば、謙信の『義』を、踏みにじることになる……川中島の合戦で死んでいった者たちを、裏切ることになる……『風林火山』の軍旗を、掲かかげよ……諏す訪わ太だい鼓こを、鳴らせ……」

　この八幡神社を決戦のための本陣となす。これより前後からの挟撃に耐たえ、敵軍を撃げき破はする。陣形を変えよ、と信玄は消え入りそうな声を出していた。意識が遠のく。息を吐はくことも苦しかった。それでもなお、最後の力を振ふり絞しぼって、言葉を伝えていた。

「……『車くるま懸がかり』を」

　津田信澄はたしかに、信玄の口から発されたその言葉を、聞いた。

　その「下知」は、すぐさま馬上の逍遙軒信廉に伝えられ、そして信廉が風林火山の軍配を高々と掲げて叫さけんでいた。ありし日の武田信玄そのままの偉い容よう。そのままの凜りんとした声。

「『車懸り』を！　明智軍も中入り隊も、触ふれる者はことごとく蹴け散ちらせ！　この武田信玄を中心に、円を描えがけ！　動き続け、戦い続けよ！　上杉謙信と徳川家康がおのおの勝ちを手にするまで、なんとしても北天満山戦線を保もたせよ！」

　車懸りの陣立てなど、武田兵は経験がない。しかし。

「越軍にできることが、われら武田にできぬはずがない！」

　逍遙軒のその檄げきに、できいでか！　と、武田兵たちがいっせいに呼応していた。

　萎なえかけていた士気が、蘇よみがえった。

　その「回転」は、風の如く速く。

　駆ける将兵たちは、林の如く静せい粛しゆくに。

　押し寄せてくる敵兵への攻こう撃げきは、火の如く激しく。

　そして山の如く、中心点に立つ信廉は不動の姿勢を保つ。




「ひゃっほー！　織田家が誇ほこる中入り娘むすめ！　信奈さまの乳ち姉妹きようだい！　池田恒興、ここにありいいい！　今こそ吉川元春に蹴散らされた汚お名めいを返上してやるっすよおおおおお！」




　戦意まんまんに突とつ出しゆつして「一番槍やりいいいい！」と「車懸り」の陣へと飛び込んでいた池田恒興隊は、瞬しゆん時じに壊かい滅めつしていた。

　ほとんど、「蒸発した」と言っていい。

　潰かい走そうした池田恒興隊は、「ほっほー。無む茶ちやじゃのう、無謀じゃのう」と苦く笑しようしながら池田隊壊滅を予期して救援に駆けつけてきた黒田職隆の部隊に収容された。が、武田信玄と山本勘助に鍛きたえあげられた武田の精せい鋭えいたちが上杉謙信が生みだした「車懸り」を用いるというあり得ないことが起こり、「最強の堅けん陣じん」が突如として北天満山戦線の中央に出現した。「今です！　信奈さまの本陣が謙信に落とされるよりも早く、東軍総大将・武田信玄を撃破すれば！　西軍の勝利ですぅ！」と自陣を前進させはじめていた明智光秀も、そして武田軍の背後を見事に奪うばった黒田職隆も、完全に攻め手を失ったのである。




「ほっほー。まさか武田信玄どのが、川中島で妹の典てん廏きゆうどのを討ち取った宿敵・上杉謙信どのの陣立てを用いるとは、想定外にも程ほどがあるわい。これでついに武田軍は、まさしく『日ノ本最強』となったのう。どれほど突とつ撃げきを重ねてもこの陣は容易には破れぬ。官兵衛よ。この決戦の趨すう勢せいは、南天満山戦線にかかっておるぞ──徳川家康どのを、侮あなどるでないぞ」




　またしても、戦局は一変している。

　徳川家康の無謀とも言える「機知」が、東山道を塞ぎ武田軍の退路を断たっていた西軍中入り隊を動かし、武田信玄の命運は尽つきるかに思われた。しかし信玄は、上杉謙信が戦場に現れたのを知ってこれまでの謙信との恩讐を乗り越え、「車懸り」の陣立てを自軍の将兵たちに命じた。日ノ本最強は武田か、上杉か。もはや、信玄にとってはどちらでもいいこととなっていた。この関ヶ原の戦場において、武田と上杉が奇き跡せき的にひとつになったその時、日ノ本史上最強の軍団がついに完成したと言っていい。

　南天満山の相良本陣へと合流し、相良義よし陽ひとともに松尾山の小早川隆景を足止めするべく大軍を擁ようして圧力をかけていた黒田官兵衛は、石いし川かわ一かず宗むねから戦況の急転を報告されるや否いなや、顔色を変えて叫んでいた。

「しまった……！　このシメオンとしたことが、徳川家康がこれほどの武将だと見み抜ぬけなかったとは！　うかつだった……！　最後の最後に、やらかした……！」

　松尾山の小早川隆景を動かさぬうちに、南天満山戦線で勝利を摑んでしまえば、大勢は決する。総勢四万に膨ふくれあがった相良軍のうち二万を南天満山の守りに充あて、二万を大将の相良良晴に指揮させて伊勢街道制圧へと向かわせた。本来ならば官兵衛が攻め、良晴が守るはずだった。南天満山に良晴が陣取っていれば、隆景の下山は遅おくれに遅れる。それだけ、西軍が有利となる。だが、良晴自身がそれを望まなかった。隆景の乙女おとめとしての心情をこの決戦で利用したくはなかったのだろう。それに、最前線に突出してしまっている加か藤とう虎とら之の助すけと福ふく島しま市いち松まつを救う役目を、兄自らが果たさねばならない、と良晴は思い定めていた。

　だが、それが失敗だったのだ。良晴の想おもいを叶かなえてやりたいという官兵衛の「甘さ」が、命取りとなった。

　まさか、徳川家康が明智光秀と西軍中入り隊を武田信玄に「押しつけて」、一挙に南天満山戦線へと南下してくるとは！

　北天満山に陣取る明智光秀が徳川家康と武田信玄を引きつけておく隙に、笹尾山と南天満山で勝ちを拾う。この合戦は、そうなるはずだった。上杉謙信が笹尾山の背後に出現したことによって信奈は危機に陥おちいっているが、半兵衛と勝家たちが率いる織田北陸方面軍がぎりぎりまで信奈本陣を守ってくれるはずだった。小早川隆景と吉川元春が動く前に南天満山戦線を制し、伊勢街道を制圧してしまえば、西軍の勝利が確定する。

　しかし徳川家康は、いちはやく光秀の戦術を見抜き、東軍の総大将・信玄を戦場に置き捨てるという信じがたい行動に出た！

「この徳川家康の動きに西軍中入り隊が誘ゆう発はつされて、最前線に引きずりだされ、大打撃を被こうむっている！　池田恒興隊が潰走し、中入り隊はすでに兵の半ば近くを損じた！　武田信玄が『車懸り』の玉ぎよく砕さい陣形を取って北天満山を塞いだ以上、明智光秀も身動きが取れない！　笹尾山にも、南天満山にも向かえない！　それよりもなによりも……なんてことだ！　戦術においてこのシメオンの上うわ手てを行く者は竹中半兵衛以外にはいない、と自うぬ惚ぼれていた！　恐おそるべきは、この関ヶ原全体の『大局』を見み据すえて動いている徳川家康……！　完全に化けた！　今までの突撃一いつ辺ぺん倒とうだった戦いくさぶりとはまるで違ちがう！」

　官兵衛は髪かみをかきむしりながら、「蒲かま池ち宗そう雪せつ！　吉よし弘ひろ鎮しげ信のぶ！　角つの隈くま石せき宗そう！　ただちに伊勢街道へと奔はしれ！　相良良晴が死地に陥っている！」と大友家から参戦してきた修しゆ羅らたちへ命じていた。

　ねねと宇う喜き多た秀ひで家いえの相手をしながら、茶ちや々ちやのおしめを替かえていた相良義陽が、

「相良軍の副将の仕事とは、こういうものではないはずだが……黒田官兵衛？　なにをそんなにうろたえている？　徳川本軍は七千。良晴は二万の軍を率いている。たしかに本陣との間に割り込まれて分断されれば、良晴は伊勢街道に孤こ立りつするが……良晴はそれほど弱くはないぞ。見た目は冴さえないが、あれでも日ノ本戦史に燦さん然ぜんと輝かがやく、歴戦の武将だ」

　と首を傾かしげたが、官兵衛は「徳川家康は自ら南下して武田信玄の背後をがら空きにしたことで、東山道を塞いでいた西軍中入り隊を最前線へと引きずりだした！　南宮山の北麓から、西軍が消えたということだ！　ならば！　北へ下りるか、南へ下りるかを見定めていた南宮山の吉川元春は、二万の軍勢を率いて南の伊勢街道へと下りることになる！　下りた先には、長ちよう宗そ我か部べ・本多忠勝・藤とう堂どう高たか虎とらと戦っている相良良晴がいる！　それも、もうまもなく！　元春が参戦すれば、小早川隆景ももはや迷ってはいられなくなり、松尾山を下山する！　南天満山本陣から分断された相良良晴は、長宗我部・吉川・徳川・小早川の大軍勢に包囲殲せん滅めつされる！　すべて、家康の計算通りだ！」と泣きだしそうな声で叫んだ。

「相良義陽。徳川家康は、松尾山北麓まで一いつ気き呵か成せいに南下するつもりだ。山頂に陣取る小早川隆景を強引に東軍勢として参戦させる策をも、心中に秘していると考えていい！　そう考えるべきだ！　あのすっとろい姫ひめ武将は、実はそれほどの名将だった。あの狸たぬき耳と南なん蛮ばん眼鏡めがねが、家康の武将としての本質を隠かくしていたんだ！　あるいは、今回の影かげ武む者しや騒そう動どうをきっかけに家康の中でなにかが変わったのか……！」

「……それでは……弟は……良晴は」

「この南天満山の本陣が手て薄うすになるが、やむを得ない！　相良良晴の命には代えられない！　一万の修羅を救きゆう援えんに向かわせ、徳川家康の南下を阻そ止しする！　分断はさせない！」

　龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶに謀ぼう殺さつされた柳やな川がわ蒲池一族の生き残り・蒲池宗雪。

　岩いわ屋や城で絶望的な籠ろう城じよう戦を戦っている高たか橋はし紹じよう運うんの実姉・吉弘鎮信。

　宗麟の軍学の師。長年にわたり大友家の軍師を務めてきた、角隈石宗。

　大友家を支えてきた三人の修羅が、相良良晴を救うべく一万の軍勢を率いて出しゆつ撃げきした。




　しかし。

　伊勢街道を駆かけるその修羅たちの横腹を、無言のままに突ついてきた者がいた──。

　徳川家の宿老・酒井忠次の部隊三千だった。

　本多忠勝と藤堂高虎が華はな々ばなしく戦場を駆けていた間もほとんど動かなかった酒井忠次は、主君・徳川家康が南下を開始したと知るや否や、黒田官兵衛の増ぞう援えん軍を待ち構えるために「気配」を断った。今、その「気」を解放して、焦あせりに焦りながら行軍していた修羅たちの伸のびきった軍勢の側面へと突とつ進しんを敢かん行こうしたのだった。

　黒田官兵衛ほどの軍師が、「相良良晴に死が迫せまっている」という焦りのために、采さい配はいを誤ったのだ。酒井忠次は、徳川家内では宿老ではあるが、すでに老ろう齢れいで、口数も少なく、対外的にはまったく目立たない存在である。関ヶ原の合戦でも、「蜻蛉とんぼ斬ぎり」を操る東国無む双そう・本多忠勝と、進退自在で老ろう獪かいな戦いをする藤堂高虎の陰かげに隠れて、まるで存在感がなかった。彼は、織田家における佐さ久く間ま信のぶ盛もりのような立ち位置だったと言っていい。

　しかしその酒井忠次率いる部隊が、家康の「切り札」として蒲池宗雪たちの前進をしばしの時間、阻はばんだ。三河兵らしい二に枚まい腰ごしの粘ねばり強さで。

　家康はこのわずかな「勝機」を逃のがさず、酒井忠次軍の背後へと急行し合流。指揮下の兵数を一万に増やすと、そのまま機を逃さず、井伊直虎率いる赤備えを先さき手てとして、さらに榊原康政率いる槍隊を繰くり出し、蒲池宗雪たちとの交戦に及およんだ。

　官兵衛が送り込んだ援えん軍ぐん、徳川の壁かべを突とつ破ぱできず！

　ついに家康率いる徳川本軍は、蒲池隊と戦いながら、松尾山の北ほく麓ろくまで進軍した。

　ここに、虎之助・市松を救援すべく伊勢街かい道どうを突き進み東軍勢と交戦していた相良良晴と、南天満山の相良本陣は、奇き策さく中の奇策といえる南下作戦に成功した徳川家康によって完全に分断されたのである。

　さらに──官兵衛の予想を超こえた事態が、起きていた。

　松尾山北麓に到とう達たつした徳川家康が、即そく座ざに、その松尾山めがけて種子島を射かけはじめたのだ。小早川隆景に対する「参戦要よう請せい」でもあり、「敵に回るのならばここで決戦に及ぶ」という不退転の決意表明でもあった。

　もしも小早川隆景が今、松尾山から三万を超える大軍を率いて下山してくれば、一万ほどしかいない上に同数の兵力を持つ蒲池宗雪たちと激しく交戦しつつ、しかも山麓の低地という不利な位置に展開している徳川勢は、木っ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされてしまう。

　己おのれ自身と自軍の将兵たちの命のすべてを賭かけた「博ばく打ち」としか言いようがない。

　鬼き気き迫せまる暴勇だった。

　この大一番で、このような無む謀ぼうな真ま似ねができる武将など、いるはずがない。

「運命」は、徳川家康を、「天下人」に──いや。はじめから、彼女は天下人となるべくしてなる者だったのだ。自らの意志力で、天下を摑つかむ。それほどの資質を持って、徳川家康は生まれてきたのだ。

　この様を本陣から呆ぼう然ぜんと眺ながめていた黒田官兵衛は「わが知謀、徳川家康の『将器』の前に、敗れり」と天を仰あおいでいた。

「……ああ。相良良晴。まさか。まさか、きみはここで……そんな。そんなはずはない……！」




　姓せいも氏うじも持たない一いつ介かいの「未来人」という境きよう遇ぐうから、織田信奈に足軽として仕えて幾いく多たの激戦を生き延び、流る浪ろうの冒ぼう険けんの果てに肥ひ後ご相良家の相良義陽・徳とく千ち代よという「先祖」と邂かい逅こうし、ついには関白・近衛前さき久ひさの猶ゆう子し候補となり位人臣を極きわめ、「次期関白」へと上り詰つめた伝説の風雲児・相良良晴。

　今、その相良良晴に、「最さい期ご」が迫っている。

　加藤虎之助・福島市松を救援する役割は、大軍の指揮に長たけた黒田官兵衛に委ゆだねるべきだったかもしれないと良晴が気づいた時にはもう、良晴が率いる軍勢は伊勢街道を駆けて敵中深くまで突き進んでいた。

　本多忠勝、藤堂高虎の両部隊は、退たい却きやくすると見せながら、虎之助と市松を南天満山の相良本陣から引き離はなしていた。

　戦いくさ巧こう者しやの藤堂高虎は、黒田官兵衛が三万の大軍を率いて南天満山と松尾山の狭はざ間まへ突とつ入にゆうしてきたことを知るや否や、この官兵衛と良晴の軍勢を「長く伸ばす」ために本多忠勝とともに伊勢路を後退し続けていた。押されてはいたが、潰かい走そうしたわけではない。松尾山の小早川隆景が下山しない以上、四万に膨れあがった相良軍が一丸となって本ほん陣じんを固めてしまえば、南天満山戦線は西軍が圧あつ倒とう的に有利となる。が、大軍には大軍の不利がある。「長ちよう蛇だ」の形に引き延ばすことで、戦せん況きようを変えることができる。変わらないかもしれないが、変わる確率が上がる。少なくとも、相良良晴軍に「隙すき」を作ることは、できる。

　高虎は、敢あえて自軍を追つい撃げきさせた。

　相良軍先せん鋒ぽうの虎之助と市松は、必死の形相でこれを追った。

　むろん、逃にげる兵は、攻せめる兵よりも弱い。なにも起こらなければ、藤堂軍も本多忠勝軍もこのまま壊かい乱らんしてしまう。一か八かだった。

　そして、戦況は変わった。

　栗くり原はら山やまから長宗我部軍がいっせいに下山してきて、高虎と忠勝に加勢したのだ。

　長宗我部軍の加勢を得た高虎と忠勝の兵力は、倍に膨れあがった。

　これを見た相良良晴は、自ら一軍を率いて伊勢街道をさらに深く突き進んだ──。

　良晴は駆けに駆けて、辛からくも間に合った。二人の妹に追いついた。が、この時、良晴率いる軍勢は伊勢街道沿いに細長く伸びきっている。行軍速度を重んじた良晴は、南宮山系と松尾山系の二つの山に挟はさまれた「狭間」へと飛び込んでいたからだ。

「あ、兄貴!?　なぜ最前線へ!?　本陣は、よいのですか!?」

「お兄ちゃ～ん！　長宗我部の蝙こう蝠もり野や郎ろうがいきなり攻めてきて……九死に一生を得たっすよおおお！　うわ～ん！」

　虎之助も市松も、長宗我部軍の戦意の高さ、そして獰どう猛もうとも言うべき頑がん強きようさを前にして窮きゆうしていた。二人とも、鎧よろい兜かぶとに銃じゆう弾だんがかすめた跡あとをいくつもつけられている。

「申し訳ありません、兄貴！　虎は官兵衛どのの援軍が到とう着ちやくしたことに興奮し、戦意にはやっていました！　藤堂高虎は恐ろしく老獪です！　武ぶ威いではわれらが押していましたが、戦はただ強ければ勝てるのではない、と学びました。翻ほん弄ろうされました……！」

「長宗我部めえええええ！　明智光秀に加勢しにきたんじゃなかったのかよおお！　くっそおおお！　でももうだいじょうぶだ、お兄ちゃんが来てくれたから！　姉あね御ご、反はん撃げき開始っすよおお！」

　虎之助はあまりにも強すぎる。「文ぶん禄ろくの役」では、戦場であるはずの朝ちよう鮮せん半島を突き抜ぬけてはるばる豆と満まん江こう外まで軍を進め、そのまま女じよ真しん族のヌルハチと戦いはじめるという「未来の実績」がある。良晴は、日ひ頃ごろの温厚で篤とく実じつな虎之助を見慣れていたばかりに、つい、戦場では呂りよ布ふの如ごとき無謀極まる猛もう将しようへと豹ひよう変へんする虎之助の性格を忘れてしまっていた。強すぎるがゆえに、どこまでも進撃できてしまう。

　その虎之助を、根っからの猪ちよ突とつ猛もう進しん型の市松と組ませたのだから、この敵中深くへの両者の進撃は予想できたことだったのだ。

「すまない虎之助、市松。長宗我部軍は『関ヶ原の合戦』には参戦しないと思いこんでいた俺の判断ミスだ！　『歴史』は、ゲームや小説や『古今伝授』の中で起きているんじゃない……今、俺たちが生きているこの『現実の世界』そのものが、『歴史』を作っているんだ！　当たり前のことなのに、俺は、自分の未来知識に引きずられてしまった！　ここは山に挟まれた谷間だ。『地の利』がない。今もしも南宮山から吉川軍が下山してきたら、俺たちは撃破されてしまう。いったん関ヶ原の中原へと戻もどり、官兵衛たちと合流するぞ！」

　良晴はこの時まだ、南宮山北麓の「西軍中入り隊」が関ヶ原の中原、十字路方面へと突進して武田旗本軍と交戦をはじめていることを知らない。

　良晴の馬の背に乗っていたヤスケが、後方に「厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど」の旗印がいっせいに翻ひるがえっているわ、と叫さけんでいた。

　伊勢街道から中原へと戻る「出口」を、北天満山で明智光秀と戦っていたはずの徳川家康が突とつ如じよとして南下し、自ら封ふう鎖さしてしまった、ということになる。

　事実ならば、相良良晴は「袋ふくろの鼠ねずみ」になった、ということだ。

「ええっ？　徳川家康が、俺たちの退路を断たった、だって？　まさか？　どこにも徳川の旗印なんて見えないぜ!?　官兵衛が繰り出した増援部隊じゃないのか？」

「あなたたちには見えなくても、私の目には見えるのっ！　視力が違ちがうのよ、視力が！　旗印から見るに、徳川家康自身が率いる旗本衆。榊原康政率いる槍やり隊。井伊直虎率いる『赤備え』の騎き馬ば隊など。総勢はおよそ一万。大地に根を張ったかのように、伊勢街道の出口に固まっているわ！　あなたをこの谷間に封殺すると同時に、松尾山の小早川隆景に圧力をかけている！　どうするの、相良良晴!?」

　北天満山戦線はどうなったんだ!?　まさか……瀕ひん死しの武田信玄に北天満山戦線を委ねて、俺を討うち取るために南下したというのか？　だとすれば、南宮山の吉川軍は……！　良晴は驚きよう愕がくし、そして、自分が今陥おちいっている状じよう況きようを理解していた。鳥とり肌はだが立った。徳川家康は、松まつ平だいら元もと康やすとはもはや別人とも言うべき稀き代たいの名将へと成長している！

　官兵衛ほどの軍師が、裏をかかれたとは！

　いや。やはり、俺の「情」がこの事態を招いたんだ。官兵衛が前線へ出ていれば、俺は本陣でどっしりと構えていれば、こうはならなかった。一万強の兵が四万に増えた。小早川さんが下山する前に、南天満山戦線で「勝ち」を摑み取れる。その焦りが、隙になった。そのわずかな隙を、藤堂高虎が増ぞう幅ふくさせ、そして徳川家康が突いたのだ。

「……戦う以外にはない！　家康と戦って中原へ戻るか、それとも目の前の高虎たちを破るか……だが、選せん択たく肢しは、俺たちにはないらしい。来たぞ！　虎之助、市松！　兵たちの動どう揺ようを抑おさえろ！　踏ふみとどまるぞ！」

　徳川家康、相良良晴を封殺！　この戦況の激変に気づいた藤堂高虎が、長宗我部軍が、前進も後退もままならなくなった相良軍へといっせいに攻めかかってきた。

　そして、これまで敢えて高虎の指示を吞のんで逃げに逃げ続けていた本多忠勝が「……二度とないと思っていた好機を、われらが姫ひめが自ら摑んだ！　こんどこそ相良良晴を討ち取る！」と突進を開始していた。

　虎之助と市松が「兄貴はやらせない！　われら妹たちを救うために死地に陥った兄貴を、ここで散らせるわけにはいかない……！」「うおおおおお！　かかってこいやあああ！　やってやるうううう！」と郎ろう党とうを率いて迎げい撃げきを開始する中。

　良晴の背後に聳そびえる南宮山から、良晴のもとに、黒衣の使者が訪おとずれていた。

　毛利家の外交尼に僧そう、暗黒寺恵瓊だった。

　銃弾や矢が激しく飛び交かう中を、けろりとした顔で馬に乗ってよたよたと下りてくる。




「恵瓊ちゃんで～す♪　ついに万ばん事じ休すとなりましたね、相良良晴どの♪」




　恵瓊がなにを伝えに来たのかは、すでにわかっていた。

　窮きゆう地ちに追い詰められた良晴への、最さい後ご通つう牒ちようである。

「東山道を塞ふさいでいた西軍中入り隊は、北天満山戦線へと参戦。徳川家康に置き捨てられた武田旗本軍を相手に激戦中です。明智光秀軍と前後から挟きよう撃げきすれば勝てる、と判断したのでしょうが、ぶっちゃけ、ボロ負けしています。つまり、南宮山の北麓にはもう、西軍の兵はおりません。徳川家康は南下することでただ良晴どのを袋ふくろ小路こうじに追い込んだのみならず、南宮山の吉川さまをも動かしたのです。見事に、戦局をひっくり返してみせました。『運命』は、徳川家康の『天下』へと突つき進んでおりますよ」

　そう。吉川元春は、日和ひより見みをしていたのでもなければ、隆景のように情に惑まどって逡しゆん巡じゆんしているのでもない。北へ向かうか、南へ向かうか、下山して参戦する「戦場」を選択するために戦況をじっと見守っていたのだ。

　そして、相良良晴が南宮山と松尾山に挟まれた伊勢街道の谷地へと入り込み、徳川家康と藤堂・本多忠勝・長宗我部軍に挟撃された今、しかも「西軍中入り隊」が東山道の封鎖を解除し中原へ出た今、吉川元春の選択肢はひとつ。

　このまま南宮山の南へ──伊勢街道へと駆かけ下りて、相良良晴軍を逆落としによって殲せん滅めつする。

　たとえ相良義陽が相良良晴の「跡」を継ついで官兵衛とともに相良軍の残存兵をまとめたとしても、大将の良晴がここで討ち取られ、その勢いで吉川軍二万が徳川・長宗我部とともにいっせいに南天満山へと押し寄せれば、相良軍はもはや支えきれなくなる──。

　それで南天満山戦線の帰き趨すうは決定し、しかも相良良晴が討ち死にしたとなれば、明智光秀も織田信奈もともに崩くずれる。崩れざるを得ない。

「この恵瓊ちゃんは関ヶ原の戦場の情報を刻々と収集しております。織田信奈さまは、北陸から突入してきた上杉謙信さまに討ち取られるでしょう。武田騎馬隊殺しの新戦術も、上杉謙信襲しゆう来らいというあり得ない事態を前にしてみれば、役には立ちませんでした。柴田勝家、丹羽長秀、竹中半兵衛がどれほど頑がん張ばっても、野戦であの軍神を撃破することは不可能です。そして武田信玄さまは、明智光秀さまと死し闘とうを繰くり広げ、残り少ない命をすり減らしてこの合戦の最中に亡なくなられるでしょう……明智光秀さまも、おそらくは助かりません。武田信玄さま直属の旗本衆二万が『車くるま懸がかり』の陣形を取ったということは、信玄さまは自らの命と引き換かえに明智光秀さまとその軍勢をも連れて行くお覚かく悟ご」

　それは「予言」か、恵瓊ちゃん？　と良晴は問うた。恵瓊は、「『現実』を分ぶん析せき収集して理ことわりから導き出した、『予測』です」と答えていた。

「織田信奈さまと明智光秀さまを救う唯ゆい一いつの方法は、相良良晴どの。あなたが『天下人』となることです。もはや良晴どのは、袋の鼠です。加藤虎之助と福島市松がどれほど強くとも、二つの山に挟まれたこの谷地へと封鎖されているあなたの軍に勝機はない。吉川元春軍が下山すれば、その時点でおしまいです。あなたも、信奈さまも、明智さまも、そして二人の妹ぎみも……あなたとともに戦ってきた仲間たちも。みな、死にます。どうか、毛利家へと帰参してください。そして、『東軍と西軍の戦いはここで終わりとする。いずれの大名をも滅ほろぼさない。戦国日ノ本のあらゆる恩おん讐しゆうに終しゆう止し符ふを打つために、未来人の俺が、天下人になる』とご宣言ください」

　恵瓊は、とうとうと語った。剛ごう直ちよくな吉川さまは「良晴を救うのはええ。しかし毛利の律りち儀ぎはどうなったんじゃ！　東軍を捨てるというのか！」と激げき怒どされるでしょうが、この恵瓊ちゃんが説得します。小早川隆景さまは、複雑な思いを飲み込んで、あなたの選択に従うでしょう。

「南宮山の吉川軍は、恵瓊ちゃんの手勢を含ふくめて二万強。松尾山の小早川・宇喜多軍は総勢三万強。五万を超こえる大軍。しかも高所を押さえています。吉川軍が伊勢街かい道どうに展開する東軍諸将を撃破し、小早川・宇喜多軍が松尾山の北ほく麓ろくに陣取っている徳川家康本隊を蹴け散ちらせば、黒田官兵衛はすかさず明智光秀と合流して武田信玄さまの『車懸り』を破る策を編み出し、実行するでしょう。残るは、『義将』上杉謙信さまのみ。恵瓊ちゃんが、三寸の舌先をもって説得してみせます。この首を賭かけて。謙信さまは、自ら天下人になるつもりのないお方。破は滅めつへと向かっているすべての姫武将の『運命』を変えるためには、これが最善の道、と説けば、きっと理解していただけるはず。あのお方は、そのような『理想』を熱く語られると、弱い……自信があります。恵瓊ちゃんが私心のないことを示すために陰かげ腹ばらを斬きって、謙信さまの陣じん中ちゆうを訪れれば、必ずや……」

　なんだよ、それは。俺は、すべての実を拾うために戦ってきた。恵瓊ちゃんの命と俺の命を等価交こう換かんするつもりなどない、と良晴は破顔していた。

「いいえ。それでいいのです。このような策さく謀ぼうを用いた恵瓊ちゃんはここで死ぬべきなのです。毛利家が『相良家』を推おしたのは、すべてこの暗黒寺恵瓊一人の暴走によるもの。恵瓊ちゃんは、毛利家に攻せめ滅ぼされた武家の娘むすめです。もともと毛利家に怨えん恨こんを抱いだき、じっと毛利家の名を汚けがす機会を窺うかがっていたのです──そういうことにしてそのまま恵瓊ちゃんが消えれば、毛利の律儀には傷がつきません。すべては、毛利家の仇きゆう敵てきの娘である恵瓊ちゃんをこれまで信しん頼らいし重用してくださった、小早川隆景さまのためです！　あなたは、ここで吉川元春さまと戦い討ち死にする道を選べますか。隆景さまが生しよう涯がい不幸になっても、それでも構わないと言うのですか？」

　良晴は、（俺は三つの人生を生きたな……）と胸を突かれ、目を閉じていた。

　現代日本で、ごく普ふ通つうの高校生として過ごした平和な日々。

　木きの下した藤とう吉きち郎ろうの代わりに織田家に仕え、信奈に「サル」と呼ばれながら銭ぜに儲もうけに築城に合戦にとこき使われてきた、織田家での騒さわがしくも充じゆう実じつした日々。

　そして、織田家での日々の記き憶おくを失って、小早川隆景の好意を得て毛利家で村むら上かみ水軍の海かい賊ぞくとして命がけの船旅を続けてきた、毛利家での日々。

　どれも、捨てられない。みな、素す晴ばらしく、充実した日々だった。

　小早川さんとの、淡あわくも情熱的な恋こい。「剛ごう勇ゆうの将」でありながら実は繊せん細さいで多感な腐ふ女じよ子しだった吉川元春には、何度も小早川さんとの恋を後押ししてもらった。俺と宇喜多直なお家いえとの同人物語を書くのだけはやめてもらいたかったが。容よう赦しやなく敵も味方も暗殺する戦国屈くつ指しの謀ぼう将しよう、「奸かん悪あく無限」宇喜多直家も、実際に仲間になってみれば、娘の秀家を溺でき愛あいする親バカお父さんだった。さんざん女たちを利用して捨ててきた生涯に疲つかれていたのだろうか。俺とあれこれ馬ば鹿かをやっているうちに、露ロ璃リ魂コン教に、転んだ。そして秀家を、俺に託たくしてくれた。俺は男として、宇喜多直家に信頼されていたと言っていい。俺を一人前の海賊として鍛きたえ上げてくれた、豪ごう放ほう磊らい落らくな村上武たけ吉よしさん。カキを殻からごと食い破るという人外みたいなおっさんだったが、誰だれよりもまっすぐで、海の上ではいつだって頼たよりになった。すぐに茶器をおねだりして小早川さんにいつもお尻しりを叩たたかれていた、三代目の輝てる元もとちゃん。毛利隆たか元もとさんの、忘れ形見──小早川さんに「虫けらめ」と罵ば倒とうされることをなによりのご褒ほう美びだと喜んでいた、シスコンの弟・穂ほ井い田だ元もと清きよ。あいつも、俺と小早川さんの恋を全力で応おう援えんしてくれた。俺を毛利家に引き留めるためなら自分の領国をぜんぶ差し出してもいい、と言ってくれていたっけ。そして、小さな身体からだで兄から託された「足利将軍」の重職を務めようと背せ伸のびしながら頑張っていた、元祖本家正統足利将軍、足利義昭──。

　なにもかもが、懐なつかしい。

　やはり、この日ノ本に生きる人々は、みな、仲間であり家族。敵も味方もない──。

　そのことを、良晴は、毛利家で過ごした「三度目の人生」の中で、学んだ。いや、頭で学んだのではない。全身の細さい胞ぼうに、植え付けられたといっていい。

「小早川隆景さまは、嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくよりも殿との方がたへの愛情が勝まさるお方です。そして生涯、ただ一人の殿方しか愛せません。そういう人なのです。ですから、良晴どのは織田信奈さまと別れなくてもよいのです。本妻は織田信奈さまでもよいのです。隆景さまは、たとえ側室であろうとも、あなたとともにこの現世を生きられるのならば、必ずや幸福になることのできるお方です……未来人であるあなたがこの国を奪うばうことがどうしても忍しのびないと仰おつしやるのでしたら、実際の『天下国家』の運営は、織田信奈さまに委ゆだねればよろしいのです。彼女が抱いてきた『天てん下か布ふ武ぶ』構想の実現を、関白として支えていけばいいのです。あなたはいまや、位人臣を極きわめられました。光ひかる源げん氏じの如ごとく、すべての貴族の頂点に立たれるお方なのです。そのあなたが織田信奈の『天下布武』を補ほ佐さすれば、日ノ本は生まれ変わります。毛利家も、あなたの志のために、全力を尽つくします。あなたがここで『天下』を盗とれば、どの姫大名家も、滅ぼさずに済むのです。断る理由は、なにもありません」

　恵瓊の「予測」は、すべて正しいのかもしれない。

　だが、「予測」に長たけていても未来を予知する能力を持たない恵瓊がまだ知らないことがある。俺は知っている。小早川さんの「運命」は、この関ヶ原で「寝ね返がえった」瞬しゆん間かんに、暗転し、そして破滅が確定するということを。

「恵瓊ちゃん。ありがとうな。俺がこの提案を吞めば、相良ハーレムの完成だな。しかも、すべての姫武将を破滅の『運命』から救える。万事が丸く収まりそうな話だけれども、でも……そいつは吞めないんだ。どうしても。なによりも、誰よりも、小早川さんのために」

「……それは、どういうことですか!?　『未来』に、関かかわりが？」

「そうだ。俺の知っている本来の『未来』では、『関ヶ原の合戦』の勝者は東軍であり徳川家康。それは、それでいいんだ。やはり徳川家康は、自らの意志で『天下人』となれる将器の持ち主だった。現に俺は、家康に敗れた。官兵衛が援えん軍ぐんに来てくれてなお、勝てなかった。問題は、『関ヶ原の合戦』の勝敗を最終的に決するものが、松尾山に布ふ陣じんしている『小早川秀ひで秋あき』の『裏切り』だということなんだ」

「こ、小早川秀秋とは、誰でしたか？」

「小早川さんの義理の子供さ。小早川さんは、『史実』では生涯子供に恵めぐまれないんだ。それでも、毛利家や吉川家の血筋から血の繫つながった養子を取ることはできただろう。しかし小早川さんは、毛利家の世よ継つぎに自分の親族を押し込んで毛利家を乗っ取ろうとしていた『天下人』から、毛利家を守るために、その養子を毛利家ではなく小早川家に迎むかえ入れた……」

「毛利家を守るために、小早川家を……犠ぎ牲せいに？」

「そうだ。小早川さんらしいだろう？　しかしその小早川秀秋が、『関ヶ原の合戦』の土ど壇たん場ばで、所属していた西軍を裏切った。松尾山から、西軍の部隊めがけて襲おそいかかった。西軍は敗れ、東軍が勝利し、徳川家康が天下を盗った。だが前ぜん代だい未み聞もんの寝返り劇をしでかした小早川秀秋は、『裏切り者』として東軍諸将からも白眼視され、心身を病やみ、憂ゆう悶もんのうちに死んだ。合戦からまもなくのことだ。西軍の諸将たちの祟たたりだと言われ、誰にも同情されず、小早川家は滅びた……もしも小早川さんが今、俺を救うために東軍を裏切れば」

　良晴は、天を見上げながら、呻うめくように言葉を紡つむいだ。小早川さんは日ノ本史上に「卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな裏切り者」という消えない汚お名めいだけを残し、そして、すぐに死ぬ。「運命」に囚とらわれる。「関ヶ原の合戦」が前まえ倒だおしされて早々と起きた今、「運命の地」松尾山に陣取った小早川さんには、彼女の養子が背負うはずだった破滅の「運命」が待っている。思えばその「養子」は、この「現実」の歴史の表おもて舞ぶ台たいにはもう出てこない。小早川さんに「養子」を迎えさせるはずだった藤吉郎のおっさんが、死んでしまったのだから。たぶんその瞬間から、小早川さん自身がこの「運命」を背負うことになっていたんだ。

「だから、『三本の矢を、折らないでほしい』と、俺は小早川さんに伝えた……ここで俺が『天下人』になると言えば、恵瓊ちゃんの提案を吞のめば、小早川さんはきっと『相良家』につくだろう。死地に追い詰つめられた俺を救うために。東軍を、裏切るだろう……その先に、恥はずべき裏切り者の汚名と、そして死が待っていると知りながら、自分を犠牲にするだろう。恵瓊ちゃん……だから俺は、きみの提案は、吞めないんだ。毛利両りよう川せんと、戦うよ。吉川さんと。小早川さんと。小早川さんよりも信奈のほうが俺にはだいじだ、だから小早川さんと共存する道は選ばない、と言っているんじゃないんだ。俺は、小早川さんに生きてほしいんだ。生きてさえいれば、必ず、幸福を摑つかむ機会が訪おとずれる。俺が死んでも、きっと……きみたち毛利家の家族たちが彼女を支えてくれれば、小早川さんはいつか立ち直ることができる。だから、俺は天下人にはならない。最後まで、織田家の家臣として、戦う。この、関ヶ原で──」

　暗黒寺恵瓊は、「その『未来』を、もっと早く知ることができていたら……」と力なくうなだれ、そして、しばし声を殺して泣いた。ごめんな、と良晴は恵瓊の肩かたを叩いていた。

「もう行け。吉川さんと戦いたくはなかったが、そういうわけなんだ。だから遠えん慮りよするな、小早川さんを破滅の『運命』から救うためには俺たちが西軍と東軍とに分かれて堂々と戦うしかないんだ、と吉川さんに言ってあげてくれ。俺ももう、未来人の高校生じゃない。戦国日ノ本の、武士だ。戦いくさに敗れるのは、武家の常だ。悔くいも恨うらみもなにもない。ただ、虎之助と市松だけは助命してほしい、死なせないでほしい。そして、もしも間に合うのならば、南天満山戦線が崩くずれて西軍が全軍壊かい乱らんしたとしても、十じゆう兵べ衛えちゃんと信奈を……救ってほしい……毛利家には、毛利両川には、それだけの力がある」

　承知いたしました。ですが、これだけの大会戦です。すでに川中島の合戦をはるかに超こえる激戦となっています、完全な保証はできません……と恵瓊は泣きながら顔をあげていた。

「わかっている。ごめんな。俺たちのためにここまでしてくれて、ありがとう、恵瓊ちゃん」

　もう行け。南宮山へ戻もどれ。吉川さんが待っている、と良晴は恵瓊を送りだしていた。

　徳川家康率いる徳川本軍が伊勢街道の「出口」からさらに東進し、良晴軍を挟きよう撃げきする動きを見せたのは、良晴が恵瓊を送りだしてまもなくのことだった。

　加藤虎之助も福島市松も、目の前に展開している敵軍との交戦で手て一いつ杯ぱいである。身動きが取れない。二つの山の谷間に陣を敷しいている良晴のもとにはもう、わずかな手勢しか残っていない。今、徳川家康に全力で攻めかかられれば、どうにもならない。その上、いずれ恵瓊は吉川元春のもとに着いてしまう。その瞬間に、南宮山から吉川軍が攻め寄せてくる。前方も。後方も。側面も。ことごとくが、東軍の将兵で溢あふれている。逃にげ場は、ない。

　ずっと良晴の背中に自分の背中をくっつけて後方を見張っていたヤスケが、その徳川軍の動きを真っ先に察知した。

「相良良晴！　どうしてあんな美お味いしい話を蹴けったのよ、遠慮せずにハーレムの王になればよかったじゃない！　馬鹿じゃないの!?　なにが小早川家の『運命』よ！　ぜんぶあなたの考えすぎだったら、杞き憂ゆうだったら、どうするのよ！　ああもう、これ以上ガスパールさまの邪じや魔まをしないで！　どうやったって、こんな地じ獄ごくみたいな死地から高たか千ち穂ほまであなたを生かして連れ出すのは無理よ！　あなたが、あなたがここで死んだら……」

　だいじょうぶだよ。ヤスケちゃん一人ならば抜ぬけられるだろう？　と良晴は苦く笑しようした。

「そんなことできるわけないでしょう！　ガスパールさまの命令は、あなたが失敗したら高千穂へ連れて行け、これよ！　死体を連れて行っても意味がないのよ！　あなたが死んだら、私も死ぬわよ！」

「いや、それは困る！　女の子はみんな守るという俺の主義に反する！　最後の最後に、悔いが残る！」

「じゃあ、ハーレムを作ればよかったじゃないの！　未来人のくせに、経けい緯いを知っているはずの合戦に負けるってどういうこと？　やっぱり明智光秀を殺しておくべきだったのかも……ほんっとにもう！　馬鹿すぎるわ、あなたは！」

「……徳川家康の覚かく醒せいが、大誤算だった。恵瓊ちゃんは、吉川さんのもとへ敢あえてゆっくりと戻って、俺に『時間』を与あたえてくれるだろう。まだ、あと少しは生きられると思っていたが、参ったな。本気を出した徳川家康は、半はん端ぱねえ。徳川家臣団も、どいつもこいつもまるで猟りよう犬けんのように食いついてきて暴れ回る。やっぱ、関ヶ原の合戦の勝者となるべくしてなるだけのことは、あるな。もしも松尾山に陣じん取どっている小早川さんが寝返れば壊かい滅めつするというのに、平然と自らを死地に晒さらしてくる。史実通りに大器晩成型だと思っていたのに、よくもこの土壇場でここまで成長したもんだ。見事なものだ……」

「馬鹿ーっ！　敵を褒ほめている場合じゃないでしょう！」

「敵なんていないさ。みな、自分自身の『運命』と戦っているだけなんだ。だが、どうやら……」

　織田家中国方面軍司令官・近江長浜城主・相良筑ちく前ぜんの守かみ良晴、ついに万ばん事じ休す！

　しかも、事態は良晴の想像を超えて、さらなる「悲劇」へと突つき進んでいた。







　巻ノ三　烏う頭とう坂ざか







　官かん兵べ衛えが放った蒲かま池ち宗そう雪せつら大おお友とも修しゆ羅ら隊、相良さがら良よし晴はるに合流できず！　徳とく川がわ家いえ康やす自らが松まつ尾お山やま北ほく麓ろくを塞ふさぎ、蒲池宗雪らの進軍を阻そ止し。同時に、南なん宮ぐう山さんと松尾山の「狭はざ間ま」に飛び込んだ相良良晴軍の退路を遮しや断だん。暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいが吉きつ川かわ元もと春はるのもとに帰き還かんするとともに、南宮山に陣取る吉川軍二万が逆落としをかけて伊い勢せ街かい道どうに伸のびきっている相良良晴軍に側面からぶつかってくる──！

「前には本ほん多だ忠ただ勝かつ、藤とう堂どう高たか虎とら、長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか。背後には徳川家康。そして側面の南宮山に吉川元春。まさしく『死地』だな。昔、播はり磨まで宇う喜き多た直なお家いえの誘ゆう導どうに引っかかって討うち取られかけたことがあったが、信のぶ奈なや十じゆう兵べ衛えちゃんの死地に飛び込んだことはあっても、これほどの死地に自ら飛び込んだことはなかった。その『ただいちど』が、ここで、来るか……！」

「相良良晴！　背後から、徳川軍が迫せまってきたわ！　黒くろ田だ官兵衛は次の手を打つでしょうけれども、すでに後ろを取っている家康の進軍のほうが速い！　間に合わないわ！」

　はるか遠えん距きよ離りまで見み渡わたせるヤスケの「目」のおかげで、良晴は「気がついたら背後を家康に襲しゆう撃げきされて壊滅していた」という最悪の状じよう況きようだけはまだ逃のがれていた。が、吉川軍が下りてくる前にこの袋ふくろの鼠ねずみ状態から脱だつする方法は、見み出いだせなかった。関せきヶが原はらにはいくつかの川は流れているが、戦術に用いることのできる「水」がない。山とは相あい性しようが悪い、と良晴は思った。山中へ逃れることもできない。松尾山にも南宮山にも、毛もう利り両川の兵がひしめいている。
















「中原へ戻り官兵衛たちと合流するのが最善手だが、徳川家康自らがとどめを刺さすために急接近している以上、後ろには下がれない。本陣からさらに遠ざかるが、前へ進むしかないか……！　信奈は。十兵衛ちゃんは。関ヶ原全体の戦況は、どうなっている？」

「いずれにしてもあなたの軍勢がここで壊滅すれば、三者共とも倒だおれよ！」

「たしかにそうだ！　死地を脱する方法はないか。閃ひらめけ。閃け、俺……！」

　前方で、福ふく島しま市いち松まつ率いる手勢と戦っていた長宗我部元親軍が崩れはじめ、伊勢街道のさらに奥へと退たい却きやくしていくさまが見えた。

　怪あやしいわよ。栗くり原はら山やまから最前線へ突とつ入にゆうしていながら、今さら戦意を喪そう失しつするはずがない。家康と連動して、伊勢街道の奥へ、奥へと引き込もうとしている。誘さそっているわ、とヤスケが舌打ちした。




　事実、長宗我部軍の退却は、「徳川家康が自ら旗本軍を率いて南下し、相良良晴軍の背後を奪うばった」という新たな情報を長宗我部元親が摑むと同時に、実行されていた。

　あの福島市松は猛もう将しようだよ！　戦ってみたい！　尋じん常じように勝負しようよう！　と弟の信のぶ親ちかが撤てつ退たいを拒きよ否ひしようとしたが、元親は「あなたは一いつ騎き打うちなんてしちゃダメなのよ信親ちゃんっ！　数に勝まさる相良良晴軍を一気に壊滅させる絶好の機会だわ！　長宗我部家に、あなたに『運』が巡めぐってきたのよ！　おわかり？」と信親の首根っこを捕つかまえて、強ごう引いんに退却させていた。

　窮きゆう地ちに陥おちいった相良良晴軍を前へ、前へと行軍させ、伊勢街道をさらに突き進ませる。「出口」から遠ざけていく。その「出口」に家康軍が殺さつ到とうしてくると同時に反転攻こう勢せいに出て、前後より挟撃。そして仕上げは南宮山の吉川元春軍。

　長宗我部元親が細作を用いて収集した諸国の情報を書き留めている「蝙こう蝠もり帳」には、「相良良晴は商売や城普ぶ請しんをやらせれば一人前以上だが、戦を嫌きらい人死にを嫌う男で、自ら大将として軍を率いれば連戦連敗、墨すの俣またでも金かねヶが崎さきでも天てん王のう寺じでも生き延びられたことが不思議なほどの絶体絶命の死地に陥り、参さん謀ぼう格を務めた第二次木き津づ川がわ口ぐちの合戦でも木き崎ざき原ばるの合戦でも敗北している。しかしそれは絶望的な状況で殿しんがりを買ってでたり、仲間を救うために衆しゆう寡か敵てきせずという状況で援えん軍ぐんに向かったりといった『勇気』ゆえの危機の連続であって、相良良晴は家臣たちの命を無む駄だに失うような愚おろかな采さい配はいは決して取らない──なによりも、どれほどの窮地に陥っても、決して死なない。天の加護があるかのように、生き延びる。猛将にあらずとも、勇将であり、名将」と記されている。

　その相良良晴が、この土ど壇たん場ばの「天下分け目の決戦」で、おそらくこれまでの長きにわたる武将戦歴の中で犯おかしたことのない致ち命めい的てきな戦術ミスを犯した。一万強しか兵がいなかった開戦当初、良晴は官兵衛の到とう着ちやくを信じて慎しん重ちような采配に徹てつしていた。官兵衛が来るまで寡兵で本陣を守り抜く、と決めていた。

　だが官兵衛が三万という桁けた外はずれの大軍を引き連れてきたことが、良晴にとって逆目となった。織お田だ信奈と武たけ田だ騎き馬ば隊との笹ささ尾お山やまでの血みどろの殲せん滅めつ戦を回かい避ひするために「南天てん満ま山やま戦線を早期に終わらせる」と良晴は勝負を急ぎ、自ら一軍を率いて東軍方の部隊を蹴け散ちらそうと最前線へ出てきたのだ。

　数ではとても勝負にならないと見た藤堂高虎は、本多忠勝とともに伊勢街道へと良晴の軍を引き込んだ。だが、伊勢街道沿いの山中に布陣している吉川軍も長宗我部軍も、動きは鈍にぶかったのだ。長宗我部軍などは、そもそも戦うつもりがなかった。元親自身がそう決めていた。藤堂高虎の伊勢街道への後退は、ほとんど苦し紛まぎれだったといっていい。藤堂高虎は、動くことによってなんらかの形で状況が流る転てんするという少ない可能性に賭かけたのだ。それに、相良軍は大軍である。広い中原で戦うよりも、狭せまい谷沿いの街道を戦場とするほうが、まだいいのだ。軍勢を細く長く伸ばさせれば、それだけ正面の攻こう撃げき力は落ち、そして側面が弱点となる。

　相良軍は伊勢街道を東進するべく、長く伸びた。藤堂高虎が想定した以上に、「深追い」してきた。

　小こ早ばや川かわ隆たか景かげが下山する前に南天満山戦線を早期終結させ、信奈と武田四天王たちを早く救いに向かいたいという良晴の焦あせりが、この「隙すき」を生んでいたのだ。

　そして、徳川家康が、一気にこの「隙」を突き、流れを変えた──。

　長宗我部元親は「次期関白たる者が、自ら軍を率いて敵を深追いしすぎだわ。織田信奈たちを案ずるあまり、うかつな行軍を。まるで劉りゆう備び玄げん徳とく。やはり、情の人だったのね、相良良晴……」とつぶやいていた。

　かつて「三さん国ごく志し」の時代、蜀しよく漢かん皇こう帝てい・劉備玄徳は義ぎ弟ていの関かん羽うを討った呉ごの孫そん権けんに対して自ら大軍を率いて報復戦を挑いどんだ。この戦いくさは、「夷い陵りようの戦い」と呼ばれる。劉備は「理ことわり」や「戦術」や「戦略」よりも、関羽の仇かたきを討ちたいという「情」によって戦った。どれほどの苦戦を強しいられても生き延び続け皇帝にまで上り詰つめた歴戦の名将・劉備ほどの英えい雄ゆうが、関羽への「情」に惑まどい、延々と長陣を重ねて伸ばし、せっかくの大軍を一本の細長い「線」にしてしまうという愚ぐ行こうを犯した。そして、呉の陸りく遜そんの奇き襲しゆうを受けて、劉備軍は壊滅した。劉備は白はく帝てい城まで逃げ延びたが、彼の家臣団も蜀漢軍の兵士たちも文字通り、全ぜん滅めつしたのだ。劉備は自らの子とそして蜀漢の帝てい位いを、残された宰さい相しよう・諸しよ葛かつ孔こう明めいに託たくし、失意のうちに死んだ。

　今の相良良晴は、文字通り、「夷陵の戦い」で武人としての生しよう涯がいでただいちどの致命的な過あやまちを犯して滅ほろび去っていった劉備玄徳そのものである、と長宗我部元親は思った。開戦前日に、桃もも配くばり山やまを背後にして、織田信奈、明あけ智ち光みつ秀ひでと「桃とう園えん結けつ義ぎ」を行ったという。劉備がそうだったように、主従関係や男女の仲をも超ちよう越えつしたこの熱い「情」が、相良良晴にとって最大の味方であり、仇あだともなった。同情を超こえた感情を、元親は相良良晴に抱いだいた。信親も、相良良晴を尊敬してやまないという。戦わずして済ませられれば、それが最上だった。しかし、もはや長宗我部軍は関ヶ原に参戦してしまっている。信親を救わねばならない。勝たなければならないのだ。

　そしてこの戦、勝ったわ。信親ちゃんは生きて土と佐さに戻もどれる、と長宗我部元親は相良軍が掲かかげる黄金のひょうたんを采配で指し示していた。




　ヤスケから知らされるまでもなく、長宗我部元親が自分をこの伊勢街道上で仕留めるべく「罠わな」を発動させたことに、相良良晴は気づいている。

　だが良晴は、長宗我部元親の罠に飛び込む、と瞬しゆん時じに決意した。

「これはさらに俺を中原から引き離はなす罠だ。俺にとどめを刺すための死の罠だ。それでも前進するしかない！　ここで立ち止まって前後からの挟きよう撃げきを唯い々い諾だく々だくと受ければ、敗北が確定する！　限りなく薄うすくても、あくまでも、最後まで事態がさらに動く可能性に賭ける……！　ヤスケちゃん。最前線へ奔はしってくれ。虎とら之の助すけと市松に『長宗我部を追つい撃げきせよ』と伝令を！」

「んもう。あなた、私を自分から引き離すつもりなんでしょう！　お断りよ！」

「頼たのまれてくれ！　いいのか、拒否しても？　俺はガスパールかもしれないんだろう？　俺とあいつが同一人物かどうか、確率は五分五分だ！　シュレーディンガーの匣はこを開くまでは誰だれにもわからない！　それとも、ヤスケちゃんは大恩あるガスパールさまの命令に逆らうのか？　逆・ら・う・の・かぁ～？　わはははは！」

　う、ぐ、ぐ……むかつく男ね！　あんたみたいな馬ば鹿かがガスパールさまのはずがないわ！　あのお方はなにか決定的な誤解をしているんだわ！　私がいない隙に討ち死にしたら殺すわよ！　と歯ぎしりしながら、ヤスケは虎之助・市松のもとへと駆かけていった。

　もはや良晴の周辺には、ごくわずかな旗本衆しか残っていない。みな、若い男侍ざむらいである。姫ひめ武将を小こ姓しようとして侍はべらせる趣しゆ味みは、良晴には──おおいにあったが、戦場に幼い姫武将を連れて行くことを好まなかった。虎之助と市松はもっと早く実戦投入しておくべきだったかもしれない。二人が強すぎることが、災いした。経験を積ませておけば藤堂高虎に誘導されることも……という多少の悔くいはある。

「さて。これでヤスケちゃんは助かるだろう。あの子ならば、市松と虎之助を落ち延びさせてくれる。いよいよ、来たな……関ヶ原の合戦の本来の勝利者が。俺がねじ曲げた『運命』を、自らの意志力で取り戻そうとしている『真の天下人』が……」

　徳川家康軍が、猛もう然ぜんと迫ってきた。

　完全に無防備となった、相良良晴のもとを目指して。

　井い伊いの「赤備え」はともかくとして、榊さかき原ばら康やす政まさまでいやがるのか。しかも、軍師を務めるは本多正まさ信のぶ。これはまずい。「史実」の関ヶ原に間に合わなかったはずの徳川主力勢が揃そろっている……そして、大将は「ほんもの」の徳川家康。自らの「運命」を知り、これと闘たたかうことを決断したのだろう。本多正信から指揮権を奪い返した時点で織田方に帰参する選せん択たく肢しもあったはずだ。だが、家康は「運命」と闘う道を選んだ。たとえ、信奈と敵味方に分かれることになろうとも。「天てん下か布ふ武ぶ」の志を受け継つぐ者という自らの「運命」を自分の力で摑つかみ取る道を──ならば、彼女はやはり、松まつ平だいら元もと康やす時代とは違ちがう。「天下人」へと、自力で成長したのだ。

　前方では、退却をやめた長宗我部元親軍が猛然と反はん撃げきを開始し、藤堂高虎が「ここが勝負所ぞ！」と虎之助・市松の部隊へと斬きり込みをかけていた。

　そして、この大乱戦の中、本多忠勝がただ一騎きで相良軍先さき手ての壁かべを突とつ破ぱし、良晴のもとへとまたしても迫っていた。南天満山では、立たち花ばな宗むね茂しげが本多忠勝の突とつ進しんを阻そ止しした。しかし今、その立花宗茂は、小早川勢が攻せめ寄せてきた時のために官兵衛とともに本ほん陣じんに留とどめてある。

　勝敗はすでに決したというのに、忠勝はここで俺と刺し違えるつもりだ、万が一にも俺を逃さぬために──家康に「天下」を盗とらせるために、と良晴は直感した。

「──相良良晴。もはや逃れる場所はない。お覚かく悟ごを」

　恵瓊はまだ、吉川元春のもとには戻っていないらしい。時間を稼かせいでくれている。しかし、家康は吉川元春の下山を待たずして、自ら決着をつけにきた。素す晴ばらしい決断力と判断力、そして一ひと癖くせも二癖もある三み河かわ侍たちに「姫のために」と命を投げださせる統率力。これが、徳川家康──とても俺ごときが「戦国武将」としてサシで戦って勝てる相手じゃない、と良晴は思った。

「……どうやら、俺は、死んだな……三方面で同時展開する戦線のすべてで『実』を拾うのは、無理があったらしい。南天満山の本陣は崩ほう壊かいするだろうが、義よし陽ひ姉さんと官兵衛がねねたちを落ち延びさせてくれるはずだ……恵瓊ちゃんが時間稼ぎを続けているうちに俺が倒たおれれば、小早川さんが俺のために寝ね返がえる可能性も、消える……だが……笹尾山にはついに、向かえなかったな……ごめんな、信奈……」

　今、良晴は馬を駆り、南宮山の麓ふもとに位置する急な坂道の頂へと登り詰めている。

　俺の死に場所の「地名」くらいは、最後に、知っておきたい。

　良晴は、草藪の中に朽くち果てたかのように佇たたずむ、石で築かれた道みち標しるべを見つけた。

　良晴めがけて突進してくる徳川軍の兵たちが放つ凄すさまじい怒ど声せいとも悲鳴ともつかない叫さけび声を耳にしながら、さらには本多忠勝がついに市松と虎之助の「壁」を搔かい潜くぐって目視できる距きよ離りまで接近していることに気づきながら、良晴は、その道標に刻み込まれた文字を「読み」、そして、「まさか。そんな馬鹿な!?」と青ざめていた。

　自らに死が迫せまっていたから、ではない。




「なんてことだ!?　ここは──『烏頭坂』だったのか!?」




　近この衛え前さき久ひさの次期猶ゆう子し。次期関白。織田信奈とともに「天下布武」の道を駆け続け、ついには位人臣を極きわめながら今この関ヶ原に散ろうとしている相良良晴を救うために。

　死ぬべき「運命」へと果か敢かんに、そして可か憐れんに向かってくる者が、いた。

「島しま津づの兵へ児こども！　徳川家康の本陣を敵中突破し、伊勢街かい道どうに孤こ立りつする相良さぁを救う！　断固として突つき進め、穿うがち抜ぬけ！　しかるのちに、『捨て奸がまり』を敢かん行こう！　最後の一兵となってでも相良さぁを、伊勢街道から戦場の外へと落ち延びさせる！　まだ天下布武の戦いは終わっちょらん！　薩さつ摩ままで生かして落ち延びさせれば、相良さぁはきっと再起できる……！　いや、再起などしなくても、いい。相良さぁを……死なせたくなか！」

　馬上で種たね子が島しまを構えながら、島津家いえ久ひさはひたすらに駆けた。後方には、武神・島津義よし弘ひろの姿があった。島津軍選よりすぐりの薩摩隼はや人とたち千五百が、狂したかのような「猿えん叫きよう」を発しながら、徳川家康率いる一万の徳川本軍のまっただ中へと斬り込みをかけていた。

　伊勢街道に家康が造り上げた重く堅かたい「蓋ふた」を、一点突破するために。

　島津家久率いる島津軍は、石いし川かわ一かず宗むねから「相良良晴が危機に」と伝えられるや否いなや北天満山後方の池いけ寺でら池いけから全軍で起たち、関ヶ原の中原に展開する武田旗本軍のすぐ脇わきを、無む謀ぼうにもこの少数で突破してひた走りに走り、そしてなんの躊ちゆう躇ちよもなく数倍の兵力を誇ほこる徳川本軍へと正面から飛び込んでいた。

　相良良晴は、家久に「死」が迫っていることに、彼自身を救うためにこの烏頭坂で散ろうとしていることに、震ふるえ上がっていたのだ。

　そんな。

　そんなことが。

　どうして、こんなことに!?

　なぜ俺は、吸い寄せられるように、この「烏頭坂」に来てしまった!?

　史実の「関ヶ原の合戦」において、家久の子・島津豊とよ久ひさが「捨て奸」を決行して討ち死にすることになる「運命」の地に？

　来るなと、信奈を救ってくれと、俺は家久と義弘に伝えたはずだったのに。

　あるいは、信奈もまた、俺と同じ「言葉」を島津軍に……！

　笹尾山に危地が訪おとずれても動くな、相良良晴を救え、と……!?

　もしかしたら、武田信しん玄げんと死し闘とうを繰くり広げている十兵衛ちゃんも、同じ判断を。

　ダメだ。家久。来るな。来ちゃダメだ。来れば、この「烏頭坂」で、大勢の島津兵たちとともに、きみは死ぬ！




　島津家久は、「烏頭坂」という地名を知らない。関ヶ原で島津豊久が辿たどることになるはずだった「運命」をも知らない。ただ、相良良晴を救いたかった。もう鬼おにになってもよか、姫でなくなってもよか、と小さな身体からだに漲みなぎる「闘気」をすべて解放していた。

　自分が修しゆ羅らと化してもののふの命を奪うばうさまを、種子島を放って次々と人間を撃うつさまを、相良良晴に見られてしまう。それでも、よかった。相良良晴は、記き憶おくを喪そう失しつしていた時期を除けば愚ぐ直ちよくに織田信奈一筋の「恋こい」を貫つらぬいてきたにもかかわらず、本州まで良晴を追いかけてきた家久に、接せつ吻ぷんをしてくれた。なぜだったのかは、わからない。ただ……これで「乙女おとめ」としてのおいの夢は叶かなった、と家久は思った。夢を叶えてくれた良晴に、今こそこの想おもいを返さねばならなかった。相良良晴をここで散らしてはならなかった。

　生まれながらなのか、それとも平和な未来の日ひノ本もとで育ってきたからなのか。巨きよ大だいな「徳」を持つ彼は、この国にとって必要な人だ。だから、彼を救うためならば、おいは修羅としてここで戦い、ここで兵児どもを散らし、ここでもののふを殺し、そして、ここで死んでもよか。

「徳川家康！　首ば置いておけ！　おいは島津四姉妹しまいの末すえ娘むすめ！　軍法戦術担当、島津家久ぞ！　近寄る者は、ことごとく殺す！　薩摩隼人がひとたび奔れば、全滅するまで絶対に止まらん！　千五百が百になろうとも、ただ一騎になろうとも、相良さぁのもとまで押し通る！」

　十字紋もんの旗印も馬印も輜し重ちようもことごとく打ち捨てて、全力で家康本陣をめがけて駆けてくる島津の修羅たちの群れを見た徳川家康は、声を失っていた。長きにわたり戦乱の舞ぶ台たいとなっていた九州は「修羅の国」と呼ばれ、武士たちは「修羅」と呼ばれるのだという。だが、これほどの者たちだったとは。文字通り、狂くるっている、としか思えなかった。死への恐きよう怖ふなど、島津の修羅たちにはないらしい。これが、九州の武士……！

　すでにいちど墨俣で島津の「穿ち抜き」の狂きよう気きを経験している本多正信が、慌あわてて「姫、お下がりください！　あれは人間の戦ではない！　絶対に近寄ってはなりません！　数の上では当方が絶対的有利！　先せん鋒ぽう衆に討うち取らせます！」と家康の袖そでを引き、自ら応戦しようとした家康を制止した。

　井伊直なお虎とらが、酒さか井い忠ただ次つぐが、そして榊原康政が、家康本陣を守り島津軍を殲せん滅めつすべく、いっせいに動きだしていた。

「これが音に聞く島津の誇る薩摩隼人──相手に不足なしであります！　信玄さまより授けられた『赤備え』が駆ける時は今であります！　井伊直虎、参ります！　井伊騎き馬ば隊、突とつ貫かん！」

「……拙せつ者しやにも、死に時が来たらしい。われらが姫、天下をお盗りください……」

「信じられない。島津は本気で姫の本陣を蹂じゆう躙りんし突破するつもりだわ!?　まるで野人！　姫を死なせてはならない！　榊原隊、行くわよっ！」

　局地戦せん闘とうにおける本多正信の采さい配はいは冴さえ渡わたっている。しかも島津の一点突破戦術「穿ち抜き」は墨俣ですでにいちど見ている。穿ち抜くと決めた島津軍は決して曲がらない。折れない。死人の山を築こうとも、種子島を放ちながら直進する。想定進路ははっきりしている。伊勢街道に「蓋」をしている家康本陣を蹂躙し、そのまま相良良晴のもとまで駆け続けるつもりだ。進路さえわかれば、数の優位を利用して一気に三方から島津軍を包囲殲滅できる、そのはずだった。

　井伊直虎率いる赤備えの騎馬隊が、その機動力を活いかして島津家久の右手側面へ回り込もうと、猛然と突とつ撃げきを開始した。

「驚おどろくべきは最強武田騎馬隊であります！　徳川騎馬隊の三倍速いであります！　そして、島津軍はなおも脇目も振ふらずに直進！　側面を盗れるであります！」

　井伊直虎が「右側面より攻めかかれ！」と馬上から下知を発しようとしたその時。

「『赤備え』の大将！　首を置いてけ……！」

　島津軍の先頭に立って全速力で馬を奔らせていた島津家久が、馬上から飛び降りたかのように上半身を投げだし、脚あしだけで身体を支えながら、右手に迫る直虎めがけて種子島を放っていた。

「……ぐふっ!?　全速で駆かけている馬上から……身を投げだしての、曲撃ち……まさか……!?」

　命中。

　脚に被ひ弾だんした井伊直虎が落馬し、「井伊の赤備え」が恐きよう慌こうを来きたす。

「なっ、直虎どのおおおお！　おのれ……島津家久は、ここで必ず仕留める……！」

　すかさず家久の左手から、榊原康政が長なが槍やりを突き入れてくる。

　この時、家久の身体は脚だけで馬に摑つかまっていて、上半身は馬にぶら下がりながら大きく右側へと傾かたむいている。

「姫ひめ！」

「おう！」

　地面すれすれまで頭を下げていた家久は、後ろを駆ける薩摩隼人から種子島を投げ渡されると同時に、撃ち終えた種子島を放り捨て、新たな種子島を構えながら身体を跳はね起こして左手へと「回転」した。まるで振り子のように、左側から槍を突いてきた榊原康政の側へと一気に身を乗り出し、弾たまを放った。身体の軽い家久でなければできない「馬上の曲撃ち」。

「うぐっ！　まさに、首狩がりびと……これが、九州の、修羅……！」

　榊原康政の槍先が家久の右の「結ゆい髪がみ」を切り飛ばすと同時に、その康政の甲かつ冑ちゆうに種子島の弾が命中していた。返り血をその白い顔に浴びた家久は、「首ば盗とる暇ひまはなか！　目指すは家康本陣、そしてその先にいる相良さぁぞ！」と叫ぶと、撃ち終えた種子島を放り投げ、背後から投げ込まれた新たな種子島を摑み取っていた──正面から島津軍の突進を阻はばもうとした酒井忠次、被弾。

　鬼だ！　この子供のように小こ柄がらな姫武将は、ほんものの鬼だ……！　信じがたい光景に立て続けに出くわした徳川旗本衆たちが、一いつ瞬しゆん、たじろぐ。その一瞬の隙すきをついて、島津軍は数で圧あつ倒とうする徳川兵に次々と討たれながらもいよいよ加速し、ついに徳川本陣へと迫った。先頭を駆ける島津家久は「厭おん離り穢え土ど欣求ごんぐ浄じよう土ど」の旗印を馬ば蹄ていの下へと踏ふみ倒し、床しよう几ぎの上に腰こし掛かけて青ざめながらも「『天下』も知らぬ者が、その蛮ばん勇ゆうをふるってこの徳川家康を討ち取ろうというのですか！　やらせはしません！　『天運』は我われにあり！　この家康には当たらない！」と叫んでいる徳川家康めがけて、「ちぇすとおおおおお！」と咆ほう吼こうしながら種子島を放った。もう、乙女ではなか、おいは鬼ぞ、と心で泣きながら、容よう赦しやなく家康を撃った。肩かたに、命中した。家康の身体が吹ふき飛び、陣じん幕まくの外へと転がっていた。が、首を盗る暇はない。振り返らず、なおも駆ける。一人また一人と仲間が、島津の兵児が倒たおれていく。

　あれは影かげ武む者しやだ家久！　ほんものの家康は本多正信が強ごう引いんに匿かくまっている！　なぜならば本多正信の策さく謀ぼうのすべては、「家康の命を守る」という一点から編み出されている！　と背後から姉の島津惟い新しん義弘が叫ぶ声が聞こえた。家久の背中を、武神・義弘が守っている。もっとも危険な背後は、捨てておいていい。必ず、義弘が守ってくれる。ならばこそ、このような無謀な突撃が可能だった。

　島津軍千五百はここに徳川本軍一万を断たち割り、敵中突破。無傷で突破できるはずもない。このわずかな戦闘のうちに、すでに薩摩隼人たちの兵数は半分以下に減っている。みな、返り血を浴びている。あるいは、自ら傷を負っている。それでも戦意は尽つきない。誰だれもが、戦場で首を狩る鬼と化した島津の「末っ娘こ」家久の心中を思いながら、その思いを声に乗せて「猿叫」を発し続け、かつ撃ち、かつ斬きった。少数の島津軍に真正面より突破され、あまつさえ本陣を蹂躙されるという信じがたい恥ち辱じよくを受けた徳川兵たちが、「姫はご無事！」「服部はつとり半はん蔵ぞうどのが守った！」「被弾したは影武者世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろう！」と叫びながら必死の形相で追つい撃げきしてくる。その追撃を、武神・島津義弘が「決して家久を死なせはせぬ！」と防ぎ止める。が、島津義弘をもってしても容易には討ち取れない「強敵」が、徳川方にはいた。

「元信濃しなの守護・小お笠がさ原わら長なが時ときさま、名刀『千ち代よ鶴づる』とともに助すけ太だ刀ちいた～す！　うっひょおおお、いい女だああああ！　惚ほれたああ！　一いつ騎き打うちで俺さまが勝ったら、俺さまと結けつ婚こんしろ！　婚約者がいるならば、初物を捧ささげろおおお！」

「流派は、『新しん陰かげ流りゆう』。柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さいがお相手いたす。本多正信やそれがしのような異形の者をも包み込み使いこなせる徳川家康さまに、『天下人』の器うつわあり。相良良晴どののもとには辿り着かせぬ」

「剛ごうの者が、二人か！　『新陰流』──いかなる剣けんなのか。いや、石舟斎どのは剣を持っていない。無刀……!?」

　島津義弘は、背後から小笠原長時が打ち込む「千代鶴」を種子島でかろうじて受けながら、自らの太刀の切っ先を正面の柳生石舟斎へ向けて突つき入れようとした。が、石舟斎の老いた身体が、ふわり、と動いた。気づけば懐ふところに石舟斎が飛び込み、義弘の腰こしの小太刀を抜ぬき放っていた。

「しまった……！　わが腰の小太刀を電光石火の速さで抜かれるとは!?」

　石舟斎は、無言のまま義弘の腹部へと小太刀を差し込もうと。これを義弘を乗せた膝ひざ折おり栗くり毛げがいななきながらかがみ込んでぎりぎりで避よけた。避けたが、「柳生！　俺さまの義弘ちゃんに致ち命めい傷しようを負わせるんじゃねえ～！　俺さまが義弘ちゃんを押し倒すのだあああ！」と小笠原長時がさらに追撃の太刀を打ち込んでくる。

「……くっ……！　打ち込もうと攻せめかかれば、その闘気をことごとく跳ね返され己おのれの剣で己が討たれる！　それが柳生の剣か！」

「お見事、惟新どの。が、今お見せした技だけが柳生の秘剣ではない」

「うるせージジイ！　義弘ちゃん、てめえの太刀すら持たないそんなくたばり損ないよりも、俺さまを見て、見て～！　姫武将ならば！　太くて堅かたい『千代鶴』を自在に操るたくましい俺さまに惚れるだろう？　わははは！」

「……まるで真逆の太刀を使う剣けん士しが二人。前と、後ろに……！　これは……！」

　島津義弘は「『初見殺し』の示じ現げん流りゆうをもってしても、この二人を一いち撃げきでは倒せぬ！　手て強ごわい！」と叫さけびながら、家久へ「行け」と伝えていた。

「ここは私が支える！　行け、家久！　奔はしれ！　お前の『ついんてえる』はまだ片方、残っている！　相良良晴どのに解ほどいてもらえ！　それが二人の約束だったろう！」

「んにゃ！　わかった、義弘ねぇ！　おいたち島津が、相良さぁを生き延びさせる！　本多、藤堂、長宗我部をも突破して、伊勢街かい道どうから落ち延びさせるど！」

　数少なくなった兵へ児こたちとともに、家久は駆けた。息があがる。「闘気」が痛みを消しているが、身体のどこかを負傷しているのかもしれない。返り血が目に入り、視界が塞ふさがる。今のおいの姿を相良さぁに見られたくはなか、と心揺ゆれながらも、家久はついに到とう達たつした──「運命」の地、烏頭坂へ。

　相良良晴は、長宗我部軍たちとの激戦の中で完全に孤こ立りつしていた。そして、そのすぐ背後には、巨馬を駆り、「蜻蛉とんぼ斬ぎり」を構えた覆ふく面めんの姫武者・本多忠勝！　しかも、家久の銃じゆう弾だんを避けるが如ごとく、相良良晴の身体からだを利用して死角に！

　この時、烏頭坂に、松尾山の方角から、谷風が吹いた──。

　響ひびき野の原はらで、「風」に軌き道どうを曲げられて誤って義弘の背中を撃うち抜きそうになった記き憶おくが、不意に蘇よみがえった。もしも。もしも、撃ち損じたら。

　しかし。

　相良良晴は、家久の姿を見つけると同時に、涙なみだを浮うかべてなにごとかを叫んでいた。谷底に木霊こだまする銃弾の音のために、言葉は聞き取れない。しかしその瞳ひとみは、昨夜ゆうべ接せつ吻ぷんしてくれた時の良晴と、なにも変わらない。この人は、相良さぁは、自分が死地に陥おちいっているというのに、おいのために泣いてくれている。

　家久は、「相良さぁ。動くな！」と叫びながら、良晴の顔面をめがけて種子島を撃った。その弾丸は「谷風」に乗って、軌道を曲げた。良晴の頰ほおをかすめ、そして、「蜻蛉斬り」を繰くり出して良晴を今まさに討ち取ろうとしていた本多忠勝が乗った名馬「三み国くに黒ぐろ」の前まえ脚あしに、命中していた。馬は前方へと崩くずれ落ち、「東国無む双そう」本多忠勝が、無言のまま落馬していた。忠勝に当てることは不可能な角度だった。が、突とつ如じよとして松尾山から吹き下ろした「風」が、忠勝が乗る馬の前脚へ当てる曲撃ちを奇き跡せき的に可能としてくれた。あるいは小早川隆景の想おもいが……と家久は思った。

　相良さぁを救える！　あとは「捨て奸がまり」を敢かん行こうして伊勢街道から相良さぁを落ち延びさせるのみぞ！　と家久が良晴のもとへ近づいていった、その時。




「危ない、家久！　来るな！　本多忠勝は半ば『囮おとり』だ！　これは二段構えの罠わなだ……！　もしも忠勝が撃たれれば、次は……！」




　やっと、良晴の声が、聞こえた。聞き取れた。

　硝しよう煙えんの臭におい……。

　伏ふく兵へい。鉄てつ砲ぽう隊。一いつ挺ちようや二挺ではない。四方から、自分を狙ねらっている。

　相良良晴だけならばいつでも討うてる。なによりも、ここで確実に島津の「鬼おに」を仕留めなければ、島津の逃とう走そう経路上を塞いでいる長宗我部軍が撃げき破はされてしまう。

　ああ。長宗我部元親。叛はん服ぷく常ない蝙こう蝠もり。戦いくさを嫌きらう姫ひめ若わ子こ。

　しかし、戦場にひとたび降臨すれば、「鬼若子」。

　土佐の国こく人じんから身を起こし、四国統一に王手をかけた一代の英えい傑けつ。

　さすがぞ。

　家久は、自分が死ぬ時が訪おとずれたことを、悟さとった。

　まだ早か。死ぬのは相良さぁを無事に落としてからじゃ、と家久は思った。しかし、長宗我部元親は相良さぁよりも先においを討ち取ろうとしている。ならば、相良さぁよりも先に自分が撃たれれば、それでよか。自分がここで倒れても、「時間」を稼かせげば、義弘ねぇが必ず相良さぁを救いだしてくれる。だから、「悔くい」はない。乙女おとめとしての夢も叶かなった。修しゆ羅らの武将としても、十二分に戦った。もう、これで、なにも……。

　ただ……ついんてえるを、相良さぁにほどいてもらう約束を果たせなかった。それだけが心残りじゃ、と家久は微笑ほほえみながら、目を閉じていた。

　ほんとうは、良晴のもとに飛び込みたかった。良晴の腕うでの中で死にたかった。じゃが、おいの小さな身体だけでは、相良さぁを庇かばいきれん。おいが近寄れば、相良さぁも巻き込まれて蜂はちの巣じゃ。

　だから、家久は、良晴から遠ざかった。少しでも距きよ離りを取ろうと、逆方向に駆けた。長宗我部鉄砲隊の「的」を自分一人に絞しぼるために。

「家久ああああああ！」

　銃じゆう撃げき。四方から。

　歳とし久ひさねぇ。おいは、「姉より先に死ぬ妹」じゃった。ごめんね、と家久は思った。

　長宗我部鉄砲隊は、本多忠勝たち名だたる「徳川四天王」と影武者徳川家康をことごとく馬上から銃撃して「徳川本陣」の敵中突破を果たした「首狩りびと」を。「戦の鬼」を。島津家久ただ一人を狙った。ここで家久を討ち損じれば、いかなる事態が起きるかもわからない。相手は、ほんものの悪あつ鬼きだ。戦場で敵将の首を狩るために生まれてきたとしか思えない、化け物だった。殺し損ねれば、長宗我部元親も長宗我部信親も、生きてはいられないかもしれない。鉄砲を構える一領具足たちが抱いだいたその恐きよう怖ふが、家久一人への集中砲ほう火かという形となって表れたのだ。相良良晴に少しでも「生きる可能性」を与あたえようとした、家久の思おも惑わく通りに。

「待て、家久……俺はまだ、お前のツインテールをほどいていない……！」

　良晴が追おうとした。が、弾丸の速度のほうが、馬よりもはるかに速い。

「……相良さぁ。おいは、乙女として死ねる。ありがと。ばいばい……」

　谷間に木霊する、大だい轟ごう音おん。

　この「烏頭坂」で、島津家久の「運命」が成じよう就じゆしたかのように──島津家久の命運は尽きたかに、思われた。

　だが。

　その家久を守護するかのように、この時、南宮山さん麓ろくを駆かけてきた一いつ匹ぴきの白しろ狐ぎつねが烏頭坂へと舞まい降りてきた。

　相良良晴も島津家久も知らない。その白狐が、武田信玄が「車くるま懸がかり」の陣形を用いて「本陣」と定めた、中原の八はち幡まん神社から跳とびだしてきたことを。竹たけ中なか半はん兵べ衛えが来たるべき「関ヶ原の戦せん没ぼつ者」を供く養ようするために開戦前に建こん立りゆうした八幡神社の片かた隅すみに、「稲荷いなりの社」が建てられていたことを。その稲荷の社で、島津家が代々奉ほうじてきた守護神が「すでに人間の世界である陽世に干かん渉しようしてはならない」という定めごとを破って顕けん現げんするというただいちどの奇跡が起きていたことを。

　忽こつ然ぜんと烏頭坂に出現した白狐は、宙を舞ったまま、家久の身体の周囲を高速回転した。

　次々と、家久に命中するはずだった種子島の弾たまを、「受けた」。

「んにゃっ!?　稲荷さま!?」

　白狐は小こ柄がらだった。全弾は捌さばききれず、家久の甲かつ冑ちゆうにも一発、二発、銃弾がかすめた。家久はその衝しよう撃げきで落馬した。だが、致命傷は受けていない。

「馬ば鹿かな!?　ここは、戦場じゃぞおお!?」

「なんじゃあ、あの狐きつねは……まるで島津家久を守るように……!?」

「ありゃあ、山の神ぜよ！　神が顕現したぜよ！　わしらは、神を撃ってしもうたぜよ……！」

　このようなことが、と長宗我部鉄砲隊は絶句した。急いで新たな弾を込めようとするが、指が震ふるえてうまく装そう塡てんできない。

　白狐もまた、全身に無数の銃弾を受けて、力ちから尽つき、相良良晴のもとへと転がっていた。

　相良良晴は、その白狐になぜか、見覚えがあった。

　思わず下馬して、腕の中に抱き上げていた。

「狐の姿をしているが……狐じゃない！　どこかで、逢あったことがある、ような……」

「……やれやれ、ひどい目にあった。この時代に顕現するのは、これが最後だ。我われは、陰いん世せいから来た稲荷いなりの神かみだ。まだ眠ねむっていなければならなかったが、島津家には長きにわたり世話になってきたのでな……とりわけ、末すえ娘むすめの家久には……その娘を、もののふを殺すために荒あらぶる『首狩がりびと』として死なせたくはなかった……家久は、わざわざ上じよう洛らくしてまで我に願った……家久のまことの願いは……恋こい……だ」

「女の子の声!?　きみはいったい、誰だれだ!?」

「この陽世では、我は前ぜん鬼きと呼ばれていたそうだ。だが、顕現できるのもこれまでだ。言っただろう？　俺は、種子島が苦手でな──」

「えっ？　男の声に、変わった……前鬼!?　前鬼なのか!?」

「陰世の安あ倍べの晴せい明めいが、関ヶ原の中原にわが主あるじが建てた稲荷の社を通じ、陽世の前鬼の器を借りて顕現したのよ。陰世と陽世では、同じ名と同じ運命を持つ相似形を成した存在が対ついになっておる。俺と陰世の晴明とは、言こと霊だま繫つながり、でな──詳くわしく語る時間は、もうない。まもなく、わずかながらに残存していた俺の魂こん魄ぱくは完全に地上から消える。これがまことの別れだ、相良良晴よ」

「安倍晴明だって!?　まさか前鬼。お前……！　そうか。お前の、真ま名なは……!?」

「……よもや、『関ヶ原』の戦没者を慰い霊れいしたいというわが主の祈いのりが巡めぐり巡って、かような形で結実するとは。ただの偶ぐう然ぜんではあるまい。お前は今、『天運』を摑つかんだ。これより先は再び人間と人間との戦いぞ。そしてお前は人の和をも摑めるだろう。残るは、地の利のみ。あとは託たくしたぞ、相良良晴。主の夢を──」

　そうだ。関ヶ原に稲荷の社を半兵衛が建てたことも。家久が稲荷神に「恋」を祈き願がんしたことも、偶然ではない。半兵衛の想いが、今、結実しようとしている。相良良晴は、目を閉じて消しよう滅めつしていく白狐の身体を抱だきしめながら、「家久は生き延びた。まだ、生きている。義弘が到とう着ちやくするまでの間、俺が支える。俺が、守る」と誓ちかっていた。誓いながら、負傷して烏頭坂に伏ふしていた家久を、抱き起こした。

「……相良さぁ……今の白狐は……お稲荷さまだったと？　相良さぁは、神さまとも友達じゃったと？」

　白狐はもう、いない。良晴が泣いている。家久は身体の痛みも忘れて、良晴の目め尻じりを指で拭ぬぐっていた。

「……あいつはかつて、人間だった者だ。人間が死んだのちに、残存した魂魄が神になるんだ。それが、日ノ本の八や百お万よろずの神々だよ……でももう、今の世では、そのような輪りん廻ねの呪じゆ縛ばくは起こらない。人間は人間として生き、人間として死ぬ。もう、魂魄は人間の歴史に介かい入にゆうしない。陰おん陽みよう道どうの時代は、終わった……あいつと半兵衛が、終わらせたんだ。あいつとは、もう……会えない」

「……相良さぁ」

「家久。『運命』は覆くつがえった。あと一ひと踏ふん張りだ。義弘が来てくれるまで、支えるぞ」

「んにゃ！」

　山中に潜ひそんだ長宗我部軍の鉄砲隊は、この時、呆ぼう然ぜんとして戦場に起きた奇跡を見つめている。弾たま込ごめをすることを、忘れていた。彼らは、たった今、この烏頭坂に奇跡を見た。相良良晴と島津家久を無言のうちに四方から銃撃して殺してはならない、と震えていた。

　しかし、この奇跡に打ち震えながらも戦意を高こう揚ようさせて槍やりを取り、島津家久を討つべく猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた若武者がいた。

「僕は今、すごいものを見た！　稲荷神の使いが──白狐が、島津家久を救った！　やっぱりこれほど名のある武将を伏兵の銃撃で討ち取ろうだなんて、いけないことだったんだ！　僕は武士だ！　正々堂々と、一いつ騎き打うちで島津家久を討ち取るよ！」

　長宗我部信親、だった。

「長宗我部元親の末まつ弟てい、長宗我部信親、見参！　島津家久どの、僕と勝負してください！　僕は今、感激しています！　あなたを種子島の伏兵が討ち取らなくてよかった、と思っています！　ここで敗れて死しても、悔いはありません！」

　家久はしかし、すでに負傷している。

「前鬼に守ってもらえるのは、ここまでだ！　ここから先は、俺が守る！」

「さ、相良さぁ！　あの若武者は、子供じゃが、強か！」

「俺も強い！」

　相良良晴は家久を庇いながら再び馬上へと戻もどり、そして槍を取っていた──もしも本多忠勝と長宗我部信親に挟きよう撃げきされれば、防ぎきれない。金ヶ崎以来の野や郎ろうどもが命を捨てて忠勝と戦ってくれたおかげで、「蜻蛉斬り」の間合いを見切ったとはいえ……しかし気づけば、その本多忠勝の姿は消えている。忠勝ほどの武将が、馬を倒たおされたくらいのことで逃にげるはずはない。ならば、最前線へと戻ったのか。烏頭坂の頂からは、伊勢街かい道どう東側の最前線の戦いが見える。忠勝が最前線から抜ぬけた隙すきに、虎之助と市松が長宗我部軍を押し戻しているようだ。明らかに長宗我部軍は、混乱していた。なにか異変があったらしい。

「家久！　伊勢街道から大和やまとへ逃げるという道はない！　俺は長宗我部軍を破ってこの死地を脱だつし、信奈のもとへ向かう！　行くぞ、長宗我部信親！　俺は『球避よけのヨシ』！　無傷で俺は殺せないぜ！」

「なんと、尊敬する相良筑ちく前ぜんどの自らが！　相手にとって不足なし！　望むところです……！　武士にとってこれほどの誉ほまれはありません！　長宗我部信親、行きます！」

　信親の槍は鋭するどかった。都から師し匠しようを招き、修練を積んでいる。しかも壮そう絶ぜつな闘気の持ち主だった。その槍の一撃をかろうじて受けた良晴は「つ、強い！」と舌を巻いた。まだ幼いのに、この少年は生半可な使い手ではなかった。討たねば、俺が討たれる！　俺が討たれれば、家久が……！

「人を斬きるのは大だい嫌きらいな俺だが、今回ばかりはそんなことは言ってられないようだな！」

「……僕の槍を受けた!?　大徳と知ち謀ぼうあり。将に将たるお方。しかし平和な未来で生まれ育ったために、武勇には劣おとる、それが相良筑前どのの世評でしたが……これほどにお強いお方だったとは!?」

「本多忠勝との戦いで一皮むけたらしくてな！　金ヶ崎の野郎どもと前鬼が、俺にもう一段の力を与えてくれた！　しかし！　手加減攻こう撃げきでお前ほどの武士に勝てるほど強くはない！　長宗我部信親！　お前は心根の爽さわやかな男だ！　まことの武士だ！　戦いたくはない！　だが、家久は絶対に守らなきゃならないんだ！　ここで倒させてもらう！」

「有り難がたき幸せです！　僕も、遠えん慮りよいたしません！　いえ、あなたほどの武士に対して、遠慮できるような余よ裕ゆうはありません！　全力で倒させていただきます！」

　槍の技術では、信親が圧あつ倒とうしている。しかし良晴には敵の攻撃を「避さける」天性の勘かんがあり、九州での激戦と、本多忠勝との戦いを経て手に入れた「経験」があった。金ヶ崎以来の仲間たちが、彼を救うために「盾たて」となった。そして、すでに魂魄となっていた前鬼が最後の力を振ふり絞って、家久を救ってくれた。前鬼自身にはもう、顕現する力は残っていなかったのだろう。島津家の守護神として祭られていた稲荷神──陰世の安倍晴明に「器うつわ」を貸したのだ。前鬼のわずかな魂魄は粉々に砕くだけ散り、天へ還かえった。良晴に、天の時を与えてくれた。

　見える。信親の槍の動きが見える。だが、それでもすべては躱かわしきれない。速い。次々と当てられる。小手が。兜かぶとが。胴どう巻まきが。貫つらぬかれ、ひしゃげ、骨まで痺しびれさせる。凄すさまじい槍捌さばきだった。ついには手にしていた槍を落としていた。押されている！

　相良さぁ！　と家久が種子島を構えるが、撃うつな！　信親は愚ぐ直ちよくにも鉄てつ砲ぽう隊を引き留めて一騎打ちを挑いどんだ！　俺は信親の武士道に武士道で応こたえる！　と良晴は叫さけんでいた。額から、血が溢あふれてきた。右目に、血が入る。右側の視界を損じた。しかし、それが幸いした。

「これまでか！　だが家久は、絶対に守り抜く！」

　考えていない。身体からだが勝手に動いていた。見えない右側へと、太た刀ちを抜いて突ついた。信親はこの時、「相良どのの右目に、血が入った。右目は見えない。ならば、次の一撃は左から来る」と身体の右側へと槍を引き、良晴の初太刀に備えていた。しかし信親が想定していない方向から、良晴が抜いた太刀が、信親の首元をめがけて奔はしっていた。

　しまった……これが、戦場で積んできた経験の差……あるいは、相良どのの「気力」……と信親は声を失いながら、この太刀はもはや回かい避ひ不可能と悟さとり、死を覚かく悟ごした。覚悟しながら、

「相良どの、お見事！　ですが、このまま討うたれては、姉上に申し訳なし！　せめて、相打ちに……！」

　良晴の左胸をめがけて、槍を突き出していた。

　良晴の太刀が信親の首元を襲おそい、信親の槍が良晴の胸を貫こうとしていた。

　完全な相打ち。両者ともに、まもなくこの致命の一撃を同時に受けて、討ち死にする。

　この時。

「やめてえええええ！　信親ちゃんを、殺さないでええええ！　殺すなら西軍から東軍へと寝ね返がえったわたくしを殺しなさい、相良良晴……！　わたくしが大おお坂さか湾わんに迷い込んだのがすべての間ま違ちがいのはじまりだったの！　信親ちゃんには、なんの罪もないの……！」

　最前線から弟が姿を消したことを知った瞬しゆん間かんに「信親が死ぬ」という確信を得てほとんど半はん狂きよう乱らんとなった長宗我部元親が、泣きながら馬を飛ばして烏頭坂を駆かけ登ってきた。

　長宗我部軍が突とつ然ぜん崩くずれて、本多忠勝が急きゆう遽きよ最前線へ戻らねばならなくなった理由が、わかった。総大将が、弟を捜さがすために本ほん陣じんから忽然と消えたのだ。すでに、四国統一に王手をかけた土佐の英えい雄ゆう・長宗我部元親ではなくなっている。弟を溺でき愛あいする一人の姉に、なってしまっている。

　相良良晴は、この時、気づいた。島津家久が烏頭坂で死ぬという「運命」が回避されたと思われたその瞬間に、死の「運命」は、島津家久から長宗我部信親へと移っていたのだと。そうだ。長宗我部元親から溺愛されてきた若武者・長宗我部信親は──関白秀ひで吉よしの命令で九州戦線へと送り込まれて、そして、九州での幾いく多たの激戦を経て修しゆ羅らの中の修羅となった「首狩りびと」島津家久に討ち取られる！　それが、本来の「歴史」。土佐の英雄・長宗我部元親は、最愛の信親を失ったことに絶望し、完全に人変わりして稀き代たいの暴君となり、長宗我部家滅めつ亡ぼうの扉とびらを開いてしまう──。

　すでに俺は九州戦国史を書き換かえてしまった。高たか城の合戦を途と中ちゆうで停戦させた。関白秀吉の九州征せい伐ばつも、もはや発生しない。だが、その歴史の帳ちよう尻じりが、この烏頭坂で今、合おうとしている！　しかも、俺自身の命も、信親とともにここで消える……！　家久を守るためとはいえ、人を殺すことを忌き避ひしてきた俺としたことが、なぜ、相手を斬ることも辞さずと一騎打ちに応じてしまったのか。「烏頭坂」という「場」の力に、引きずられたんだ。信親の「運命」と、俺という「歴史を狂くるわせる異物」とが、今、烏頭坂で相そう殺さいされる！

　家久が「相良さぁになんと言われようとも！　おいは！　信親の首を狩る！」と種子島を構えた。だが、不発。銃じゆう撃げきを浴びて落馬した時、家久の種子島は、壊こわれていたのだ！

「……んにゃ!?　こんなことが!?」

　良晴の太刀も、信親の槍も、もはや止められない。互たがいに、渾こん身しんの力を放って繰くり出した一撃なのだ。互いの身体を貫くまで、おそらく、残り一秒の半分の半分。

　すまない信奈。ついに、お前のもとには辿たどり着けなかった、と良晴が心中で信奈に詫わびようとしたその時。

　松尾山の麓ふもとから、銃声が、鳴り響ひびいていた。

　ただ、一発。

　長宗我部方の鉄砲隊が放ったのではない。彼らは「いかんぜよ！　相良良晴を狙ねらえば、御おん曹ぞう司しに当たるぜよ！」「元親さままで……姫ひめ若子まで来てしもうた！　どげんすりゃあええ!?」と惑まどっていた。三人の距きよ離りは肉にく薄はくしている。ことに良晴と信親は相手を仕留めるべく、互いにぎりぎりまで接近している。二人はほとんど馬上で抱き合っているといってもいい。良晴を撃てば、確実に信親に流れ弾だまが当たる。家久ならばいざ知らず、彼らの技量では銃撃などできようはずもない。

　だが、突とつ如じよとして山中から射しや撃げきを行った「その者」の腕うで前まえは、信じがたいほどに神がかっていた。

　一発の弾だん丸がんが、長宗我部信親が突き出した槍の柄えを貫いて、相良良晴の命を救い。

　さらに、良晴が繰り出した太刀の刃やいばに命中し、これを砕け散らせて長宗我部信親の命を救っていた。

　雑さい賀か孫まご市いち以外に、これほどの「腕」を誇ほこる鉄砲屋など、戦国日ノ本にはいないはずだった。

　しかしその孫市は、田た辺なべ城戦線に加わっている──。

　なにが起きたのか信じられないと一瞬呆然としながら、すぐさま長宗我部元親が「信親ちゃん！　奇き跡せきが起きたわ！　今すぐ本陣へ戻るのよ！　戻りなさい！　あなたが戻らぬならば、わたくしも戻らないわ！　長宗我部軍はこのまま壊かい滅めつするのよ！　あなたが死んでしまうのならば、土佐も長宗我部家もなにもかも、わたくしはぜんぶ捨ててしまうわよ！　おわかり!?」と信親の腕を摑つかんで、烏頭坂を駆け下りていた。長宗我部鉄砲隊の面々が「姫若子おおお！」「大魚を逸いつするぜよおおお！」「相良良晴と島津家久を討ち取る好機ぜよおおお！」「二人きりでこの戦場を駆けるだなんて、危ないぜよおおお！」と悲鳴をあげながら、元親と信親を徒歩で追っていく。

「……あ、あ……僕は、烏頭坂で一度ならず二度までも、奇跡を見ました。これは、あなたがたをここで死なせるなという『天意』、そして『人意』でしょう。相良筑前どの。島津家久どの──」

　信親は、今目の前で立て続けに起きた奇跡の理り屈くつがわからぬまでも、「天下」の民たみが、乱世に惑い苦しむこの日ノ本の人々が彼らを必要としているという強きよう烈れつな「意思」を感じ取っていた。合戦中の寝返りなどあり得ぬことだが、許されるならば、このまま相良良晴の臣下に加わりたかった。そして、元親が最前線の指揮を放りだしてまで自分を救いに来たことに、弟として感激し、「未熟でした。申し訳ありませんでした、お姉ちゃん……もしも討ち死にしていたら、お姉ちゃんを生しよう涯がい苦しめることになっていました……」と心中で詫びていた──。

　いったい誰だれが俺と信親を救ってくれたんだ!?　あのような離はなれ業わざができる人間は……良晴が「相良さぁが、助かったと！　信じられん！」と抱だきついてきた家久の頰ほおを撫なでながら呆ぼう然ぜんと松尾山を見上げていると。

　ちりん、と金属音が鳴った。

　松尾山の麓に密生する木々の中に、一人の瘦やせた虚こ無む僧そうが立っていた。まだ煙けむりを放っている種子島を、背負っている。

「……あんたが助けてくれたのか。いったいなぜ。あんたは、誰なんだ？」

「拙せつ僧そうはただ、山野を彷徨さまよい、乱世に死んでいった者たちの魂たましいを弔とむらっている世捨て人。決して種子島で人の命は奪うばわぬと決め申した。拙僧はただ、そなたにかつての借りを返したまで──これより先の戦いくさは、相良良晴。そなたが為なすべき仕事。関ヶ原に倒れていった者たちの魂を弔うことが、拙僧の仕事──」

　わからない。よほどの高徳の僧のようだった。なんと静かで清らかな声、と良晴は感動した。しかし、これほどの高僧と、良晴は関かかわったことがない。記き憶おくになかった。

「……まもなく、南宮山より吉川元春が毛利の律りち儀ぎを貫いてお前を討ち取りに来る。拙僧の如ごとき世捨て人には、とても守れぬ。ここからが真の正念場だぞ。小こ僧ぞう」

　暗殺では歴史は変えられないというお前の言葉、ここで証明してみせろ。どれほどの絶望が襲おうとも決して折れるな。乱世が楽しくて仕方がない、などと心折れて狂きよう気きへと逃げ込むな。この関ヶ原で、大勢のもののふが死んでいく。しかし、それでも耐たえろ。生きろ。乱世を終わらせろ。俺みたいにはなるな。己おのれの心に負けるなよ、相良良晴。おっと。これこそ、釈しや迦かに説法か──。

「その言葉。お前。まさか……杉すぎ谷たに善ぜん住じゆう坊ぼう!?」

　相良良晴が、背を向けた虚無僧を「待ってくれ。なぜ隠いん者じやに？　いったいなにがあった」と呼び止めようとした時にはもう。

　虚無僧の姿は、松尾山の奥へと消えていた。

「相良さぁ！　混乱していた長宗我部軍の指揮系統が蘇よみがえったど！　しかも義弘ねぇは今、島津兵たちとともに徳川の猛もう攻こうを必死で支えちょる。容易には烏頭坂へは来られん！　凄まじい使い手が二人、義弘ねぇを狙っちょった！　小笠原長時と、柳生石舟斎ぞ！」

　柳生だって!?　いったいいつ、徳川軍に加わったんだ!?　と良晴は息を吞のんだ。しかしたとえ義弘が残る島津兵とともに烏頭坂に合流しても、良晴には「伊勢街かい道どうから大和へと落ち、薩摩まで逃にげる」という選せん択たく肢しはない。信奈を関ヶ原に置いて離り脱だつすることなど、あり得なかった。が、虎とらの子の島津軍は良晴救きゆう援えんのためにその力をほとんど使い果たしてしまった。あれほどの大打撃を被こうむりながら、なおも鉄てつ壁ぺきの陣を敷しき直して蒲池宗雪たち九州大友軍の猛攻に耐え、伊勢街道の「出口」を再び封ふう鎖さしている徳川家康軍。これを今一度断たち割って中原へと舞まい戻もどることは難しい。弟の命を奇跡的に救われた長宗我部元親が「なんとしても信親ちゃんを生きて土佐へ帰すのよ！」と本気で自軍の采さい配はいを取り直したことが、致ち命めい傷しようとなった。

　この状じよう況きよう下で、吉川元春が、二万の兵を率いて下山してくれば。

　良晴は前鬼から天の時を、善住坊から人の和を与あたえられた。が、合戦で勝利を摑み生き延びるために決定的なものが。地の利が、ない。今なお、死地から脱だつしていない。

「……生き延びるには、今すぐに戦場から逃げるしかない。だが、信奈や十兵衛ちゃんを置いて俺一人が逃げる選択は絶対にない……万ばん策さく、尽つきたか……これほど多くの人々に救われ、守られ、庇かばわれながら……俺は」

「相良さぁ。おいが、ついとう。最後まで、相良さぁとともにおる。死ぬ時は、一いつ緒しよぞ」

　島津兵には「捨て奸がまり」という最後の手段がある。武神・島津義弘は必ず烏頭坂へ来る。ヤスケに命じて、家久と虎之助、市松だけでも落ち延びさせようか……と良晴が考えを巡めぐらせはじめると同時に、家久は良晴の腰こしにしがみついてその選択肢を全身で拒きよ絶ぜつしていた。




　同時刻。

　南宮山の吉川元春本陣に、暗黒寺恵瓊が到とう着ちやくしていた──。

　吉川元春は、恵瓊が青ざめ震ふるえているさまをみて、即そく座ざに良晴が恵瓊の提案を蹴けったことを悟っていた。それはすなわち、相良良晴と吉川元春が、伊勢街道で激げき突とつする、ということである。良晴を取り戻すための上じよう洛らく戦じゃった。それが、なぜこのようなことになったんじゃ、と元春は天を仰あおいでいた。

「来てしもうたか、恵瓊。良晴の、返事は──」

「……申し上げます……ただし。相良良晴どのの選択に、子細あり……」

「引き延ばすな恵瓊。毛利に日和ひより見みは許されん。たとえ、どのような結末になろうとも」

　相良良晴にまたしても、そして決定的な「死」の「運命」が、訪おとずれようとしていた。







　巻ノ四　毛もう利り両りよう川せんの別れ







　早朝よりはじまった関せきヶが原はらの合戦。時はいまや、正午になろうとしていた──笹ささ尾お山やま戦線では、本ほん陣じんに籠こもる織お田だ信のぶ奈なが「馬ば防ぼう柵さく」のほとんどを引き剝はがされ、上うえ杉すぎ謙けん信しんと武たけ田だ騎き馬ば隊の挟きよう撃げきを受けている。柴しば田た勝かつ家いえ率いる織田北陸方面軍が、北ほつ国こく街道を封鎖する越軍を突とつ破ぱして信奈を救援しようと猛攻をかけているが、直なお江え兼かね続つぐが采配する越軍殿しんがり部隊がこれを阻はばんでいた。

　北天てん満ま山やま戦線では、西から攻せめ寄せてきた明あけ智ち光みつ秀ひでと、背後の東とう山さん道どう東方から突進してきた西軍中入り隊に挟はさまれた形となった武田旗本軍が、「車くるま懸がかり」の陣を用いて当たるべからざる勢いで孤こ軍ぐん奮ふん闘とう。西軍の「扇おうぎの要かなめ」たる明智光秀は信奈のもとへも良よし晴はるのもとへも向かうことができず、むしろ信しん玄げんの決死の「車懸り」を突つき崩くずすことができず、逆に追い詰つめられていた。

　勝敗の行方ゆくえは、徳とく川がわ家いえ康やすとその家臣団が長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかとともに相良さがら良晴軍を桃もも配くばり山やまと松まつ尾お山やまの谷間へと追い詰めた南天満山戦線にかかっている。南天満山本陣を守る黒くろ田だ官かん兵べ衛えは、手持ちの兵二万のうち一万を蒲かま池ち宗そう雪せつたち大おお友とも家の修しゆ羅ら武将に委ゆだねて家康の陣を背後から突き崩そうとしているが、島しま津づの「敵中突破」を受けながら家康と本ほん多だ正まさ信のぶはなおも異常なまでの粘ねばり腰ごしを見せて陣を立て直し、修羅隊を阻む。

　ここに、相良良晴の「運命」は、そして「天下」の行方は、南なん宮ぐう山さんの吉きつ川かわ元もと春はると松尾山の小こ早ばや川かわ隆たか景かげ──毛利両川の掌しよう中ちゆうに委ねられることになった。

　南宮山北ほく麓ろくの西軍中入り隊が中原へと進んで武田信玄と交戦している今、南宮山の吉川元春が採るべき選択肢はただひとつ。南宮山の南麓、伊い勢せ街道へと逆落としをかけて、街道沿いに長く伸のびきっている相良良晴軍を側面から一気に叩たたき潰つぶす。この一択たくだった。いまや、相良良晴軍を壊滅させることは地の利を得た「剛ごう勇ゆうの将」吉川元春にとっては卵の殻からを割るが如き容易さであり、相良良晴軍が崩れれば、苦境に追い込まれている織田信奈軍と明智光秀軍の士気も将しよう棋ぎ倒だおしの如く倒れ、東軍の勝利が確定する──。

　相良良晴を救うために「毛利両川は相良良晴を『天下人』に推おし、『相良方』として戦うべし」という大戦略を立てて奔ほん走そうしてきた暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいは、その提案を良晴に丁重に断られ、ついに南宮山山頂の吉川元春に「わが策は破れました」と報告するに至った。

「ただし。相良良晴どのの選択に、子細あり……」

　毛利の律儀を貫つらぬくために、あくまでも東軍として堂々と戦う。他ほかに選択肢などない。そう豪ごう語ごしてきた「剛勇の将」吉川元春は、恵瓊の言葉をすべて聞き遂とげねばならん、と目を閉じていた──。

「相良良晴どのの、小早川隆景さまへの愛情、毛利家との友ゆう誼ぎのお心は、記憶を取り戻して織田家に帰参した今もなお、変わっておりません」

　そんなことは最初からわかっとる、と吉川元春は唇くちびるを嚙かんでいた。だからこそ、辛つらい。相良良晴と戦いこれを討うち取ることは忍しのびない。吉川元春にとっても、相良良晴はもはや「毛利家の家族」だった。兄・隆たか元もとを失って以来笑え顔がおを失っていた隆景が巡り合った、生涯ただ一人の思い人なのだ。心の中では、良晴はすでに元春の義ぎ弟ていだった。中央の一本が欠けてしまった毛利家の「三本の矢」、その失われた三本目の矢の役目を、良晴が務めてくれていた……たとえ戦国の世の定めとはいえ、隆景の最愛の男を、義弟を殺せるはずがない。首を盗とらずに捕とらえることはできないだろうか。できないだろう。良晴は、織田信奈が戦っているこの最中に降こう伏ふくなどしないだろう。島津とともに伊勢街道から落ち延びてくれないだろうか。隙すきを作って、ひそかに道を譲ゆずれば──それでも落ちないだろう。良晴は、逃げないだろう。

　九州の修羅たちの多くが、良晴を支持している。支し援えんしている。もしも九州薩さつ摩ままで落ち延びれば、良晴は島津、相良、大友ら九州の群ぐん雄ゆうを束ねて勢力を盛り返すことが可能だ。九州から本州へと再び大軍を率いて攻め寄せることも可能だ。だが、それでは、南北朝時代の如きさらなる大戦乱の引き金をひくことになる。今日というただ一日で戦国の世を終わらせるという織田信奈と小早川隆景の夢を、踏ふみにじることになる。

　それよりもなによりも、織田信奈を置いて自分一人が逃げ延びるような真ま似ねを、相良良晴ほどの男がやるはずがない。吉川元春には、わかっていた。

「それでも良晴は『義』を採ったか。たとえ笹尾山に追い詰められた織田信奈を救うためとはいえ、この決戦の最中で毛利に担かつがれて織田家から独立し『相良家』を立てて自らが天下人となれば、織田信奈を裏切ることになる。男として、戦国の武士としてそんなことはできん。そういうことか、恵瓊」

「むろんそれもあります。ですがそれは、良晴どのご自身がわざわざ恵瓊ちゃんに言葉として語る必要もないこと。良晴どのには、どうしても恵瓊ちゃんの策に乗れないもうひとつの理由が……」

「なんじゃ。早はよう言え。時間稼かせぎは許されんぞ、暗黒寺恵瓊」

「それでは──」

　吉川元春が想像すらしていなかった小早川家の「未来」、そして「運命」が、恵瓊の口から語られていた。

「相良良晴どのは『未来』を知っているお方。戦国日ひノ本もとの最後の覇は者しやを決める『関ヶ原の合戦』がこの地で行われることもご存じでした。ただし、その良晴どのの行動が『歴史』を大きく変え、さらには細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの策さく謀ぼう、本多正信の暗あん躍やくなども加わった結果、本来起きるべき時期よりも前倒しされているようです。本来の『関ヶ原の合戦』では、東軍を率いる徳川家康が勝利を収め、天下人となるのだそうです」

「……わが軍が今より伊勢街道へと下りれば、そうなる。歴史の帳ちよう尻じりは、これで合うということじゃな、恵瓊」

「いえ。毛利両川のうち、東軍に決定的な勝利をもたらす者は、松尾山に陣取る『小早川』──生しよう涯がい子を産まなかった隆景さまの義理のお子さまが、小早川家の家か督とくを継つぎ、松尾山に布陣し、西軍から東軍へと突とつ如じよとして『寝ね返がえって』西軍の諸将に襲おそいかかります。おそらく、東山道を挟んだ向かいの南天満山へと。『松尾山』には、関ヶ原の合戦で布陣した将を『寝返り』の『運命』へと引きずり込む場の力とでもいうべき魔ま力りよくが。合戦が大おお幅はばに前倒しされた今、その『寝返り』の『運命』は、『寝返りの将』の義母となるはずだった小早川隆景さまに……『史実』の小早川家は、徳川に勝利をもたらしましたが、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな裏切りの家として日ノ本中の武士とそして民たみとに白眼視され、隆景さまの義理のお子さまは戦後まもなく亡なくなられ、小早川家は断絶……おそらく……四百年後の未来でもなお、小早川家は『裏切り者』の代名詞として日ノ本の人々に軽けい蔑べつされ続け、憎にくまれ続けているのでしょう……文字通り、末代までの汚お名めい。隆景さまは、今そのような『運命』を背負われているのです。そして、隆景さまは、迷いながらも最後の最後にはその汚名を敢あえて背負うでしょう。ご自分の命も、小早川家も、なにもかも捨てられるでしょう。良晴どのの、ためならば」

　場の力。運命。そのようなものは、自分は信じぬ。武士とは、己おのれの意志、己の力、己の命のみでこの現世を生き抜ぬき、そして死んでいく者。それが、もののふ。だが。恐きよう怖ふを知らないはずの吉川元春の全身が、粟あわ立だっていた。「偶ぐう然ぜん」にしては、あまりにもできすぎている。あまりにも、条件が揃そろいすぎている。そして恵瓊の私心なき「予測」は、大きく外れることがない。恵瓊が持つ巨きよ大だいな才能と言える。そこに良晴の「未来知識」を加算すれば、その予測は、必ず当たるだろう。

「……隆景は生涯、相良良晴だけを愛する。ひとたび殿との方がたを愛すれば、隆景は、一人のおのこしか愛せぬ……その相良良晴が今、討ち死にしようとしている。伊勢街かい道どうに散ろうとしている。他ならぬこの吉川元春が、相良良晴を討とうとしている。もとより隆景には、自分自身の命や名を惜おしむ私心などない。乱世の終結のためならば、己と小早川家を犠ぎ牲せいにするおなごじゃ。じゃが今の隆景は……隆景は、相良良晴と吉川元春のうち、いずれかを選択せねばならん……生涯ただ一人の恋こい人びとか。双ふた子ごの姉か。どちらかを守ろうとすれば、どちらかと戦わねばならん。しかも良晴を救うと決めれば、隆景は日ノ本の歴史に汚名を残す『裏切り者』として死ぬことになるのか。すべてを擲なげうって救ってなお、隆景は良晴と結ばれんのか。隆景に、選ばせねばならんのか!?　そんな残ざん酷こくな選択を……」

　御ぎよ意いです、良晴どのが苦境に陥おちいれば陥るほど、隆景さまが良晴どのを救うという選せん択たく肢しを選ぶ確率が高まり続けます、と恵瓊はうなだれていた。

「……良晴どのを説得できなかった恵瓊ちゃんの罪です。力及およばず……申し訳、ありません……」

「いや。おんしは、毛利のため、隆景のために、よくやってくれた。しかし自分は、南宮山を下りて戦わねばならん。隆景を『裏切りの将』となる運命から救うために、自分がこれより『相良方』について良晴に加勢するという道も、あるかもしれん……しかし……相良良晴があくまでも己ではなく織田信奈を天下人に、と望むのならば、意味のないことじゃな……」

「……そうですね……意味は、ありません……これより『相良方に寝返る』と宣言して南宮山を下りても、良晴どのは死を賭として吉川さまと交戦なさいます。なぜならば……良晴どのは、吉川さまにも『裏切りの将』の汚名を着せたくないから、です……『剛勇の将』吉川さまが突如としてここで東軍を裏切る動きを見せれば、良晴どのは吉川さまが妹の運命を自ら被かぶろうとしている、隆景さまの身代わりとなって滅ほろびる道を選んだ、とただちに気づかれるでしょう。良晴どのは、すべての実を拾う主義のお方。隆景さまを救うための選択とわかっていてもなお、吉川さまを捨てられません。吉川さまを救うために、山頂から逆落としをかけてくる吉川さまの軍に突とつ撃げきして参ります。吉川さまを裏切らせないために。迷いなく、死にに来ます……！」

「……そうじゃな。そういうおのこじゃな。あやつは。だからこそ、隆景は相良良晴を愛した……」

　この上じよう洛らく戦は、相良良晴を奪だつ回かいするための戦いだった。兄・隆元が毒殺されて以来、苦しみ続け悲しみ続けてきた隆景に、「幸福」を届けたかった。だから、父・元もと就なりの「天下を望むべからず」という遺ゆい言ごんに、叛そむいた。それなのに、気がつけばその相良良晴を討たねばならなくなっている。隆景もまた、破は滅めつの「運命」へと転がり落ちつつある。自分が下山すれば、妹は……。

　なにとぞこのまま動かないでください！　南宮山に留とどまってください！　と恵瓊は吉川元春に訴うつたえていた。

「吉川さまが動かなければ、相良良晴どのが伊勢街道で討ち死にする確率は下がります。百から、八十くらいまでには！　もしかしたら、隆景さまも踏みとどまれるかもしれません！　しかし下山すれば、確率は百となります！　隆景さまは、否いや応おうなしに選択しなければならなくなります！」

「恵瓊……」

「その結果、東軍が勝とうとも、西軍が勝とうとも。すでにいちど、恵瓊ちゃんは空弁当で吉川さまの下山を邪じや魔ましております。またしても恵瓊ちゃんが吉川さまの相良軍への攻こう撃げきを妨ぼう害がいしたと申し開きすれば、毛利家が取り潰される可能性は低くなります！　この首を『姫ひめ切きり』で落としてください。勝者の陣へと送り届けて、南宮山から下山できなかった理由は毛利家に私し怨えんを抱いだいていた暗黒寺恵瓊の陰いん謀ぼうのためだったと、弁明してください。わが首ひとつで、毛利両りよう川せんを救うことが……！」

　恵瓊。有り難がたいが、そんなことはできん。毛利家は律りち儀ぎの家じゃ。一いつ介かいの田舎いなか豪ごう族ぞくにすぎんかったおやっさんは、派手な出入りと無む茶ちや苦く茶ちやな悪謀を重ねて強ごう引いんに中国地方を奪うばい取った。おんしの家も、そうやって滅ぼされた。兄者が毒殺されたのも、おやっさんの悪行が招いた結果じゃ。故ゆえに中国地方の覇者となった毛利家は、これからはどこまでも律儀を貫かねばならん。信義を破るような真似をしてはならん──それがおやっさんのご遺志じゃ、と吉川元春は恵瓊の背中を叩きながら嚙みしめるように言葉を紡つむいでいた。

「おんしは、毛利家に滅ぼされた安あ芸き武田家の娘むすめじゃったな。それなのに、おんしは毛利家にどこまでも尽つくしてくれた。よくやってくれた。礼を言う」

「……自分のような毛利家の仇きゆう敵てきの娘を、どこまでも信しん頼らいし過分なまでに厚こう遇ぐうしてくださった隆景さまに、毛利家の恩義に、報むくいたかったのです……それなのに……」

　恵瓊。磁石を求めての琉りゆう球きゆうへの船旅は楽しかったのう。相良良晴と隆景をあのまま琉球の小島で「夫婦めおと」としてひっそりと暮らさせてやりたかったのう。そうしておれば、今、このような残酷な「運命」の岐き路ろを妹は迎むかえずに済んだものを、と吉川元春は目をしばたたいた。

「……楽しかった、ですね……行く先々で騒そう動どうばかり起きていましたが……ほんとうに……楽しかったです……神をも恐おそれぬあの悪あく辣らつな宇う喜き多た直なお家いえどのが、相良良晴どのの影えい響きようで『露ロ璃リ魂コン教』に転向されて……」

「将軍さまや三代目、秀ひで家いえたちが倭わ寇こうに攫さらわれた時には、宇喜多は『こども十字軍』なんぞを結成しておったな。必ずや神風が吹ふく、露璃の神が幼女を救い給たまう、とか騒さわいで。天に唾つばして神も仏も笑いながら斬きってきたあの外げ道どうが、まるで敬けい虔けんなバテレンのように人変わりしちょった。おかしかったのう」

「あの頃ころは、なにもかもがうまくいくと。隆景さまはこのまま良晴どのと結ばれて幸福になられるのだと……『予測』を外さない恵瓊ちゃんですら、楽観しておりました……願望が、計算のうちに入り込んでいたのかもしれません……」

　それでええ。それが人間じゃ。人間は機械ではない、と元春は思った。

　毛利家の「智ち」を担当する、無表情で無感情な「冷血の将」小早川隆景も。

　異常なほどに裏切りと暗殺を繰くり返して下げ克こく上じようを遂とげた奸かん悪あく無限の男・宇喜多直家も。

　私情をいっさい挟はさまずに、常にのらりくらりとして妙みようちくりんな策を練る「毛利家の仇敵の娘」暗黒寺恵瓊も。

　毛利家最大の強敵。出雲いずも尼あま子こ家の復興のために七難八苦、倒たおされても倒されても毛利家に挑いどみ続けてきたあの山やま中なか鹿しか之の助すけですらも。

　あの相良良晴とともに過ごしている時は、みんな、笑顔だった──。

　この日ノ本が乱世でなければ、今いま頃ごろは。

　やはり、戦国の世は、この関ヶ原で終わらせねばならない。

　ここで今日、決着がつけられなかったら。

　乱世の覇者が、決まらなかったら。

　この戦国乱世は、さらに百年、延長される。

　決して、許されることではない。

　南なん蛮ばん諸国が「大航海時代」のまっただ中に突とつ入にゆうし、世界各地に植民地を広げている今、これ以上の乱世が国内で続けば、日ノ本は「時間切れ」となる。相良良晴と関かかわることで、保守的だった毛利家も「海外」に対する広い視野を得た。強大なイスパニアとポルトガルが、同君連合国となったという。アメリカ大陸からヨーロッパの半ばおよび印イン度ド・東南アジアまでの広大な地域を「海路」と宣教師たちの布教活動によって繫つないだ、世界史上に類例のないおそるべき「太陽の沈しずまぬ帝てい国こく」が誕生したのだ。さらには、カトリックを掲かかげるイスパニアに対たい抗こうして、新教を奉ほうじるオランダやイングランドといった新興海運国家までもが勃ぼつ興こうしているという。旧教勢力と新教勢力との、激しい世界争そう奪だつ戦。切せつ磋さ琢たく磨まのうちに南蛮諸国の海軍力は今後いっそう強化されていくだろう。今日この時、統一に失敗すれば。日ノ本の国は。民は。どうなってしまうか、わからぬ。

　だからこそ、小早川隆景も織田信奈も、この「関ヶ原の合戦」に己のすべてを賭かけたのではなかったか。日ノ本の国内で日ノ本人同士が土地と城を奪い合うこの乱世を終結させるという夢に己を捧ささげたのではなかったか。

　そして吉川元春は、武人である。今、「天下人」を定めることのできる武力と兵力とを持っている。絶対的な地の利を得ている。戦わねばならない。戦って、「天下人」を定めねばならない。そうでなければ、毛利家が果たした中国地方統一事業などは、大義なき隣りん国ごく征せい服ふくの繰り返しにすぎなかったことになる。

　そんな結末は、初代毛利元就も二代目毛利隆元も絶対に望んではいない。

　その結果、たとえ、双子の妹を敵に回すことになろうとも──生まれたその日からずっと一いつ緒しよだった、愛すべき妹。自分の半身ともいえる、小早川隆景の首を盗とることになろうとも。

　もしも隆景が一人の乙女おとめとして「相良良晴」を選んだとしても、双子である自分が「天下統一」の志を貫つらぬき通せば、それでええ。それで、いずれの実も、隆景は拾える。毛利両川のうちどちらかが勝者として生き残れば、兄者の遺児・輝てる元もとを──毛利宗そう家けの三代目を滅ぼしてしまう可能性も消える。

「恵瓊。なにがあろうともおんしの首は守る。だから、頼たのまれてくれんか。おそらくこれが関ヶ原の合戦における、おんしの最後の仕事じゃ」

「……仕事……」

「松尾山の隆景のもとへ、使者として行ってくれ。自分の言葉を、隆景に伝えてくれ。これが、毛利両川姉妹しまいの別れとなるかもしれん……」

　そこまで言った時、吉川元春の目から大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれていた。しかし「剛ごう勇ゆうの将」が泣き声をあげることはない。口を真一文字に結んで、耐たえた。妹には織田信奈にも勝まさる知ち謀ぼうがあるが、惜しいかな武力がない。ならば合戦こそわが人生、と思い定めた元春は、軍記物語「平へい家け物もの語がたり」や「太たい平へい記き」をこよなく愛していた。もののふたちが戦場に散っていき、敵将を討うち取った勝者が乱世の無情に打ちひしがれていくさまに、心こころ惹ひかれた。

　とりわけ、「敦あつ盛もり最さい期ご」は元春の心を激しく打った。

　源平合戦の折、一いちノ谷たにの合戦で平家は源氏に大敗北を喫きつし、総そう崩くずれとなった。源氏方の武将・熊くま谷がい次じ郎ろう直なお実ざねは、敗走していた世にも美しい平家の公きん達だちを討とうとした。その美しい公達こそ、平たいらの敦盛だった。まだ十六歳ほどの少年だった。熊谷直実にとっては、自分の息子むすこほどの年ねん齢れいの子供にすぎなかった。すでに勝敗は決している。とても、殺せなかった。敦盛を、助けようと思った。だが、背後には源氏の軍勢が続々と押し寄せている。とうてい敦盛を逃にがすことはできない。ならばせめて自分の手で討って、弔とむらおう。熊谷直実は泣きながら、目め眩まいに襲おそわれながら、敦盛の首を落とした。落としながら、「敦盛を殺してしまった。武士の家などに生まれなければよかった」と戦場のただ中で号ごう泣きゆうし、敦盛がその懐ふところに笛を抱いていたことを知って「今朝方、戦場で笛を吹かれていた貴人は、この人だったのか」とさらに泣いた。そして、武家を捨てて出家僧そうとなった──。

　隆景には「おのことおのこの恋れん愛あい話ばかり読み書きしていると腐くさるぞ」といつも困こん惑わくされていたが、やっとわかった。吉川元春は、まだ幼く少女とも見まがうばかりの美び貌ぼうの持ち主だった少年「平敦盛」の中に、戦国乱世に生きる姫武将たちの姿を重ね合わせていたのだ。姫でありながら「姫切」を掲げて戦場で戦わねばならない運命のもとに生まれた自分自身を、いや、なによりも男たちと戦場で殺し合える「武」などを持たず、非力な身体からだと繊せん細さいで優やさしすぎる心を持った少女でありながら、容よう赦しやなく乱世に投げ込まれてしまった双ふた子ごの妹、隆景の姿を。

（「敦盛」か……織田信奈が桶おけ狭はざ間まの合戦の直前に舞まった幸こう若わか舞まいも、「敦盛」。平敦盛を殺してしまったことを悔くい、武士を捨てて出家した熊谷直実が世をはかなんで歌った悲しい「歌」じゃった。これも、奇き縁えんか。なにもかもが、偶ぐう然ぜんとは思えぬ……やはり、隆景の「運命」は……）

　自分はずっと、この日が来ることを予感していたのじゃろうか。

「……恵瓊。いかん。涙が、止まらん。うまく、声が出ん。どうか聞き取ってくれ。頼む……」

　吉川元春の一言一句たりとも、聞き違ちがえてはならない。

　承うけたまわりました、と恵瓊はうなずいていた。




　　　　※




　南天満山の相良本ほん陣じんからは、南宮山に陣取っていた吉川軍が下山を開始したさまがありありと見えていた。蒲池宗雪たち大友修しゆ羅ら隊一万は、なおも伊勢街道に蓋ふたをしている徳川本軍に阻はばまれている。彼らは九州からの強行軍が響ひびいて体力を消しよう耗もうしており、この頃には完全に疲ひ労ろうしきっていた。しかも三み河かわ徳川兵たちは、島津による敵中突とつ破ぱを許し、指揮官である徳川四天王のうち三人までが銃じゆう創そうを負いながら、それでも愚ぐ直ちよくなまでに家康を守り続けている。彼らを突つき動かしているものは「天下」に賭ける執しゆう念ねんか、それとも祖父と父親をともに家臣に暗殺され、自らも人ひと質じちとして織田家、今いま川がわ家をたらい回しにされてきたという不ふ遇ぐうの流る転てん生活を続けてきた主あるじ・家康に対する忠義心か。

　相良良晴、絶体絶命！

　南天満山本陣を守るは、相良軍の軍師・黒田官兵衛と、相良軍の副将・相良義よし陽ひの二人である。松尾山と向かい合っている山中鹿之助・大おお谷たに紀き之の介すけ・小こ西にし弥や九く郎ろうら三千の守備兵とは別に、本陣にはまだ一万の兵が残っている。黒田官兵衛は「これが、天下を決する戦いくさ……これが、天てん下か布ふ武ぶの決戦……シメオンではなく半はん兵べ衛えが、大友軍を率いていれば、このようなことには……」と震ふるえていた。この本陣を守る一万の兵は、動かしたくとも動かせない。家康の南下によって東山道を塞ふさいでいた西軍中入り隊が中原に引き出されたことが、南宮山の吉川元春を伊勢街かい道どうへと向かわせる事態を招いた。この上、南天満山の本陣を空陣にすれば、次は松尾山の小早川隆景が下山して南天満山へと攻せめ寄せてくるだろう。官兵衛は、ねねや宇喜多秀家、さらには赤ん坊ぼうの茶ちや々ちやまでを預かっている。その本陣を放置して残る兵を中原へと投入するわけにはいかない。だが、投入しなければ、徳川の壁かべは貫けない。島津勢に屈くつ辱じよくとも言える敵中突破を許したことによって、むしろ徳川の「守備」はいよいよ堅かたくなっている。これを至急破るには、倍する兵力が必要だろう。つまり、あと一万。その上、吉川元春率いる二万の大軍が、伊勢街道に封ふう鎖さされている相良良晴軍を襲おうとしている。

　どうすればいい。どうすれば。逡しゆん巡じゆんする黒田官兵衛に「軍師どの。本陣は私が守る。兵は要いらぬ。一万の兵をすべて率いてただちに弟の救きゆう援えんへ！」と要よう請せいした者がいた。

　相良義陽だった。

「そんなことができるはずがない！　小早川隆景に決定的な『隙すき』を見せることになる！　小早川隆景が相良良晴の家族を討ち取ることを躊躇ためらって出で遅おくれたとしても、松尾山の麓ふもとにはあの宇喜多直家が陣取っている！　宇喜多ほどの謀ぼう将しようがこの機会を見み逃のがすはずがない。宇喜多だけで一万七千。小早川軍を加えれば三万二千。いまや、本陣の守りはこの一万でも足りていない！　山中を守る鹿之助たち三千の守備隊だけでは、とてももたない！　一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつする！」

　黒田官兵衛は「われらはなんとしても相良良晴を救わねばならない。気持ちはわかるが、それは兵法の常道に反する自殺行こう為いだ。松尾山の軍勢が下山すれば、南天満山は落ちる。西軍は敗れる」と義陽を説得しようとした。しかし、義陽は「戦は生き物だ、黒田官兵衛！　兵法などどうでもよい！　今、死地に陥おちいった良晴を救える者はそなただけだ！」となおも官兵衛に中原への全軍投入を主張して止やまない。

「兵法というならば──本来ならば軍師・黒田官兵衛が中原の最前線へと進み、弟は相良軍の総大将として本陣を守る、それが兵法の常道だったはずだ！　しかし弟はそうしなかった。理由はいくつもある。突出して前線に孤こ立りつしつつあった妹の虎とら之の助すけと市いち松まつを兄として救援したいという想おもい。官兵衛どのの援えん軍ぐんを得た今、ただちに南天満山戦線で勝ちを奪うばって織田信奈と武田四天王を殲せん滅めつ戦から救いたいという焦あせり。しかしなによりも──弟は気づいていないだろうが、『相良ヨシハル』がこの戦場に二人いたことが、弟に自ら前線に出て戦うという選せん択たく肢しを選ばせ、結果的に弟を危地に追い込んだのだ！」

「そうか……一人きりで未来からこの時代に流されてきたために血が繫がった一族郎ろう党とうのない相良良晴は常々、身体がひとつでは足りない、自分が二人いれば、と言っていた。九州で、もう一人の『相良ヨシハル』と出会い、その願いは叶かなった。関ヶ原に、二人の相良ヨシハルで挑むことができた……だが」

「だが、私は女で、弟は男だ。姫ひめ武将の習わしに慣れてはいても、良晴は姫武将が存在しない未来で生きてきた。だからこの土ど壇たん場ばで、本陣を守る相良ヨシハルと、前線で戦う相良ヨシハルとに役割を『分割』しようとした時に、二人の相良ヨシハルの『置き所』を定めようとした時に、女である私をより安全な本陣の守備へと配置してしまったのだ。だから自ら総大将でありながら最前線に出たのだ。もしも私がいなければ、弟は軍師・黒田官兵衛に前線の指揮を委ゆだねて、自らは本陣を守っていただろう！」

　義陽は説いた。必死になって、官兵衛をかき口説いた。

「良晴と私。『天下布武』のためにどちらかしか拾えないのならば、考えるまでもない！　拾わねばならぬ者は、良晴だ！　二つの実を拾うというのならば、われらの本陣が陥かん落らくする前に『破竹の進しん撃げき』を見せて弟を救出しろ、黒田官兵衛！　良晴抜ぬきでは、『天下布武』は成らない！　そなたにしかできぬことだ！」

　幼子たちを「空陣」に残していけというのか、と官兵衛は震えた。小早川隆景と宇喜多直家。この二人の智ち将しように、苦し紛まぎれの詐さ術じゆつは通じない。「空陣の計」という罠わなを南天満山に黒田官兵衛が張った、などとは決して考えない。しかし。

「南蛮軍師どの！　兄さまをお救いください、ですぞ！　ねねは義陽姉さまとともに本陣で戦いますぞ！　祖じ父いさまとともに長なが浜はま城から関ヶ原へはせ参じた時から、覚かく悟ごはできておりますぞ！」

　幼いねねが、薙なぎ刀なたを持ってよろめきながらも官兵衛に「良晴救援」を訴うつたえ、

「秀家も、弥九郎とともに南天満山を守ります。すでに秀家の命は、父上が相良良晴さまに預けております。あのお方は、これからの日ノ本に絶対に必要なお方です」

　宇喜多秀家もまた、ロザリオの代わりに槍やりを構え、

「茶々たち幼子衆は、それがち石いし川かわ一かず宗むねにお任せするでござる。もしも天運味方せず本陣が落ちても、丹たん波ば忍しのび衆の大おお頭がしらだったそれがちの名にかけて、必ずや落ち延びさせてご覧にいれまちょう──二つの実はともに拾えまちゅぞ、軍師どの」

　相良良晴の危機を察知したかのように突とつ如じよとして大泣きしはじめた茶々をおんぶしてあやしていた石川一宗が、「ああもう。赤ん坊はうるさいでござるよ！　首をかききれば静かになるでござるな」と、昔どこかで誰だれかが口にしたような愚ぐ痴ちを垂れながらも、胸を張っていた。

　そして。

「忘れないで軍師どの！　まだ、この佐さ吉きちがいるわ！　未来の相良家宰さい相しようとなるこの石いし田だ佐吉にお任せよ！　ひとりがみんなのために。みんながひとりのために尽つくせば！　必ずや吉きちを──幸運を、摑つかみ取れる！　『大だい一いち大だい万まん大だい吉きち』の旗印を掲かかげて、紀之介の部隊を支えるわ！　うっ、お腹なかが……で、でも、これしきのこと、兄上の受難に比べれば……」

　腹痛が回復せず大谷紀之介を先に山中へ送り出していた、石田佐吉が、刀を杖つえ代わりにつきながら立ち上がって、「佐吉はただちに山中へと向かうわ！　どうか……兄上を、お願いします！」と官兵衛に深々と頭を下げていた。

　本陣に残る一万の守備兵すべてを官兵衛自身が率いて中原へと突とつ進しん。大友修羅隊と合流し、徳川本軍を撃うち破り、相良良晴を救援する。これは、博ばく打ちどころではない。自じ爆ばく行こう為いに等しい暴挙だった。失敗すれば、関ヶ原の合戦の勝者はその瞬間に東軍のものとなる。もう、理ことわりも兵法もなにもない。あるのは、情のみかもしれない。愚おろかしい行為であり、笑うべき選択かもしれない。しかし、官兵衛は相良家の仲間たち、家族たちの情を、切り捨てられなかった。ここで非情にも「相良良晴を囮おとりとして、最終的な勝利を手にする」と決断することは、相良良晴、そして竹たけ中なか半兵衛との出会いによって軍師としての目を開かれた官兵衛には、できなかった。

　本来ならば、ここでそのような非情な選択をしてこその天下一軍師。軍師とは、戦に勝つために存在するのだ。この無む謀ぼうな賭かけに敗れれば、黒田官兵衛の名は永遠に「天下分け目の決戦で情に流され、愚ぐ策さくを犯おかして自軍を敗北させた二流軍師」として語り継つがれるだろう。

　しかし。

「──もう、天下一軍師の名など、どうでもいい。そんなものは要らない。後世の人にどう言われようが、そんなことは関係ない。このシメオンが守りたいものは。今、どうしても救いたいものは。相良良晴。『無』からこの捨てがたき相良家の人々をひとつにまとめ上げて家族を成した、相良良晴の命だ！」

　もはや彼の命は、ただの命ではない。天下そのものであり、日ノ本の未来そのものだ。もう、敗北も死も失敗もなにも恐おそれない。死病に憑つかれながら菩ぼ提だい山やまの麓に広がるこの「関ヶ原」に「自分はその決戦の日まで、生きられない」と絶望しながらも天下統一という淡あわい夢を見てきた竹中半兵衛の想いを、相良良晴にその夢への扉とびらを見み出いだした半兵衛の希望を、なによりも夢ゆめ前さき川かわでこのシメオンにその夢の続きを託たくそうとしてくれた半兵衛の友情を、踏ふみにじることはできない。天下一軍師の名など。半兵衛との友情に比べれば、なにほどの意味があると言うのか。「歴史」がどうなろうが。後世の人がなにを語ろうが。たいせつなものは、死者の名声などではない。生きている、人間の想いだ。

　天下分け目の決戦で采さい配はいをとっている、し損じれば戦犯となるという緊きん張ちようも恐きよう怖ふも躊躇ためらいも、すべてはこの瞬間に官兵衛の心からかき消えていた。

　官兵衛はここに、本陣を守る全軍を自ら率いての「相良良晴救援」を、決断した。

「むふー！　承知した！　このシメオンが徳川軍を撃げき破はすれば、まだ二つの実を拾うことは可能だ！　官兵衛軍一万、ただちに中原へと下りる！　徳川家康と本多正信が築いた『壁』を突破せよ！　松まつ平だいら『竹たけ』千ち代よを破れ！　まさしく『破竹の進撃』を成し遂とげよ！　数十の小こ姓しよう勢だけを本陣に残していく！　相良義陽、ねねたちを任せたぞ！　立たち花ばな宗むね茂しげ！　そなたに、先せん鋒ぽうを任せる！　相良良晴の生死は、そなたの働きにかかっている！」

　本陣を守るべく、無言で官兵衛の隣となりに屹きつ立りつしていた立花宗茂が、

「軍師どの、承知いたしました！　ただいま軍師どのが引かれたくじは、『大一大万大吉』！　必ずや！」

　と馬上へと飛び乗るとともに。

　黒田官兵衛、一万の兵を率いて中原へと突進。

　無謀にも南天満山の本陣を「空陣」となし、相良義陽に託して。

　南天満山と松尾山の間に挟はさまる「山中」には、鹿之助、紀之介らわずか三千の守備兵のみ。

　中原で徳川本軍の堅さの前に攻めあぐねていた蒲池宗雪、吉よし弘ひろ鎮しげ信のぶ、角つの隈くま石せき宗そうは、黒田家の二つの旗印が中原へと翻ひるがえったのを見て奮い立った。ひとつは、かつての主家・小こ寺でら家から与あたえられた「藤ふじ巴ともえ」。もうひとつは──みたらし団子やお餅もちが好物の竹中半兵衛が好んで用いていた「石こく餅もち」紋もん。笹尾山と南天満山。戦線は離はなれていても、「天下の両兵衛」は今、この関ヶ原でともに「天下分け目の決戦」を戦っている。竹中半兵衛なくして今の黒田官兵衛はなく、むろん「九州大返し」もない。

　そして、「修羅の完成形」、立花道どう雪せつと高たか橋はし紹じよう運うんが育てあげた大友家の麒き麟りん児じ・立花宗茂が満を持してその先鋒を務めている。

「うむう。九州からの大返しで疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているとはいえ、われら大友勢がふがいないばかりに、二人の相良どのをこれほどの危地へと……！　修しゆ羅らとして、恥ち辱じよく！　なんとしても徳川勢を撃ち破らねば……！」

「蒲池。あれほどの武勇を誇ほこりながら、島津家いえ久ひさどのの種たね子が島しまを浴びてことごとく蹴け散ちらされた徳川四天王を見たか。もしも島津家久どのと義よし弘ひろどのが、相良どのの救援へ向かうためではなく、ただ敵将を討うち取り殺すために斬きり込みをかけていたならば、おそらくは全員を殺せていた。あるいは、徳川家康をも。もしも、大友軍に相良良晴どのと黒田官兵衛どのが加わっていなければ……」

「われら三人は間ま違ちがいなく、みな高たか城の合戦で島津家久どのに討ち取られて死んでいたでありましょうな、吉弘の姫さま。兵士たちもことごとく、撤てつ退たい先の耳みみ川かわで溺おぼれ、島津の追つい撃げきを受けて皆みな殺ごろしにされておったでしょう。今こそわれら大友軍の将兵たちは、相良どのと官兵衛どののご恩に報むくいるべき時」

「まこと、軍師どのの仰おおせの通り。われらはすでに、高城でひとたび死んだ身。みな、相良良晴どのと官兵衛どのに救われて命を拾った。長きにわたる強行軍で心身ともに疲つかれ果てているのはわかる。しかし者どもよ！　ここがわれら大友軍の切所ぞ！　島津だけに名を成さしめるな！　九州で戦い抜いてきた修羅の真の力を、徳川勢に見せる時ぞ！」

　九州戦線で一族をことごとく龍りゆう造ぞう寺じに討たれ、それでもなお大友家に忠節を尽くし関ヶ原まで兵を率いてきた蒲池宗雪が「もはや命など惜おしむな！　なんとしても相良良晴どのを救うのだ！　死ね、死ねえええええ！　かかれえええ！」と号令を下すと、「日向ひゆうがから、あまりにも駆かけすぎた」「無理をしすぎた……」「もう身体からだが言うことをきかん」と徳川兵の堅かたさと体力の消しよう耗もうに萎なえかけていた修羅兵たちが、再び闘気をその身から放ちはじめていた。

「『雷らい神じん』立花道雪とわが愚ぐ弟てい・高橋紹運は今、筑ちく前ぜんで絶望的な籠ろう城じよう戦に突とつ入にゆうしているはず！　彼らを救うには、この関ヶ原で一刻も早く決着をつけねばならない！　頼たのむ！」

　大友軍屈くつ指しの戦歴を誇る姫ひめ修しゆ羅ら・吉弘鎮信の内心は激しく揺ゆれている。太だ宰ざい府ふの守備を任されている高橋紹運はおそらく、城を枕まくらに全軍玉ぎよく砕さいするまで戦い続けるだろう。彼女に長年付き従ってきた吉弘家の修羅たちは、「そうだ」「いつまでも関ヶ原に留とどまってはいられない」「われらはまだ、往路を駆けたまで」「これより先、復路がある！」「姫さまのために、進め！」と怒ど声せいをあげて、徳川勢が槍やり襖ぶすまを掲げた「壁かべ」の中へと殺さつ到とうしていた。ここに修羅たちが、突如として死に狂ぐるった。島津の薩摩隼はや人とに匹ひつ敵てきする狂きよう気きの突進。徳川方では、井い伊い直なお虎とらは銃じゆう創そうが深く、この時まだ戦線を離り脱だつ中。榊さかき原ばら康やす政まさと酒さか井い忠ただ次つぐもまた重傷を負っていたが、傷口を止血したのみで再び前線へと戻もどり、ともに槍隊を率いてこの修羅の群れの突とつ撃げきを真正面から受け止めていた。

「なんなのよ！　島津に続いて、大友の兵どもまでがいきなり野人になったわ！　九州の連中はどうかしている！　徳川家の『運命』はこの一戦にありよ！　三河魂だましいで、押し返すのよ……！」

「……黒田官兵衛自らが、有り余る知ち謀ぼうを捨てて一か八かの博打を打ってきた。われらが姫ひめの器量と覚悟に、あの者はこの土ど壇たん場ばで追いついた。追い越こされてはならぬ……」

　本陣に鎮ちん座ざする世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろうと徳川家康は、本多正信と服部はつとり半はん蔵ぞうに守られながらこの戦せん況きようを互たがいに爪つめを嚙かみながら眺ながめている。家康も肩かたに布を巻いているが、これは偽ぎ装そうである。いずれがほんものか、これでわからない。

「人が良すぎるのか、いつも最後の詰つめが甘かった黒田官兵衛らしくもない、捨て身の大博打……修羅どもの目が生き返りました。弥や八はち郎ろうさん！　このままでは『壁』を破られます。背後の戦線はどうなっていますか？　伊勢街かい道どう上の島津義弘は、まだ討ち取れませんか？」

　島津義弘は戦いくさの鬼おに、まさに武神。見み目め麗うるわしい姫武将の姿からは想像もできないほんものの化け物です。柳生やぎゆうと小お笠がさ原わらほどの剛ごうの者が二人がかりでも、討ち取れる気配はなし。むしろ押されております。さりとて兵を繰くり出せば、島津兵は義弘を守るべく「捨て奸がまり」を敢かん行こうして死なばもろともの玉砕戦術に出てくるため、数で圧殺することもできません。黒田官兵衛が自ら一万の兵を率いてきた今、後方にこれ以上の兵力を投入することは不可能。まもなく島津義弘率いる島津の残存兵は相良良晴に合流するでしょう、と本多正信が冷や汗あせまみれになりながら報告していた。

「……ですが、すでに南宮山から吉川元春が下山を開始しております。島津姉妹しまいがどれほどの戦の鬼であろうとも、東軍が押さえた圧あつ倒とう的な『地の利』を覆くつがえすことはできますまい。それに、相良良晴の生死に拘かかわらず、松尾山から小早川隆景が下山して空くう陣じんになった南天満山の相良本陣を落とせば勝敗は即そく座ざに決します。これほどの勝機を得た今、小早川隆景ももう躊躇ためらってはおられますまい。黒田官兵衛は、最後の最後で『情』に流されました」

　いいえ。ここまで来れば、もはや小手先の戦術や謀ぼう略りやくなどは決定力を持ちえません。最後には人間の「情」こそが力となるのです弥八郎さん、と家康は首を振ふった。

「ついに、この時が来ましたね。小早川隆景が、この関ヶ原に展開するすべての人々の『運命』を今、決定します。もう一度、松尾山に鉄てつ砲ぽうを撃ちかけてください」

「も、もう一度、ですか？　もしも小早川隆景が寝ね返がえったら!?」

「構いません。最後は賭けです、弥八郎さん。己おのれのすべてを賭けずして『天下』を盗とることなど、誰にもできないのです。たとえ、吉きち姉さまであろうとも……ここで怯ひるんでは、吉姉さまと戦い勝ちを収める資格など、私にはなかったということになります。それに、これ以上小早川隆景を躊ちゆう躇ちよさせてはなりません。京を敢あえて捨ててまで日ノ本のために『関ヶ原の合戦』を実現させたあの得がたい智ち将しようを、日和ひより見みの将にしてはなりません。松尾山めがけて、鉄砲を撃ってください！」




　　　　※




　松尾山の山頂に、小早川隆景の本陣が敷しかれている。関ヶ原一帯を眼下に見下ろせる。中原を挟んだ北のかた笹尾山で、織田信奈が上杉謙信と武田騎き馬ば隊の猛もう攻こうを受けて窮きゆう地ちに陥おちいっていることも。中原の地で武田信玄が「車くるま懸がかり」の陣形を用いて明智光秀と激げき闘とうを繰り広げていることも。そして、徳川家康によって伊勢街道の内側へと封ふう鎖さされた相良良晴の危機を救うために、南天満山の相良本陣が「空陣」となったことも。その徳川家康が再びこの松尾山に鉄砲を撃ちかけてきて「決断」を迫せまっていることも。

　織田信奈は、「三段撃ち」戦術を用いて武田騎馬隊に大だい打だ撃げきを与えたが、越軍の到とう着ちやくによってこれを殲せん滅めつする機会を逸いつした。これ以上は支えきれまい。明智光秀は「車懸り」を繰り出した武田信玄と相打ちになるだろう。そして、吉川元春が南宮山から伊勢街道への進軍を開始した今、相良良晴の現状はまさしく「万ばん事じ休す」。黒田官兵衛の救きゆう援えんは間に合うまい。徳川家康は、突とつ如じよとしてこの大一番で、古今無む双そうの名将へと成長を遂げた。家康を目覚めさせるなにかが、あったのだろう。あるいは、「天下人」にふさわしい者が東軍から現れた、と言っていい。だからこそ隆景は激しく惑まどっていた。天下のため、家康に勝利をもたらすべきではないのか。事態は「東軍の勝利」へと動いている。ここで小早川隆景が松尾山から三万二千の大軍を下山させて、わずか三千の手勢だけで東山道向かいの山中に守備兵を配置しているだけとなった南天満山へと攻せめかかれば、瞬しゆん時じに勝敗は決する。

　しかしその「山中」を守る決死隊は、宇喜多直家に仕え、毛利家の陪ばい臣しんとしてまめまめしく働いてきてくれた堺さかい商人の娘むすめ・小西弥九郎。毛利家の仇きゆう敵てきとはいえ、相良良晴が毛利家に仕えていた時代には毛利家に人ひと質じちとして居候いそうろうし、いつしか恩おん讐しゆうを越えた仲間になっていた山中鹿之助。まだ幼い良晴の義妹・石田佐吉と大谷紀之介。

　黒田官兵衛は、私が最後まで松尾山を下りないと判断してこのような暴挙に出たのだろうか。それとも、なにを犠ぎ牲せいにしてでも相良良晴を救いたいと、軍師としての知略も策さく謀ぼうも名声もすべてかなぐり捨てて「背水の陣」で徳川家康との決戦に挑いどんだのだろうか。

　なによりも、隆景の透とう徹てつした「智」がこの限界状じよう況きようで判断を下せない理由は、排はい除じよしようといくら努力しても「私情」が心のうちから溢あふれ出てくる理由は、言うまでもない。

「……このままでは……もうまもなく、良晴が、死んでしまう……」

　乱世の終結。破は滅めつへと向かっている日ノ本の「未来」を変えるために、関ヶ原の一大決戦にて「天下人」を決定する。ただ一戦で、百年の戦国の世を終わらせる。もう、日ノ本人同士が血で血を洗う内戦を繰り広げる日々は終わる。そのために、隆景はここまで来た。敢えて京の都を放置して、関ヶ原における最大の要地・松尾山を奪うばった。偉い大だいなる父・毛利元就の遺ゆい言ごんに叛そむいてまで。今、松尾山から下山し、南天満山の相良本陣を陥かん落らくさせれば、小早川隆景は東軍の勲くん功こう一等。「天下人」を定める戦後会議において、最大の発言権を持つことができる。「天下人」を誰だれにするか、いかなる新体制を築き上げるか。この困難な戦後処理において、隆景の持つ「王佐の才」が日ノ本を救うためにはじめて生かされる。

　しかし、相良良晴を失ってしまっては。相良良晴の「織田信奈を天下人に」という夢を奪い取ってしまっては。それでは、私は──。そもそも、相良良晴抜ぬきでこの乱世はほんとうに終結するのだろうか？

　良晴から開戦直前に届けられた「言葉」は、

「三本の矢を、折らないでほしい」

　というものだった。

　隆景が吉川元春と決別して姉妹で戦うような悲劇は防がねばならない、と良晴は毛利両りよう川せんの分ぶん裂れつを危き惧ぐし、隆景と元春の絆きずなを繫つなぎ止めようとしたのだ。「俺がどれほどの苦境に陥っても、毛利家を──両川の絆を分裂させないでほしい」と、自分自身の運命や織田信奈については一言も語らず、ただ毛利両川を、毛利一家を想おもってその言葉を伝えてくれた。だからこそ、隆景はなおも決断できないでいる。せめて、相良良晴がこれほどの死地に陥る前に、勝敗が決していてくれたら。しかし、それは逃にげだ。関ヶ原における「一いち撃げき決戦」を企き図とし、最大の要地・松尾山を奪った以上、小早川隆景は「天下」に対して責任を負わなければならない。

（……なにもかも、悪夢であってほしい……目が覚めたら、毛利家の家族たちは厳いつく島しま神社で瀬せ戸と内うちの海を眺めていて、姉者は私と間違えられて良晴に着き替がえを覗のぞかれていて……良晴をけしかけた宇喜多直家は簀す巻まきにされて甲かん板ぱんの上に吊つるされていて……三代目と将軍さまが、「良晴になんちゅう真ま似ねをさせるんじゃ」と激げき怒どしている姉者を取りなしていて……どうして。どうして私は、他ほかならぬ良晴の「夢」を奪い取ろうとしているのだろう。どうして姉者は、良晴の命を奪い取らねばならないのだろう。こんなことになるのならば、上じよう洛らくなど、しなければよかった。これは、「天下を望むな」という父上の遺言に叛いた罰ばつなのだろうか……父上は、戦国時代が生みだした最高の智者だった。天下を窺うかがい畿き内ないへと攻め上れば、いずれ毛利両川がこのような事態に陥ることを予見されておられたのだろうか）

　南宮山から、暗黒寺恵瓊が吉川元春の「使者」として隆景の陣中を訪おとずれた時、隆景は心が千々に乱れて床しよう几ぎの上から立ち上がれなかった。

　恵瓊は、それでも、隆景に伝えねばならなかった。関ヶ原戦線の現状を。相良良晴の運命がここに窮きわまったことを。吉川元春が相良良晴軍と戦うと決めて下山を開始したことを。なによりも、吉川元春から隆景への伝言を。

「……相良良晴どのは、毛利家の助力を得て自ら『天下人』候補として擁よう立りつされることで織田信奈さまを死地から救いだすというわが案を、固辞されました……島津姉妹が追い詰められた良晴どのを伊勢街道から大和やまとへ、さらに薩摩へ落とそうと徳川本陣を敵中突とつ破ぱいたしましたが、この島津姉妹の誘さそいをも、良晴どのは吞のみませんでした。良晴どのが九州勢を束ねて再び本州へと進撃するような事態となれば、さらなる天下大乱となるから、でしょう……黒田官兵衛どのは、南天満山の本陣の守りを捨てて、相良どのを救うべく徳川勢へ全軍であたっております。ですが、ひとたび島津の奇き襲しゆうを受けて敵中突破を許すという恥ち辱じよくに塗まみれた徳川の戦意と守りはいよいよ堅く、おそらく官兵衛どのはあと一歩のところで間に合いません。吉川軍が伊勢街道に伸のびた相良軍を撃破殲せん滅めつするほうが、速いでしょう」

　吉川元春さまは、隆景さまの代わりに「寝返りの将」の汚お名めいを引き受けて南宮山から相良良晴どののもとへと合流し、「西軍」として戦うことも考えておりましたが、毛利家を「裏切りの家」にはしたくないと願っている良晴どのがそれを拒きよ絶ぜつし、下山してきた吉川軍をあくまでも敵と見なして攻めかかることは明白。故ゆえに、元春さまは「東軍」として良晴どのと堂々と戦うことをご決意。

　恵瓊の言葉のなにもかもが、夢であってくれれば、と隆景は思った。耳を覆おおいたくなった。

「……恵瓊。どうして。どうして良晴はそこまで、毛利両川を守ろうとする。毛利両川を守りながら織田信奈に勝利を届けることなど……絶対に、不可能なのに……！」

　恵瓊は、隆景に告げなければならなかった。断腸の思いで。「小早川家の未来」を。隆景の「運命」を。

「良晴どのは『未来』を知っております。この関ヶ原で戦国の覇は者しやを決める決戦が行われることも、彼ははじめから知っていました。未来を予知することができないこの恵瓊ちゃんが知らないことも、すべて。松尾山に、小早川家の家か督とくを継ついだ小早川隆景さまの義理のお子さま・小早川秀ひで秋あきさまが布陣することも。その小早川家が、合戦の最中に致ち命めい的てきな『寝返り』を行うことも。この日ノ本において、未み来らい永えい劫ごう、小早川家が『裏切り者』の代名詞となって人々から蔑さげすまれることも。天下人に勝利を与あたえていながら、小早川秀秋さまは味方からも白眼視され、裏切られた敗者からは呪のろわれ、戦後まもなく亡なくなられることも。当然の報むくいだ、小早川は寝返られて無念の討うち死にを遂とげたかつての仲間たちに祟たたり殺された、と日ノ本の誰からも同情されなかったこと……その時点で、小早川家が、断絶すること……天下人は、自分に勝利を与えた小早川家を救わず、見捨てること……それが、日ノ本史上最大の合戦となった『天下分け目の決戦』で卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな寝返りに奔はしった、裏切り者の末路……」

「……松尾山に……小早川、秀秋……私の、義理の子供……それが、本来の『歴史』であり『未来』だった、と……？」

　恵瓊は、「もうこれ以上は」と折れそうになっている心を𠮟しつ咤たしながら、返答していた。御ぎよ意い。その「運命」が、前まえ倒だおしされている、と良晴どのは仰おつしやいました。関ヶ原の合戦そのものが、さまざまな条件が組み合わさったことで、大おお幅はばに前倒しされて早々と発生している。松尾山に陣取った者には、「裏切りの将」となり破滅するという「運命」が、待ち受けている、と。小早川隆景さまがその松尾山に入られたのは、単なる偶ぐう然ぜんではなく、「運命」に引き寄せられているのだ、と。

「……義理の、子供……そうか……では私は生しよう涯がい、子を産めないのか……小早川家は、この関ヶ原で断絶する定めだったのか……この松尾山が……小早川家終しゆう焉えんの地……だから。だから良晴は、『三本の矢』を折らないでほしいと、私に……毛利家が勝利を収めつつ、同時に織田信奈を助命するために考えだした恵瓊の苦肉の策に、どうしても乗れないのも……」

「そうです。どうあっても、隆景さまを死なせたくないからです。もしも、良晴どのを救いたいという情に隆景さまが流されれば、隆景さまは日ノ本中の人々から永遠に軽けい蔑べつされ続ける『裏切りの将』として死ぬのです。ですから、たとえその結果、良晴どのご自身がすべてを失うことになろうとも」

　天下を見定める智将としての理性と、一人の恋こいする少女としての感情とに引き裂さかれて逡しゆん巡じゆんし続けていた隆景の心の中でついにこの時、「情」が──「相良良晴を死なせたくない」という想いが、智将としての理性を、理り屈くつを、すべてを染め上げていた。

（織田信奈を愛しているから、毛利に「天下人」として担かつがれるわけにはいかない。それだけが、良晴が恵瓊の案を蹴けった理由だと思っていた。しかし、ただそれだけではなく、私が東軍からの「寝返り」を選せん択たくしたその時、私が背負った破滅の「運命」が確定することを知っていて、良晴は……）

　恵瓊は（ああ。隆景さまはもはや、止められない。隆景さまは……良晴どのに殉じゆんじられる）と予感しながら、（これでよかったのだろうか。噓うそをつけばよかった。相良良晴どのは、隆景さまをもう恋こい人びととは思っていない。彼が愛している女によ人にんは織田信奈ただ一人。毛利家での思い出は、すべて、夢の間なれば──そう仰ったと、告げるべきだったのではないか）と悔くいた。それで、隆景を裏切りの運命から救いだせたのではないか。だが、できなかった。その「噓」を用いれば、隆景はたしかに、関ヶ原での破滅の運命から逃のがれられるかもしれない。しかし、隆景の魂たましいを、殺すことになる。たとえこの運命から脱だつして生き延びようとも、隆景は、もう生涯二度と笑え顔がおを見せることはないだろう。兄・隆元を失ったあの時のように、良晴の首を盗とった瞬間に、隆景の心は死ぬ。「人生は、夢の間なれば」とうわごとのようにつぶやきながら、一人で立ち上がることもできず、廃はい人じんのように寝しん室しつに籠こもって声を殺して泣き続けるあの暗黒の日々に、逆ぎやく戻もどりしてしまう。見て、いられない。二度と、あのような隆景の姿を、見たくはない。良晴に突つき放された、見放された、この上は「武士」として生きる他はないと絶望したまま隆景が吉川元春とともに下山し、相良軍と戦い、良晴の首を挙げれば、もう、誰も隆景を救えない……。

　どうしても、できなかった。

　そのような暗黒の策は、用いることができなかった。

　そして。

　この伝言を伝えれば、良晴への想いのために己おのれの命も小早川家もすべて投げだすことを決意しようとしている隆景の背中を押すことになる。隆景の「運命」が、確定する。

　が、恵瓊は、ありのままに姉からの言葉を妹に伝えた。どのような結果が待ち受けているかを予想できているのに。毛利家を、隆景を、元春を、裏切れなかった。

　吉川さまの言葉です、と前置きして、震ふるえながら、「伝言」を伝えた。

「『隆景。自分は今より東軍方として相良良晴と戦い、良晴を討つ。毛利の律りち儀ぎを貫つらぬく。もしもおんしが東軍を裏切れば、おんしの命運は尽つきる。じゃが、隆景。おんしはもう、大人じゃ。一人のおのこを愛する、女じゃ。毛利の律儀を貫いて東軍として戦うもよし、己の命と小早川家を犠牲にして良晴を救うもよし。おんしはおんしの信じる道を行け。心優やさしく、合戦も人斬ぎりも受け付けられぬ隆景は、これまで冷血の将を演じて毛利家のためにほんとうによく尽くしてくれた。隆景の知ち謀ぼうがなければ、初代・二代目を立て続けに失った時点で毛利家は滅ほろびておった。礼を言う。双ふた子ごの姉妹しまいが、ここで東西に分かれることになっても、互たがいに互いの首を奪い合うこととなっても。恨うらみっこなしじゃ。生き延びたほうが、三代目を守り毛利家を守れば、それでええ。幼い頃ころのように、姉妹ゲンカをしよう』」

　吉川元春からの「伝言」は、隆景への言葉は、「毛利両川決別の言葉」だった。

　元春は、隆景の双子の姉。生まれた時から、いや、生まれる前から、ずっと一いつ緒しよだった。元春には、わかっていた。毛利家を守るためならばどのような非情の策も用いるという「冷血の将」という隆景の「通り名」は仮面にすぎない。恋するおのこのためならば、死をも厭いとわない。未来永劫、日ノ本中の人々から白眼視され軽蔑され嘲ちよう笑しようされようとも、意に介かいさない。かつて隆景は、あれほどに敬愛してきた兄・隆元を守れなかった。二度と、同じ過あやまちは繰くり返さない。必ず、相良良晴を救おうとする。毛利家の将ではなく、一人の少女としての──小早川隆景としての、戦いをはじめる。

　隆景の副将。異い母ぼ弟ていの穂ほ井い田だ元もと清きよが、「僕はどこまでも、景さまについていきます。景さまのご存念のままに。ここに揃そろう小早川軍の将兵は全員、景さまの公平さと優しさに恩義を感じています。どうか、景さまのお心のままに」と隆景の前に進み出てきて、平へい伏ふくしていた。

　うるさい黙だまれ、虫けらめ、といつもの隆景ならば照れ隠かくしで毒舌をこぼしていただろう。元清は、毛利元就の正妻の子ではない。元就が正妻の妙みよう玖きゆうを失ったあとに側室に産ませた子だ。戦国時代最高の知ち恵え者だった元就は、自分なきあと傍ぼう流りゆうの元清が毛利家の粛しゆく清せい対象になることを予期して、元清を「虫けら」呼ばわりして冷れい遇ぐうし続けた。正妻の子だけが毛利の子。側室の子は「虫けら」にすぎない、と家臣団が引くほどに徹てつ底ていして区別し、毛利家の世よ継つぎ争いから完全に排はい除じよすることで、元清を自分の死後まで庇かばおうとしたのだ。

　隆景はもちろん父の本意を知っていた。それなのに、ほんの少しばかり隆景に優しくされたくらいのことで、忠犬のように「景さま、景さま」と懐なついて離はなれない元清に、隆景はたまらない気き恥はずかしさを感じてきた。まるで、兄・隆元に絶対的な「愛情」を求めて必死で懐き続けていた過去の自分を見ているかのようで、たまらなかった。その隆元が死んだ時、隆景の心も死の淵ふちへと落ちていた。元清には、あんな思いはさせたくない。自分が乱世の中で横死すれば、元清は「景さまのいないこの世になんの未練もありません！」と即そく座ざに殉じゆん死ししかねない。だから、懐かれたくなかった。

　だが、もう、「虫けらめ」と、言えなかった。罵ののしれなかった。

「……元清。私は、私の『運命』と良晴の命を交こう換かんすると決めた。私はこれより『西軍』へと寝ね返がえり、松尾山から下山して東軍勢を──良晴の出口を塞ふさいでいる徳川家康を攻せめる。良晴を死地から救いだすために。西軍に、織田信奈に最後の勝利をもたらすために。伊勢街かい道どうへと下山してくる姉者と、戦うことになる。小早川家は、『裏切りの家』として断絶する。私は日ノ本史上最悪の裏切りの将として死ぬ。相良良晴は、私のもとには戻もどってこない……それは、それでいい。天下は織田信奈と相良良晴のもとに統一される。戦国乱世は、今日をもって終わる。戦乱に翻ほん弄ろうされてきた、人々の苦しみも。だから、これでいい。これが私が選んだ道。私が望んだ道なのだから。だがお前は……お前は、毛利の……嫡ちやく子しでは、ない……だから……私に殉じなくても、よい……どうか……生きて……落ち延びて……」

　嫡子ではない、と口にするのが、精せい一いつ杯ぱいだった。それでも、心が切り裂かれるように痛んだ。涙なみだが溢あふれた。

「いいのです、景さま。僕は、ずっと辛つらかったのです。父上のご本心は、わかっていました。僕を粛清から救うために、敢あえて僕をいびっているのだと、知っていました。それでも……僕は、辛かった、です……あなたがいなければ、景さまに優しくされていなければ……僕は、生きてはいられませんでした。ですから、最後まで、どうか一緒に。僕を、景さまの戦場へ連れて行ってください！　僕は景さまを守るために、村むら上かみ水軍入りして海かい賊ぞく見習いとなり、心身を鍛きたえ上げて参りました！　最後まで景さまとともに戦います！　この一点だけは、絶対に景さまのご命令には従えません！」

「……元清……すまない……」

　隆景は、穂井田元清の肩かたに小さな手を添そえて、そして、抱だきしめていた──。

「……もう、思い残したことはない。ただ……最後はせめて、姉者の手で討たれたい。姉者の『姫ひめ切きり』に、斬きられて、終わりたい。しかし、それは私の我が儘ままにすぎないことも、わかっている。姉者もまた……私と同じく、恋に恋する乙女おとめだった。いや、私よりもずっと……私が戦いくさに弱いばかりに。姉者は、『剛ごう勇ゆうの将』として生きねばならなかった……」

　恵瓊もお供いたします、と暗黒寺恵瓊が慣れない刀を手にして、隆景のもとに伏ふしていた。父・元就から「虫けら」と呼ばれてきた、異母弟の穂井田元清。毛利家に家を滅ぼされた乱世の孤こ児じ・暗黒寺恵瓊。この関ヶ原での陸戦には参戦できなかったが、「誰だれにも屈くつせず誰にも仕えない」と豪ごう語ごしてきたその節を曲げてまで隆景を守ると誓ちかった瀬戸内の海賊王・村上武たけ吉よしと村上水軍。小早川隆景は、（これほど多くの人々に、私は愛されていたのか。そして、良晴と、出会えた。これ以上なにを望む。私は、幸福だった）とつぶやきながら、立ち上がっていた。

「全軍、松尾山を下山。敵は、南天満山にあらず。関ヶ原の中原にあり。これより、徳川家康、吉川元春と交戦し、相良良晴を救出する」

　松尾山山頂付近に布ふ陣じんしていた小早川軍一万五千が、いっせいに動きはじめた。動どう揺ようはない。みな、（隆景さまは）（初恋に殉じられるお覚かく悟ご）（たとえ吉川さまと戦うことになろうとも）（隆景さまのご意志を、果たしてみせる）とこの瞬間が来ることを予感し、すでに「いかなる運命が待っていようとも、隆景さまのおんために戦う」と心に決めていたのだ。

　ついに、賽さいは投げられた。

　今、小早川隆景は、「死の川」を、渡わたった。




　しかしその松尾山の麓ふもとには、「問題の男」宇喜多直家が一万七千の大軍を率いて陣取っている。宇喜多直家は、松尾山に一番乗りを果たした小西弥九郎を追い出して自ら松尾山を占せん拠きよしたが、小早川隆景が関ヶ原に着陣すると同時に「どーぞ、どーぞ」と松尾山の山頂を譲ゆずり渡し、麓へと自陣を移している。露ろ骨こつな「勲くん功こう稼かせぎ」で、宇喜多直家らしい、と誰もが思った。

　小早川軍が下山を開始すると同時に、当然、麓を塞いでいる宇喜多軍にも「故ゆえあって私は『西軍』へと寝返ると決めた。ただちに下山し、徳川家康を攻めよ。すべての責は私が負う。宇喜多家に迷めい惑わくはかけぬ」という隆景の下知が届いている。

「おいおい。暗黒寺恵瓊が妙ちくりんな策を弄ろうしはじめた時から予感はあったが、ついに、こうなっちまったか。オレさまが想定してきた『展開』の中で、最悪中の最悪だぜ、こいつは。よりによって、あの律儀な小早川のお嬢じようが寝返りたぁ。これが『運命』ってやつかねえ……」

　伝令からこの命令を伝えられた宇喜多直家は、「あのお上品で潔けつ癖ぺきなお嬢は、『寝返り』ってのがどれほどの大罪になるのかわかっちゃいねえのか。戦に勝とうが負けようが、小早川家はこれで滅めつ亡ぼう確定だぜ？　いや、わかっていてなお、覚悟の上ってやつか。相良良晴にてめえのすべてを与あたえて殉じる覚悟か。恋する乙女はおっかねえ。まったく、思い詰つめたらなにをやらかすかわからねえ」と苦く笑しようしていた。

「やっぱ、この世でいちばんおっかねえのは恋する乙女だ。オレさまも露ロ璃リ魂コン教に改宗したくもなるってもんだ。そうとも。汚けがれなき幼女こそが、罪悪に塗まみれたオレのような悪党を癒いやしてくださる、神──」

「う、宇喜多どの？　なんですか、その妙な人形は？　なぜお祈いのりなどをはじめている？」

「これは、わが神の似姿をかたどった『秀家人形』だ。どうだ、お前も露璃魂教に改宗しないか？　幼女はいいぞ、幼女は……善人なおもて往生をとぐ。いわんや悪人をや。露璃魂教を信じれば、合戦中に寝返りをしようとも裏切ろうとも極ごく楽らく往生間ま違ちがいなしだ！」

「えーい。そんな面めん妖ような邪じや教きようには入れん、遠えん慮りよする！　下山するか否いなか、さっさと返答せよ！　この期ごに及およんで命令を拒きよ否ひなされるおつもりか!?」

「はいはい、わかりましたよ。下山して戦えばいいんだろう、戦えばよう。相手が誰でもオレさまは構やしねえよ。『裏切り』と『寝返り』はこの宇喜多直家さまの得意技だぜ。ここから先はすべて、裏切りご免めんのオレさまに任せな、あんたは後方でどっしり構えていりゃあいい。まったく。裏切りをやらせりゃ天下一という最高の家臣が今この松尾山の先せん鋒ぽうにいるなんてよ。小早川のお嬢、あんたは日ノ本一の果報者だ、とお嬢に伝えな！」

　伝令は「しかと」と安あん堵どしたかのようにうなずき、山頂へと舞まい戻っていった。なにを考えているのか隆景にも恵瓊にもまったく読めない宇喜多直家がこの土ど壇たん場ばで愚ぐ図ず愚ぐ図ずと空弁当でもはじめれば、小早川軍は松尾山から下山できない。相良良晴の命運が尽きる。その事態を小早川軍の誰もが恐おそれていた。が、直家は「寝返りならオレに任せろ！」とむしろ喜々としている。潔癖な隆景が率いている小早川軍の将兵には寝返りなど経験がない。この奸かん悪あく無限の極悪人・宇喜多直家が、今だけはやけに頼たのもしかった。

「さてと。相良方の南天満山は、ほとんど無人に近い有様だが……今攻め込めば、あっけなく相良の本陣を落とせるってのによ。弥九郎よ、堺商人のケチ臭くささのせいで五百しか傭よう兵へいを連れてこられなかったのは残念だろうが、オレさまが動いたからって慌あわてて東山道へ飛びだすなよ。そろばんをはじけ。そのまま山中を守ってろ」

　東山道を挟はさんだ向かいの「山中」には、南天満山の本陣を死守すべく、相良軍の決死隊が詰めている。小西弥九郎。山中鹿之助。大谷紀之介と石田佐吉。わずか三千。

　相良本陣は空陣なんだ。オレさまがどう動こうがあいつらは山中から動けないだろう。オレさまの仕事が片付くまで捨てておこう、と直家は痛む腰こしを押さえながら馬へと乗っていた。「姫武将殺し」の直家が露璃魂教に転んだ一因は、播はり磨までの戦で落馬して腰よう痛つうを患わずらい、直家自じ慢まんの「黄金の腰の回転」の切れを失ったことにもあるらしい。

「宇喜多直家軍、参戦の時が来たぜええええ！　みんな、喜べええええ！　いつものことだ！　もうわかっていると思うが、オレさまは子細あって寝返ることにしたあああ！　生しよう涯がい最高の寝返りの機会を、今、オレさまは得た！　裏切りは手慣れたもんだろう、てめえら！　行くぜえええ！」

　直家は、暗殺と毒殺と裏切りをこよなく愛好する「戦国三大悪人」の一人だが、どういうわけか苦楽をともにしてきた宇喜多家の家臣たちにはやけに優やさしい。そもそもそうでなければ、このような乱世の奸かん雄ゆうはとっくに家臣に暗殺されている。宇喜多軍の将兵たちは「またか」「やっぱりか」「やると思った」「宇喜多家、滅ほろびたな」「もう病気だろう、これ」「誰か、こらえてつかあさい、と具申する奴やつはいなかったのか」と困こん惑わくしながらも、そんな直家を見放さずにかいがいしく仕えてきた面々である。とりわけ重臣たちは、宇喜多直家の祖父が主家に裏切られて殺され、幼い直家が憐あわれにも野盗同然となって山野を放ほう浪ろうしていた時代から直家を守ってきた男たちだった。直家が宇喜多家を再興するために、主家に母親を奪うばわれて犯おかされるという屈くつ辱じよくと悲しみに耐たえねばならなかったことも知っている。「下げ克こく上じよう」は、「裏切り」は、忠義を尽つくしてきたはずの主家にすべてを奪われ蹂じゆう躙りんされてきた直家の「怒いかり」の表れなのだ。宇喜多直家ほど、この乱世に憤いきどおっている者はいない、と彼らは信じている。

　おおおおお！　と怒ど声せいを発して、宇喜多勢一万七千が下山を開始していた。




　小早川隆景、宇喜多直家、「西軍」へと寝返り！　しかし、「山中」に陣取る小西弥九郎、山中鹿之助、大谷紀之介、石田佐吉にこの時、予期せぬ形で「死」が迫せまっていた。むろん、まだこの戦場の誰も、松尾山の両将が西軍に寝返ったことに気づいていない。暗黒寺恵瓊と吉川元春を除けば。

　浅あざ井い長なが政まさが六ろつ角かく承しよう禎ていが籠こもる近江おうみ坂さか本もと城を包囲して落とした「坂本城攻こう防ぼう戦せん」の終戦処理に取りかかった時、長政は「私はただちに近江の東軍残党を鎮ちん圧あつし、京の都に入って御ご所しよの守りを固め、東軍方の奇き襲しゆう工作に備えねばならない。関ヶ原へ入るまでおよそ一日を要するだろう。が、今はその一日が惜おしい。そなたが浅井軍の先鋒として関ヶ原の戦場へ向かってくれ！　金かねヶが崎さきの退のき陣の折に身ひとつで朽くつ木き谷だにを通過しようとした義あ姉ね上うえの命を救ってくれたそなたは、信しん頼らいできる！」と、西近江朽木城主の朽くつ木き信濃しなの守のかみに「関ヶ原行き」を命じていた。その朽木信濃守が、手勢を率いて東山道の西側からこの時、関ヶ原へと到とう着ちやくしていたのだ。大おお溝みぞ城と坂本城では、浅井長政の名のもとに軍勢が集まっている。朽木信濃守は浅井長政から多くの手勢を貸かし与えられていて、いまやもともとの兵力の数倍に膨ふくれあがっている。

　しかし朽木信濃守は、とりわけ忠義の男というわけではない。悪人ではないが、ふらふらとその場その場の空気に流されてしまう弱々しい性格の男だった。朽木谷に逃にげてきた信奈を生かして通したのも、朽木信濃守が信奈を救おうとしたからではなく、信奈を死地から脱だつ出しゆつさせるために急いでいた松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでに劇薬を一服盛られて操られた結果だった。この件は松永久秀しか知らぬことで、酩めい酊ていさせられた朽木信濃守自身にも一服盛られた記き憶おくがほとんどなく、信奈も、そして長政も、不幸にしてそのことを知らない。

　その久秀の劇薬はすでに完全に朽木信濃守の身体からだから抜ぬけていて、彼はもう正気に戻っているのだが、しかし、後こう遺い症しようとでもいうべきものが残っている。もともとそういう性格なのだが、いちど薬物で脳を蕩とろかされたためにいよいよ周囲の「空気」の影えい響きようを受けやすくなっている。

　そして朽木信濃守は、「運命」の地を、踏ふんでしまっていたのだ。

「史実」の「関ヶ原の合戦」において、松尾山の小早川軍が西軍から東軍へ寝ね返がえったのを見たその時、朽木信濃守は西軍方の武将として松尾山の麓に張り付き、小早川軍を見張る役割を務めていた。が、小早川軍は大軍である。小早川の寝返りを防ぎ止めるために「山中」を守っていた大谷吉よし継つぐ（紀之介）の兵数は悲しいほどに少なく、小早川が寝返った瞬しゆん間かんに東軍の勝利が確定したと言っていい。そして気の弱い朽木信濃守は、あろうことかその場の勢いに吞のまれてしまい、東軍方に内通していなかったにもかかわらず、突とつ如じよとして「小早川どのにお味方いたす」と東軍へ寝返ってしまった。山中を守っていた大谷吉継はこのために自じ刃じんし、西軍は壊かい滅めつ。石田三みつ成なり（佐吉）、小西行ゆき長なが（弥九郎）、安あん国こく寺じ（暗黒寺）恵瓊は捕とらわれて斬ざん首しゆされ、宇喜多秀家は南海の孤こ島とう・八はち丈じよう島じまに遠島となり、ついに八丈島で生涯を終えた。ふらふらと思いつきで寝返ってしまった朽木信濃守は東軍方からもその武士道にもとる行動を責められ、減げん封ぽうされている。

　その朽木信濃守が、「山中」に面する東山道を進軍していたまさにその時、松尾山から小早川・宇喜多の大軍勢が下山を開始したのである。

　劇薬の後遺症で弱っている彼の心は、突如として「場の力」に捕らえられた。

「運命」が歴史の帳ちよう尻じりを合わせるために、小早川軍が下山を開始したこの時この瞬間に彼を山中の正面へと導いたとしか思えない。むろん、小早川軍がたった今西軍へと寝返ったことなど、関ヶ原に到着したばかりの朽木信濃守にわかるはずもない。

　それまで、東軍への寝返りなどいっさい考えていなかった朽木信濃守が、「こここ小早川軍が、せせせ攻せめてきたあああ？　なんと!?　これでは最初に餌え食じきにされるのは、この朽木軍！」と悲鳴をあげながら、馬上で激しい頭痛に襲おそわれて呻うめいていた。

「……だ、誰だれかが、東軍へ寝返るのは今だ、と囁ささやいているような……う、う。頭が……」

　そうだ。寝返るのだ。それが正しい選せん択たくなのだ。それがわが「運命」。なぜだかわからないが、そんな気がする……そもそも今すぐ寝返る以外に、小早川の大軍勢から逃のがれる方法はない！

「者ども！　敵は西軍！　これより小早川どのにお味方し、織田信奈方を攻めるううう！　山中に陣取る相良軍の守備隊を蹴け散ちらせええええ！」

　松尾山の小早川軍が動きはじめてもうダメだと思っていたけれど、近江から援えん軍ぐんが来たよ！　やったね佐吉ちゃん！　無念、七難八苦の危機から救われてしまいました！　宇喜多の殿とのに銭を払はらえばまだわかりまへんさかい！　と山中の大谷紀之介たちは朽木信濃守の援軍到とう来らいを知って沸わいていたが、その朽木軍が、いっせいに山中へと攻め込んでいた。

「え、ええええっ？　どういうこと!?　近江からはるばるはせ参じていながら、まさか今さら怖おじ気づいて裏切ったのっ？　どうして？　なに考えてんの？　信じられないっ！　うう、お腹なかが……！」

「ひ、ひどいよ、こんなのってないよ、佐吉ちゃん。おのれ、朽木信濃守！　人じん面めん獣じゆう心しんなり、三年のうちに祟たたりをなさん！」

「来ましたね！　やはり七難八苦に陥おちいる『運命』でしたね！　闘気が高まって参りましたあああ！　ここは、この鹿之助と尼子の勇者たちにお任せあれ！　この『山中』こそがわが死に場所！　殿の妹ぎみたちを死なせはしません！」

「あ、あ、あかん。西軍は、これで終わったさかい！　なんちゅうことや。せめてあと千五百ほど、うちのもとに傭兵がおったら……松尾山さえ取れとったら……勘かん弁べんしてくんなはれ、宇喜多の殿おおおお！」

「落ち着いて！　みんな、最後まで山中を守りきるのよ！　本陣には義陽お姉さまやねね姉、茶々ちゃんたちしか残っていないのよ！　兄上は必ず戻もどってくる！　だからそれまでの間、山中に踏みとどまって本陣を死守するのよ！」

「佐吉ちゃん！　わかってる！　兄くんの帰るべき場所を、守らないとね！」

「……紀之介。死ぬ時は……一いつ緒しよよ……『大だい吉きち』の当たりくじは、ひけなかったみたい。ごめんね」

「ううん。いいよ。なぜだろう。生まれた時から、この瞬間が来ることを、知っていたような……でも、佐吉ちゃんだけは、死なせない」

　小早川隆景。暗黒寺恵瓊。石田佐吉。大谷紀之介。小西弥九郎。そして、良晴の尽じん力りよくで本来の「死地」を脱だつして奇き跡せき的にここまで生き延びてきた山中鹿之助。

　関ヶ原で滅びるべき「運命」を背負った姫ひめ武将たちが、今、ことごとく滅びようとしていた。







　巻ノ五　奸かん悪あく無限







　小こ早ばや川かわ隆たか景かげ、「西軍」への寝返りを決断し、松まつ尾お山やまからの下山を開始。浅あざ井い長なが政まさの命を受けて「山中」まで援軍を率いてきた朽くつ木き信濃しなの守のかみが、この小早川の大軍の下山を目まの当たりにして「西軍は負けた！　このままではいの一番に小早川軍に討たれる！　かくなる上は東軍に寝返る！」と早合点し、山中に籠もる石いし田だ佐さ吉きちたち相良さがら軍の守備隊へと襲いかかると決めたこの時。

　相良良よし晴はるを救いたいという願いのために、己おのれの運命も小早川家の未来もすべてを犠ぎ牲せいにして永遠に日ひノ本もとの歴史に「裏切りの将」の汚お名めいを遺のこす道を選んだ小早川隆景。その想おもいが、このような形で山やま中なか鹿しか之の助すけ、石田佐吉、大おお谷たに紀き之の介すけ、小こ西にし弥や九く郎ろう、さらには空くう陣じんとなっている相良本陣で祈いのりながら弟の帰りを待っている相良義よし陽ひの「滅びの運命」をも心ならずも確定してしまうという悲劇が起きたこの時。

　誰も想像していなかった事態が、その松尾山で、起きていた。

　麓ふもとを下山中で、あとわずかで東とう山さん道どうへと到とう達たつするはずだった小早川軍の先せん鋒ぽう・宇う喜き多た直なお家いえ軍の将兵たちが、いっせいに身体を反転させていた。

　南天てん満ま山やまを飲み込むべく下山する姿勢から、百八十度体勢を回転させて、松尾山山頂から麓へと駆かけ下りていた小早川隆景軍の側へと向き直ったのである。

　これはなにごとだ、と小早川隆景が戸と惑まどい、「まさか、空弁当……？」と恵え瓊けいが首を傾かしげたその瞬間、自軍を反転させた宇喜多直家は、山頂の小早川隆景を采さい配はいで指し示しながら、黒い笑えみを浮うかべ、信じがたい言葉を叫さけんでいた。




「宇喜多家の野や郎ろうども！　オレさまはそろばんをはじいた結果、この関せきヶが原はらの戦いくさ、『西軍』の勝ちと見た！　この宇喜多直家はこれより、『利』によって『西軍』へと寝返ると決めたあああああ！　今より『東軍』の将兵はみな、宇喜多の敵よ！　まずは目の前の小早川軍を蹴散らす！　松尾山を駆け登れ！　断じて小早川隆景に、相良本陣を落とさせるなあああ！　ひゃっはあああああ！」




　宇喜多直家はなにを言っている!?　と隆景は混乱した。「西軍」に寝返ると決めたのは、宇喜多に下山を命じたのは、この私ではないか。どうして、その宇喜多が独断で「西軍」に寝返った、などという話になっている？　なぜ、「西軍」への寝返りを命じた私を「東軍」方と見なして討つなどと言っている……!?

　直家に忠実に仕えてきた宇喜多軍の将兵たちはみな、「ここ一番の殿の寝返りが、宇喜多軍の天下の宝刀が、来たあああああ！」「歴史に残る裏切り劇だああ！」「これだから宇喜多軍はやめられねえ！」と雄お叫たけびをあげながら、たった今まで下っていた山さん麓ろくを再び駆け登ってきた。高所に陣取っている、小早川軍を目指して。山麓から山頂へと攻め上るなど、愚ぐ策さく中の愚策。小早川・宇喜多両軍の兵力は一万五千と一万七千で拮きつ抗こうしているが、高所に位置している小早川軍のほうが圧あつ倒とう的に有利だ。宇喜多直家ともあろう謀ぼう将しようが、なぜこのような自殺的な行動に及およんだのか、まるでわからない。宇喜多直家は、あらゆる意味で錯さく乱らんしたとしか思えなかった。
















　討たれる。宇喜多兵は、山頂から槍やりを繰くり出し種たね子が島しまを撃うちかけてくる小早川軍の兵士に、次々と討たれていく。小早川軍の兵士たちは、なにがどうなっているのか理解できないままに、上り坂を駆けながら続々と押し寄せてくる宇喜多勢を必死で薙なぎ払った。ついに奸悪無限の謀将・宇喜多直家が懸け念ねんされ続けていた「裏切りご免めん」の本ほん性しようを剝むき出しにした、よりによってこの天下分け目の決戦場で！　だが、いったいなんのつもりでこんな真ま似ねを？　底知れぬ恐きよう怖ふがあった。対する宇喜多兵たちは、直家のものぐるいが感染したかのように狂きよう喜き乱らん舞ぶしながら小早川勢の中へと突つっ込んでくる。先ほどまでの「味方」と戦うのか、理由もわからぬままに、と戸惑っている余よ裕ゆうはなかった。

　絶対的な地の利の差は、覆くつがえせない。宇喜多勢が、崩くずれはじめた。それでもなお、小早川軍の中へと斬きり込みをかけ続ける。

　手塩にかけてきた宇喜多軍が壊かい乱らんしはじめていくさまを見ながら、宇喜多直家は、背後に広がる関ヶ原の戦場をちらりと確かく認にんした。幼くして物もの乞ごい同然の境地にまで追い詰つめられた直家を支え続けてきた宇喜多家の重臣たちが、「殿！」「小早川軍が圧倒的に有利！」「長くは支えられませぬ！」と直家に脱出を勧すすめてきた。

「いやあ。悪いな、お前ら。オレさまの病気に付き合ってここで枕まくらを揃そろえて死ぬこたぁねえ。ここまでだ、と見切りをつけたら、関ヶ原からさっさと逃げな。秀ひで家いえを頼たのむぜ──てめえらは、生き延びて秀家に仕えるんだ、いいな……オレの親バカぶりも、ここに極きわまったらしい。ほんとうに、すまなかったな。最後の最後まで、卑ひ怯きよう卑ひ劣れつな裏切り者の主あるじだったな」

　これでよいのです、殿、と老いた重臣たちは直家の心中をおもんぱかって、泣き伏ふせていた。宇喜多直家は、関ヶ原の合戦の結果がどうなろうとも、娘むすめの秀家を絶対に生かし続けることのできる「手段」を状じよう況きように応じていくつも想定していた。そのために、秀家を弥九郎に預けて「敵」である相良良晴に託たくした。今、その相良良晴が追い詰められるに至り、小早川隆景は相良良晴を救うために「裏切りの将」となる「運命」を選択した。万が一こうなった時のために、直家は隆景に占せん領りようしていた松尾山の山頂を譲ゆずり、自らは麓を押さえていたのだ。

　青ざめた小早川隆景が旗本衆を引き連れて、「裏切りの将」率いる宇喜多軍を相手に激戦を繰り広げている最前線まで駆け下りていた。はじめは、あまりにも唐とう突とつな「寝ね返がえり返し」を目にして、なにが起きているのかを理解できなかった。だが聡そう明めいな智ち者しやである隆景は、宇喜多直家がなにを考え、なにを為なそうとしているのかを、ようやく理解した。

「……宇喜多……まさか……そなたは」

　宇喜多直家は、小早川隆景を「裏切りの将」の汚名から守ろうとしているのだ。隆景が命と引き換かえにして為すべきだった「西軍への寝返り」という役目を、直家が進んでひっかぶったのだ。南天満山の相良本陣を守るために。相良良晴に、中原へ帰き還かんする機会を与あたえるために。そして、小早川隆景を破は滅めつから救うために──。

　小早川隆景軍は、宇喜多軍に足止めされて松尾山を下山できない。これで、宇喜多は「西軍の敗北確定」という事態を阻そ止しできる。しかも小早川隆景は、徹てつ頭とう徹てつ尾び「東軍」方として堂々と戦ったことになる──西軍へと寝返って東軍の絶対の勝機を妨ぼう害がいし台無しにした者は、「裏切りご免」の謀将・宇喜多直家。小早川隆景は最後まで「毛もう利りの律りち儀ぎ」を貫つらぬいた──宇喜多直家のような人としての徳をすべて捨ててきたような極ごく悪あく人にんを信じたことだけが、隆景の誤算だった。たとえ宇喜多の寝返りによって勝機を摑つかみ損ねた東軍が敗れようが、責められることではない。むしろ、宇喜多直家のような文字通りの人間の屑くずをこれまで信じてきた隆景を、同情すべきではないか。人々は、そう語り合うだろう。

「……宇喜多……！　そなたは……そなたは……もういい！　このままでは、宇喜多軍は壊かい滅めつしてしまう！　このような茶番は、やめよ！　この裏切り劇は私の選択であり、すべては私の責任なのだ！　そなたがなぜ、汚名を被かぶって死ななければならない!?」

　戦場に宇喜多直家の姿を見つけた小早川隆景は、震ふるえながら停戦を呼びかけていた。考え直してほしい、と直家に懇こん願がんした。

　しかし、直家は真っ黒な笑みを浮かべ、銃じゆう弾だんが飛び交かう松尾山の山麓で馬上に身体からだを揺ゆらしながらうそぶいた。

「はああ？　考え直せ、だあああ？　ギャハハハハ！　甘い甘い、大甘だぜ小早川のお嬢じよう！　この備び前ぜん美作みまさか五十万石ごくを暗殺と裏切りで切り取った謀将・宇喜多直家さまが、本気で安あ芸きの成り上がり者の毛利なんぞにお仕えしているとでも思っていたのかよう!?　オレさまはなーっ、オレさまを従属させやがった憎にくい毛利家の息の根を止める『最高の寝返り』の機会をずっと窺うかがっていたのよーっ！　だから天下分け目の決戦の勝敗をお嬢が決定するその瞬しゆん間かんに、西軍に寝返ってやってみせたのよ！　見たか、お嬢！　東軍の勝機はオレさまが潰つぶしてやったぜえええ！　こうしている間に相良良晴は、窮きゆう地ちを脱しちまうだろうなあーっ！　そうなりゃ、戦の流れは一気に西軍へと転がるぜ！　ざまあ！」

　ゲタゲタと笑いながら、宇喜多直家は得意の短たん筒づつを構えて隆景を撃った。彼は日ノ本史上はじめて、鉄てつ砲ぽうを暗殺に用いた男である。しかし、隆景の身体には一発も当たらない。弾たまは、ことごとく明後日あさつての方角へと逸それていく。当てるつもりがないのだ。だが、隆景を守る旗本衆は全員がいっせいに青ざめていた。宇喜多直家を討ち取らなければ！　と種子島をいっせいに構えていた。

「オレさまが弥九郎と秀家を相良良晴のもとに送った時点で、気づくべきだったよなーっ！　ただ西軍と東軍との間で二ふた股またをかけているだけだ、万が一東軍が敗れたとしても秀家だけは生き残らせたいという親心から秀家を相良に預けたとでも思ったか？　甘いぜ、大甘すぎるぜ、小早川のお嬢！　あの時点でもうオレさまはあんたを、毛利を裏切っていたんだぜええええ！」

「……もう、やめて……やめて。宇喜多。お願い、だから……もう、そんな猿さる芝しば居いは……もう、いい、だから」

「いいか、小早川のお嬢！　『寝返り』という切り札はよう、こうやって使うもんよ！　たった一手で、敵味方まとめて盤ばん上じようの駒こまをぜんぶひっくり返せるのよ！　これぞ宇喜多直家さまの『寝返り返し』！　潔けつ癖ぺきなお嬢には絶対に思いつかねえよなあ！　『関ヶ原最大の戦犯』、『日ノ本史上最低最悪の裏切りの将』の悪名は、あんたみてえな良い子にゃあ渡わたせねえぜ！　この戦国武将にとって最高の誉ほまれを手に入れる『運命』は、もとよりこの裏切りご免の悪党・宇喜多直家さまのものよおおおお！」

　撃て！　オレを撃て、お嬢！　その瞬間に、オレさまの「西軍寝返り」が確定する！　宇喜多直家は、全弾撃ち尽つくした短筒を放り捨てると、「やめて。撃たせないで。お願い……」と顔を覆おおって泣いている小早川隆景目指して、馬を奔はしらせていた──。




　宇喜多直家が小早川隆景に「反旗」を翻ひるがえして隆景の「寝返り」を阻止せんとしていたこの時、山中を守っていた大谷紀之介たちの「運命」もまた、転変していた。「われはこれより東軍にお味方するううう～」と紀之介たちに倍する兵力を率いて東山道から山中へと突っ込もうとしていた朽木信濃守は、背後になにやら冷たく硬かたいものが張り付いたと気づき、震え上がっていた。この不気味な感覚。朽くつ木き谷だにで、松まつ永なが弾だん正じようと茶を喫きつした時のような……!?

「まままま松永、だだだだ弾正なのかっ!?　そそそなたはおおお織お田だ信のぶ奈なに謀む反ほんして、平ひら蜘ぐ蛛もとともに爆ばく死ししたはず……!?」

「われは弾正の傀儡くぐつじゃ。松永弾正という『名』の人間は、もうおらぬ」

　傀儡だ！　人形が、わが背中に手足を搦からめて張り付いている！　傀儡が喋しやべっているのだ！　しかもその「声」は、松永弾正その人ではないか！　あの男の脳のう髄ずいを蕩とろかせるような妖よう婦ふの甘かん美びな声を、忘れるはずがない！　朽木信濃守はもう、生きた心ここ地ちがしない。

「われは弾正の傀儡にして、弾正がこの地上に遺した『意志』の欠片かけらじゃ。弾正は、自爆するその瞬間まで、われら傀儡に念を送り続けていた。そしてその『意志』は、形を変えて今もわれらに呼びかけ続けておる。わが死後も、織田信奈を守れ。いずれ、金かねヶが崎さき撤てつ退たい戦の折に朽木信濃守に用いた劇薬が織田信奈を滅ほろぼす『因果』の種となる。おぬしはあの薬のために心が弱っておる。『隙すき』に入り込まれる。魔まが差す。おぬしを見張れ、おぬしがなにか黒いものに、『運命』に憑つかれれば、止めよ──そう、弾正より命じられておる」

「薬とはっ!?　あの茶のことかっ？　ししししかし、そそそそなたは、どどどうやって動いておる!?　傀儡を操る弾正自身がいないのに、なぜ傀儡だけが意志を持って動ける!?　どういうことなのだ!?」

「……この戦の直前であった。竹たけ中なか半はん兵べ衛えが、関ヶ原の十字路の側そばに、八はち幡まん神社を建てた。この日の戦で命を落とす戦せん没ぼつ者を弔とむらうために。半兵衛が叡えい山ざんの『不ふ滅めつの法灯』を消した時より、京へと『気』を流し込む龍りゆう脈みやくは断たち切られ、涸かれ果てていた。だが、半兵衛が建てた関ヶ原の社を通じて、伊吹山から京へと連なる古く細い龍脈が、繫つながった。わずかな『気』が京へと流れ込んできた。この『気』が、清きよ水みず寺でらで力尽き眠ねむっていたわれを目覚めさせた……」

「清水寺って、京の清水寺かっ？　馬ば鹿かな！　いかに面妖な傀儡といえども、命なき者が京からはるばる関ヶ原まで駆かけてこられるはずが……！」

「駆けてきたのではない。われを見つけたさる者に背負ってきてもろうてな。われの顔見知りじゃ。わが気は、もう保もたぬ。が、おぬしの憑きものを落とすことは、できる……」

「……憑きものとは……憑きものとは、なんだっ!?　そ、そ、そなたこそ憑きものそのものではないか!?」

「『場の力』。『運命』だ。おぬしが『山中』を通れば、おぬしはその『運命』に引きずられる。目を覚ますがよい、朽木信濃守。再び、織田信奈を救うがよい。たとえ裏切っても、おぬしは東軍諸将の不興を買って減げん封ぽうされる定めぞ。われが、おぬしを立身出世させてやろう。これが、解毒の薬じゃ」

「げ、げ、解毒……？」

「花開き花落つ二十日、一城の人みな狂くるうが若ごとし」

　傀儡が、朽木信濃守の頭に手をあてがい、そのまま耳元に「ぶうっ」と息を吹ふき込んでいた。朽木信濃守は「お、お、お……!?」と呻うめくと、恐怖のあまり閉じていた目をぱちりと開いていた。長らくもやもやとしていた頭が、突とつ如じよとして冴さえ渡ったような……？

　傀儡は「息」を吹き終えると、再び歌いはじめた。

「……天空に輝かがやく弾正星に惑まどい狂いたる松永弾正の大逆を、牡ぼ丹たんの花よりも可か憐れんな織田信奈が、わずかなてぜいで、ふ、せ……」

　そこで、傀儡の歌は、途と切ぎれた。

　傀儡の手足から力が抜ぬけ、馬から落ちていくのが見えた。

「朽木信濃守。劇薬を盛ってそなたの心を操った借りは、返したぞ」

　いったい、なにごとが起きたのか、朽木信濃守にはまだ理解できない。傀儡はただの傀儡に戻もどり、もの言わぬ人形となって草むらに転がっている。もう、目覚めることはあるまい。文字通り、憑きものが落ちたかのような気分だった。そして、はたと気づいた。

「……なぜ、西軍を裏切って東軍方として戦う、山中を攻せめる、などと言いだしたのだったか!?　いきなり相良良晴どのの妹ぎみたちや家臣たちを裏切って討うち取って、そのあと、いったいどうするつもりだったのだ!?　浅井長政に殺されたいのか!?　あ、危なかった……！　日ノ本に身の置き場を失うところだった！」

　全軍、山中への攻こう撃げきは中止だあああ！　今の「寝返り宣言」は戯ざれ言だああああ！　と朽木信濃守は慌あわてて、「なぜ突如寝返りなどを」といぶかしんでいた将兵たちを停止させた。半数以上が、長政から貸かし与えられた兵だったことが、幸いした。もしも信濃守の直属の将兵たちだけならば、迷わず主君の命令のままに山中を急きゆう襲しゆうし粉ふん砕さいしていただろう。

「は、は、は。ちょ、ちょっとした座興よ。あの伝説となった金ヶ崎の撤てつ退たい戦の折に織田信奈どのをお救いしたこの朽木信濃守が、なぜ今になってその織田信奈どのを裏切らねばならぬのだ？　た、たしかに、こ、小早川軍が東山道まで下りてくれば、われらが真っ先に襲おそわれる。し、死地に飛び込むことになるが、や、やむを得まい……」

　しかし、朽木信濃守は見た。信じがたい光景だった。東山道へと、小早川軍は下りてくることができないでいる。なんと。松尾山の麓ふもとに陣じん取どっていた宇喜多直家が、突如として「西軍」へと寝返ったらしい。宇喜多と小早川の両軍が、松尾山上で壮そう絶ぜつな激げき闘とうをはじめているではないか。

「そ、そう！　宇喜多！　宇喜多が寝返ったあああ！　と言いたかったのだ。興奮のあまり、言葉足らずで諸君を誤解させてしまったことを、わ、詫わびねばなるまい！　は、は、は……！」

　おおお、まさしく宇喜多直家が突如として西軍方に寝返っております！　この大一番で、ついに「寝返りの将」、「裏切りご免めんの将」の本ほん性しようを剝むき出しにされましたな！　これで南天満山の相良本陣は救われた！　と浅井長政の与よ力りきとして朽木信濃守に同行していたかつての浅井家の家老が目を細めながら松尾山を見上げていた。

「あの両軍の戦いは、しばし決着がつきますまい！　いったいどうなっておるのか理解できませんが、宇喜多軍の戦意の高さは異常！　ですが、これで宇喜多直家どのはこの日ノ本に居場所を失いましたな……命を救われていながらこう言うのもなんですが……小早川どのは何度も宇喜多どのを粛しゆく清せいする機会がありながら、あの者を信じて重用して参りました。まこと、武士道にもとる浅ましき行こう為い。畜ちく生しようにもとる最低最悪の裏切りにございます。宇喜多どのは、このまま討ち死にするお覚かく悟ごでありましょうか？」

　そ、そ、そうだな。この天下分け目の決戦でいきなり味方を裏切るだなんて最低最悪だな、は、は、は、と冷や汗あせを流しながら、朽木信濃守は山中に粛しゆく々しゆくと兵を進め、

「あ、浅井長政さまのご命令で、先せん鋒ぽうとして救きゆう援えんに参りましたぞ。ね、寝返ると叫さけんだのは、宇喜多直家が東軍から寝返ったさまを見て思わず歓かん喜きのあまり口走ってしまっただけでございます。け、決して、西軍を寝返ろうだなどと、そのようなつもりは。さあ、さあさあ、ここに七千の兵を連れて参りました。南天満山の兵力はこれで三倍増となりましたぞ！」

　石田佐吉が、「なんだか怪あやしい男ねえ……」とぶるぶる震えている朽木信濃守を睨にらみながらも、思わず膝ひざを叩たたいて声をあげていた。

「三千の兵が一万に増えたわ！　そして、小早川隆景は松尾山から下山できない！　宇喜多軍が壊かい滅めつするまで、まだ猶ゆう予よがある！　兄上をお救いできるわ！　『大だい吉きち』を摑つかんだのよ、紀之介！」

　山中から全軍を率いて東山道へと飛びだし、そのまま徳とく川がわ家いえ康やすの陣へと突とつ進しん！　軍師どののもと、徳川旗本衆の『壁かべ』に穴を穿うがち、島しま津づ軍のごとく突破し、伊い勢せ街かい道どうに封ふう鎖さされている兄上を救いだすのよ！　石田佐吉はもう、腹痛を忘れている。「大一大万大吉」の旗印を掲かかげて、東山道へと駆け下りていた。

「必ずできるわ！　山中鹿之助、先鋒を頼たのむわよ！　徳川方の猛もう将しようの多くが、島津の銃じゆう弾だんを受けて傷ついている！　三み河かわ兵たちの体力ももう、限界に近い！　あなたならば、突破できる！　これが、最大で最後の七難八苦よ！」

「承知っ！　尼あま子こ十勇士、出ませい！　相良良晴どのの……殿とののご恩に報むくいる時は今！　宇喜多直家どの。あなたの想おもいは、この鹿之助、決して無む駄だにはいたしません……！」

「兄くん、待っていて！　死地に封じ込められた兄くんに、必ずやわれら相良妹軍団が『活路』を……！」

「あ、あああ、宇喜多の殿が……そんな……い、い、伊勢街道のあちら側には、虎とら之の助すけはんと市いち松まつはんがおりますさかい！　合流すれば必ず相良の殿を中原へと戻せますさかい！　そやけど、この苦戦の戦犯は後ろも見ずにどんどん戦場を突つき進んでいった虎之助はんやで！　あとで相良の殿に報告しときますさかい！」

　なによそれ弥九郎。虎之助と遺い恨こんでも作るの？　まあいいわ。ケンカはこの戦が終わってからよ！　と佐吉は軍配を取り、太たい鼓こを叩かせ、いっせいに兵を押しだしていた。

「相良妹軍団！　尼子十勇士！　堺さかい傭よう兵へい隊！　浅井先鋒軍！　進めええええっ！　軍師どのに合流して、徳川を押し込むのよ！　壁に穴を穿つのよ！　われらが乗り越こえるべき相手は、徳川家康！」




　南なん宮ぐう山さんから下山中だった吉きつ川かわ元もと春はるは、向かいの松尾山で異変が起きるや否いなや、

「なんじゃと。宇喜多直家が……！」

　と目を見開き、そして、震ふるえていた。裏切り者めが、やはりあの奸かん雄ゆうは殺しておくべきじゃった、隆景は甘い！　と叫ぶのかと周囲の誰だれもが思った。しかし、元春には宇喜多直家の真意が伝わっていた。宇喜多直家は、裏切りご免の奸雄だ。しかし、そんな自分を殺さずに毛利家の一員として受け入れて生かしてきた隆景だけは裏切るはずがない。

　厳いつく島しま神社から博はか多た、長なが崎さき、琉りゆう球きゆうへと巡めぐった磁石集めの船旅では、宇喜多直家は相良良晴と意気投合して、すっかり毛利一家の仲間、いや、家族となっていた。三代目輝てる元もと。こども将軍足あし利かが義よし昭あき。そして、直家のただ一人の実子、幼い宇喜多秀家。三人の「毛利こども軍団」は、実の姉妹しまいのように仲むつまじかった。時には誰のカステラが大きいとか小さいとか、実に子供らしい理由でケンカもしていた。宇喜多直家が、そんな秀家の姿を眺ながめながら浮うかべていたあの優やさしげな表情こそが、乱世に翻ほん弄ろうされながら必死で下げ克こく上じようを繰くり返して生き延びてきたあの男のほんとうの……。

「……宇喜多……おんしは……誰よりも毛利の家族を、愛しておったのじゃな……わが妹の……隆景の罪も、『運命』も、その願いも、すべて……すべて、おんしが一身に引き受けてくれたのじゃな……許せ……許してくれ……おんしの娘むすめは……宇喜多秀家は、宇喜多家は、毛利の家が続く限り未来永えい劫ごう、守る……すまん……すまんのう……」

　元春は、ついに耐たえきれずに声をあげて泣いていた。しばしの間、吉川元春軍の行軍が、遅おくれた。

　このしばしの行軍遅ち滞たいが、伊勢街道に封鎖されていた相良良晴軍に奇き跡せき的な「活路」を与あたえることとなった。




　徳川本軍一万は、必死で伊勢街道の出口に「壁」を作り、吉川元春・長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちから伊勢街道側の諸将と連れん携けいして相良良晴軍を壊滅させようと粘ねばりに粘っていた。だが、黒くろ田だ官かん兵べ衛えが本陣を捨てて一万の兵を率いて大おお友とも修しゆ羅ら隊に合流し、黒田方の兵力が二万に倍増したことで、ついに支えきれなくなりつつあった。

　そこにさらに、南天満山から「大一大万大吉」の旗印を掲げた石田佐吉がもう一万の加勢を率いて徳川本軍へと攻め寄せてきたのである。

　南天満山本陣はすでに空陣だったはず。いったいどこからあのような兵が？　と本ほん多だ正まさ信のぶは悲鳴をあげていた。今になって東山道の西から来たということは、西の隣りん国ごく・近江おうみの兵。集めた者は、おそらくは浅井長政、と徳川家康が爪つめを嚙かむ。むろん、南天満山の守備兵が前線へ突き進んできた理由ははっきりしている。松尾山で、宇喜多直家が「西軍」に寝ね返がえり、下山しようとしていた小早川軍へと襲いかかったためだ。南天満山本陣を攻める東軍部隊は今、一時的に消えている。だが、この千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を捉とらえて迷わず全軍で徳川へとぶち当たってきた石田佐吉という無名の姫ひめ武将は、いったい何者なのか。徳川家の勝利を。徳川家康の天下を。東軍の関ヶ原制圧を。ことごとくを、あの石田佐吉なる幼い姫武将が、今、奪うばい取ろうとしている。

「……相良良晴の義妹です。加か藤とう虎之助たちとともに、相良妹軍団と呼ばれています」

　気配を消して完全に陣幕の背景の中に溶とけ込んでいた服部はつとり半はん蔵ぞうが、家康に告げていた。

「おそらく本来の『歴史』では、姫と関ヶ原で『天下』を争う『運命』にあった姫武将でしょう」

「……そう、思います。そんな気がします。あの者に打ち勝たねば、徳川の勝利はないのですね、半蔵」

　石田佐吉自身には武はない。しかし、その統率は見事なものだった。そして「山さん陰いんの麒き麟りん児じ」山中鹿之助率いる尼子十勇士が、徳川の強兵を次々と薙なぎ倒たおして血路を開く。鹿之助を背後から守るは、上うえ杉すぎ謙けん信しんと見まがう白い行人包を被かぶった大谷紀之介。手て堅がたく、分厚い用兵だった。加藤虎之助、福ふく島しま市松、石田佐吉だけではなかったのか。まだ、いたのか。あれほどの者を、相良良晴はまだ温存していたというのか。家康は、震え上がった。あれは、将の将たる者。率いる兵が多ければ多いほど、大谷紀之介はより強くなる。希け有うな武将だった。もしもあの大谷紀之介に百万の軍勢を与えれば、世界広しといえどもその強さはおそらく無敵無敗。

「弥や八はち郎ろうさん。徳川は一万。黒田・相良方は三万！　息つく暇ひまのない激闘の連続でさしもの三河兵も疲ひ弊へいしています。壁を、突破されてしまいます！　背後の伊勢街道戦線は!?　吉川元春は？」

　吉川元春軍の下山が予定よりも難航。南宮山が峻しゆん険けんすぎたのか、あるいは……と正信は天を仰あおいでいた。相良良晴が伊勢街道を脱だつして中原へ舞まい戻れば、ついに良晴は失っていた「地の利」を得る。おそらくは、天の時も。人の和も。相良良晴は、すでにいずれをも摑んでいる。長きにわたる奔ほん走そうと漂ひよう流りゆうと戦いの果てに、自らの手で摑み取ったのだ。大器晩成のお方であった姫にとっては、未来から時を駆かけてそのまま全速力でこの戦国の世を駆け抜けてきた相良良晴が存在した分、時間が足りなかった。足りなくなったのだ。

「鍵かぎを握にぎっていた松尾山の戦力は、もはや宇喜多の寝返りによって相そう殺さいされ消えたも同然。われらがこのまま相良良晴を封ふう殺さつできねば、笹ささ尾お山やまも北天満山も危あやうくなります。地の利だけは、絶対に渡わたせません。渡しては、なりません」




　その松尾山で、今、ひとつの決着がつこうとしていた。

　南天満山戦線で、さらなる増ぞう援えんを得た相良・黒田方がついに徳川の分厚い壁を突破しようとしているさまを確かく認にんし終えた宇喜多直家は、「やれやれだな、相良良晴。オレさまがてめえに、『地の利』を与えてやったんだぜ。なあ、秀家を頼むぜ」と笑いながら、なおも直家を討ち取れないでいる小早川隆景のもとへと馬を奔はしらせている。

　懐ふところに、片かた腕うでを突っ込みながら。「二挺ちよう目の短たん筒づつ」を抜ぬき放つ、と匂におわせながら。

「お嬢じよう！　撃うてえええええええ！　オレを『西軍に寝返った裏切りの将』として、討ち取れえええええ！　あんたの『運命』を、オレによこせええええ！　迷うんじゃねえええええ！　泣くなああああっ！　涙なみだは、相良良晴と再会を果たした時まで取っておきやがれ！」

　宇喜多、私は、と隆景が涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げた時には。

　これ以上はもう！　近づけるな！　隆景さまを、姫をお守りせよ！　と決死の形相となった旗本衆が、宇喜多直家めがけていっせいに鉄てつ砲ぽうを放っていた。

「見知ったかあああ！　オレは『奸かん悪あく無限』！　『姫武将殺し』！　裏切りご免の、宇喜多直家さまよおおおお……ぐふっ……!?」

　隆景の目の前まで迫せまったところで弾だん丸がんを次々と食くらって蜂はちの巣となった宇喜多直家の身体からだが、馬上から滑すべり落ちる。

　松尾山の麓ふもとに咲さき誇ほこる花畑の上に、宇喜多直家は仰あお向むけに倒れていた。

　宇喜多！　と自分の名を呼ぶ小早川隆景の涙声が聞こえた。

「……宇喜多軍はまだまだ戦うぜ、お嬢……今討うち取られたオレは、影かげ武む者しやよ……へ、へ……あんたは、松尾山を下りられねえ。相良良晴が勝ちを収めるその時までな。お嬢は……これで、れっきとした東軍の姫武将だ……裏切りは、なかった……毛利は、やっぱり律りち儀ぎの家だぜ……そうでなきゃあ、なあ？」

　宇喜多直家は、最後の力を振ふり絞しぼって、懐に突っ込んでいた片腕を抜いていた。その手の中には、秀家たち「毛利こども軍団」の大好物、長崎名物のカステラが握られていた。堺より参戦してきた小西弥九郎から、手に入れたのだろうか。

「……秀家に……届けて……やってくれ」

　温かく小さな少女の手が、直家の血に塗まみれた手に、重ねられていた。

　そこで視界が真っ暗になった。

「殿は奸悪無限！　卑ひ怯きよう！　卑ひ劣れつ！　人間の徳をすべて捨ててきた忘恩の策士！　正々堂々と戦場で死ぬわけがあろうか！」

「そうとも！　そんな綺き麗れいな宇喜多直家なんぞ、いるかあああ！」

「どうせいつもの通り、影武者に決まっておるわああ！」

「殿の薄うす汚ぎたない悪あく謀ぼうはまだまだ炸さく裂れつするぞおおお！　小早川軍よ、勝負はまだまだこれからだあああ！」

「お優しい小早川のお嬢が、われらが殿の卑劣さに勝てると思うのかあ！　はっはっはっはっはあ！」

　隆景の泣き声よりも、遠くで騒さわいでいる宇喜多家の男どもの叫さけび声のほうが、大きい。なんだよ。誰も逃にげないのか。とことん時間稼かせぎするつもりか。相良良晴が中原という『地の利』を得るその時まで戦うつもりか。全ぜん滅めつするぞ。まったく、馬ば鹿かな野や郎ろうどもだ。お前らが全滅したら、誰が秀家を支えるんだ……まあ、いい。勝手にしな。オレは、オレの好きなように生きた。お前らも、そうしろ。戦国の世は、今日、この関ヶ原で終わる。これからは相良良晴と小早川のお嬢が、必ず、秀家を守ってくれる。

　さあ。急げ、相良良晴。

　だがよ──オレのような鬼き畜ちく外げ道どうが、花に囲まれて死ねるなんて、ちょっとばかり幸福すぎるぜ、と宇喜多直家は思った。

　そして。

　意識を、無明の闇やみへと手放していた。




　戦国日ノ本の「天下人」を定める「関ヶ原の合戦」に、決着の時が迫っている。

　北天満山戦線。関ヶ原中原の「十字路」。八幡神社を本ほん陣じんと定めて「車くるま懸がかり」の陣形を採り、前後からの挟きよう撃げきに耐えていた武たけ田だ旗本軍。これに対し、北天満山から下山して「西軍中入り隊」と連携して猛もう攻こうを加えていた明あけ智ち光みつ秀ひでは、「時間切れ」が迫っていることに焦あせりの色を隠かくせなかった。

　松尾山で小早川隆景と宇喜多直家が戦いはじめたことで、南天満山の相良本陣が陥かん落らくする危機は去った。しかし、徳川家康・長宗我部元親・吉川元春の勢力に三方向から挟撃された相良良晴はなお中原へと帰き還かんしていない。黒田官兵衛、大友修羅隊、石田佐吉が徳川の「壁かべ」をこじ開けようと伊勢街かい道どうの「出口」へと殺さつ到とうしているが、徳川の粘りは驚きよう異い的だった。たとえ官兵衛たちが良晴の救きゆう援えんに成功したとしても、笹尾山への救援には間に合いそうにない。なによりも、伊勢街道に伸のびきった良晴の軍を側面から突つこうとしている吉川元春。

「笹尾山の信奈さまの本陣が、陥落寸前に……！　しかも、今なお相良先せん輩ぱいは伊勢街道に封ふう鎖さされたまま……！」

　明智光秀は（十じゆう兵べ衛えは、信奈さまより鶴かく翼よくの陣形の中央を委ゆだねられながら、徳川家康に南下を許して相良先輩を危地に陥おとしいれ、武田信しん玄げんの陣を崩くずせぬままに中原に足止めされてしまったです……不覚……！）と唇くちびるを嚙み破っていた。信玄の本陣を中心点として、武田の諸隊が何枚もの「刃やいば」となって無限の回転運動を続け、接近する敵兵を殲せん滅めつするという「車懸り」の陣。東西から東軍の総大将・武田信玄を挟撃しておきながら、光秀はこれを殲滅する手立てを見つけることができなかった。笹尾山の方角を見る。北ほつ国こく街道の制圧権を巡めぐって柴しば田た勝かつ家いえたち織田北陸方面軍と越軍の激げき闘とうはなおも続いているが、戦場のただ中で東西から挟撃され孤こ立りつしている武田信玄に呼応するかのように、上杉謙信自身が手勢を率いて笹尾山へと登っていく姿が、はっきりと見えた。信奈が構築した「三段撃ち」の野戦陣がすべて突とつ破ぱされる時が、近づいている。ついに、「時間切れ」の時が迫っていた。

「車懸り」を破る戦術を見み出いだそうと、光秀は必死で打開策を見出すべくあの手、この手を用いて「車懸り」の弱点を探さぐっていた。勝機を探っていた。隙すきを探していた。しかし、ことここに至って、そのような「知ち恵え」が信奈と良晴をこの窮きゆう地ちへと追い詰つめたのだと気づいた。「車懸り」の陣形は、武田信玄が光秀に投げかけた「謎なぞかけ」のようなものである。かの川かわ中なか島じまの合戦で、信玄は謙信が閃ひらめいたこの「車懸り」の陣形を攻こう略りやくする術すべを見出せなかった。武田軍は膨ぼう大だいな犠ぎ牲せい者しやを出した。織田家が誇る竹中半兵衛と黒田官兵衛の両軍師でさえ、手て取どり川がわの合戦では、「膠こう着ちやく・引き分け」に持ち込むのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。だが今、この「関ヶ原」で信玄を相手に膠着は許されない。

　明智光秀よ、そなたならば攻略できるか。できねば東軍に勝つことはできない。

　光秀は、自らの思考が武田信玄のこの「謎かけ」に支配されていたことに、ついに気づいた。信玄の目的はただひとつ。たとえ武田旗本軍を壊かい滅めつさせてでも、信玄自身がここで明智軍と竜りゆう虎こ相搏って倒れようとも、最後まで明智光秀を中原に縛しばりつけ、織田信奈の救援にも相良良晴の救援にも向かわせないこと。すなわち、自らを犠牲にして東軍に勝利を与あたえることだ。

　武田信玄こそが、東軍の盟主であり、織田信奈の前に立ちはだかった「天下人」候補。

　その「常識」に、光秀はずっと囚とらわれていたのだ。

（違ちがうです！　これは総大将の戦い方にあらず！　武田信玄は、「東軍」に勝利をもたらすために、すでに己おのれを捨てている……！　関ヶ原から生せい還かんするつもりなど、信玄には最初からなかったのです！　この十兵衛を巻き込んで関ヶ原の中原で玉ぎよく砕さいする。それが信玄が選んだ戦術。自らの智ちを頼たのむこの十兵衛だからこそ、伝説の「車懸り」を見れば、これを攻略する手段を探さずにはいられない。時間切れになるまで十兵衛を中原に縛りつけ、「車懸り」の攻略法に拘こう泥でいさせる。すべて、信玄の思う壺つぼだったのです！　なんという不覚。なんといううかつ！）

「利とし三みつ！　『車懸り』の陣を通常の戦術で撃ち破る時間は、もうありません！　信奈さまと先輩が先に倒されます！」

「それでは、いかがなさいますか!?」

　戦場の最前線に出て「車懸り」の「刃」を一枚一枚剝はぎ取ろうと悪あく戦せん苦く闘とうしてきた光秀も副将の斎さい藤とう利三も、すでに、ともに矢傷を負っている。矢と銃じゆう弾だんが飛び交かう中、大声を張り上げなければ互たがいの声が通らない。

「回転し続ける複数の『刃』を一枚一枚剝ぎ取ろうとしてきたのが、間違いだったです！　波のように新手の兵を繰くり出し続け、触ふれるものをことごとく薙なぎ倒たおす殲滅戦特化型の『車懸り』の陣形。統率された武田兵が織りなすこの円運動に死角はなく、挟撃も迂う回かいもなりません！　ですが、たったひとつだけ、手て薄うすな地点があるです！」

「手薄な地点!?」

「台風の『目』と同じ道理です、利三。『車懸り』の円運動の中心点。武田信玄の本陣です！　信玄本陣のみは、不動の姿勢を保っていなければなりません！　本陣が猫ねこの目のように動きまわれば、『車懸り』の円運動はその中心を失い、乱れてしまうからです！　この永遠に運動し続けるかのように見える完かん璧ぺきな陣形のただひとつの『隙』は、不動を保つ信玄本陣にあり……！」

　かつて上杉謙信が自ら「毘び沙しや門もん天てんの化け身しん」と名乗っていた時、謙信の好敵手である信玄は「不ふ動どう明みよう王おう」を名乗り、自らの似姿を不動明王像として制作させたのだという。この関ヶ原の中原で──「車懸り」の陣の中央に不動明王の如ごとく、山の如く動かざる今の武田信玄こそ、信玄と山やま本もと勘かん助すけが生しよう涯がいを賭として追い求め続けてきた「日ノ本最強の武将」そのもの。そして、その信玄をついに「日ノ本最強」へ到とう達たつさせた最後の「鍵」こそが、永遠の好敵手・上杉謙信が考案した「車懸り」。

　明智光秀は、（「日ノ本最強」武田信玄をここで討たねば、信奈さまの「天てん下か布ふ武ぶ」は成りませんです）と悟さとると同時に、「『車懸り』を破る方法はただひとつ」と叫んでいた。

「これよりこの十兵衛自らが、決死隊を率いて信玄本陣へと斬きり込みます！　『刃』と『刃』の狭はざ間まを搔かい潜くぐって、円運動の中心部へと！　中心部へと、台風の『目』へと到達すれば、そこには『刃』は及およばないです！」

　そのようなことをすれば、姫ひめは生きて帰れません！　無む謀ぼうです！　たとえ本陣へ辿たどり着けたとしても、信玄と相打ちになります！　と斎藤利三は悲鳴をあげた。

「そうです。無理矢理に信玄との相打ちに持ち込む以外に、この『車懸り』を攻略する道はありませんです！　利三、そなたに明智軍の指揮を委ねます！　十兵衛が『刃』の隙間を搔い潜れるよう、全力で陽動をお願いします！　この関ヶ原の合戦、必ずや西軍に勝利を。信奈さまを、天下人に！」

　斎藤利三は、（この人に、幸せになってほしかった。「天下人」にふさわしい将器と才能を持って生まれながら、いつも天運に見放されたかのように不幸続きだったこのお方に。お人ひと好よしすぎて、他人を助けることばかりに夢中で苦労ばかりしてきた、このお方に。でも、もう……）と涙をこらえながら、光秀に最後の説得を試みようとした。

「……もはや、止めても無む駄だでしょうが……それでよろしいのですか、姫……天下も。相良良晴どのも。なにもかも、織田信奈さまのものに……姫はなにも手にすることなく、ここで果てられるのですか……!?」

「信奈さまなくして十兵衛もないのです。これでよいのです。十兵衛が辿るはずだった本来の『運命』は、絶望と後こう悔かいしか残らないものでした。今、十兵衛は最さい期ごの時を迎むかえますが、その先には希望が。これは罪つみ滅ほろぼしにあらず。本来は決して実現するはずのなかった『天下布武』の夢を、信奈さまと、相良先輩に届けたいのです。他ほかならぬ、この十兵衛の手で。『裏切りの将』としてではなく、二人の友として、死ねるのです。道どう三さんさまにも、きっと、褒ほめていただけます……もう……思い残すことは、なにもありませんです」

　ああ。このお方が浮うかべる、この天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが好きだったのだ。この笑顔を、守りたかったのだ、ならば、これ以上引き留めるべきではない、と利三は思った。姫が駆かける「道」の向こうには、希望がある。たとえ戦場で散るという「結末」は同じでも、その道程は希望に満ちている。やはりこのお方は、野望に燃えるお方ではない。「道」を、「志」を友へと託たくすために生きる。どこまでも、そういう人だったのだ。

「利三。わが明智家は道三さまが美み濃のを追われて以来、流る浪ろうを重ねてきた没ぼつ落らく士族。利三が補ほ佐さしてくれなければ、明智軍団は立ちゆきませんでした。今まで、世話になったです。母上を、くれぐれもよろしく頼むです……！」

　明智光秀、百の決死隊のみを引き連れて、暴風のように暴れ狂くるう「車懸り」のまっただ中へと、突とつ進しん。

　明智軍の采さい配はいを委ねられた斎藤利三が、諸隊を分散させて、「車懸り」の「刃」の一本一本の回転をわずかな間だけでも阻はばむべく、「これよりわれらが姫は、『天下』へと駆けられる！　断じて姫を横死させるなあああっ！　押しとどめよ！　『車懸り』の回転を、ほんの一時でいい、しばしの間だけでいい、姫のために押しとどめよおおお！」といっせいに突とつ撃げきさせた。

「うわあああ！　姫さまああああああ！」

「……う、う……相良どのと、結ばれてほしかった……たとえ、側室でも……」

「ちくしょう、ちくしょうううううう！　俺たちが、もっと強ければ……！」

「臆おくするなああああ！　本陣まで、姫を辿り着かせろ！　防ぎ止めろおおおお！」

「惟これ任とう日向ひゆうがの守かみを舐なめんなあああ！　近畿管かん領れい軍は伊だ達てじゃねええええ！」

　武田旗本軍との数刻に及ぶ激闘でもはや力を使い果たし疲ひ弊へいしきっていた明智軍の将兵たちは、明智光秀の退路なき「斬り込み」を見るや否いなや、いっせいに目を見開き、咆ほう吼こうしていた。幾いく筋すじもの「線」となって分散し、それぞれが高速で回転しながら行軍を続ける「車懸り」の「刃」の一本一本へと嚙かみつき、食くらいつき、その暴風雨の如き突進力を相そう殺さいしようと必死に抵てい抗こうした。

　わずかな時間だったが、「回転」の速度が、遅おそくなった。急停止したかのように、決して止められないと誰だれもが絶望していた「車懸り」の円運動が、一いつ瞬しゆん、止まった。

　明智光秀は、この最初で最後の「機会」を逃のがさなかった。「……感謝するです……みんな……ありがとう」と明智軍の将兵たちに心の中で手を合わせながら、馬を駆り、「死」への道を一直線に駆けた。

　竹中半兵衛が建こん立りゆうした関ヶ原中原の八幡神社に、武田信玄は本陣を敷しいていた。「本陣」だけは、円運動の中心だけは、回転運動をする必要はない。不動でなければならない。だからこそ、神社内に布陣していた。この合戦で東軍が勝利を手にするまで、決してここから一歩も後退するつもりはない、という信玄の覚かく悟ごの表れだろう。

　だが、それにしても、本陣周囲を固める武田兵が想定よりも少ない。あれほど用心深い信玄が、「車懸り」の中心点周囲に、ほとんど兵力を残していない。まるで、自分はどのみちここで死ぬ、と覚悟していて、敢あえて持てる兵力をそれぞれの「刃」へとすべて投入してしまったかのような……。信玄ほどの名将が、「『車懸り』のただひとつの攻略点は回転運動に加われぬ不動の中心点にあり」と気づいていないはずがなかった。光秀は（二万もの大兵力を率いていながら、いったいなぜですか）と戸と惑まどいながらも、「信奈さまに最後の『天運』が与えられたです！」と歯を食いしばってひたすらに駆けた。

　馬上で、種子島を放ちながら。

　今いま川がわ義よし元もとを守るために、清水寺で孤こ立りつ無む援えんの戦いを繰り広げていたあの時、信奈と良晴たちがわずかな手勢で光秀を救いに来てくれたあの時の驚おどろきと喜びを、胸に嚙みしめながら。そしてあの時、相良良晴が光秀のためにどれほど困難な「選せん択たく」をしてくれたのか、その重すぎる意味を嚙みしめながら。

「未来」を知っている相良良晴はあの時、あのまま明智光秀を清水寺で死なせてしまうという選せん択たく肢しを採れるはずだった。誰の手を汚よごすこともなく、信奈に罪悪感を抱いだかせることもなく、「本ほん能のう寺じの変」で信奈を殺す「運命」だった光秀を歴史から退場させることができるはずだった。だが相良良晴は──自分が愛する女性を、織田信奈を、いずれ殺す者を。憎にくむべき「裏切りの将」を、見放さなかった。むしろ、庇かばった。そのような選択が、尋じん常じような人間にできるだろうか。信奈の「未来」も。光秀の「運命」も。いずれも拾ってみせる、と良晴はあの時、決断してくれたのだ。途と方ほうもない馬ば鹿かだと言っていい。室むろ町まち幕府の中央集権化を断行した将軍・足利義よし教のりが家臣の赤あか松まつ氏に殺され、幕府再興のために自ら剣けんを取った剣けん豪ごう将軍・足利義よし輝てるが三み好よし松永に襲しゆう撃げきされて日ノ本から追われ、西国の覇は者しや・大おお内うち義よし長ながが恋こい人びとであり家臣だった陶すえ晴はる賢かたに謀ぼう殺さつされるというこの裏切りご免めん・下げ克こく上じようの乱世では、そのような甘い夢など、叶かなうはずがない。

　なによりも──良晴は、「本能寺の変」という忌いまわしい「未来」を知っていながら、光秀を憎むことも、嫌きらうことも、軽けい蔑べつすることも、なかった。どこまでも、信しん頼らいを寄せてくれていた。それどころか、少女でありながら武器を取り「天下安あん寧ねい」を夢見て乱世を戦う姫武将として、尊敬すらしてくれた。もしも信奈と先に出会っていなければ、先に光秀と出会っていれば、良晴は光秀を伴はん侶りよに選んでいただろう。

「武田信玄……！　幾いく多たの激げき闘とうを繰り広げ、ついに武将としての頂点に到達した、戦国最強の姫武将……！　その宿星、ここで落とさせていただきますです！　十兵衛の命と引き換かえに……！　天下は、信奈さまのものに。相良先せん輩ぱいの夢を、この十兵衛が……！」

　決死隊の面々が、次々と「惟任日向どの、ご免！」と攻せめ寄せてくる武田本ほん陣じん守備隊に激げき突とつして「壁かべ」となり、「姫！　本陣まであと一歩です！」「われらに構わず、急いでください！」と光秀を守る中。

「……みんな……かたじけなし……！　惟任日向、押し通ります！　うあああああ！」

　光秀は殺さつ到とうする武田兵の槍やり先を斬り伏ふせながら鳥居を潜り抜ぬけ、参道を奔はしった。

　最後の「関門」となる拝はい殿でんを突とつ破ぱする際、拝殿内に伏せていた弓兵たちがいっせいに矢を放ってきた。矢の嵐あらしの中を、光秀は搔い潜った。避よけきれない。甲かつ冑ちゆうに、一本、二本、三本、と鏃やじりが突つき刺ささる。立て続けの、激痛。出血。が、光秀はなおも脇わき目めも振ふらずにまっすぐに駆け続けた。追っ手は、光秀を支え続けてきてくれた決死隊の男たちが、必ず防ぎ止めてくれる。

　ついに光秀は単たん騎き、八幡神社の本ほん殿でん正面へと突入を果たしていた。

「疾如風、徐如林、侵掠如火、不動如山」。伊吹山から吹ふき下ろしてくる風にたなびく、「風林火山」の軍旗。「南な無む諏す方わ南なん宮ぐう法ほつ性しよう上かみ下しも大だい明みよう神じん」──野望のために諏す訪わ家を滅ほろぼしつつも、信玄がこよなく愛した諏訪湖の神「諏訪明神」の軍旗。本殿手前の境けい内だいに据すえられた床しよう几ぎに座る、諏訪法性の兜かぶとを被かぶった信玄の影かげ武む者しや。おそらくは信玄に残されたただ一人の実じつ妹まい、武田逍しよう遙よう軒けん信のぶ廉かど。

「惟任日向どの。武田と上杉の総力を結集したこの『車くるま懸がかり』ただひとつの急所を、よくぞ見み抜ぬかれ、ここまで駆けられた！　お見事！　惟任どのこそは、かの上杉謙信どのに勝まさるとも劣おとらぬ、万夫不当の英えい傑けつ！　ですが……これより先には、進ませません！」

　逍遙軒が、槍を繰り出す。あの川中島の合戦で、信玄と一いつ騎き打うちを繰り広げていた謙信の馬を突いた、あの槍だった。馬上の光秀は、（いけない。矢傷から……失血……しすぎました……目め眩まいが……）と一瞬遠のきかけた意識を𠮟しつ咤たしながら、己おのれの太ふと股ももに簪かんざしを突き立てると、逍遙軒の槍を太た刀ちで受けた。剣術は、塚つか原はら卜ぼく伝でん直伝。宝ほう蔵ぞう院いん流の十文字槍を操る松永弾正との一騎打ちを、光秀は思いだしていた。なにもかもが、懐なつかしい。あの時も、簪で己の脚あしを貫つらぬいて……あの時は、弾正の「言こと霊だま」に惑まどった。しかし、今は。なにがあろうとも、惑わない。日ノ本の「未来」を変えてしまうはずだった日本史上最悪の「謀む反ほん人」が。ここでその「運命」を、反転させることができる。相良良晴から、何度も何度も守られ、庇われ、愛され、そして与あたえられた機会。手放すことは絶対にできない。手に入れてみせる。なにも手に入れずに死ぬのではない。決して手に入れることのできなかったものを、今、十兵衛は手に入れようとしている。そのまま槍を突き上げて放り投げ、逍遙軒の頭上を馬で越こえていた。逍遙軒が「姉上……！」と声をあげていた。あの謙信から信玄を守り抜いた逍遙軒が、信玄にとっての最後の「盾たて」が、ついに、突破された。

　薄うす暗ぐらい本殿の内部へと、踏ふみ込む。

　そこに、「討うつべき者」が。

　智ち勇ゆうすべてを兼かね備え、誰も到とう達たつできない境地にまで己を鍛きたえ上げ、武田軍を育てあげた、戦国最強の姫武将が。

　武田信玄が、いた。

　光秀は、言葉を失っていた。

　武田信玄は──死の淵ふちを、彷徨さまよっていた。

　もう、起き上がることも、できない。

　だがその身体からだのどこにも、怪け我がをしてはいない。

　病、と光秀は気づいた。

　そして、その虫の息になっている武田信玄の病やみ衰おとろえた身体を抱き支えている者は、誰あろう、岐ぎ阜ふ城で信玄に斬られたはずの津つ田だ信のぶ澄すみだった。

「信澄どの!?　これは……これは、いったい……!?」

　信澄は、信玄を庇うように、光秀の前に無言で頭こうべを垂れた。

　光秀は即そく座ざに理解した。信玄がなぜ、岐阜城で降こう伏ふくした信澄を自らの手で斬るなどという項こう羽うの如ごとき残ざん忍にんな所業に及およんだのかを。時間が、なかったのだ。もう、余命が、残っていなかったのだ。だから、信奈との「決戦」を急いだのだ。これまで相良良晴に「少女」としての心を守られ続け、ついに「魔ま王おう」になりきれなかった信奈に、関ヶ原での一戦ですべてを決着させる、と決断させるために。かつての「岐阜の合戦」の時のように、和わ睦ぼくなどを成立させないために。しかも。信玄は、信澄を、殺していなかった……！

「……太た郎ろう……瀬せ田たは……瀬田は、まだ、なの……？　この、鬨ときの声は……」

　まもなく瀬田に入ります。右手に、琵び琶わ湖こが。正面には、叡山が見えます。われらを京へと先導する小早川隆景軍が、勝ちどきをあげております、と信澄は信玄の耳元にそっと囁ささやいていた。

「……太郎……噓うそは……よくないわ……武田が、東軍が、勝ちを収めているのならば……謙信が……わがもとに……来ていない、はずがない……それに……小早川は……愛する殿との方がたに……相良良晴に……殉じゆんじているはず……」

　頭脳の明めい晰せきさは、失っていなかった。しかしすでに信玄の意識は、途と切ぎれ途切れになっている。津田信澄を、武田太郎義よし信のぶだと思いこんでいる。義信ははるか以前に、今川家との同盟を破は棄きして駿する河がを奪うばおうとした信玄の「裏切り」を巡めぐって姉と対立し、武田家中の分ぶん裂れつを防ぐために自ら切腹して果てている。信玄は、現世と常とこ世よとの狭はざ間まを、彷徨っている。

「……誰が、来たの……次じ郎ろうちゃんなの……？　それとも……禰ね々ね……？　よく……見えないわ……」

「光秀どの。あなたまでが命を捨てる必要はありませんでした。あなたにお伝えできず、このようなことに……あなたまでをも、死地に追い込んでしまいました。申し訳、ありません……どうしても、伝えられなかったのです……このお方の無念を、思うと……最後まで、戦って、いただきたかったのです……信玄どのは……『姉上』は、もう……まもなく……」

　信澄が、信玄の肩かたを抱だきすくめながら、落らく涙るいした。

　そして光秀は、信玄とともに自らにも「死」すべき時が訪おとずれたことを、知った。

　関ヶ原中原の八幡神社は。

　この時。

　ともに笹尾山の攻こう略りやくを続けていた上杉謙信に「信玄が危ない。『車懸り』の陣の唯ゆい一いつの弱点を明智光秀に見切られたわ！　なんとしても信玄を救って！　今すぐに！」と送りだされ、笹尾山から全速力で転進してきた武田騎き馬ば隊──手負いの武田四天王率いる武田軍最強の精せい鋭えいたちに、完全に包囲されていたのである。

　西を斎藤利三率いる明智軍に。東を「西軍中入り隊」に挟きよう撃げきされていた武田旗本軍。しかし、笹尾山へと連なる北側は東軍方の領域であり、西軍勢は手薄だった。この北側から、武田騎馬隊の残存兵たちは「信玄さまをお守りせよ！」と一気に「本陣」へと殺到し、蟻ありも這はい出ぬ盤ばん石じやくの包ほう囲い網もうを敷いたのである。八幡神社の築つい地じ塀べいの外に上る「旗印」は、それぞれ、山やま県がた昌まさ景かげ。内ない藤とう昌まさ豊とよ。馬ば場ば信のぶ春はる。高こう坂さか弾だん正じよう。信じがたかった。笹尾山の緒しよ戦せんで大だい打だ撃げきを受けているはずだ。まだ指揮を執とれるのか。あるいは、四人のうち一人でも指揮を執れる状態ならば、四人分の騎馬兵たちを自在に動かせるのかもしれない。

　恐おそるべきは、光秀の捨て身の戦術を笹尾山にいながらにして瞬時に見抜き、信玄を救うべく「手」を打った、上杉謙信。たとえ武田騎馬隊不在でも独力で笹尾山を落とすことができる、むしろ手負いの武田騎馬隊を笹尾山戦線から動かしてしまえば思う存分に戦える、と謙信は信じているのだろう。そして、その確信は、慢まん心しんなどではないだろう。川中島で死し闘とうを繰くり広げてきた好敵手を──無二の親友を。武田信玄を救うために。謙信はこれより、織田信奈との友情ゆえに攻めあぐねていた迷いを振り切って、全力で笹尾山の織田陣へと猛もう攻こうをかけるだろう。

　これで関ヶ原の勝利は、上杉謙信のものに。信奈さまは、上杉謙信に敗れる、と光秀は悟さとった。

　斎藤利三が、「姫ひめええええええ！」と叫さけぶ声が聞こえた気がした。

　もはや脱だつ出しゆつは不可能。それでも、最後まで凜りんとして戦うしかない。瀕ひん死しの信玄を人ひと質じちに取って逃にげるような卑ひ劣れつな真ま似ねをしてはならない。信玄の尽つきかけている命を見苦しく奪って道連れにしてはならない。ましてや、信奈と良晴を捨てての降伏など、あり得ない。だが、「夢」が、破れた。あと、一歩のところで。なんという無念。武田信玄の命も。明智光秀と織田信奈、そして相良良晴が抱いてきた夢も。ともに、この八幡神社で潰ついえるのだ。悔くやしい、と涙なみだが頰ほおを伝った。

　これが、「運命」。あるいは、十兵衛への「罰ばつ」なのでしょうか。信奈さま。

　明智光秀は種子島を構え、ただ一言を、発していた。

「『是ぜ非ひに及ばず』──です」




　笹尾山後方から関ヶ原の中原へと連なる北国街かい道どうでは、織田北陸方面軍と越軍の激闘が続いていた。柴田勝家、丹に羽わ長なが秀ひで、前まえ田だ犬いぬ千ち代よの三将が北国街道を抜いて笹尾山に追い詰つめられている信奈本陣を救きゆう援えんしようと何度も突とつ撃げきを繰り返すが、直なお江え兼かね続つぐの指揮のもと、越軍は「謙信さまが笹尾山を落とされるまで」「決して通すな！」と奮戦し、北国街道の「蓋ふた」となって戦い続けていた。

　さしもの猛もう将しよう・柴田勝家も、どうしても越軍の分厚い壁を打ち破ることができない。

「北きた条じよう高たか広ひろ、ここにあり。北関東を伊だ達て政まさ宗むねに荒あらされた分、新たな城代職をいただかねばなりませんのでな……あと半刻で、笹尾山は落ちる。それまでそれがしのお相手をしていただきますぞ、柴田どの」

「きいいいっ！　いいから、通せえええっ！　くそっこの男、くらげのように捉とらえどころがない采さい配はいをする……！　北条！　あたしとの一騎打ちに応じろおおおおっ！」

「……姫武将を斬きると寿じゆ命みようが縮みますのでな。それがし、柿かき崎ざき景かげ家いえの轍てつは踏みたくない。遠えん慮りよいたします」

　柴田勝家は、北条高広の持久攪かく乱らん戦術にのらりくらりと翻ほん弄ろうされ、その武力を発揮する機会をなかなか得られない。

　打って変わって丹羽長秀は、「謙信さまの背後は奪わせません！　北国街道を押し通るのは、ボクを斬ってからにしてもらいます！」と目を血走らせて攻め寄せてくる「揚あが北きた衆しゆう」筆頭・本ほん庄じよう繁しげ長ながを相手に、「姫の『天てん下か布ふ武ぶ』を、あと一歩というところで……薙なぎ払はらいます！」と決死の形相で激しい一騎打ちを展開していたが、互たがいに実力が伯はく仲ちゆうし、勝負がつかない。

　北条高広にしても、本庄繁長にしても、かつて謙信に反旗を翻ひるがえしている「謀反人」のはずだった。越軍のあまりの手て強ごわさに攻め手を失った軍師・竹中半兵衛は、そこに打開策を見み出いだそうとしていた。しかし、彼らには謙信に謀反する気配などかけらもない。忠誠無比にして果か敢かん。むしろ、過去になぜ謙信に反旗を翻したのかが、わからないくらいだった。さらに、「無敵無敗」だが体力のなさのために常に速戦主義を取ってきた謙信に率いられてきたため、これまでの戦いくさではいつも攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうで、経験のない守勢に回ると実力を発揮できないはずの越軍が、直江兼続の指揮のもとではあたかも不動の「山」と化したかのように堅かたく、粘ねばり強い。

　この「守勢に回ってなお強さを失わない越軍」は、半兵衛の計算の外にあった。

「赤備え」の武田騎馬隊が笹尾山さん麓ろくから中原へと移動を開始したのを見た半兵衛は、青ざめた。

「……武田騎馬隊が笹尾山を離り脱だつして、中原へ……これは、謙信さまがいよいよ笹尾山の馬ば防ぼう柵さくを突とつ破ぱする『道』を見出したということです！　もう時間がありません……！」

　これを見かねた「山登り姫武将」の佐さつ々さ成なり政まさが「ただちに伊吹山系を迂う回かいしながら越えつ山ざんして、信奈さまの本ほん陣じんにはせ参じましょう。ほいさっさ」と登山準備に入り、前田犬千代が「黒くろ母ほ衣ろ衆には負けていられない。犬千代も行く」と追いかけようとした、が、斎藤朝とも信のぶ率いる越軍の別働隊が笹尾山の麓ふもとを突とつ進しんしてきて、佐々と犬千代の登山行軍を阻はばんだ。半兵衛ほどの天才軍師が、直江兼続に一手遅おくれた。この土ど壇たん場ばで。あれほどに夢に描えがいてきた、「天下分け目の決戦」で。北陸からの休む暇ひまのない強行軍が、半兵衛の体力を奪っていたのだ。

　今日この一戦で、戦乱の世が終わる。決してその戦に生きて参戦することはできないだろうと絶望していた頃ころから、菩ぼ提だい山やまから関ヶ原を眺ながめつつ、ずっと、構想してきた。あと十年の命を与えられてからは、再び起き上がることができるようになった。動けるようになった。すべての事態を想定して、あらゆる手を打って来た。それなのに、今、最後の最後になって身体が言うことをきいてくれなくなった。ついに、画が竜りよう点てん睛せいを欠いた。

　明智光秀が、半兵衛が建こん立りゆうした八幡神社に陣取る武田信玄のもとへと決死隊を率いて突入していくさまを、半兵衛は見た。信奈に。そして光秀に。「死」が、迫せまっている。そして相良良晴はいまだ、徳川に封ふう鎖さされた伊勢街道を突破できない。吉川元春の大軍勢が、良晴の軍を横よこ殴なぐりにしようとしている。黒田官兵衛が猛もう然ぜんと徳川の陣を押しているが、徳川の粘りもまた驚きよう異い的だった。吉川元春の軍勢が伊勢街道へ下りるほうが一歩早い。これ以上、良晴は保もたない。

　わたしはなんのために今再びの命を与あたえられたのか。多くの人々から「想おもい」を、「命」をも与えられて、見ることのできなかった夢の続きをこうやって見ることができたというのに。半兵衛は、自分の身体のふがいなさに打ちひしがれ、涙をこぼした。本来、戦場で軍師として采配を取る時、半兵衛は己おのれの感情を顕あらわにしない。熱が、半兵衛の意識を半ば混こん濁だくさせているのだ。

「……お願い……します……熱よ、下がってください……！　四半刻でいいんです。十年の命がこの一日で終わっても、いいんです。あと少しだけ。あと少しだけ、軍師として……戦わせてください！　わたしの肉体に、わたしの頭脳に。最後の、力を……！　お願いします……！」

　もう、姿勢を保っていられない。

　半兵衛の小さな身体が、床しよう几ぎの上から転がり落ちていた。

　だが──。

　登山を断念した犬千代が、この時、本陣へと舞まい戻もどってきた。犬千代は床几から滑すべり落ちて激しく咳せき込んでいる半兵衛を見つけ、そっとその背中をさすった。

「……けほ……けほ……」

「この虎とら皮を頭に被かぶるといい。暖まる……」

「……ありがとう、ございます……直江兼続どのの采配の隙すきを、見つけられません……あと一押し。あと少しなのに……急がなければ……信奈さまたちが」

「……半兵衛はここまでほんとうによくやってくれた……半兵衛のおかげで、最強の上杉謙信と交戦しながら関ヶ原に辿たどり着けた。ここから先は、気力が勝敗を決する……犬千代が決死隊を率いて越軍の壁かべを突つき破り、笹尾山への血路を開く。その道を、勝家と長秀に駆かけさせればいい」

「犬千代さん？　それではあなたが」

「姫さまのため。議論している時間はない。ういろうを供えてくれれば、それでいい。前田家の家か督とくは、姪めいの慶けい次じに」

　半兵衛は起き上がって犬千代を止めようとした、が、犬千代の姿はすでに本陣からかき消えていた。




　犬千代は、脚あしが速い。本陣から飛びだすと同時に武辺者の証あかしである長大な「朱しゆ槍やり」を担かつぎ上げ、北陸の戦場で出会った愛馬「松まつ風かぜ」に跨またがって無言のまま最前線へと駆けていた。「だいふへんもの」の旗印を翻して、越軍の将兵たちの前に躍おどり出る。前田家の郎ろう党とうたちが、慌あわてて犬千代の後に続く。彼らの主人は、口数が少ない。だが、前田家に仕えてきた男たちには、犬千代がなにをしようとしているのかが、わかる。

（戦場で虎皮を脱ぬぐ時が、死ぬ時と決めていた……姫さま。ういろう、美お味いしかった。あとは、勝家と長秀が）

　織田家が誇ほこる「朱槍」の勇者を目指して、越えち後ご兵たちが殺さつ到とうしてくる。よりにもよって謙信さまを差し置いて「大武辺者」とは、いったい何者なのか。越後兵を挑ちよう発はつしているのか。このようなかぶき者を、自在に駆けさせていてはならない。

　前田犬千代は、まだ「吉きち」と名乗っていた幼い信奈と肩かたを組んで那な古ご野やの城下町を練り歩いていた日々を、思いだしていた。尾お張わりの鼻つまみ者、かぶき者が集まった「那古野おもてなし愚ぐ連れん隊たい」。信奈は横着者で、歩くのが面めん倒どうになったら犬千代と勘かん十じゆう郎ろう──信澄の肩に両手をかけてぶら下がりながら、往来の真ん中ではむはむと瓜うりをかじっていた。愚連隊には、こども攫さらいから売り飛ばされてきた「たぬき」こと松まつ平だいら竹たけ千ち代よもいた。信奈は怪かい異いを信じないくせに、たぬ耳をつけた竹千代が実はたぬきの妖よう怪かいではないかと疑っていて、目を離はなすとすぐにたぬき鍋なべにしようとしていた。そのたびに犬千代がこっそり竹千代を救った。勝家はまだ乙女おとめ心ごころに目覚める前で、「権ごん六ろく」と名乗っていた。いつの間にか胸が西瓜すいかのように大きく膨ふくらんで、「権六なんてかわいくない。六と呼べ」と言いだした。姫武将にあんなでかい胸は要いらない。半分欲しかった。呪のろわれろ。犬千代とともに信奈の小こ姓しようを務めていた長秀は、「万まん千ち代よ」と呼ばれていた。その後「五ご郎ろう左ざ」と改名して「万点から五点の姫武将に落ちた」と周囲に失しつ笑しようされ、激しく動どう揺ようし、誰だれかれ構わず点数をつけるヘンな癖くせを覚えた。美人なのにあの妙みような悪あく癖へきのせいで、どんどん婚こん期きが遠ざかる。だから今でも信奈だけは、長秀を万千代と呼ぶ。

　そういえば、自分もほんとうはいつだったか「前田利とし家いえ」と名を改めていたはずだったけれど、姫さまからずっと「犬千代」と呼ばれ続けていたので、本名のほうを忘れていた……と気づき、犬千代は思わず笑っていた。笑え顔がおを浮うかべたのは、いつ以来だろう。

　この者、恐きよう怖ふをまるで感じていない！　心底楽しそうに、笑っている……！　まことの勇者だ！　討うち取れ！　と越後兵たちが四方から迫ってくる。

（もっともっと目立つ。もっともっと、越後兵を引きつける……姫さまのもとへと至る「道」を、開く。行こう。松風）

　犬千代は「すう」と息を吸い込むと、北国街道の至るところへと鳴り響ひびく大だい音おん声じようを発していた。

「越後兵ども、刮かつ目もくせよ！　我われは天下の大武辺者！　朱槍を取れば日ノ本無む双そう！　尾張一のかぶき者、前田利家也なり──！」




　越軍の「壁」が、前田犬千代の突進によって揺ゆらいでいる。

「信玄の命が消えようとしている」という胸むな騒さわぎは、ますます激しくなっていた。上杉謙信はともに笹尾山に籠こもる織田信奈を攻せめていた高坂弾正に「明智光秀が『車くるま懸がかり』の陣の弱点を見切り、破ろうとしている！　ただちに武田騎き馬ば隊は、信玄の救援に！」と使者を放ち、自ら率いる上杉旗本軍のみを率いて単独で笹尾山の馬防柵を攻めていたが、ついに越軍の「壁」から北国街かい道どうを貫つらぬいて織田北陸方面軍が突入してくる時が来た。柴田勝家、丹羽長秀、そして竹中半兵衛を相手に、よくぞ直江兼続はここまで堂々と戦い、持ちこたえてくれた。が、兼続はすでに切れる札をすべて切っている。手取川の合戦では柴田勝家の陰かげに隠かくれてほとんど目立たなかった前田犬千代が、突とつ如じよとして戦場に飛びだしてきて激しく荒あらぶり、膠こう着ちやく状じよう態たいを突き破ろうとかぶいている。

「これ以上、笹尾山に留とどまっていては、信玄が……なぜなの……武田騎馬隊を救きゆう援えんに送ってなお、胸騒ぎが……信玄は、まだ危地を脱だつしていない……むしろ……いよいよ、死が近づいているかのような……！」

　理り屈くつではない。信玄の命の炎ほのおが、消えようとしている。

　信玄のもとへ向かうべきか。だが、ここでわたしが笹尾山から撤てつ退たいすれば、越軍は北国街道の「壁」を突き破られ、織田信奈が勝利を収める。いずれへと向かうべきか。信玄に、戦いをやめさせねばならない。津田信澄を斬った時から、なにかがおかしかった。信玄が信玄でなくなってしまったかのような。理屈はわからない。しかしこれ以上戦わせれば、信玄は間ま違ちがいなく死ぬ。だが、織田信奈との「天下分け目の決戦」を信玄が途と中ちゆう放ほう棄きするはずがない。そのようなことをすれば、信玄は自らの野望のために散っていった武田家の家族や家臣たちを裏切ることになる。たとえ死んでも、戦いをやめないだろう。

　ならば、わたしが織田信奈を倒たおさねばならない！

「これ以上、逡しゆん巡じゆんしてはならない！　竹中半兵衛も、兼続の重厚な守りを前に攻め手を欠いている。兼続ならば、あと半刻は耐たえてくれる！　ただちに笹尾山の織田信奈本陣を陥かん落らくさせ、彼女を降こう伏ふくさせ、合戦を終わらせて大至急信玄のもとへ向かう……！」

　謙信はわずかな手勢のみを引き連れて、笹尾山の麓から山頂目指して突進した。四天王が信玄のもとに向かったあとも笹尾山戦線に留まっていた真さな田だの「双ふた子ご」が、二千の武田騎馬隊とともに謙信を追う。

　この時。森もり長なが可よしが守っている最後の馬防柵は、武田四天王率いる武田騎馬隊の捨て身の突進と、それに続く謙信の猛もう攻こうによって、すでに崩ほう壊かい寸前となっている。

「ちくしょおおおお！　抜ぬかせるかよおおお！　毘沙門天の化け身しんだろうが、鉛なまり玉だまを食らって平気でいられるはずがない！　撃うてええええ！」

　銃じゆう撃げき。大だい轟ごう音おん。たとえ謙信といえども、これほどの銃じゆう弾だんを避よけようがない。「謙信さま！」「『勝利』は目前です！」「日ノ本に謙信さまの『義』を実現するは今です！」と叫さけびながら、次々と越兵たちが謙信を庇かばう。さらには、真田の「双子」率いる武田騎馬隊の男たちまでもが、「あと一歩ですぞ！」「謙信さま！」「戦国最強を競い合ってきた上杉と武田が、一体となれば……」「もはや天下に並ぶ者なし！」と突進し、謙信の盾たてとなる。

「……みんな……すまない……！　この戦いくさは、戦国の世は、必ずやここで終わらせる……これ以上は……誰も、死なせぬ！」

　謙信は、放ほう生しよう月つき毛げとともに、馬防柵を越こえた。

　引き倒された馬ば防ぼう柵さく。続々と、越軍、そして真田の騎馬武者たちが、織田本陣の内側へと突進してくる。

　もはや「三段撃ち」戦術は、用を為なさない。

　やっぱ鉄てつ砲ぽうじゃこの化け物は討ち取れねえな！　最後はこいつだ！　森長可は、父の形見「人にん間げん無む骨こつ」を手にして愛馬「百ひやく段だん」に跨がると、上杉謙信へと打ちかかっていた。もとより生せい還かんするつもりなどない。刺さし違ちがえるつもりだった。

「来やがったなあああ！　毘沙門天！　姫のもとには辿り着かせねえ！　冥めい土どに送ってやんよ！　あたしとともに、散れえええええ！」

　急所を狙ねらって突き立てる必要はない。織田家最狂の姫武将・森長可が電光石火の勢いで繰くり出す「人間無骨」の一いち撃げきを受けた武者の胴どう体たいは、鎧よろいごと破は壊かいされる。衝しよう撃げきを受けた骨はことごとく粉ふん砕さいされ、飴あめのように曲がる。当てれば、殺せる。守りなどない。森長可に、戦場で生き延びるつもりなどない。父の如ごとく、織田家のために、主君のために、戦場で戦い続け殺し続けて絶命することだけを考えてきた。長可の父・森可よし成なりを合戦で失った織田信奈は、森家の家督を継ついだ長可までをも戦で死なせたくなかった。だから、彼女の暴勇をこれまで封ふう印いんしてきた。「三段撃ち」の指揮を委ゆだねてなお、馬防柵から出るな、鉄砲を撃ち続けよ、と命じていた。その森長可が今、ついに解き放たれた。駆け引きもなにもなかった。相打ち上等で、上杉謙信めがけて全力の一撃を撃ち込むのみだった。

　上杉謙信には、「人間無骨」の軌き道どうが見えなくとも、その「気」を感じ取ることができる。森長可が乱世に憤いきどおっているさまを。心を深く傷つけられてきたさまを。会話を交かわさずとも、その怒いかりに満ちた一撃から、感じ取っていた。

　ああ。まるで、飯お富ぶ兵ひよう部ぶ虎とら昌まさのような──。

　飯富の赤備え。あの赤い色は、姫に生まれながら戦場で武将として戦わねばならなかった飯富兵部が乱世に抱いだいた「怒り」の炎だったのかもしれない。

　その飯富兵部も、死んだ。最後は、戦場で敵の首を狩かる武将としてではなく、恋こいする一人の乙女おとめとして。

　わたしも、恋に墜おちた。もう、毘沙門天ではない。

　なぜ反はん撃げきしてこねえ？　太た刀ちを抜けええええ！　と森長可が叫んだ。

「……運は、天にあり。鎧は、胸にあり……」

「抜けええええ！　ここは毘び沙しや門もん堂じゃねえ！　地じ獄ごくの戦場だあああ！　むざむざ死にに来たのかよ、この糞くそ尼あまがああああ！」

　謙信が太刀を抜かず、まっすぐに駆けてきたことで、森長可は一いつ瞬しゆん迷った。

　必殺の「人間無骨」が、空を切っていた。

　謙信が太刀を抜いていれば、絶対に、一撃を当てることができていたはずだった。

　しかし謙信は、抜かなかった。

　ただまっすぐに、駆けた。身じろぎもせずに。

　そしてその瞬間、謙信を乗せた放生月毛が、加速した──。

　気づけば、謙信ははるか先を駆かけている。

「……突とつ破ぱされた……!?」

　謙信を追おうとした。しかし真田の「双子」率いる武田騎馬隊が、森長可のもとへと殺到する。

「てめえら、邪じや魔まするんじゃねええええ！　ちっくしょおおおお！　姫えええええ！　謙信に、抜かれた……！　逃にげろおおおおお！」




　笹尾山本陣の最さい奥おう部──今、ついに織田信奈は、上杉謙信の突入を許した。

　前線に送り込める旗本衆はすべて、送ってしまっている。本ほん陣じんに残っている者は、織田信奈と、彼女が背負っている傷ついた滝たき川がわ一かず益ます。そして大友宗そう麟りん。ただ三人しかいない。

　あの川中島でも、凄せい惨さんな殲せん滅めつ戦の最中に一瞬の「機」を捉とらえて謙信が突入を果たした武田本陣に残っていた者は、武田信玄と逍遙軒信廉のただ二人だった。

　ひとつだけ異なることは、武田信玄は謙信との「一いつ騎き打うち」に応ずるべく種子島を手にしていなかったが、織田信奈は今、種子島を構えて自分を撃とうとしている、ということだけだった。最弱の尾張兵をもって、最強の上杉・武田に勝利し、「天下布武」という夢を摑つかむために。織田信奈は、種子島に賭かけた。最後まで、その信念は捨てない。凄すさまじい眼光を放ちながら、謙信を狙っている。当たれば、命はない。が、なおも謙信は突つき進む。当たれば、それはそれでよい。織田信奈が、天下人となる。それだけのことだ。運は、天にあり。いずれが、天運を摑むのかは、人が定めることではない。しかし、謙信にはわかった。織田信奈が放つ弾丸は、自分の命を奪うばえないだろう、と。なぜならば、彼女は魔王ではない。魔王には、ならなかった。ぎりぎりのところで。笹尾山に特とつ攻こうをかけた武田四天王が「三段撃ち」戦術に敗れて全員討ち死にすれば、信奈は魔王になっただろう。だが、ならなかった。なっていない。なぜならば──織田信奈は、銃じゆう創そうを負って意識を失っている義ぎ妹まい・滝川左さ近こん一益を、背負っている。陣が続々と陥落していく中、追い詰つめられて逃げ場を失った義妹を、庇っているのだ。もはや、意識のない一益を本陣から落とす方法がなかったのだろう。

　だから。

　織田信奈は、友を、撃ち殺せない。

「──織田信奈。武田騎馬隊が死の突とつ撃げきを繰り返して馬防柵をことごとく壊こわしていなければ、わたしは生きてそなたのもとには辿たどり着けなかった。確実に、途と中ちゆうで種子島を浴びて死んでいた。だが今、わたしはそなたのもとに辿り着いた。降伏せよ。勝負はついた。ここで関ヶ原の合戦を終結させる。多くの命が散った。これ以上戦えば、さらに散っていく。わたしには、もう時間がない……！」

「デ、アルカ……拒きよ否ひする、『天下布武』の夢は絶対に捨てない、と答えたら!?」

「節を曲げて……そなたを、討つしかない……この天下分け目の決戦の結末を不ふ透とう明めいなものにすれば、乱世を終結させる千せん載ざい一いち遇ぐうの好機をわれらは逸いつする。戦乱の世は永遠に終わらなくなる……！　この戦だけは、絶対に決着をつけねばならない……！」

「同感だわ、上杉謙信！」

　信奈が、種子島を撃った。謙信が被かぶる行人包をかすめて、外れた。滝川一益の身体からだを放り投げていれば、あるいは。一益の体重を背負っている分、重心が狂くるった。だが信奈自身も、自分は魔王にはならなかった。だから、この最後の一撃は謙信には当たらない、とはじめから覚かく悟ごしていたのだろう。

　ついに。

　上杉謙信が。

　織田信奈の首を一刀で薙なぎ払はらえる必殺の間合いへと、踏ふみ込んでいた。

　武田信玄が死ぬ。こうしている間にも、信玄の命は、関ヶ原の大地へと吸われていく……その焦しよう燥そうが、絶望が、今の上杉謙信を突き動かしている。

　討うつのか。いつものように逡巡せぬのか。わたしは「義」も「慈じ悲ひ」もかなぐり捨てて、織田信奈を殺すのか。宇う佐さ美み定さだ満みつが。直江大和やまとが。戦乱の越後を生きてきた男たちがわたしに託たくした美しき夢の結末が、友をこの手で殺すことだったのか。

　武田信玄と織田信奈、いずれかの命を選べ、というのか。

　駆けながら──謙信は、太刀を、抜いた。

　その太刀が、謙信と信奈の「運命」を決した。

　北陸路を戦いながら駆けてきた謙信は意識せずに腰こしに帯びていたのだが、この太刀は、かつて信玄から贈おくられた「弘こう口こうの太刀」だった。

　今川義元が桶おけ狭はざ間まに敗れ、信玄が今川家との同盟を破は棄きして駿河を攻めようとした折、「三国同盟」を破ろうとする信玄に立腹した北ほう条じよう氏うじ康やすは、今川家とともに「塩止め」を敢かん行こうした。経済制裁である。信玄が駿河を盗とり海道へと出れば、次は北条をも裏切って関東の肥ひ沃よくな大地を奪おうとするかもしれない。それを氏康は恐おそれたのだ。信玄の駿河南下を阻そ止しするための、苦肉の策だった。

　海のない甲か斐いは、塩を止められれば、干上がる。人間は塩がなければ生きられない。塩の搬はん入にゆうを停止された甲斐の領民は、もはや生きてはいけない。甲斐はそれほどに貧しく厳しい国であり、信玄ほどの名将が常に苦戦し続けたのも甲斐の地理的不利のためだった。

　甲斐の領民たちは、武田家に、信玄に、反旗を翻ひるがえさねばならなかった。生きるために。信玄の駿河攻ぜめに反対した武田太郎義信の切腹事件も、甲斐のこのような混乱した状じよう況きようの中で必然的に勃ぼつ発ぱつした。
















　武田家存亡の危機が訪おとずれた、その時。

　謙信が、甲斐へ、塩を送った──。

「信玄はわが怨おん敵てきだが、甲斐の領民には罪はない。信玄とは戦うが、領民は死なせたくない。信玄と堂々と合戦せずに領民を苦しめる北条の行いは、『義』にあらず」

　甲斐の領民たちは、この越後の塩によって命を繫つなぐことができた。窮きゆう地ちを脱だつした信玄は、謙信に礼として「弘口の太刀」を贈った。この太刀は、以来、「塩止めの太刀」とも呼ばれることとなった。

　その「塩止めの太刀」を、今、謙信は偶ぐう然ぜんにも手にしている。そして、抜いている。

　抜くと同時に、その太刀が「弘口の太刀」だったことに、謙信は気づいた。

　天の意志というものがあるとするならば、織田信奈の死を、天は選び取ったというのだろうか。武田信玄を選べ、と言うのだろうか。

　謙信が「ああ……」と涙なみだ交じりの声を漏もらしながら、「ごめんね、左近……おんぶしていたら、あんたまで首を刎はねられちゃうわね……」と目を閉じたままの滝川一益の身体を抱だきしめ、うつむいた織田信奈の首筋めがけて太刀を振ふり下ろそうとしたその時。

　大友宗麟が、織田信奈と上杉謙信の間に、静かに、割って入っていた。







　巻ノ六　決着







「上うえ杉すぎ謙けん信しん。あなたは誰だれよりも強い。合戦に敗れざる人。生まれながらの軍神。織お田だ信のぶ奈なは、戦場で鉾ほこを交えればあなたよりも弱かった。でも……たとえ、この合戦に敗れようとも。織田信奈は、乱世に終しゆう止し符ふを打ったあとの日ひノ本もとに、新たな秩ちつ序じよを築くことのできる人。南なん蛮ばん諸国が大航海時代を迎むかえて『世界』の地図が書き換かえられようとしているこの時代の、これからの日ノ本に必要な人。謙信。ただ、古き秩序をそのままの形で復興するだけでは、乱世は終わらない。壊れた秩序には、壊れただけの理由がある。彼女を討てば、必ず再び日ノ本は乱れる……この合戦に『決着』をつけるために『しるし』が必要だというのならば、織田信奈の片かた腕うでにして親友である、私の首を──大おお友とも宗そう麟りんの首を、あなたに」

　豊ぶん後ごの女王・大友宗麟。大友家の嫡ちやく子しでありながら義母に疎うとまれ、父親に廃はい嫡ちやくされようとしていたという。だが「二階崩くずれの変」でその両親を失い、父親殺しの疑ぎ惑わくを噂うわさされながら家か督とくを継ついだ。それ以後も、家臣団の反乱や毛もう利り家の侵しん攻こうに悩なやみ続け、次々と弟を失った。九州六ヶ国を統すべる女王となりながら、ついには乱世に倦うみ、絶望し、南蛮の宣教師に勧すすめられて日向ひゆうがにキリシタン王国を建国しようとしたという。

　古き日ノ本の秩序を取り戻もどすことこそが「義」と信じて戦ってきた上杉謙信にとっては、大友宗麟は水と油とも言える存在だったかもしれない。

　だが。

　毘び沙しや門もん天てん信しん仰こうと、キリシタン。

　奉ほうずる神は異なれども、謙信には、わかった。宗麟がどれほど苦しんできたかが。乱世が、宗麟から家族を奪い続けた。「父親殺し」の汚お名めいまで、背負った。父親を追放した武たけ田だ信しん玄げんよりも、その汚名は重く、そして厳しい。戦わねば、毛利元もと就なりを恐れるあまり周防すおう大おお内うち家を継いだ弟を見殺しにして「茶器」と交こう換かんした、と罵ののしられた。戦えば、龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶとの合戦で義ぎ弟ていを失った──。

　豊後の女王・九州六ヶ国の女王という目映まばゆい「栄光」と、「家族」とは、常に等価交換だった。宗麟が次々と襲おそってくる内ない憂ゆう外がい患かんと戦って結果的に大友家の領土を広げれば広げるほど、家族が、死んでいった。戦いくさにどれほど勝とうとも、どこにも安息はなかった。だから宗麟は、この殺し合いの連れん鎖さが続く戦国日ノ本から逃げようとした。もう誰も失うことのない、天上の王国に逃げ込もうとしたのだ。

　北陸一いつ揆き衆も。自らを毘沙門天の化け身しんとして信じて戦ってきた謙信も。大友宗麟も。みな、生きるために戦わなければならなかった。この乱世に絶望し、悲しみ、憤いきどおっていた。超ちよう越えつした神の存在を信じなければ、戦い続けることはできなかった。本ほん猫びよう寺じ。キリシタン。民たみたちも、それどころか武士も大名も、次々と新たな「神仏」にすがらねばならなかったのは、百年間続き、なおも終わる気配を見せない乱世に人々がそれほど苦しんできたからだ。

　だが……どれほどの悲劇に襲われようとも。「神」という存在に頼たよることなく、日ノ本を「人間の国」として再生しようとした者が、いた。武田信玄。そして、織田信奈だ。

　宗麟は、相良さがら良よし晴はると出会ったことからキリシタン王国建設の夢を放ほう棄きし、「現世」を生きると決めたのだ。だから、織田信奈の「新生日ノ本国家樹立」──「天てん下か布ふ武ぶ」に自らのすべてを託したのだ。大友軍の将兵を惜おしみなく黒くろ田だ官かん兵べ衛えに与あたえ、今、信奈のために自らの命をも与えようとしている。

　上杉謙信もまた、相良良晴と出会うことで、はじめて、「毘沙門天」のくびきから脱した。人間の少女として生きるという「未来」を、与えられた。大友宗麟も、同じなのだ。

「……上杉謙信。宗麟はキリシタンだから、自害はできないの。あなたのその太た刀ちで、私の首を……討って。織田信奈の命と、宗麟の首を、交換して。宗麟は、日ノ本の内側にキリシタンの国を築こうとした。この国の秩序を、破は壊かいしようとした。日ノ本の独立を、脅おびやかした……織田信奈に大軍を貸かし与えて、関せきヶが原はらに参戦させた……私こそが、西軍の首しゆ謀ぼう者しやとして誅ちゆうされるべきだよ。宗麟はきっと、この時のために……」

　織田信奈が、涙ながらに宗麟になにかを囁ささやいている。宗麟を止めようとしている。その言葉はもう、よく聞き取れない。あなたが死ぬのならばわたしも、と宗麟の決意を覆くつがえそうとしている。二人がはじめて直接出会ったのは、昨夜ゆうべか、一昨夜か。まだ、出会ってまもないはずなのに、二人は無二の親友だった。わたしと信玄もそうだった、と謙信は思った。戸と隠がくしの社で出会った瞬しゆん間かんに、わたしと信玄は、無二の親友になった。

「私と織田信奈は、本州と九州とに遠く離はなれて生きてきたけれど、魂たましいはずっとずっと昔から繫がっていた。南蛮から日ノ本へと旅をしていた亡なきザビエルさまが、二人を結びつけてくれた。ザビエルさまもまた、亡国の民。戦争で国を失い、主あるじを失い、お父上を失い、現世を捨ててカトリックの信仰者として生きる道を選んだお方。でも、どれほど神を信仰しようとも、ザビエルさまの魂は決して癒いやされなかった。南蛮の王たちは、冒ぼう険けん者たちは、信仰を武器として他国を侵しん略りやくし簒さん奪だつし続けていた。大勢の人々が、冒険者たちに虐ぎやく殺さつされ、国を滅ほろぼされ、支配された。ザビエルさまはこの矛む盾じゆんに苦しみながら、印イン度ドへ。そしてジパングへ。そしてあのお方は、世界の果てのこの島国で出会った一人の少女に。信仰心を超越した『人間』としての強きよう靭じんな意志力を抱いだいていた織田信奈に、人々の新たな『未来』を見ていた……日ノ本だけではない。世界が、織田信奈を必要としている、とザビエルさまは信じていた。彼女を『死』の運命から守り、世界に訪れることのないはずだった『未来』を導くことが、きっと、宗麟に与えられた最後の使命……今まで、死の恐きよう怖ふ、合戦の恐怖、罪の恐怖から逃にげ続けてきた宗麟が、はじめて……他人のために……友のために、なにごとかを、成し遂とげられる」

　上杉謙信は、関白・近この衛え前さき久ひさとともに「関東復興」の義戦をはじめたあの頃ころのことを、不意に思いだしていた。応おう仁にんの乱以来、京の足あし利かが将軍家は見る影かげもなく衰すい微びし、陪ばい臣しんにすぎなかった三み好よし松まつ永ながの台頭と専横を招いた。関東でもまた、関東公く方ぼう・関東管かん領れいが、「下げ克こく上じよう」を果たした北ほう条じよう家によって滅めつ亡ぼうさせられようとしていた。

　関白・近衛前久は、南北朝時代に若き公く家げ・北きた畠ばたけ顕あき家いえが奥おう州しゆうへと乗り込んで東国の兵を率いて上じよう洛らくし、足利尊たか氏うじと戦った故事を自ら模も倣ほうし、関東に乗り込んで自ら「関東公方」に就任し、東国を押さえることで京の幕府とやまと御ご所しよを復権させようと考えていた。むろん、公家の近衛に兵力などない。上杉謙信が、越兵を率いて近衛を支え、関東を統治する。それが近衛前久の構想だった。

　だが、関東武士たちは誰も、京から来た公家である近衛前久の「支配」を認めなかった。彼らは上杉謙信の目映いばかりの「武」にはひれ伏ふしても、近衛前久の「血」にはどれほどの価値も認めなかった。近衛と謙信の関東遠えん征せいは、挫ざ折せつに終わった。「関白」を東国武士の頂点に、という「公武合体策」を実現しようとした近衛と謙信は、ある意味では時代を先取りしすぎていたともいえるし、時代錯さく誤ごだったといってもいい。

（古き秩序が壊こわれたのは、古びた秩序の形に原因が……ただ、壊れた秩序をもとの形に戻すだけでは、乱世は終わらない……）

　本猫寺を信仰した、無数の北陸一揆衆も。

　乱れに乱れた足利幕府体制の下では苦しくて生きていられないからこそ、続々と、本猫寺の神にすがったのだ。はじめから戦うことが目的だったのではない。そのことを理解していたからこそ、謙信は、父と祖父を殺した仇かたきである北陸一揆衆を皆みな殺ごろしにするようなことは忍しのびなかった。

　関東遠征失敗のあと、関白たる自分を認めなかった武家へ深い遺い恨こんを抱き、あれほど織田信奈を滅ぼすことに執しゆう念ねんを燃やしていた近衛前久その人が、織田信奈の「天下布武」構想を、認めた。彼女こそが日ノ本を救う者だ、と認めた。認めたどころか、織田信奈を全力で支え、あろうことか相良良晴を猶ゆう子しにして関白位を譲ゆずる、とすら言っている。

（わたしは関東で挫折して、学んだはずだった。なぜ、ずっと目を閉じ続けてきたのだろう。古き秩序をもとに戻すだけでは乱世は終わらない。わたしには、「義」や「慈じ悲ひ」という観念はあっても、新たな国造りを為なす具体的な構想はない。それは恥はずべきことではない。関ヶ原の合戦を実現に導いたあれほどの智ち者しやである小こ早ばや川かわ隆たか景かげですら、描えがけないものだ。だからこそ、彼女は上洛一番乗りを果たせる立場でありながら自らは天下を狙ねらわず、「天下人を見定める者」の役割を貫つらぬいた。広大な「世界」の中で、日ノ本を再建し南蛮諸国と対等な国家となす。そのような構想を抱きそして実じつ践せんできる者は、希け有うな存在。だからこそ乱世は百年続いた。ならば天下人は、大航海時代が訪れた「世界」の片かた隅すみに漂ただようこの戦国日ノ本をいかに再生するかという明確な構想を持つ織田信奈であるべきだ。相良良晴と出会わなければ、彼女は「日ノ本の再生」という目的のためには手段を選ばない者となっていただろう。革命のためにこの国すべてを焼き尽つくす第六天魔ま王おうになっていただろう。しかし、そうはならなかった。彼女には義があり、慈悲があり、そして愛がある。だからこそ、「九州六ヶ国の女王」大友宗麟が今、彼女のために生いけ贄にえの子羊になろうとしている）

　上杉謙信は、ここで勝利を手放すことこそが、織田信奈に敗北することこそが、宇う佐さ美み定さだ満みつがわたしに説き続けた「義の戦」の終着点であり完成形なのではないかという想おもいと、「違ちがう。わたしの『義戦』のために命を落としてきた人々のために、関ヶ原で散っていった東軍の将兵たちのために、誰よりも武田信玄のために、そのような選せん択たくは許されない。天下人は、お父上に認められたい、という想いのためにすべてを犠ぎ牲せいにして満まん身しん創そう痍いとなるまで戦い続け、ついにこの関ヶ原であと一歩というところまで来た武田信玄であるべき……そうで、あってほしい……」という想いとの間に、引き裂さかれていた。織田信奈との友情。武田信玄との友情。謙信は切り捨てられない。どちらか一方だけは、選べない。だが、謙信には、織田信奈を殺せない。川かわ中なか島じまで、謙信は信玄を討うち取れなかった。信奈を討ち取れるはずがない。まして、大友宗麟を生贄にするなど。

「……わたしは……わたしは……なにも、選べない……なんということなの……なんて、弱い……『無敵無敗の軍神』など……幻まぼろしにすぎなかった……わたしは……この関ヶ原で戦っている誰よりも、弱い……今、日ノ本の『未来』が定まるこの瞬間に、なにも決断できない、誰も選べない、だなんて……！」

　織田信奈が、「それは弱さではないわ、謙信。あなたは、『人間』になったのよ。それでも、日ノ本の『未来』は、あなたが勝ち取り、その手に摑つかんだ。あなたの、心のままに」とそっと告げる。

「宗麟を討つなんて、あなたには無理よ。武田信玄を選ぶことに、遠えん慮りよすることも罪の意識を背負うことも必要ない。川中島で五度も信玄と戦い続けてきたあなたには、そうする資格がある。上杉謙信。わたしを、討ちなさい」

　上杉謙信は、戦えばすなわち勝ち続けた。いまだ、負けを知らない。

　この乱世では「義」も、「慈悲」も、戦に勝つことではじめて与えることができる、敗れてしまえばもはや誰だれにもなにも与えることはできない、と信じてきた。

　彼女自身が明確にそう意識してきたわけではない。

　謙信は、戦の勝利に酔よったことなどいちどもない。

　ただ「武によって衆しゆ生じようを救う転てん輪りん聖じよう王おう」は、無敗でなければならなかったにすぎない。

　だが、謙信は、気づいた。まことの「義」には。「慈悲」には。まことの「愛」には、「勝利」も「敗北」もないのだ。勝利と敗北という戦場の二元論を超こえた時にはじめて、人はすべての実を拾い、かつ、与えることができる。

「無敗」のわたしは、ほんとうの意味で、人に「与える」ことを知らなかった。

　織田信奈は、敗れてなお、己おのれを破った者に「与える」ことができるのか。

　いや、違う。わたしも、知っている。公おおやけには手て取どり川がわで越軍と織田軍は引き分けたことになっている。織田軍を撤てつ退たいさせた越軍が勝ったとも言われている。だが、わたしと相良良晴、そして直なお江え兼かね続つぐしか知らぬことだが、わたしはすでに手取川で相良良晴に敗れていた。彼に恋こいをした瞬間に、わたしは彼に敗れたのだ。相良良晴が「勝ち」を選ばなかっただけ、奪うばわなかっただけだ。彼がわたしから「勝ち」を奪わず、わたしに惜しみなく「命」を与えたその時に、わたしは教えられた。気づかされた。宇佐美定満から。直江大和やまとから。長なが尾お政まさ景かげから。わたしは、数え切れないほどの想いを、大勢の人々から与えられてきたということを──！

（わたしのこの「命」は、戦に勝って守ったものではない。わたしに勝った相良良晴が、自らの「勝利」と引き換かえにして与えてくれたもの。そのわたしが、関ヶ原の戦に「勝った」証あかしとして、織田信奈の命を、奪うのか──）

　どうしても太刀を振ふり下ろすことができず、大おお粒つぶの涙なみだを流して惑まどい続ける謙信を、見かねたのだろうか。

　森もり長なが可よしの執しつ拗ような追つい撃げきを振り切って本ほん陣じんへと突とつ入にゆうしてきた真さな田だの「双ふた子ご」が、謙信の背中へと叫さけんでいた。武田信玄の、真実を。

「謙信さま！　われらが主、信玄さまは」

「病に冒おかされ、身体からだの内側を『蟲むし』に巣くわれ」

「余命、いくばくもなし。もう、まもなく」

「関ヶ原中原の八はち幡まん神社にて、息を、引き取られます」

「八幡神社本ほん殿でんに突入したところを武田騎き馬ば隊に包囲された、明あけ智ち光みつ秀ひでが」

「本殿で最後まで戦い討ち死にするべく、信玄さまのお身体を武田四天王に引き渡わたそうとしましたが」

「もはや、そのお身体を動かすことも、できませんでした。動かせば、もう」

　この真田の「双子」の言葉が、謙信の迷いを断たち切っていた。やはり。信玄は、死のうとしているのだ。この胸むな騒さわぎは、信玄の命が「蟲」に吸われていく、という予感だったのだ。だが、言えない。私情に流されて、「上杉謙信」として生きてきたこれまでの戦いの日々のすべてを捨ててしまうその言葉を、どうしても言えない。宇佐美定満。直江大和。長尾政景。柿かき崎ざき景かげ家いえ。武田信のぶ繁しげ。初代猿さる飛とび佐さ助すけ。加か藤とう段だん蔵ぞう。武田と上杉の死し闘とうの中で散っていった多くの者たち。彼らの顔が脳のう裏りに浮うかぶ。彼らの死を、無む下げにしたくない。それでも、声を、出そうとした。だが、息が吐はけない。声が出ない。

　さらに。

　前線で織田北陸方面軍と戦い続けてきた直江兼続からの使者が、傷だらけとなって真田の「双子」の背後へと飛び込んできた。

「竹たけ中なか半はん兵べ衛えに、『壁かべ』を破られました！　前まえ田だ利とし家いえ、柴しば田た勝かつ家いえ、丹に羽わ長なが秀ひでが北ほつ国こく街かい道どう上で越軍と激げき闘とうを繰くり広げている隙すきに、竹中半兵衛は佐さつ々さ成なり政まさを北天てん満ま山やま側から迂う回かい行軍させ、北国街道を固めていた越軍の背後へと回らせました！　この混乱の中、前田利家が笹ささ尾お山やま本陣へ連なる血路を開き、柴田勝家と丹羽長秀が怒ど濤とうの進しん撃げきを開始！　まもなく、本陣へ辿たどり着きます！　謙信さま！　これ以上は保もちませぬ！　ご選択をなさるならば、お急ぎあれ！」

　北天満山の裏側には、湖と呼んでもいい「池いけ寺でら池いけ」が広がっているはず。天満山方面から迂回行軍するというのならば、さらに南下して南天満山まで迂回せねばならないはず。直江兼続ほどの者が察知できないはずはない、と謙信は思った。だが、

「竹中半兵衛は、北陸からの強行軍で体調を崩くずしほとんど采さい配はいが取れぬ状態になっておりましたが、前田利家から譲られた『虎皮』を被かぶるや否いなやにわかに熱が下がり回復！　佐々成政率いる別働隊に鎧よろい兜かぶとをすべて捨てさせ、日本刀一本のみを持たせて池寺池を泳がせて渡らせました！　雪の白はく山さん越ごえという伝説の登山行軍を果たした佐々成政を『山武将』だと思いこんでいた直江さまは、完全に裏をかかれたのです……！」

　笹尾山本陣へと突入してからの謙信の精神は、織田信奈、そして武田信玄へと集中していた。感じ取れなかった。だがまだ、越軍は敗れたわけではない。笹尾山の織田本陣はすでに陥かん落らくしているのだ。総大将・織田信奈の「命」は、上杉謙信の掌しよう中ちゆうにある。越軍はもう、時間がない。織田信奈を討ち、勝利への道を選ぶのか。それとも、敗北を選ぶのか。そして武田信玄の命が、こうしている間にも、彼女の体内に巣くった「蟲」に吸われていく。だが。ここでわたしがこの合戦を捨てれば。勝利を捨てれば。わたしのために越えち後ご越えつ中ちゆうから関ヶ原まで駆かけてきてくれた越兵たちは、どうなるのか。

「直江さまは──謙信さまのお心はすでに定まっておられるはず！　『勝利の栄光』を手に入れることではなく、『義』を、『慈悲』を、『愛』を！　『与あたえる』ことを、選ばれておられる！　ここで迷えば謙信さまはたとえ天下を盗とれどもすべてを失う、生しよう涯がいの悔くいを残す。私はそんな謙信さまなど、見とうはない！　この後の越軍の進退はすべてこの直江兼続にお任せください、と仰おおせです！」

「……兼続……そなたは……」

　この時。

　上杉謙信の心を、救った者がいた。

　滝たき川がわ一かず益ますだった。

　それまでこんこんと眠ねむり続けていた滝川一益が、信奈の腕うでに抱だかれながら、ぱちり、と目を開いていた。

　この子は──!?　と謙信が目を見開くのと、同時だった。

　滝川一益は銃じゆう創そうの痛みとともに乱世に翻ほん弄ろうされ続けてきた自らの心の痛みと、二人の姉の痛み、そして「他心通」を通じて見てきたあらゆる人々の痛みとともに謙信のもとへと跳とんで、その手を、そっと謙信の頰ほおへと押し当てていた。肌はだに色を持たない「白子」として春日かすが山やま城に生まれ落ちたその日。宇佐美定満に、釣つりを教わりながら同時に「義」を教わったその日。直江大和から「慈悲」を教わり、出家の道を勧すすめられたその日。謙信を遠ざけ続けてきた父が北陸一いつ揆き衆と戦って討ち死にしたその日。父の魂たましいを救うために「噓うそ」をつき、その「噓」を「まこと」とするために毘沙門天になりきらねばならないと誓ちかったその日。長尾政景が自分の身代わりとなった姉の綾あやを娶めとったその日。武田信玄との出会い。「天下人」になりながらも終わらない復ふく讐しゆうの輪りん廻ねと下げ克こく上じようの生涯に苦く悩のうし続けていた「不幸な人」、三好長なが慶よし。三好長慶を守るために彼女を傷つけるものすべてを地上から排はい除じよしようと自ら「毒婦」となった、松永弾だん正じよう。関東遠えん征せいの失敗。川中島。山やま本もと勘かん助すけが繰り出した「啄木鳥きつつき」。「車くるま懸がかり」。信玄にとってかけがえのない妹、武田信繁の討ち死に。関東でも川中島でも志を遂とげられず、越後の国こく人じんたちの不満が爆ばく発はつしたその日。宇佐美定満が、不満分子たちの「頭領格」に担かつぎ上げられていた長尾政景を暗殺し、ともに果てたその日。長尾政景が、宇佐美定満に抵てい抗こうしなかったことを知ったその日。はじめから、殺されるつもりで宇佐美定満の「旦だん那な。お互たがいに謙信を巡めぐってケンカばかりだったが、二人ともそろそろ引退する頃ころ合あいだ。一いつ緒しよに湖に船を浮かべて釣りでもしようぜ」という誘さそいを受けたことを知ったその日。ともに謙信を育て支えてきた二人の男が相打つと同時に、抜ぬけ殻がらのように衰すい弱じやくして病に倒たおれ、その跡あとを追った、直江大和。彼の死を、直江兼続の口から知らされた日。そして今日は、父親に認められたい、愛されたいという渇かつ望ぼうに憑つかれたかのように「天下最強」を追い求めてきた武田信玄が、死ぬ日。誰も彼もが、みな、戦国乱世に苦しみ、惑っていた。必死に、希望を、求めていた。それなのに、結局、誰も救えなかった。戦えども、戦えども。勝てども、勝てども。「義」も。「慈悲」も。そして「愛」まで。抱かかえきれないほどたくさんのものを人々から与えられていながら、わたしは、誰にもなにも与えられなかった。悲しい。痛い。苦しい。心が、張はり裂けそうだ。

　滝川一益は、その「力」を用いると同時に、上杉謙信の生涯を、瞬しゆん時じに共有していた。一益の目から、涙が一ひと粒つぶ、こぼれていた。謙信の真っ白な頰に、落ちた。

「上杉謙信。そちは、もう、十分に戦った。のぶなちゃんに、勝った。誰も、そちの選せん択たくを、そちの想いを、咎とがめたりはせぬ。咎めているのはそち自身の心じゃ。もう誰に遠慮することもない。そちの想いを、口にするのじゃ。言葉にするのじゃ。叫ぶのじゃ。そちは、そちの友を死なせたいのかの？」

　そちは誰よりも、強い。よっしーが、いつだってそうしてきたように。そちならば、すべての実を拾うことができる、と一益が微笑ほほえむとともに。

　謙信は、自らの心を、言葉にして叫んでいた。

「……天が、天がいかなる『運命』を望んでいようとも……わたしは……わたしは、織田信奈を死なせたくない！　武田信玄を死なせたくない！　戦国乱世を、今ここで終わらせたい！　そのためならば……わたしは……！」

　謙信は、この瞬間に、戦いくさを捨てた。九く分ぶ九く厘りんまで手にしていた勝利を、擲なげうった。敗北を、選んだ。織田信奈が抱く「天てん下か布ふ武ぶ」の夢のために。そして、無二の親友・武田信玄の命を救うために。

「織田信奈。わたしは今、そなたたちに敗れた。そなたこそが『天下人』だ！」

　謙信のその言葉を聞くや否や、謙信を乗せた放ほう生しよう月つき毛げが、笹尾山を下りるべく反転して猛もう然ぜんと駆けだしていた。信奈が「追わないで！」と下知しても、その下知が届くよりも早く、越軍と死闘を繰り広げていた織田兵がいっせいに謙信を討とうと追いすがる。が、放生月毛は、全力で駆け続けた。謙信を、守り続けた。中原へと降り立った謙信は、ただ一騎き、八幡神社を目指して駆ける。中原へと出て越軍を背後から攻せめていた佐々別働隊の兵士たちが、放生月毛と人馬一体となって走り続ける謙信の姿を見つけて「あれは、まさか……!?」と目を見開く。が、誰も、「闘気」とは真逆のなにかを全身にまとい、嗚お咽えつしながら駆けている謙信に近づけない。彼らは、人でありながら苦悩と戦いの果てについに「神」の崇すう高こうさに到とう達たつした者の姿を、そこに見た。謙信の駆ける道を空けるかのように、佐々隊は二つに割れていた。




　謙信は、奇き跡せきの如ごとく、戦場のただ中を一騎駆かけに駆けて、辿り着いた。

　八幡神社の本殿へと。

　武田騎馬隊を一手に率いて本殿を包囲していた高こう坂さか弾だん正じようが、

「やはり。来て、くださいましたね。ありがとう、ございます……」

　と、謙信に一礼した。

　本殿の中には──。

　本殿を完全に包囲され、降こう伏ふくを拒きよ絶ぜつ。討ち死にを決意して病の信玄を落ち延びさせようとしたものの、容体が悪化した彼女の身体を動かすことができず、むろん脱だつ出しゆつもならず。苦く闘とうを続ける織田信奈と相良良晴を案じつつ、築つい地じ塀べいの外を囲む武田騎馬隊と睨にらみ合いながら進しん退たい窮きわまっていた明智光秀。

　信玄の身体を抱き、彼女の意識を繫つなぎ止めるために言葉をかけ続けている津つ田だ信のぶ澄すみ。

　そして──上杉謙信の前に立ちはだかり続けた、生涯の仇きゆう敵てき。

　武田信玄。

　上杉謙信は、信澄に代わって、そっと信玄の身体を抱きしめていた。軽い。こんなに軽いはずがない。別人のように、瘦やせ衰おとろえている。信じたくなかった。あれほどの犠ぎ牲せいを払はらって「天下」に王手をかけていながら。こんな。こんなことが。そして、彼女が斬きったはずの津田信澄が、生きている。信玄を生かすために、必死で彼女を介かい抱ほうし続けていた。やはり彼女は、「慈じ悲ひ」の人だった。

　この人と出会い、この人に憧あこがれ、この人と憎にくみ合い、この人と戦い続けた。それが、わたしの青春だった。この人と川中島で過ごした日々こそが、わたしの生涯そのものだった。わたしの、かけがえのない、親友……。

「……けんしん、ちゃん……勝ちを……天下を……捨てた、のね……あなたは、ほんとうに……どうしようもない……馬ば鹿か、ね……」

　ええ。そうよ、と謙信は答えていた。だが、その声が言葉になっているのか、どうか。

「……最後にあなたに会えて、よかった……これで、もう……思い残すことは……ありがとう……けんしん、ちゃん……」

「いいえ。しんけんちゃん。死なせないわ。たとえ天があなたの死を望もうとも。そのような『運命』を、わたしは認めない。わたしが、あなたを生かす」

「蟲」たちよ、わたしの声を聞いて、と謙信は信玄の身体に巣くっている目に見えない小さな生き物たちに、訴うつたえていた。幼い頃ころの謙信は、熊くまや鳥たちと語り合うことができた。動物たちと、意思を伝え合うことができた。謙信はもうあの頃のような穢けがれを知らなかった子供ではない。しかし熊にわが意思が伝わるのならば、「蟲」に伝わらないはずがない、と信じた。無む垢くな子供だった頃には戻もどれなくとも。再び生き物にわが心を伝えることができるはず。この人の「命」を、繫ぎ止めることができるはず、と信じた。幼き頃。父が親おや不知しらずの峠とうげで死のうとしていたあの時に、わたしは父の魂を救うために「毘沙門天」を生みだした。それでもなお、父の命を救えなかった。あの日以来、人の命を救えるほんものの毘沙門天になろうとあがき続け、戦い続けた。

　だが、もう、「毘沙門天」の力は、要いらない。

　わたし自身が、この人に、与えるのだ。

「この人の身体からだに巣くいし『蟲むし』たちよ。生き物は、生き物の命を奪うばわなければ、生きていけない。あなたたちには罪はない。ただ、けんめいに生きようとしているだけ……でも。宿主を殺してしまえば、あなたたちも死ぬわ。生き続けたいのならば、わが言葉を聞いて。この人の身体から出て、わたしの身体に、お移り。高こう野や山さんへ登り、春日山の毘び沙しや門もん堂で日々密教の修行を積んできたわたしの身体ならば、あなたたちを排除しようとはしないはず。共生することが、できるはず。約束するわ。きっと、わたしとあなたたちとは、あと数年を、ともに生きられる──わたしの身体を、お食べ」

　謙信が、信玄の唇くちびるに自分の唇を重ね合わせるとともに。

　信玄の身体に巣くっていた「蟲」は、謙信の身体の中へと、移っていた。

　この時。
















　尽つきかけていた武田信玄の命は、この大地に、繫ぎ止められた。




　南天満山戦線に今、決着がつこうとしていた。

　伊い勢せ街かい道どうに封ふう鎖さした相良良晴軍を殲せん滅めつすべく、徳とく川がわ本軍は伊勢街道から関ヶ原の中原へと連なる「出口」を封鎖し続けていたが、その兵力はおよそ一万。これをこじ開けんとする黒田官兵衛・石いし田だ佐さ吉きちら西軍勢は三万に膨ふくれあがっている。浅あざ井い長なが政まさが先せん鋒ぽうとして急行させた朽くつ木き信濃しなの守のかみの増ぞう援えん部隊の出現と、南天満山の正面・松まつ尾お山やまの麓ふもとに陣じん取どっていた宇う喜き多た直なお家いえの「西軍寝ね返がえり」が、決定打となった。圧あつ倒とう的な兵力差。徳川本軍はついに、押し切られようとしている。

　笹尾山戦線では織田信奈を討うち取る寸前まで押していたはずの越軍が突とつ如じよとして崩ほう壊かいし、中原の中央部に布陣して「車懸り」を繰くり出し明智光秀軍と死し闘とうを繰り広げていた武田旗本軍の「回転」が鈍にぶりはじめているさまを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた本ほん多だ正まさ信のぶは、急激な勢いで東軍の勝機が去りつつあることを知った。いったいなにが起きているのか。もしや武田信玄の命が、尽きたのだろうか。東軍の勝利を、ついに信玄に届けることはできなかったのだろうか。なぜ、無敵無敗の上杉謙信率いる越軍が、突如崩くずれたのか。正信は「姫ひめにあと百万石ごく、いや、せめて五十万石の領地があれば」と悔くいた。もしも徳川本軍に二万の兵力があれば、黒田官兵衛と石田佐吉を押しとどめることができたものを。徳川家が三み河かわ・遠江とおとうみの二ヶ国をしか領有していない時点で「天下」を望んだことが、致ち命めい的てきとなったのか。

　最後の望みは、南なん宮ぐう山さんから二万の大兵力をもって伊勢街道へと攻め寄せてきた吉きつ川かわ元もと春はる軍が、西は徳川本軍、東は長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちか・本多忠ただ勝かつ・藤とう堂どう高たか虎とら軍と交戦し、街道沿いに長々と伸のびきっている相良良晴軍を側面から粉ふん砕さいしてくれることだった。徳川の「蓋ふた」を黒田官兵衛と石田佐吉がこじ開ける前に、剛ごう勇ゆうの将・吉川元春が相良良晴を討ってくれれば、勝敗の行方ゆくえはまだわからなくなる。だが本多正信は、（他人頼みでは天下は盗とれない）と熟知している。黒田官兵衛と石田佐吉の背後をつけるはずだった松尾山の小早川隆景は、唐とう突とつな宇喜多軍の「寝返り」と必死の反はん撃げきを受けて、なおも下山できない。すでに宇喜多直家は討ち死にした、小早川隆景の旗本隊に狙そ撃げきされて死んだ、という情報も舞まい込んでいる。それなのに、宇喜多軍はなおも小早川隆景の下山を阻はばみ続けている。今、目の前で繰り広げられている光景のなにもかもが、策士・本多正信の「理ことわり」の外側にある。

「……最後に勝敗を決するものは、人間の『情』……姫の、仰おつしやる通りでした……」

　そして「東軍最後の希望」となったその吉川元春軍は、峻しゆん険けんな南宮山を下山し終えて伊勢街道へ到達すると同時に、相良良晴軍の「息の根」を絶とうと最後の決戦をはじめようというまさにその時に、栗くり原はら山やまの東から「その者」が奥州・関東の大軍勢を率いて突とつ進しんしてくるさまを見た。




「フハ。フハハハハ！　馬上少女、すぐ来たれり！　われこそは奥州の覇は者しや！　黙もく示し録ろくのびぃすと、邪じや気き眼がん竜りゆう政まさ宗むね！　間に合ったぞ。間に合ったぞ小こ十じゆう郎ろう～！　全軍で伊勢街道へと突とつ入にゆうして相良良晴を救きゆう援えんするにょだ！　敵は土と佐さの長宗我部！　山さん陰いんの吉川元春！　あと、徳川家の誰だれかだ！　相手にとって不足なし！　あいつら全員、目の前の相良良晴軍に夢中でわれらに背を向けている！　今だ、背後から不意打ちを食くらわせろ！　ドラゴン騎き士し団、奥州毛虫軍団、きゃつらが迎げい撃げき態勢を整える前に攻めかかるにょだあああ！」




　上うえ田だで真田一族に大敗するや否いなや、真田の追撃から逃にげに逃げて関ヶ原を目指して東とう山さん道どうを駆かけ続けてきた梵ぼん天てん丸まること伊だ達て政宗が、最後の最後に、関ヶ原の戦場へと到達していた。本多正信は、たしかに武田方から「伊達政宗は上田で真田一族に前ぜん代だい未み聞もんの大敗を喫きつし、激げき怒どして上田に釘くぎ付づけに。関ヶ原遅ち参さんは確実」という情報を得ていた。伊達政宗は、己おのれの敗北を逆手に取って武田の諜ちよう報ほう網もうを騙だましたのか。しかも。「天下」を窺うかがう第三勢力として中央に割かつ拠きよする絶好の機会でありながら、「天下の臍へそ」たる岐ぎ阜ふ城を盗らなかったのか。伊達政宗はなにものにも従わぬ野心家ではなかったのか。そこまでして、織田信奈と相良良晴の救援に賭かけていたのか。なにもかもが──。




「ドラゴン騎士団長ジョバンナ・ロルテス、参る！　このような不意打ちは騎士道精神にもとるが、ボンテンマルだから仕方がない！　ガモウ、あんこ餅もちを」

「ちょっと、相良良晴うううう！　なんでこんな山間で挟きよう撃げきされて壊かい滅めつ寸前になってんのよおおお！　お義ね姉えさまを負けさせるつもりなのおおお!?　なんて采さい配はいなの！　下手っぴいいい！　私が軍を采配していれば、こんな窮きゆう地ちには……ううっ……寿じゆ命みようが縮む……！」

「ウラ！　奥州毛虫軍団、行きませい！　毛虫は決して後退せぬ最強の生物！　退ひかぬ！　媚こびぬ！　省かえりみぬ！」

「相良良晴どの！　片かた倉くら小十郎、はせ参じました！　山やま形がたで窮地に陥おちいられたお母上を残してまで関ヶ原に駆けつけた姫の想おもい、われら伊達家臣団は決して無む駄だにいたしません！　全軍、かかれええええ！」

　真田一族は、上田に梵天丸を引き留めることができたはずだった。梵天丸が上田から敗走して街道を西へ進むルートに戻ってもなお、追いすがり捕ほ捉そくすることもできるはずだった。が、そうはならなかった。真田一族の事実上の「始祖」。「真田の母」幸ゆき隆たかが、上田での合戦の最中に城内で危き篤とくに陥ったのだ。真田昌まさ幸ゆきも、信のぶ幸ゆきも、そして幸ゆき村むらも、母・幸隆の介抱のために、上田城にしばし留とどまらねばならなくなった。幸隆は、ともに信玄を支えてきたもう一人の異形の軍師・山本勘助の幻まぼろしに手を引かれるかのように、逝いった。山本勘助と真田幸隆の両軍師が、ともに死んだ。武田家から、「天下」が去った瞬しゆん間かんであった。母親譲ゆずりの直感力と知ち謀ぼうを持つ昌幸には、はっきりとそれがわかった。それでもなお昌幸は「……葬そう儀ぎは……戦いが、終わってから……信玄さまに、危機が迫せまっている……伊達を……関ヶ原へ……信玄さまのもとに辿たどり着かせてはならないんだよ……われら真田は小勢なれど、城を出て伊達軍を追撃する！　大おお博ばく打ちだ！」と歯を食いしばりながら、上田城の真田勢に伊達軍追撃を命じていた。

　しかし、このわずかな空白の時間が、真田と伊達の運命を分けた。

　梵天丸が関ヶ原に到とう着ちやくしたこの時、真田勢はいまだ、岐阜城を通過して大おお垣がきへと進軍中である。

　加か藤とう虎とら之の助すけ・福ふく島しま市いち松まつとの交戦中。伊達の大軍勢が栗原山から伊勢街道へと続く「退路」を埋うめ尽くしているさまを見た長宗我部元親は、弟・信のぶ親ちかの手を引いて、

「信親ちゃん！　伊達政宗が間に合ってしまった以上、戦いくさは西軍の勝ちよ！　たとえ相良良晴をここで討ち取っても、もはや東西両軍の兵力差は覆くつがえせない！　せっかく烏う頭とう坂ざかでひとたび拾った命を捨ててはいけないわ！　あなたは多た良ら道から落ち延びるのよ、おわかり!?」

　と叫さけぶと、伊勢街道の途と中ちゆうから南へと分ぶん岐きし、関ヶ原の南方・鈴すず鹿か山脈と養よう老ろう山脈の間に伸びる多良道を目指して一領具足たちを突進させていた。

　早朝に一いち番ばん槍やりを果たしながら、なおもまったく疲ひ弊へいの色を見せないどころか、戦いの中でさらに強くなり続ける二人。無む尽じん蔵ぞうの闘気を持っているとしか思えない猛もう将しよう。加藤虎之助と福島市松の両りよう雄ゆうを相手に奮戦していた長宗我部信親は、吉川元春軍がついに下山した今、たとえ伊達軍の出現によって戦せん況きようが膠こう着ちやくしようとも長宗我部が最後までこの伊勢街道を死地と定めて戦い続ければ、きっと東軍方が再び勝機を摑つかむ機会が訪おとずれる、と信じていた。が、元親のために生きて土佐へ帰り着かなければならない、と思い直した。自分がここで死ねば、たとえ長宗我部軍が勝利を摑もうが、元親の心は壊こわれる。おそらく、二度と立ち直れないだろう。この姉のためならば、天下分け目の決戦で敗者となろうとも、いの一番に戦場から敗走しようとも、長宗我部信親は武士の風上にもおけぬ臆おく病びよう者であったと後世の笑いものになろうとも、構わない、と思った。

「……わかったよ。お姉ちゃん。血気にはやった僕のために、西軍を完全に敵に回してしまったね。ごめんね……」

「信親ちゃん！　わたくしが殿しんがりを務めるわ。お願い。生きて、土佐に……！」

　南宮山を下りた剛勇の将・吉川元春は、宇喜多直家の命を捨てた「足止め」によって下山できないでいる小早川隆景の分まで自分が最後まで戦わねば「毛利の律りち儀ぎ」は守れぬ、と決めている。しかし、伊勢街道の東側の最前線で加藤福島軍と戦っていた長宗我部軍が、いっせいに多良道へと敗走を開始していた。この長宗我部軍の敗走によって、同じ戦線で激げき闘とうを繰り広げていた藤堂高虎軍も、崩くずれた。本多忠勝軍も、押された。さしもの藤堂高虎と本多忠勝率いる両軍の兵士も、早朝からの戦せん闘とうで完全に疲弊しきっている。とりわけ、藤堂軍は限界を超こえていた。死地に追い込まれれば追い込まれるほど死に狂ぐるい、強さを増し続ける加藤虎之助・福島市松の両者が異常なのだ。藤堂軍は長宗我部軍の敗走によって戦力が半減したところに、背後から伊達軍の突とつ撃げきを受けて、壊かい乱らん状態となった。本多忠勝をもってしても、もはや崩れた藤堂軍を支えきれない。藤堂高虎は、二人を手玉に取っていたはずの自分の兵法がついに加藤福島の若さゆえの無む謀ぼうさと純じゆん粋すいさに敗れた、と悟さとった。

「……ごめんなさい、忠勝。ここまでのようね。長宗我部元親は、もともと西軍方の武将だった。すでに勝敗が決した今、この伊勢街道でなおも東軍のために玉ぎよく砕さいするまで戦え、とは言えないわ。よく、戦ってくれたわ。これまで……」

「……無念……烏頭坂で相良良晴を討てなかったことが、すべてだった……このままでは、姫が。せめて、あと、ひとたび」

　伊達軍の到とう来らいと梵天丸たちの士気の高さを知った虎之助と市松は、東方の戦線を捨てた。敗走する長宗我部軍や崩壊した藤堂軍を追撃しなかった。加藤虎之助も、福島市松も、「あんたたち！　これ以上暴走したら暗殺するわよ！　相良良晴のもとへ行きなさい！」と怒ど鳴なりながら戦場を駆けるヤスケに𠮟しつ咤たされるまでもなく、西のかた烏頭坂へと向かっている。相良良晴のもとへ。全力をもって黒田官兵衛たちとともに徳川本軍を東西から挟撃し、中原へと相良良晴を帰き還かんさせるために。

「市松！　歴戦の勇者である兄貴にこれほどの苦労をかけたのは、虎たちが見境なく前線へと突とつ出しゆつしたせいだ！　ここから先は、冷静さを失ってはいけない！　全軍一体となって、兄貴を中原へ！　織田信奈さまのもとへ！」

「藤堂高虎を追いかけたかったけど……合点承知っすよおお！　佐吉ばっかりにいいところ持っていかせてたまるかあああ、っすよ！　あんにゃろ、徳川家いえ康やすを追い詰つめている！　んだよお。柿かき食って腹壊してたんじゃなかったのか？　いつの間にあんな名将に……」

「佐吉は利口者だけれど、実戦の采配は苦手だ。でも、その苦手を、紀き之の介すけが見事に補ほ佐さしてくれている。いい姉妹しまいだよ」

「それにひきかえ、こっちの姉妹は二人揃そろって脳みそ筋肉っすよね、姉あね御ご！」

「まったくだ。虎は、強くなることばかりを追い求めてきた。兄貴を守るためには、もっともっと、学を積まなければ……！」

「市松はいくら学積んだってぜんぶ一晩で忘れるので、無駄っすからねー。でも、地頭のいい姉御なら知力をあげられるっすよ。弥や九く郎ろうに弟で子し入りして、そろばんでも覚えたらどうっすか？」

「……それはそれで……弥九郎のどや顔を思い浮うかべるだけで、あああ、腹が立つ……！」

「と、虎の姉御？　冷静に、冷静に！」

　吉川元春の「相良良晴軍を側面から襲おそってすり潰つぶす」という起死回生の戦術は、実行不能となった。

　が、このまま一戦も交えずに敗走するつもりは、吉川元春にはもとよりない。

　下山した兵を、伊勢街かい道どうの東へと、向けた。藤堂高虎を救援し、伊達政宗軍を防ぎ止めるために。「毛利の律儀」を、貫つらぬき通すために。しかし、いまや形勢は完全に逆転していた。南宮山から伊勢街道へ下りてしまった吉川軍のほうが、伊勢街道の内側に封ふう鎖さされているのだ。伊達軍は、大軍をもって伊勢街道の東側の入り口を占せん領りようしている。前線の兵が疲弊しても、次から次へと新手を繰くり出すことができる。吉川軍はここで壊滅するじゃろう、と元春は思った。だが、元春とともに中国戦線・北九州戦線で戦い抜ぬいてきた吉川軍の将兵たちは、すでに「勝利」が東軍の手からすり抜け、西軍のものになろうとしている絶望的な戦況にあろうとも、誰も逃げようとしない。怯ひるまない。彼らには、これまでほんとうは隆景以上に繊せん細さいな乙女おとめ心ごころの持ち主だった「剛勇の将」の「武」を支えてきたという自負がある。

　これで。東軍が敗れようとも。自分が討うち死にしようとも。吉川家が滅ほろびようとも。毛利は。三代目は。そして隆景は。きっと、生き延びられる。相良良晴、妹たちを頼たのんだけえの、と言い残すと、吉川元春は愛刀「姫ひめ切きり」を抜いて馬を駆っていた。

「中国最強！　大毛利家の『武』の柱！　山陰の覇者・吉川軍の底力を見せる時じゃ！　伊達軍を、押しとどめるんじゃあああ～！　断じてこの大軍勢を中原へ入れてはならん！　奥州勢を、しごうしたれえええ！」




　死地に追い込まれていた相良良晴が徳川家康の「壁かべ」を突とつ破ぱして中原へ帰還すれば、その瞬間に、関ヶ原の合戦の勝敗は決する。伊勢街道に封鎖されている相良良晴直属の軍勢が、二万。黒田官兵衛率いる大友修しゆ羅ら隊たちを主体とする軍勢が、二万。石田佐吉率いる軍勢が、浅井長政が送り込んだ援えん軍ぐんを併あわせて一万。布ふ陣じん時には一万を超える程度だった相良良晴のもとに続々と集結した総兵力は、いまや、およそ五万にまで膨ふくれあがっている。良晴が徳川家康の「壁」を突破すれば、この五万が、ことごとく中原へと殺さつ到とうする。北天満山戦線での明智光秀軍との激闘の最中に突とつ如じよとしてその機能を停止しつつある武田信玄軍も、竹中半兵衛の奇き略りやくの前に敗れついに「不敗神話」終しゆう焉えんの時を迎むかえつつある笹尾山の越軍も、もはや戦線を維い持じできない。

　虎之助と市松が東方の戦線を伊達軍に委ゆだね、自分のもとへと急行していることを知らされた相良良晴は、ただちに烏頭坂から西へ向かうと決めた。笹尾山の「馬ば防ぼう柵さく」を突破し、討とうとすれば織田信奈を討てるはずだった上杉謙信が突如として笹尾山から単たん騎き離り脱だつし、武田信玄の本陣へと急行したことも、すでに伝わっている。上杉謙信は、勝利よりもたいせつなものを、選んだのだ。おそらくは、武田信玄の命を。そして信奈を、「天下人」として認めたのだ。今、徳川家康の「壁」を自分が突破すれば、その瞬間に戦は確実に終わる。しかし突破できねば、相良軍五万はなお中原へと向かえない。関ヶ原の合戦はさらなる混戦となり、東軍勢が完全に壊滅するまで凄せい惨さんな戦いが続く。合戦においてもっとも死人が出る時は、戦闘中ではない。勝敗が決し、勝者側が敗走する兵を追つい撃げきする時なのだ。激戦になればなるほど、互たがいに死し闘とうを繰り広げれば繰り広げるほど、追撃もまた、厳しいものとなる。無数の将兵が死ぬ。すべては、相良良晴の帰還にかかっている。

「虎之助たちとの合流を待っている時間はない。吉川元春が玉砕する前に！　宇喜多勢が全ぜん滅めつする前に！　武田軍が滅び去る前に！　この合戦を終わらせる！」

　島しま津づ家いえ久ひさが「おいもすぐに行く！」と声を弾はずませて、烏頭坂に殿として留まり、種たね子が島しまを担かつぎ上げる。吉川軍と伊達軍が伊勢街道の東の入り口で激げき突とつしているこの隙すきをついて、本多忠勝がみたび良晴を討ち取るべく文字通り最後の突撃をかけてくるはずだ。良晴と離はなれることに不安はあった。が、本多忠勝を防ぎ止める役目はおいがやる、と家久はただ一人で家久自身の「決戦」へと挑いどんだ。

「家久！　烏頭坂を、お前に託たくす！　負けるなよ──『運命』に！」

「おう！　奔はしれ、相良さぁ！　中原へ！　『天下』へ！」

　今、相良良晴は織田信奈とともに走り続けてきた「天てん下か布ふ武ぶ」という長い長い道の終着駅へと、向かっている。

　しかし、相良良晴の出現によって大きく軌き道どうを変えられた徳川家康の「運命」を取り戻もどそうとしてきた本多正信が、最後の「壁」としてその相良良晴の前に立ちはだかった。

　西から怒ど濤とうの勢いで攻せめ寄せてくる黒田官兵衛たちとの交戦を徳川家康に委ね、本多正信自身が相良良晴を討ち取るべく伊勢街道を東進し、兵を進めてきたのだ。

　彼女の友情に応こたえて敢あえて自らの「運命」を背負い、織田信奈との対決に挑んだ徳川家康。その家康との友情に殉じゆんじると決めた本多正信は、伊勢街道の西の「出口」を巡めぐって徳川と交戦していた島津義よし弘ひろ率いる島津軍が繰り出す弾だん幕まくの嵐あらしを、地じ獄ごくを、抜けてきたのだ。信じがたい執しゆう念ねん、恐おそろしいまでの家康への忠節と友情。本多正信は奇き跡せきを成し遂とげてきた。むろん、その兵数は無残なまでに減っている。ほぼ、壊かい滅めつしていた、と言っていい。本多正信自身も、腕うでに被ひ弾だんしている。だが──。

「……徳川家の『運命』を決する時が来ました。どうか、お願いします」

　承うけたまわった、と柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さいがうなずき、相良良晴が馬を駆かり突つき進む進路上へと立ちはだかっていた。この男がいたからこそ、本多正信は島津軍の放つ弾幕の中を「敵中突破返し」することができたのだ。自らの命を捨ててこの男を相良良晴の前に送り届けることが、本多正信の最後の「策」だった。

「大和の国こく人じん。柳生石舟斎。思うところあって、徳川家康さまの『器うつわ』に日ノ本の『未来』を託した。未来人のあなたならば、あるいは、柳生の名を知っておられるやもしれぬ。わが柳生の剣けんは、『球避よけのヨシ』といえども躱かわせぬ。あなたは、伊勢街道を、通れぬ」

　無刀だった。しかし、凄すさまじい殺気が、良晴を襲った。隙がない。突破できる可能性はない。家久とともに来るべきだったのか。最後の最後に、良晴の天性の反射神経をもってしても絶対に避けられない究極の剣けん豪ごうが、良晴を阻はばもうとしていた。右にも。左にも。上にも。どこにも、逃にげ場はない。柳生石舟斎の周囲の空間すべてが、死地。しかも、太た刀ち筋すじがまったくわからない。長刀は帯びていない。どこかに、短刀を。あるいは、ほんとうに素す手でなのか。なにも予想できない。島津義弘ほどの武神が、倒たおしきれなかったはずだ。

　本多正信はおそらく限界を超えた兵力を家康本陣から割さいて、島津軍へとことごとく投入したのだろう。家康のもとに残る兵力は、四千か、五千か。それでも家康は官兵衛と佐吉を防ぎ止められる、相良良晴の首を柳生石舟斎が落とすまでの間、と正信は信じているのだ。島津義弘は今、良晴を救うために必死でこちらへと向かっているはずだった。だが、もう間に合わない。相良良晴は、「無刀の男」柳生石舟斎の恐るべき「秘太刀」を知らない。石舟斎に斬きりかかれば、その瞬しゆん間かんに己おのれの小太刀を抜かれて絶命させられるということを知らない。

　俺はこの剣豪の「一いち撃げき」を避けられない。その太刀筋を「初見」するまもなく、俺は死ぬ、と良晴は直感した。引き返すか。家久のもとまで逃げるか。それはできない。ここで俺が逃げれば、戦いはさらに長期化する。関ヶ原の戦場は無数の将兵の死し骸がいで埋うめ尽つくされる。これ以上戦わせれば、武田信玄は確実に死ぬ。武田騎き馬ば隊に包囲されているという、十じゆう兵べ衛えちゃんも。そして小早川さんは、宇喜多軍を壊滅させ、「東軍」として下山してくる。その先には、空陣となった相良本陣に残された義よし陽ひ姉さんやねねたちが……！　そうなれば信奈は、「第六天魔ま王おう」となる「運命」から、ついに逃のがれられない。「運命」に追いつかれ、囚とらわれる。あるいは小早川さんが俺のために「西軍」を選べば、小早川さんが死ぬ。しかも、吉川さんと、殺し合うことになる。

「天下布武」が成るか否いなかは。すべての実を拾うことができるかどうかは。

　この瞬間の俺の選せん択たくと行動に、かかっている。

「相良筑ちく前ぜんの守かみ良晴どの、お覚かく悟ごを──」

　この時。

　良晴の耳元で、誰だれかの声が、聞こえた。

　相良良晴よ。闘気を、漏もらすな。己の「気」を消せ。

　播はり磨までの修行を、思いだせ。

　あの時は、お前は未熟だった。俺が補佐せねば、「隠おん形ぎよう」を発現することができなかった。

　だが、今のお前ならば、できる。

　俺がいなくとも、究極の「隠形」を為なすことができる。

　究極の「隠形」とは、「肉眼に見えぬ」術ではない。身体からだを消すのではない。「心」に燃え盛る恐きよう怖ふを、怒いかりを、ことごとくを消すのだ。

　天地に、「心」を、「気」を溶とけ込ませるのだ。

　それが「隠形」の神しん髄ずいにして最終段階ぞ。

　恐れるな。怒りも恐怖も闘気もなにもかも、鎮しずめよ。お前の「器」の中に、すべてを飲み込め。そよとも揺ゆるがぬ不動の心のままに、駆けよ。

　前ぜん鬼きの魂こん魄ぱくはもう、地上から消しよう滅めつした。俺に語りかけてくることはない。ならばこれは、俺自身の心か。俺が、俺に語りかけているのか。それとも。この戦国乱世に散っていった人々の思念が、「声」になっているのか。

　相良良晴は、柳生石舟斎の「間合い」に飛び込むとともに、目を閉じていた。

（俺は、烏頭坂で長宗我部信親を殺してしまうところだった。信奈が弟の信澄を殺すという「運命」を変えることから戦国時代を生きる道を走りはじめた俺が、姉の目の前で、弟を。長宗我部元親の心を、無明の闇やみへと落とすところだった。最前線へ突出して伊勢街道に封鎖されるという失態を演じたのも、この「関ヶ原の合戦」に心がはやり、自分自身の闘気に心を吞のまれて、自分を見失っていたからだ。思いだせ。俺は、「敵」と戦いこれを倒すために、戦国の世に来たのではないということを。日ノ本の人々は、誰も、俺の「敵」などではないということを。悪あしき者を倒し滅ぼすために、戦ってきたのではないということを。俺がこの時代に留まり、生きてきた理由。信奈の夢。「天下布武」。戦国乱世の終結。その目前で倒れるという信奈の「運命」を変えたかった。だが、はじめは信奈一人を守るので精せい一いつ杯ぱいだった俺は、戦いを重ね人々と出会うごとに、もっともっと大きくなりたい、と願うようになった。とりわけ、竹中半兵衛に出会い、「武将」として鍛きたえられ導かれてからは、そうだった。乱世に翻ほん弄ろうされ悲劇の「運命」に陥おちいっていく人々をことごとく守れるような「器」を欲ほつした）

　だから。

（俺は。たとえ、分不相応であろうとも。未来人である俺にしかできないことを、やる。すべての実を、拾う……！）

　柳生石舟斎は、この時。

　彼自身ですらいまだ体得できないでいる完全な「無念無想の境地」を、相良良晴の中に見た。

　怒りも。闘気も。恐怖も。

　すべてを、相良良晴は飲み込んでいた。

　あらゆる武道が目指す究極の「精神」を、そこに見み出いだしていた。

　この、天下を決する戦場のただ中で。この、「運命」が定まる切所で。信じられぬ、と石舟斎は呻うめいた。

　撃うち込む隙を、見出せなかった。まるで金かな縛しばりにあったかのように、腕が、動かない。無数の声なき声が、乱世に倒れていった人々の思いが、相良良晴を守っているとしか思えない。

「……このお方には、まことに、敵はおらぬのだ……！　日ノ本のすべての人間が、このお方にとっては……同どう胞ほうであり、仲間であり、家族……！　徳川家康さまも。本多正信どのも。今、このお方の首を落とそうとしているこの石舟斎でさえも……！」

　達人は、達人を知る。

　柳生石舟斎は、ついに、相良良晴に一撃を撃ち込むことができなかった。

　己こそ最強の剣けん士しと自負していた若き頃ころ、剣聖・上かみ泉いずみ信のぶ綱つなに勝負を挑んでまるで赤子の手を捻ひねるように叩たたきのめされ、地に伏ふして弟で子し入りを懇こん願がんしたあの時ですら、これほどの衝しよう撃げきは受けなかった。

　この人は、一いつ介かいの剣客が斬り殺してよいお方ではない。己の「分」をわきまえよ柳生よ、そなたに教えた剣は人を殺すための剣ではない。人を活いかすための剣ではなかったのかと、師である上泉信綱に𠮟しかり飛ばされたかのような──。

　柳生石舟斎は、「参りました。申し訳ござらぬ、本多正信どの」と膝ひざを突いていた。

　むろん、良晴は完全に無防備となった石舟斎に太刀を放ってなどは、こない。

　ただ一直線に、関ヶ原の「中原」を目指して、全力で駆け続けている。

　本多正信は、ここに窮きゆうした。

　抜ぬけられてしまう！　突とつ破ぱされてしまう！　島津義弘のもとに辿たどり着けば、もう……！




　しかし。

　達人は達人を知るが、達人が追い求める「無念無想の境地」などを屁へとも思わぬ者が、ここにいる。しかも、柳生石舟斎に匹ひつ敵てきする剛ごうの者だけに、たちが悪い。

「がはははは！　なんだか知らねえが、柳生石舟斎、敗れたり！　二度とない、好機到とう来らいいいいいい！　やいやい相良良晴、俺さまに倒されろおおお～！　戦国姫ひめ武将たちの恋こい心ごころを独どく占せんしているてめえを倒せば、繰くり上がりで俺さまがモテモテはぁれむの主あるじだあああああ！　謙信ちゃ～ん、待っててねええ～！」

　捨て奸がまりにブチ殺されるかと思ったが、いやあ助かった。しかも、こんな小こ僧ぞうを相手になにをびびったのか勝手に降参した柳生の阿あ呆ほうのおかげで、まさかの好機を手に入れた！　と、「無法の男」小お笠がさ原わら長なが時ときが名刀「千ち代よ鶴づる」をぶっこ抜き、舌なめずりしながら目を閉じて馬に身を委ゆだねている相良良晴へと襲おそいかかっていた。

「はっ、はっ、はぁれむううううう！　ぐわはははは！」

「……ゲッ!?　な、なんだこいつ!?　ダメだ、隠形とかそういう精神性の高い境地なんて、そもそも最初から精神性などこれっぽっちも持ってない奴やつにはいっさい通じない！　こいつ、ハーレムの王になることしか頭にねえ！　しかも圧あつ倒とう的に強い！　こんな時にはどうすればいいんだ、前鬼いいいいいい!?」

　良晴が小笠原長時の下品な高笑いに気づいて目を開いた時にはもう、高々と宙を舞まっていた長時の剛剣が良晴の頭を幹から竹たけ割りに割ろうとしていた。小笠原長時は、剣の一撃で兜かぶとを頭ず蓋がいごと叩き割る。文字通りの「兜割」の達人なのだ。しかし達人らしい求ぐ道どう精神などはかけらもない。頭の中には、「モテモテはぁれむ」、ただその一事のみ。あるいは出会った場所が違ちがっていれば、良晴の無二の親友になっていたかもしれない男だった、が──。

「相良良晴の脳天、いただきいいい！　俺さまがはぁれむの主だああああ！」

「無念無想の境地」に入り込んでいた分、反応が遅おくれた！　避けられない！　まさか、こんな間ま抜ぬけな最さい期ごを遂げるだなんてえええ！　と良晴が死を覚悟したその時。

「小笠原はぁれむ入りなど、お断りします！」

「私もお断りだ！　相良はぁれむならともなく……あ、いや、なんでもない。ごほ、ごほ」

「兄貴！　間に合った！　本多忠勝の最後の突進は、島津家久どのが防ぎ止めました！　もうだいじょうぶです！」

「にょほほ～！　真打ち・市松参上～！　唸うなれ、日本号！　『千代鶴』をへし折れえええええ！」

　徳川軍との死し闘とうによって消しよう耗もうしきった島津軍が限界に達しつつあると見るや否や、単たん騎き徳川の「壁かべ」を突破してきた、立たち花ばな宗むね茂しげ。

　宗茂とともに良晴救きゆう援えんへと駆かけてきた島津義弘。

　本多忠勝の最後の襲しゆう撃げき阻そ止しという大仕事を敢あえて島津家久に委ね、良晴を守るために直進してきた加藤虎之助。

　そして同じく、福島市松。

　伊勢街道の東と西から猛もう然ぜんと突進してきた四人の姫武将たちが問答無用でいっせいに、宙を跳はねていた小笠原長時めがけて、それぞれの得物を繰り出していた。

「ぎゃあああ～！　よっ、四人がかりとは、ひっ、卑ひ劣れつなあああ～！　ひでえええええ！　相良良晴、おめーは俺の……！」

　小笠原長時の身体は吹ふっ飛ばされて、南宮山さん麓ろくの林の中へと消え去っていた。

「なにが卑劣ですか！　この天下を賭かけた大戦の最中に、なにがモテモテはぁれむですか。なんと不純な……！」

「まったくだ。武士道にもとる下品な男だった。同士討うちを避けねばならず、一撃必殺の急所を打てなかった。殺し損ねたのが残念無念」

　立花宗茂と島津義弘はまだ激げき怒どしているが、窮きゆう地ちを救われた良晴は（うーむ。素の俺にそっくりな男だったな……あれが、本来の俺の姿、だよなあ……姫武将を怒おこらせると怖こわいな。くわばらくわばら……）と別の意味で生きた心ここ地ちがしない。

　いくら「無法の男」とはいえ、まさかこんな恥はじ知しらずな真ま似ねを。小笠原長時の蛮ばん行こうに気づいた時にはもう手て遅おくれになっていた柳生石舟斎は（……あれはあれで、無念無想の境地なのかもしれぬ……）と呆あきれ果てている。

　だが、夢のはぁれむ建設を目指して小笠原長時が飛びだしたことが、本多正信にとって最後の「天運」となった。

　良晴と四人の姫武将たちが「いやあ、こんどばかりはもうダメだと思ったけれど、おかげで助かったよ。急ぐぞ！　行こう！」「はいっ！　徳川本軍は、あと一押しで戦せん闘とう能力を喪そう失しつします！」「島津軍はまだ戦えます！　われらは最後の力を振ふり絞しぼります、参りましょう！」「任せてください、兄貴！」「中原まであと一歩っすよおお！」と互たがいに声をかけあい、ほんの一いつ瞬しゆん、手て駒ごまを失って完全に孤こ立りつした本多正信から目線を切ったその時。

「……かかる邪じや道どうの技は武士には用いず、と決めておりましたが……もう、この手しかありません……！　許されよ、相良どの……！」

　本多正信は、松永弾正直伝の「傀儡くぐつ」を、空から繰り出していた。しかも、人型ではない。正信自らが考案した、鷹たかの姿をかたどった傀儡。空を舞まい、頭上という死角から飛び込んで自じ爆ばくして相手を殺す。忍しのびの世界のみで用いられる幻げん術じゆつ。しかも武士には、今まで見せたことはない。武士どもには対応できない。このような邪法があることすら知るまい。松永弾正のもとに仕官していた柳生石舟斎ですら、「鷹傀儡」は知らない。相良良晴の身体に激げき突とつさせ、爆破させる……！

　島津義弘が「むっ!?　あれは……生き物ではない？」と空から襲ってきたその「鷹」の異常に気づいた時にはもう、良晴を確実に殺せる至近距きよ離りにまで鷹傀儡が滑かつ空くうしていた。

　本多正信には、「武」がない。切り札をすべて切った正信を、もはや戦闘能力なし、と判断したことが、この一瞬の隙すきを与あたえることになった。

　不覚！　と立花宗茂が矢を放とうとしたが、弓に矢をつがえて引き絞り、放つまでには時間がかかる。「鷹」は恐おそろしく速い。もう間に合わない。

「みんな、これは……火薬の臭におい！　爆ばく弾だんだ！　逃にげろ！」

　良晴が、四人の姫武将を逃のがそうと声を張り上げた。が、誰だれも逃げようとしない。良晴を爆発から庇かばおうと、逆に良晴のもとへ駆け寄っていく。さらには、「いかん、本多どの！　このお方は、これからの日ノ本に必要なお方！」と、柳生石舟斎までもが。

　まさか!?　全員が迷わず相良良晴を守るために!?　と本多正信は思わず叫さけんでいた。

　だが。




「にんにん。相変わらず詰つめが甘いでござるよ、相良氏うじ。拙せつ者しやがいないと、ダメダメでちゅな」




　その鷹傀儡の翼つばさに、さらなる上空から投とう擲てきした手しゆ裏り剣けんを次々と命中させて軌き道どうを逸そらし、南宮山の麓へと突つっ込ませた者がいた。「大おお凧だこ」に小さな身体からだを張り付け、ムササビのように空を飛んでいる、忍びだった。鷹傀儡は、良晴たちを巻き込むことなく、山中で爆発した。爆風とともに、「ぎゃー、なんじゃこりゃあああ！」と叫ぶ小笠原長時の怒ど声せいだけが響ひびき渡わたった。なおも致ち命めい傷しようを受けずに生きているのは、小笠原長時がよほど頑がん強きような身体の持ち主だからだろうか。

　九死に一生を得た良晴は、その大凧に乗った嚙かみ嚙みの忍びの姿を見上げながら、大声を張り上げていた。思わず、涙なみだが、こぼれた。




「遅おそかったじゃねえかよ、五ご右衛え門もん……！　まったく……心配させやがって！　なにをやってたんだ！」




　うにゅう。道すがら、ちと人形だの人間だのを拾っておりまちて。さがらうぢがどうにもちんぱいなので、いもーとのかずむにぇにちごとをひきつがちぇてきたでござるよ、と大凧に乗った蜂はち須す賀か五右衛門が微笑ほほえんでいた。

　相変わらずなにを言っているのかわからねえ、と良晴も笑った。泣きながら、笑っていた。

　本多正信は、「人の和」を愚ぐ直ちよくに積み重ね続けてきた相良良晴がついに襲いかかるすべての窮地を突破して「地の利」をも得たことを知り、「運命」を覆くつがえしたことを知り、徳川家康の頭上から「天下」が去ったことを知った。

「……すべては……終わった……それがしは、姫を……姫を、敗軍の将に……して、しまった……！」

　太た刀ちを地に置いて、相良良晴の前に土下座していた。もう、立ってはいられなかった。家康から。姫から。親友から。すべてを、奪うばい取ってしまった。三河一いつ揆きでひとたび姫を裏切り、設楽したらが原はらでまたしても裏切り、今、関ヶ原でそれでもなお自分を友として遇ぐうしてくれた姫の信しん頼らいをも裏切った。どれほど泣いても、涙は、尽つきなかった。

「……すべては、この弥や八はち郎ろうが企たくらんだ悪あく謀ぼう……姫は、それがしに無理矢理に巻き込まれただけなのです……！　すべて、蜂須賀五右衛門どのが知っております！　なにとぞ……姫の命だけは……それがしの腹ひとつで、どうか……お願い、します……！」

　柳生石舟斎が「無用なこと」と正信の肩かたを叩き、そっと抱だき起こしていた。

　このお方に、敵はいない。日ノ本の人々は今、ひとつになる、と正信を励はげましながら。

　良晴は、馬から下りて、正信の手を握にぎっていた。

「家康に降こう伏ふくを勧すすめる使者役を務めてくれないか。あいつは意固地だから、本多正信が捕とらわれたとなれば、『最後の最後まで戦う！　ここで死ぬる！』と爪つめを嚙んで、てこでも動かなくなるかもしれない。今は、一刻を争う時だ。それに……これ以上、徳川軍から犠ぎ牲せい者しやを出したくないんだ。徳川家康の『未来』を変えてしまって、ほんとうに、ごめん……許しを請こわねばならないのは、俺のほうだ。すまなかった」

「……相良良晴。あなたは……」

「五右衛門を生かしてくれて、ありがとう」




　もしも相良良晴が本多正信を斬きっていれば、家康と三河侍ざむらいたちは相良軍を相手に徹てつ底てい抗こう戦せんし、枕まくらを並べて討ち死にしていただろう。だが、その本多正信が良晴から「交こう渉しよう役」を一任され、家康のもとへと送り返されてきた。正信は、粘ねばり強く家康を説得しようとした。家康が武装解除することで、三河兵たちの命が救われ、徳川家は存続することができる。そして、今、関ヶ原で戦っている約三十万人の将兵たちが、死地から逃れられる。日ノ本は、ここにひとつになる。

　ただし──ただ一人だけ、本来そうなるはずだった「未来」を、「天下」を手放さねばならない者がいる。徳川家康である。「天下人」は、一人でなければならない。織田信奈が「天下人」となる以上、家康が天下人となる「未来」だけは、相良良晴をもってしても拾うことができない。が、相良良晴は「情」の人。必ずや、誠意を以もつて徳川家と家康を守り抜ぬいてくれる──。

　本多正信は、どうしても家康を説得できなければ、「関ヶ原の合戦」に徳川家を東軍方として参戦させた首しゆ謀ぼう者しやとして本ほん陣じん内で切腹する覚かく悟ごだった。

　しかし、もう、言葉は要いらなかった。

「弥八郎さん。三河侍たちは、果か敢かんに戦ってくださいました。井い伊い直なお虎とら。酒さか井い忠ただ次つぐ。榊さかき原ばら康やす政まさ。世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろう。それに、弥八郎さん。みな、負傷しています。無傷でいる兵はほとんどおりません。今、徳川軍で傷を負っていない者は、『東国無む双そう』の平へい八はち郎ろうさんくらいでしょう。徳川軍は、十分すぎるほどに戦いました。私が耐たえることで、戦国乱世が終わるのであれば──」

「……姫ひめ……」

「あの上杉謙信さまですら、九く分ぶ九く厘りん手中に収めていた『勝利』を、捨てられました。弥八郎さん。私のために今まで奔ほん走そうしてくれたことを、感謝しています。ですが、勝つことだけが、私にとっての『幸福』であったのかどうか。これで、よかったのです。三河兵をことごとく死なせてしまう前に、戦いくさを終えることができて……吉きち姉さまを討ち取ることができなくて、よかった……私たちは、『未来』を摑つかむために全力で戦った。徳川の武名は、この関ヶ原で天下に轟とどろきました。たとえ敗れても、われらは胸を張って、この先の未来へと進むことができるのではないでしょうか」

　徳川家康は、相良良晴の降伏勧かん告こくに応じることを決意し、全軍に「武装解除」を命じていた。開戦から終戦まで止やむことなく戦い続けてきた本多忠勝も、戦闘を中断し、家康のもとへと帰き還かんを果たした。「徳川家康、武装解除。相良良晴、中原へ帰還」。この一報が知れ渡ると同時に、関ヶ原の合戦の勝者は、決まった。吉川元春軍と伊達軍との戦いも。武田旗本軍と斎さい藤とう利とし三みつ率いる明智軍との戦いも。越軍と織田北陸方面軍との戦いも。すべてが、終わった。




　関ヶ原の合戦は、終結した。

「西軍」が、勝った。

　織田信奈は、ついに「天下人」となった。

「天てん下か布ふ武ぶ」の大事業。その中ちゆう核かくにして要かなめとなる「決戦勝利」が、ここに成し遂とげられたのである。




　そして、西軍による「追つい撃げき」は、なかった。

　相良良晴軍の勝利を報告する「大凧」が中原から青空へと揚あげられたさまを見た信奈は、関ヶ原の戦場から撤てつ退たいする東軍勢の追撃を全軍に禁じたのだ。むろん、せっかく勝ちを収めていながら東軍の兵力を温存させてはならない、無傷で本国へ帰せば再び織田に反旗を翻ひるがえすかもしれないという声もあったが、「もう、わたしたちは敵同士ではない。勝者も敗者もない。新たな遺い恨こんなど生じさせてはならない。日ノ本は今日この瞬間から、ひとつになるの。命令に反した者は死罪よ」という断固とした「意志」を、信奈は示した。
















　本多忠勝に先導されて、相良良晴は「中原」へと帰還し、伊勢街かい道どうの出口に陣を敷しいていた徳川家康とその家臣たちとの対面を果たした。徳川本陣の向こうに待っている黒田官兵衛たちに再合流するのは、徳川家康たちと和わ睦ぼくの握あく手しゆを交かわしてからだ。

「『赤備え』の甲かつ冑ちゆうのおかげで、被ひ弾だんしたのに出血していると誰も気づいてくれず、たいへんだったであります。まだまだ、飯お富ぶ兵ひよう部ぶどのや山やま県がた昌まさ景かげどのの境地には程ほど遠とおいであります。子育てと城主の両立は大変であります！」

　奇き跡せき的に一命を取り留めた「おんな城主」井伊直虎。この戦国日ノ本の三河・尾お張わりではむしろ「おとこ城主」のほうが珍めずらしい気もするが、許婚いいなずけだった殿との方がたとはいろいろあって結けつ婚こんできず、その許婚が死んだために井伊家の家か督とくを継つぎ、しかも許婚が別の嫁よめに産ませた子を育てているという。この子に井伊家を継がせるまでは結婚など夢のまた夢であります、と直虎。これほどの美人がこのまま結婚できないなんてもったいない。戦国日ノ本に婚活制度を導入しなければ、と良晴は思った。

「……三河兵たちは忠誠無比にして勇ゆう猛もう果敢であった……そして姫はまだまだ、大きくなられる……さあ皆みなの衆、お手を拝借！　あっ、そ～れ♪」

　郎ろう党とうたちとともに「海え老びすくい」なる妙みような踊おどりを踊っている老将・酒井忠次。重厚な風格の持ち主だが、戦が終われば意外とご陽気な人らしい。

「きゅ、九州から野人の群れを連れてきた相良良晴、あんたなんかに頭を下げるんじゃないからね！　織田信奈に降伏しただけなんだから！　勘かん違ちがいしないでよね！　野人！　野人！　野人！　あんたこそ野人の親玉だわ！」

　三河にもこんなツンデレがいたんだ、と良晴が思わず笑顔になってしまった、榊原康政。

「肩に種子島を食くらった瞬間、痛くて失神してしまいました～。影かげ武む者しや稼か業ぎようは懲こり懲ごりです～」

　良晴の目にも家康の双ふた子ごとしか思えない、瓜うり二ふたつの「影武者」世良田二郎三郎。

　そして──徳川家康。

「……良晴さん。とうとう、この時が訪おとずれましたね。私が開戦に間に合っていれば、きっと『運命』は異なる道へと進んでいました。これほど良晴さんを苦戦させることも……三河兵と島津兵に、大勢の犠牲を払はらわせることも……すみませんでした……」

「いや。よく、これほどの重荷を背負ってくれたよ、家康は。信奈が『運命』を覆して天下人となるためには、『天下布武』を実現するためには、徳川家康との決戦は避さけて通れなかったんだと思う。でも、もう、戦いは終わった。信奈のもとに、行こう」

「はい！　でも……私……『あんたって、やっぱりたぬきだったわね！　わたしの勘は当たっていたんだわ！』と吊つるされて、たぬき汁じるにされませんよね？」

「……あいつのことだから、するかもしれない……俺といえども、保証はできないな」

「そ、そんなあ!?」

　青ざめて震ふるえているほんものの徳川家康の背後には、服部はつとり半はん蔵ぞうが立っている。

「ふん。やはり二度も博ばく打ちに勝てるほど、戦国の世は甘くはなかったな。相良良晴、よくぞ伊勢街道の死地を生き抜いた。金かねヶが崎さきの折に、吹ふき飛ばしておくべきだったな。この半蔵、生しよう涯がいの不覚だ」

「半蔵。お前、結局、相良軍の兵を討うたなかっただろう」

「忍しのびは戦場で派手に武士と戦ったりはせん。忍びはあくまでも影かげよ。それに俺はこたびの合戦において、徳川軍では勲くん功こう一等だ」

「勲功一等？」

「島津家久がお前を救うために徳川本陣に突とつ入にゆうしてきた時、姫は『決して逃にげない。ここで死ぬる』と爪を嚙んでてこでも動こうとしなかった。俺が無理矢理に殴なぐり倒たおして、地中に素す早ばやく埋うめたことで、からくも姫は窮きゆう地ちを脱だつした。金ヶ崎の折にお前を埋めた時と同じだ。『微み塵じん隠がくれの術』のからくりの半ばは、つまりは土ど遁とんの術だからな」

　やっぱりか、と良晴は苦く笑しようした。

「身代わりとして床しよう几ぎに座った私は、本猫寺一揆で逃げ慣れしてますから被弾しても失神くらいで済みましたけれど、姫はとろくさいですから。弾たまを食らったら衝しよう撃げきのあまりうっかり脱だつ糞ぷんしていたと思います～」

「そうだ。末代までの恥はじとなるところだった。自分から勝手に急所に弾を食らって死んでいたかもしれん。影武者さまさまだ。そして、姫の脱糞を見事に防ぎ止めた俺が勲功一等というわけだ、相良良晴」

「二郎三郎さん！　半蔵！　私は！　脱糞なんて、していませーん！」

　武装解除の証あかしとして鹿か角づのの兜かぶとを脱ぬぎ、そして頰ほお当あてを外して素顔を晒さらした本多忠勝が、良晴の背中を指でつついて、西のかたを指し示していた。

「えっ？　き、きみ、だ、誰だれ!?　す、すごい美少女……!?」

「……平八郎よ。こっちではなく、あっちを見なさいと言っているの。待ちきれずに、あなたを迎むかえに来たみたいよ」

　傷だらけになった男たちが、黒田官兵衛たちに率いられて西に布陣していた相良軍の中から、飛びだしてきた。

「うおおおおおお！　相良の、殿とのおおおお！」

「よくぞご無事でええええ！　金ヶ崎に続いて、またも生せい還かん！　奇跡だああああ！」

「さっすがは不死身の相良良晴だあああ！」

「薩さつ摩ま隼はや人とたちの働きは見事だったでごわす！　おいどんも鼻が高いでごわす！」

　金ヶ崎の退のき陣以来、良晴と生死をともにしてきた男たちだった。が、おかしい。なぜならば。

「お、お前ら!?　生きてたのかっ？　南天満山で俺を守るために本多忠勝の『蜻蛉とんぼ斬ぎり』を食らって討ち死にしたんじゃあ……!?　忠勝？　もしかして……手心を加えて、くれたのか……？」

　本多忠勝は、ふん、とそっぽを向いていた。意外にも、頰が染まっている。実は、男と目を合わせることが大の苦手らしい。

「まさか。あの者たちは、あなたに『蜻蛉斬り』の間合いを見切らせるために自ら盾たてとなって突つっ込んできた者ども。馬ば鹿か正直に『球避よけのヨシ』に正確な間合いを教えればあなたを討ち損じる。だから、ぎりぎり致ち命めい傷しようを与あたえない『寸止め』の間合いで連中を倒したのよ。案の定、あなたは勘違いしてくれた。立花宗茂が来ていなければ、あなたの首は確実に落ちていたわ」

　そうなんだろうか。「寸止め」の間合いってのは、致死の一いち撃げきを与えられる必殺の間合いよりも距きよ離りは「長い」はずじゃないのか……？　あるいは、真空斬りとも言える「蜻蛉斬り」ではそうではないのか？　間合いが短すぎても、致命傷は与えられない、ということなのか？

「相良の殿おおおおおおお！　今宵こよいは宴えん会かいだああああ！」

「なんすか、その隣となりの女の子は？　めんこい美少女だああああ！　またしても、相良はぁれむの歴史に新たな嫁が一人加わったああああ！」

「これは二重にめでたいでごわす！　戦うたびに嫁が増える、これぞ相良良晴の不死身の秘密でごわす！　関ヶ原の合戦は終わったでごわすが、戦場で得た新たな嫁と島津家久どんとの殺し合いがはじまりそうでごわすな！」

「あ、いや、その……まあいいや！　野や郎ろうども、官兵衛たちのもとへ帰るぜ！」

「や、や、やめてっ！　わ、我われは、さささ相良はぁれむの嫁などではないわよ！　あなたたち、こんどこそ殺す！　ちょっと、待ちなさい！　否定しなさいよ、相良良晴ーっ！」

「いいんじゃないですか～？　弥八郎さん？　平八郎さんは殿方が苦手ですし、捨ておいたら誰とも祝しゆう言げんを挙げられませんから、このまま相良はぁれむ入りして徳川家と相良家の架かけ橋となっていただくということで。これも、私が吉姉さまにたぬき汁にされる危機を脱するためです、平八郎さん……ありがとう、ございます……私はよき家臣たちに恵めぐまれました……果報者です……よ、よ、よ」

「はぁい。それが、よろしいかと。平八郎、これは主命。相良はぁれむ入りを命ずる。すべては、姫をお守りするため」

「ややや弥八郎！　貴様はどこまでも腸はらわたが腐くさっている、やっぱり殺す！　いつからほんもののたぬきになったんですか、姫えええ！」

　なんだかややこしいことになりそうだと慌あわてた良晴は、「家康、また後で！　信奈は中原の八幡神社に本陣を移す！　信奈のもとに集合しよう！」と叫さけぶと、金ヶ崎・関ヶ原と二度にわたって窮地を生き抜ぬいた相良旗本隊の野郎どもとともに、黒田官兵衛、相良義陽、石田佐吉、山やま中なか鹿しか之の助すけたちが待っている相良軍の本陣へと帰還したのだった。




「明智光秀どの。津田信澄どの。あなたがたが窮地に追い込まれてなお信玄さまを討たず、それどころか信玄さまの命を繫つなぎ止めるために守ってくださったことを、われら武田家の家臣たちは決して忘れません。感謝いたします……いずれ、織田信奈さまは『天下布武』の新国家体制を定めるために一大会議を開かい催さいされるでしょう。その時に、またお会いしましょう」

　武田軍は、八幡神社から東山道を経由しての撤退準備に入っていた。

　またしても「逃げ弾正」らしく四天王のうち一人だけほとんど無傷のまま指揮を執とり続けていた高坂弾正が、武田軍の将兵たちをまとめ、「諏す訪わへ！」と号令を下していた。山県昌景、内ない藤とう昌まさ豊とよ、馬ば場ば信のぶ春はるの三名もまた、重傷を負ってはいるが、すでに意識を回復して馬上の人となっている。「三段撃うち」を忠実に敢かん行こうした森長可が「武田兵はことごとく打ち捨て、柵さくから出るな。武田兵の首を盗とった者は殺す」と厳命していたことと、上杉謙信の救きゆう援えんが間に合い高坂弾正が突とつ撃げき戦術を中断したことによって、三人は間かん一いつ髪ぱつで命を拾った。拾ったことを、嬉うれしい、とは思ってはいない。自分たちが力及およばなかったために信玄さまに「勝利」を与えられなかった、という悔くやしさのほうが大きい。だが、そんなことよりも──。

「上杉謙信と信玄さまの長きにわたる戦いは、今日、この関ヶ原で終わったのだわ。信玄さまを救うために、勝ちを捨て、天下を捨て、『蟲むし』を自分の身体からだに移すだなんて。ほんとうに、謙信は『蟲』と共生できるのかしら？　常人とは異なるお方だから、できるのでしょうけれど……」

「ともあれ信玄さまのお身体は、危き篤とく状態を脱されました。『蟲』が体内から消えた今、これ以上病が進むことはありません。曲ま直な瀬せ先生をお迎えして諏訪で養生すれば、きっと回復されます」

「……二人の戦いは、結局……上杉謙信が勝ったのか……それとも、謙信に敗北を選ばせた信玄さまが勝ったのか……」

　高坂弾正は「どちらでもいいじゃないですか。これより信玄さまは、武田勝かつ千ち代よとして生きていけるんですから！」と答えていた。明智光秀は、

「諏訪まで戻もどられるのですか!?　岐阜城と清きよ洲す城は、いかがするのです」

　と思わず問うたが、武田四天王は「岐阜城と清洲城は、点として制圧しているだけだったわ」「面として美み濃のと尾張を制圧する時間は、信玄さまにはなかった。決戦に敗れた以上、この二つの城の確保は不可能よ」「……織田家に、お返しする……和わ睦ぼくの証しとして……あなたがたへの、感謝の気持ちの証しとして……御屋形さまは、そう仰おおせられた」「そういうことです明智光秀どの。さあ！　われらは諏訪へと逃げますよ！」と微笑ほほえむと、東山道へと行軍を開始していた。去り際に、「風林火山」の旗を一本、津田信澄に手て渡わたして。

「われらが師。軍師・山本勘助どの直筆の軍旗です。瀬せ田たに、この旗を。弟どの」

「承知しました。おさらばです。また、お会いしましょう！　次は、敵味方としてではなく、友として。仲間として……家族として」

　妻子持ちなのが残念ね、信玄さまにお似合いだったのに、と苦笑しながら、山県昌景が手を振ふっていた。

「伊勢長なが島しまの信のぶ虎とらさまだけが心配ですが、お三方は温泉で鉄てつ砲ぽう傷を癒いやされないと。この高坂が、なんとかいたしましょう！」

「最初に特とつ攻こうをかけたはずなのに、結局ちゃっかり無傷なんだから、さすがは逃げ弾正ね。『甲こう陽よう軍ぐん鑑かん』ではこの山県昌景を褒ほめちぎりなさい」

「……この馬場も、褒めちぎってもらわなければ……納なつ得とくいかない」

「武田の副将たる内藤昌豊をいなかったことにするのだけは勘かん弁べん願いたいですね。一枚も感状を貰もらったことがない、という話は書かないでくださいよ」

　殿しんがりを務める真田の「双ふた子ご」は、「昌幸は今いま頃ごろ」「大博打に敗れた、と大垣で地じ団だん駄だを踏ふんでいる」と苦笑しながら、亡き幸隆の葬そう儀ぎをどこで行うか、をともに考えていた。

　西軍中入り隊を率いて武田軍の背後を塞ふさいでいた黒田宗そう円えん職もと隆たかは、「ほっほー。官兵衛め、ついに『天下』を定めよったわい。ま、おおかたは半兵衛どののおかげじゃがの。関ヶ原の中原にもしも八幡神社が建こん立りゆうされていなければ、どうなっておったことか……」と髭ひげをしごきながら、こんどこそ中入りだあ！　と騒さわぐ池いけ田だ恒つね興おきの首根っこを捕つかまえ、全軍に分散を命じた。

　東山道を。武田軍の退路を。諏訪への道を。譲ゆずったのだ。

　そして東山道を東へと進む武田軍の前に、真田昌幸率いる真田勢とともに、信玄を待っている者がいた。

　伊勢長島城から、信玄へと加勢するために関ヶ原を目指していた、武田信虎であった。

　信虎が関ヶ原から撤てつ退たいした信玄を手討ちにするのではないかという危き惧ぐも、武田の将兵たちの一部にはあった。

　だが、武田信虎と再会した高坂弾正も。信虎と信玄の再会の場を大垣に設けた真田昌幸も。そのような危惧は杞き憂ゆうだ、と信虎の表情を見てすぐに悟さとった。

　信虎は、信玄が身体を横たえている駕か籠ごの中へと、招かれていた。

「……申し訳、ありません。父上。瀬田に武たけ田だ菱びしの旗を立てることは、できませんでした。しかも……おめおめと、生き延びております」

　駕籠の中で、信玄は信虎に詫わびた。まだ起き上がることはできない。信虎は、信玄の瘦やせ細った背中を抱だきながら、「愚おろか者めが」とつぶやいていた。

「関ヶ原でそなたが率いた武田軍は、まぎれもなく日ノ本最強の軍団であった。見事な戦いぶりであった。わしの目が、狂くるっておった。そなたは日ノ本の歴史に燦さん然ぜんと輝かがやく、古今無む双そうの名将であった。信玄よ。いや、勝千代よ。わしとそなたの戦いは、終わった。そなたの──勝ちじゃ」

「……父上」

「もう、戦わずともよい。そなたは、駿する河がで海原を眺ながめ、海の幸を食し、画えを描かき、書を読みながら心安らかに生きるがよい。好きなことをするがよい。生きることを、楽しめ。ただ一日でもいい。父よりも、長く生きよ──次じ郎ろうや太た郎ろうたちの分まで、生きるのじゃ」

　はい、と信玄はうなずいていた。涙なみだとともに。笑みが、こぼれた。




「兼続。本ほん庄じよう。北きた条じよう。斎さい藤とう。ごめんなさい。わたしは、天下分け目の決戦に負けてしまったわ。これまで九十九の勝ちを収めながら、最後の一戦に、敗れた。あなたたちを、失望させてしまったわね……」

　上杉謙信は、織田北陸方面軍との激戦を終えた越兵たちに頭を下げていた。しかし、誰も、謙信を咎とがめるものはいなかった。謙信がなにを守りなにを選び、そのためになにを捨てたのか。みな、知っている。謙信には「天下人」となる野心などはじめからなかったことも。謙信が、最後の最後まで「義」を貫つらぬいたことも。戦国の世に終しゆう止し符ふを打つために、自らを犠ぎ牲せいとしたことも。無敵無敗の軍神という名めい誉よすら、惜おしみなく捨てた。天下人の座さえ、捨てた。己おのれの身体さえ、「蟲」に与えた。

「謙信さま！　あなたほど偉い大だいな人は、いない……！　あなたについてきて、ほんとうに、よかったです！　今日からは、新たな国造りがはじまります。この本庄繁しげ長ながは、これからも死ぬまで謙信さまについていきます！」

「それがしは不満ですな。伊達政宗から廏まや橋ばし城を返へん還かんしていただかねば、それがしは大赤字です。三度目の謀む反ほんでもやりますかな……あなたはどれほど家臣が叛そむいても、決して誅ちゆう殺さつしないお方ですからな。家臣どころか、あろうことか仇きゆう敵てきをことごとくお救いなされた。己のなにもかもを、仇敵たちに与えられた。ついに、武をもって衆生を救済する転輪聖王にはなれませんでしたなあ」

「北条よ、憎にくまれ口を叩たたいて釘くぎを刺ささずとも、もはや越後に大乱は起こらぬ。謙信さまは、この関ヶ原で自らの勝利も栄光も捨てて我が身を武田信玄へ差し出された。釈しや迦かは、その前世、餓うえた虎とその子たちに自分の身体を食べさせるという『捨しや身しん飼し虎こ』を行うことで、徳を積み、悟りに近づいたという。謙信さまは奇くしくも今日、『甲か斐いの虎』に対して捨身飼虎を行われ、仏ぶつ陀だとなられたのだ」

「やれやれ。斎藤どのは相変わらず、お硬かたい」

「謙信さま。この敗戦は竹中半兵衛の知略に一歩及ばなかった私に責任があります。ですが、越後への撤退の大任はすべて、どうかこの直江兼続にお任せください。もっかのところ、ただちに越後へと引き返して山形に侵しん攻こうしている上杉景かげ虎とらどのをお止めすることが、越軍が今なすべき最優先事じ項こう。梵天丸のお母上と伯お父じ上うえをお救いしなければなりません。こたびの上じよう洛らく戦で占せん領りようした能の登と、加か賀が、越中の三国は、行軍を終えたのちに織田方へと明け渡わたさねばなりませんが、その交こう渉しようは景虎どのの山形攻ぜめを終わらせてからです。梵天丸と上杉家との間に消えない遺い恨こんを生みだせば、天下はまたしても大乱となります。急ぎましょう」

　そうね。兼続。景虎を、止めなければならない。山形で悲劇が起これば、梵天丸が魔ま王おうになってしまう。わたしは、梵天丸と戦いたくない、と謙信はうなずいていた。

「……兼続。わたしは、わたしの心のままに、振る舞まい、決断し、行動した。悔くいはないわ。でも……ほんとうに、これでよかったのかしら。わたしを慈いつくしみ、守り、育ててくれた越後の男たちに。宇佐美定満に。直江大和に。そして、長尾政景に。わたしは、彼らの想おもいに報むくいることができたのかしら……」

　はい。義も。慈じ悲ひも。そして愛も。すべて、謙信さまのお心のうちに、伝わり、生きております。その想いが今日、形となり、「実」となったのです、と直江兼続は笑っていた。泣きながら、微笑んでいた。どうか、謙信さまのお身体のうちで、「蟲」たちが謙信さまの命と共生してほしい、謙信さまの命を吸わないでほしい、と毘沙門天に祈いのりながら。




　合戦が終結し、「西軍」として戦い終えた宇喜多軍が松尾山を下りて南天満山へと去ったあと、毛利両りよう川せん両軍は松尾山の麓ふもとで合流し、東山道を西へと進んだ。暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいが、和睦の使者として、織田方へと向かった。

　小早川隆景と吉川元春は、ここに再会を果たした。

　互たがいに無言のまま抱だきしめ合い、そして、泣いた。敗戦の悔し涙ではなかった。姉妹しまいが再び生きて抱き合えたこと。宇喜多直家が、毛利家を、小早川隆景を「運命」から救うために自ら「奸かん悪あく無限」の汚お名めいを被かぶって松尾山に散ったこと。直家が散ってもなお彼の遺志を継ついで隆景を下山させまいと壮そう絶ぜつな激戦を繰くり広げた宇喜多軍の男たちをはじめ、多くの兵が関ヶ原に倒たおれたこと。さまざまな想いが、姉妹の胸に去来している。

「……宇喜多は、おんしに恩義を感じておったんじゃな。隆景。他ほかに、おんしと相良良晴をともに救う方法は、なかった。奸悪無限の男は、その生しよう涯がいの最後におんしを救い、そして乱世に翻ほん弄ろうされ苦しみ続けてきた己の魂たましいを救ったんじゃ……」

「姉者。宇喜多秀ひで家いえを、守らなければ。毛利の律りち儀ぎを……こんどこそ、守らなければ」

「良晴が、秀家の後見人じゃ。なにも心配いらん。だいじょうぶじゃ。じゃが」

「……姉者」

「『ケンカをしよう』という言葉は、取り消す。過あやまちじゃった。二度と……隆景とはケンカをしとうない……もう、自分とは戦わないと、約束してほしい……自分は、隆景がおらねば、生きておれん。頼たのむ……」

「……ごめんなさい……約束、する……なにがあろうとも、三本の矢は、決して折らないと」

　これより毛利軍は大おお坂さか城へ退去し、三代目と将軍さまをお守りします。その後のことはすべて恵瓊どのに委ねます、と穂ほ井い田だ元もと清きよが全軍に告げた。

　ここに、東軍勢の関ヶ原からの撤退は、つつがなく完かん了りようした。追つい撃げきする者は、ついに、一人もいなかった。




「相良の殿との～！　合戦は西軍の勝利で終わりましたさかい。そやけど、宇喜多の殿が……」

「……父上は、最後の最後に、『義人』として天に召めされる道を選ばれました……秀家に、長なが崎さき土産みやげのカステラを残して……くすん……ですが、秀家は父上の死だけを悲しんでいてはならないのです。関ヶ原の戦場に散っていった将兵の皆みなさんを……追つい悼とう、しなければ……う、う……」

　中原へと舞い戻もどった相良良晴は、ついに黒田官兵衛、相良義陽たちと生きて再会を果たした。宇喜多直家の「寝ね返がえり」がなければ、小早川隆景は破は滅めつし、そしてこの場に集まった相良軍団の仲間たちのうちの何人かが欠けていたかもしれない。秀家を良晴のもとに送った時から、直家はこの「決断」を下す時が来る可能性を想定していたのだろう。そして、その道を、迷わず選んだ。

「今は、お父さんの死だけを悲しんでいいんだ、秀家。これからは、俺が秀家を守るから。だから、宇喜多直家の娘むすめとして、泣いていいんだ」

　胸の中で泣き崩くずれた秀家を抱きしめながら、良晴は、俺は男として、宇喜多直家の友として、生しよう涯がい秀家を守り抜ぬかなければならない、と決めていた。

「虎之助と市松がどんどん突つき進むから、兄上は苦戦されたのよ。ほーんとに、猪いのしし武む者しやなんだから。もう少し、戦略眼というものを持ってもらいたいわね」

「んだとおおお!?　てめーは開戦時、柿かき食って腹痛で倒れていたくせに～！　だいいちおめーは武功を挙げてねえだろー！　紀之介が戦上手だっただけだろーが！」

「佐吉ちゃん、ケンカはよくないよう。みんな、仲良く」

「市松。冷静に、冷静に……これからは佐吉とケンカしちゃダメだって。相良姉妹は、仲良く。兄貴を支えるためには、全員が結束しなければ」

「ほほう。虎之助はんもええこというさかい。もしかして、ちょっとは大人になりはったんでっか？」

「う、うるさいっ！　弥九郎、お前は別だっ！　兄貴の妹じゃないだろうっ！　その堺さかい弁を、やめろーっ！」

「なんでですのん？　そやかて、虎之助」

「だからあ、虎は堺弁はダメなんだ、やめてくれーっ！」

「お前ら、顔を合わせるとケンカだな。仲いいよな……宇喜多直家から、俺は秀家を託たくされた。宇喜多家はこれより相良家と一体となる。弥九郎も秀家も、これからは相良一家の一員だ。弥九郎を妹分として遇ぐうするんだぞ、虎之助」

「「えええええ!?」」

「兄さま！　あな、めでたや！　相良妹軍団、大増員ですな！　ですが、戦国の習わしを考えれば、直家どのは秀家どのを兄さまの『妹』ではなく、『嫁よめ』として委ゆだねられたのでは!?」

「ねね!?　場が荒あれるから、やめろ！　ってか、お前、まだ本ほん陣じんから落ち延びてなかったのかよ？　危ないじゃないか！　石いし川かわ一かず宗むねちゃんはどうした!?」

「宇喜多直家どのが西軍へ寝返られ、浅井長政どのが援えん軍ぐんを派は遣けんしてくださり、南天満山の本陣が安全となった時でしたぞ！　一宗どのは、唐とう突とつに現れた五右衛門どのからなにやら用事を押しつけられて、ぶうぶう文句を言いながらいずこかへ駆かけていきましたぞ！　ずいぶんと遠出しなければならぬそうですぞ！」

　そういえば、五右衛門もそんなことを口走っていたような？　嚙かみ嚙みでよく聞き取れなかったが。

「むふー！　一時はどうなるかと思ったぞ、相良良晴！　このまま八幡神社での戦死者追悼と戦後処理の仕事に参加したいところだが、そちらは相良義陽と島津姉妹に委ねた！　秀家はキリシタン式の追悼を頼む！　このシメオンは、あくまでも戦場で采さい配はいをとる軍師！　大友修しゆ羅ら隊と立花宗茂を引き連れて、今すぐに九州へ再びとって返す！」

　黒田官兵衛は、休む暇ひまもなく「復路」へと出立する準備にかかっていた。途と方ほうもない強行軍の連続なのに、目玉がらんらんと輝いている。ほんとうに元気だな……と良晴は呆あきれた。九州の水が、官兵衛には合っているのかもしれない。

「関ヶ原の本戦は一日で決着したが、九州での合戦はまだ続いている！　ただちに大友軍を率いて帰き還かんし、高たか橋はし紹じよう運うん、相良徳とく千ち代よ、島津義よし久ひさたちを救きゆう援えんする！　行くぞ大友軍の諸君！　もう一度、最後の大返しだ！」

　立花宗茂が「承うけたまわりました！　義ち父ち上うえたちを必ずやお救いしましょう、軍師どの！」と拝礼し、「行って参ります！」と官兵衛とともに馬を進める。

　相良義陽は、「九州勢は『二つの実』を拾うためにここで再び二手に分かれる。私と島津義弘・家久の姉妹は、大友宗麟とともに本州に残って『天てん下か布ふ武ぶ』の仕上げの仕事に参加する。九州戦線は、天下一軍師・黒田官兵衛に委ねればなにも問題ない。徳千代も宗そう運うんおじさまももうだいじょうぶだ、良晴」と、茶ちや々ちやをおぶりながら微笑ほほえんでいる。

「まあ、軍師どのは突とつ如じよ覚かく醒せいした徳川家康の気き迫はくに吞のまれて、ちょっとブレそうになっていたがな。一いつ瞬しゆん、二流軍師の顔になりかけていたぞ。すかさずこのお姉ちゃんが尻しりを叩いて活を入れておいた」

「こ、こらっ！　そこの相良幼よう稚ち園えん育児係！　シメオンの勲くん功こうを横取りするな～っ！」

「失敬だぞ、誰だれが育児係だ。しかし茶々は良晴の顔を見ると騒さわがしくなるな……よほど懐なついているのか。やれやれ」

「頼むぞ官兵衛！　でも、半兵衛に会っていかなくていいのか？　せっかく再会できるのに。半刻でもいいから……今会わなければ、次はいつ会えるかわからないぜ？」

「不ふ吉きつな台詞せりふを言うな、相良良晴！　九州戦線が片付けばすぐに戻る！　『天下布武』は九く分ぶ九く厘りん成ったが、まだ関東の北条家が残っている！　きみと義陽はしばらく本州から動けないだろうから、相良徳千代も連れてきてやろう！　このシメオンを軍師としたきみの慧けい眼がんを褒ほめてつかわす、あーはははは！」

　お前は最初、信奈の命令で俺の軍師役に回されてぶーたれてたじゃないかよ、と良晴は苦く笑しようしていた。

　山中鹿之助が、「とうとう七難八苦ことごとくを乗り越こえられましたね、殿……！　信奈さまたちがお待ちです。八幡神社の入り口までお供いたします」と微笑みながら、良晴の手を引いていた。

「……こんな日が来るだなんて、想像したこともありませんでした。私は、殿と出会えて、ほんとうによかったです」

　生きてみるもんだろう、鹿之助？　と良晴は笑った。はい！　と鹿之助は答えた。尼あま子こ家復興という鹿之助の生涯の夢を叶かなえてあげられる時が来たんだな、と良晴は思った。安心したせいか、不意に鹿之助との播磨での「隠おん形ぎようの術修行」の時の光景を思いだして鼻の下が伸のびそうになり、慌あわてて自分の頰ほおを叩たたいた。




「半兵衛？　そ、その虎皮は？　まさか犬いぬ千ち代よが討ち死にしたのか!?」

　西軍の「本陣」となった、八幡神社の本ほん殿でん──。

　律儀に本殿入り一番乗りを果たし、隅すみっこにちょこんと座っていた竹中半兵衛が、犬千代のトレードマークだった虎皮のかぶり物を被っている。本殿に到とう着ちやくするなりそんな珍めずらしい半兵衛の姿を見た良晴は一瞬（ああ……犬千代……お前……）と目の前が暗くなったが、半兵衛は、満面の笑みを浮うかべて、

「いえ。犬千代さんはご無事です。合戦中にわたしが熱を出して震ふるえていたので、被かぶせていただいたんです。この帽ぼう子し、とても暖かくて、身体が温まって元気が出ました。犬千代さんのおかげです」

　と良晴の腕うでの中にぴょん、と飛び込んできた。

「な、なんだ。そうだったのか。びっくりした……！」

「良晴さん。おめでとうございます。そして、ありがとうございます……日本やまと武たけるの尊みことが勝てなかった伊い吹ぶき山やまの神にも、良晴さんは勝っちゃいましたね」

「伊吹山の神は、俺たちに味方してくれたじゃないか。半兵衛が菩ぼ提だい山やまから『西軍中入り隊』を繰り出してくれなければ、勝敗は逆になっていただろう。半兵衛こそが、俺にとっては伊吹山の女神さまだよ。こちらこそ、ほんとうにありがとう」

「……え……ええええっ!?　くすん、くすん。い、伊吹山の神って、蛇じや神しんなんですよ……？　よ、良晴さんは、わ、わたしのことを、へ、へ、蛇へびのように執しゆう念ねん深くておぞましい女の子だと思っていたんですか……!?　くすん、くすん」

「ち、違ちがう！　なんでそうなるんだよ？　誤解だ！　いぢめないから、泣かないでくれえ！」

「そ、それは、た、たしかに、内心、さ、相良はぁれむの隅っこになんらかの形で滑すべり込めればいいなあ、なんて……こっそり、悪いことも……考えていました……そ、そういうところが、じめっとしていて、蛇っぽくてダメなんですね。くすん、くすん。でしたら、はっきりと！　言わせていただきます！　この半兵衛を、どうか、これからも良晴さんのおそばに……！　『天下布武』が成った後も、そのっ……！」

「えっ？　は、半兵衛？　こ、こんな時はどうすればいいんだ、前鬼～っ!?」

　その時。

　くちゅん、くちゅん、と虎皮のかぶり物を脱ぬいだ犬千代がくしゃみを続けながら本殿へと入ってきた。

「……頭が、涼すずしい……風か邪ぜを引いた……くちゅん！　なにしてる、良晴？　はぁれむ勧かん誘ゆう？　犬千代も入れる？」

「お、おう。犬千代！　帽子を被ってないお前を見るのはすげえ久々な気がするぜ！」

「……木き津づ川がわ口ぐちの合戦の時に脱いで、船にした。それより、犬千代にもはぁれむ勧誘を」

「違う！　そうじゃない！　『天下布武』が成ったその日のうちに、俺と信奈を決けつ裂れつさせて世界最終戦争でもやらせるつもりか、お前は!?」

　はうう、ごめんなさいごめんなさいと、半兵衛は頰を赤らめながら襖ふすまの向こうに隠かくれてしまった。

「ああっ、半兵衛に言ったんじゃないから！　いぢめないから、出ておいで～!?」

「なにしてんのよ、良晴？　もう、みんな集まってきたわよ？」

　信奈が本殿に到着した。武田騎き馬ば隊、越軍との激げき闘とうを経て、南なん蛮ばん甲かつ冑ちゆうがぼろぼろに傷ついている。背中に、滝川一益をおぶっている。

　信奈なんだな……なんだか、現実感がない……ほんとうに、俺たちは勝ったんだな……「天下布武」の王手をほんとうに、この関ヶ原で打ち込んだんだな。あとは、東軍に残された最後の「玉」。関東北条家を帰順させれば、戦国時代はそれで「投とう了りよう」なんだな……。

　良晴は、しばし言葉を忘れて、信奈を見つめていた。信奈は「な、なんなのよ？　なにか言うことあるでしょ？　恥はずかしいでしょ」と照れている。

「……あ、い、いや……その……感無量ってやつだ……言葉に、ならない」

「んもう。こんな時に、気が利きかないのね。ほんと、サルなんだから」

　背後から半兵衛が団子を、犬千代がういろうを投げつけてきたので、我われに返った良晴は慌ててそれらを回かい避ひして拾い上げ、「この後、美お味いしく俺がいただきました」と食べてしまった。

　信奈に背負われている一益が、「気がついたら合戦が終わっていたのじゃ……開戦してまもなく撃うたれて、その後なにをしておったか、なにも覚えておらぬ……ご褒ほう美びの茶器は夢と消えたのじゃ、よよよ……だから、陸戦は嫌きらいなのじゃ」と泣いているが、信奈から法外な値段の名物茶器を奪うばい取るための噓うそ泣きかもしれない、と良晴は思った。

　続々と、織田家の重臣たちが、姫ひめ武将たちが、本殿へと集まってくる。

「これほどの規模の合戦でありながら、姫がいっさいの追つい撃げきを禁じられたために、戦死者の数は奇き跡せきのように少なかったです。点をつけるべきではないかもしれませんが、それでもほぼ満点と言いたいです」

　進軍しながら織田北陸方面軍に補給を行うという任務を成し遂とげ、戦場でも勝家と並んで奮戦したというのに、そんなことよりもやはり採点にこだわってしまう丹羽長秀。

「うわああああ！　この柴田勝家、一世一代の晴れ舞ぶ台たいだったのにいい！　最後の最後に、犬に最大の見せ場を盗とられたあああああっ！　あたしも朱しゆ槍やりが欲しいっ！　松まつ風かぜよこせっ！　『大武辺者』ってなんだよ！　越後の名だたる武将がみんな競って犬と戦って……ずるいぞーっ！」

　越軍を相手に無類の剛ごう勇ゆう無む双そうぶりを発揮して信奈本陣への救援一番乗りを果たしたはずなのに、なぜか身も世もなく落ち込んでいる柴田勝家。

「いや～山登りの重装備に慣れてますから、ふんどし一丁で全身水びたしになっちゃって、風邪引いちゃいそうですぅ。ほいさっさ」

　山武将から池武将への突とつ然ぜんの転身を果たした佐々成政。

「ちょ！　ほとんど全ぜん裸らじゃないか！　服！　服を着てくれ！　信奈に斬きられる！」

「ああ。相良どのはそういえば、サルでしたね。越後兵の男たちは『謙信さまの名を汚けがしてはならぬ！』と目を伏ふせてくれましたが、あなたはばっちり凝ぎよう視ししてきますね～。それでは陣じん羽ば織おりを羽織りましょう。ほいさっさ」

　素す肌はだの上から陣羽織……まだ露ろ出しゆつ度どが高いだろ……これはこれで「裸はだかの上にＹシャツ」的ななにかが……と戸と惑まどっている良晴の頭に、信奈が、無言で踵かかと落としを食くらわせていた。

　そして。

「藤堂高虎、織田家へと帰参。御おん曹ぞう司しをお連れしたわ」

　終戦と同時に「主君」の津田信澄を武田方から返へん還かんされ、ようやく東軍から織田家へと戻もどることができた藤堂高虎。

「御曹司を生かし続けられたおかげで、東軍方から離り脱だつすることもできず、加藤虎之助と福島市松にさんざんに痛めつけられたわ。おかげで、大損だったわ」

「いやあ。きみはほんとうに義ぎ理り堅がたいね。高虎の老ろう獪かいな戦術のおかげで、サルくんは討ち死に寸前に。ほとんど東軍が勝ちかけていたじゃないか。やりすぎだよ」と高虎の肩かたをぽんと叩きながら、織田家の御曹司・津田信澄が、本殿に姿を現していた。

　高虎は「私は主君が『生きて』いる限りは決して裏切れないのだから、仕方がないでしょう。御曹司が首を刎はねられていれば、即そく座ざに西軍にはせ参じることができたものを。武田信玄に、とことん働かされてしまったわ」とそっけなくつぶやき、信澄をそっと信奈のもとへと送りだした。

「……勘かん十じゆう郎ろう……ほんとうに、生きていたのね……！」

「ご心配をおかけしました。姉上。ぼくがふがいなかったために、お市いちを武将に戻してしまいました。ですが、武田信玄さまは……ともに、サルくんから命を与あたえられた者同士、と仰おつしやって……ぼくを、生かしてくださいました。姉上。武田信玄さまはもう、『日ノ本最強』を目指す戦いの日々を、終えられました。なにとぞ武田家に、温情を……どうか、お願いします」

　デアルカ、と信奈は声をかろうじて発すると、信澄を抱だきしめていた。

　尾張で永遠に決別するはずだった姉と弟は、今、生きて再会を果たした。

　まだ、信澄が「織田信勝」と名乗っていた頃ころのことだった。思えば良晴が「信奈を第六天魔ま王おうにはしたくない」という「情」に突つき動かされて、強大な今いま川がわ家の上じよう洛らくに備えねばならず追い詰つめられた信奈が「尾張統一」のために敢かん行こうしようとした「信澄粛しゆく清せい」を阻そ止しした時から、すべてがはじまったのだ。「運命」など知るか。歴史を改かい竄ざんしようが、知ったことか。そんなことは、俺にとっては関係ない。その結果、この俺がどうなろうとも、構わない。俺は、信奈を魔王にはしたくない。「信澄粛清」からはじまる信奈の「運命」の第一歩を良晴が変えた瞬間から、歴史は動いた──。

「ところで姉上。サルくんとの祝しゆう言げんはまだですか？　もう子供もいるのですから、約束は守ってもらいますよ。茶々まで与えたんです、これ以上は引き延ばさせませんよ」

「……んもう！　天下統一の達成まであとちょっとなんだから、せかさないでよ！　そもそも今はあんたの帰き還かんを祝っているのよ、勘十郎！　気を遣つかいなさいよ！」

「ぼかぁ尾張の貴公子。貴人の義務としてあらゆる女によ人にんに気を遣いますが、姉上には遣いません。女人と姉とは別物ですから。ははは」

「……なんなの、その上から目線。ちょ、ちょっとばかり祝言あげて子供を作ったからって、姉に対してその態度は許しがたいわね！　無礼討うちものだわ！」

「ひい。あ、姉上!?　お市との再会を果たすまでは、なにとぞご容よう赦しやください！」

「待て待て信奈！　今までの俺の努力がぜんぶ台無しになるから、照てれ隠しで切れるな！　刀を抜ぬくな！　暴れるなあああ！」

　心配ありません相良どの、しばしの間仲良くじゃれさせてあげましょう、と長秀が苦笑している。

　そして。

　北天満山戦線に武田信玄の旗本軍を釘くぎ付づけにして最後まで戦い続けた明智光秀が、「織田家の勲くん功こう一等はこの十兵衛ですぅ」とすがすがしいどや顔で本殿へと戻ってきた。

「いや～。一時はもうこの本殿で潔く自じ刃じんしようとも思ったですが、細ほそ川かわ藤ふじ孝たかどのからの求きゆう婚こんを断るために形ばかりですがフロイスどのからキリシタンの洗礼を受けていたことを思いだして、自刃できなかったのですぅ。藤孝どのさまさまですね♪」

　良晴は、（生きている。信奈も。信澄も。半兵衛も。そして十兵衛ちゃんも、生きている……生きて、「天てん下か布ふ武ぶ」という夢に、辿たどり着いた。これは、夢だけれど、夢じゃない）と、何度も目を拭ぬぐった。光秀の笑え顔がおが眩まぶしくて、見ていられない。言葉を失っていた。

「信奈さま。相良先せん輩ぱい。明智光秀、ただいま帰還いたしました！　大友宗麟どのは、島津義弘どのたちとともにこの八幡神社の境けい内だいにて戦死者の供く養ようをはじめております。われらも参加せねばなりません！　論功行賞その他ほかはあとにいたしましょう！」

「十兵衛、大義！　そうね。これから『天下』の新しい形を定めなければいけない。関東北条家をはじめ、片付けなければならない議題はたくさんあるけれど、戦死者の供養が先だわ！　彼らに、乱世を終結させることができた礼を。感謝を──」

　あれほど「人間は死ねば塵ちり芥あくたになる。死ねば地上になにも残らない。死んだ人間の葬そう儀ぎなど無む駄だ。生きている人間が感傷に浸ひたるために行われる偽ぎ善ぜんの極きわみ」と激しい怒いかりに燃えて、父・織田信のぶ秀ひでの葬儀会場で暴れ「大うつけだ」と家臣団から見放された信奈が、今、光秀の言葉に即座に賛同していた。

　やや遅おくれて、武装解除して降こう伏ふくした徳川家康が本陣へとはせ参じ、

「吉姉さま。非礼を、お許しください。すべては徳川家の当主である私の罪です。戦わない、と決めることもできたのです。ですが最後は私自身が、吉姉さまと戦う、と戦場で決断したのです。三河兵たちには……罪はないのです」

　と信奈に深々と頭を下げ、

「ほんとうに強くなったわね、竹たけ千ち代よ。見事な戦いくさぶり、そして関ヶ原の将兵たちを救うために己おのれ自身が重い荷物を背負う決断も見事だったわ。わたしは、いずれ良晴や十兵衛とともに海の向こうへと乗り出す。日ノ本を、よろしくね。あなたならば、この国を平和に治められるわ」

　と信奈が笑顔で家康の手を取って抱き寄せたことで、ついに、戦国の世は終わったかに思われた。

「……私に……この日ノ本の統治を……!?」

「そうよ、竹千代。最初から、そのつもりだったのよ。ただ、あんたってばとろくさくて頼たよりないので、だいじょうぶかしら、と少々迷っていたんだけれど。本気を出したあんたは、『天下人』にふさわしい器うつわの持ち主だったわね！　やっぱり、太たい原げん雪せつ斎さいとわたしの目に狂くるいはなかったわ！」

「……あ……あ……吉姉さま……良晴さんに、昔、金ヶ崎で……同じ、言葉を……」

「あんたがいつまでもわたしの子分のままだったら、一国を統治できる『天下人』には成長できなかっただろうから、これでよかったのよ。そうでしょう？」

「……はい！」

　払はらった犠ぎ牲せいは決して少なくない。島津兵たち。三河兵たち。武田騎馬隊。宇喜多直家。多くのもののふが、男たちが、関ヶ原に倒たおれた。それでも、大団円だ、と良晴は瞑めい目もくしていた。

　だが。




「フハ、フハハハハ！　ヘソが茶を沸わかすぞ、織田信奈よ！　我とうぬと、どちらが日ノ本を制する真の魔王か、まだ決着はついてにゃいぞ！　すなわち乱世はまだ終わってなどおらにゅ！」




　そう。こういう「美しき大団円」の空気を浴びるといたたまれなくなるへそ曲がりの姫武将が、まだ一人、関ヶ原にいたではないか。

　邪じや気き眼がん竜りゆう政宗。

「関ヶ原の合戦の勲功一等は、明らかに我、梵天丸である！　我が奥州よりはせ参じておらねば、相良良晴は伊勢街かい道どうで吉川元春軍に逆落としをかけられて討ち死にしていたにょだっ！　織田信奈よ、うぬはこの我に破格の恩賞を与えるべきにゃのだ！　『天下』か！　それとも、『相良良晴』か！　どっちかをよこすにょだーっ！　どちらも与えぬのならば、我はうぬと決戦せねばにゃらぬ！　ならばよし！　最後のはるまげどんを開幕させようではないか！　フハハハ！」

　奥州の覇は者しや・梵天丸が、とんでもない恩賞を求めて本ほん殿でんへと乱入してきたことで、事態は騒そう然ぜんとなった。

「ちょ。梵天丸？　たしかにあんたが勲功一等だけれども！　天下を明け渡わたせるわけ、ないでしょーっ！　それ以前に！　相良良晴をよこせって、なんなのよ!?　レオン！　いったいどういうことなの、説明しなさい！」

「……お義ね姉えさま……それが、さっぱりわかりません……梵天丸の言うことはその場のノリ次第で猫ねこの目みたいにくるくる変わるので……素直にお義姉さまと握あく手しゆして大団円だなんてさぶいぼが走る、いまいち面おも白しろくない、ここは一発大騒動を起こしてやろうと閃ひらめいたとしか……もう、許してください……梵天丸の目付役をこれ以上続けていたら、レオンは、レオンは寿じゆ命みようをゴリゴリ削けずられて死んでしまうわ！　お願い！　レオンをこの任務から解放して！」

　奥州からさんざん梵天丸に引っ張り回されてきてへろへろになっている蒲生がもう氏うじ郷さとが、「生しよう涯がい、着ぐるみを着て安あ土づち城内を徘はい徊かいする『あづっちーの中の人』という閑かん職しよくに回されても構わないから、どうか梵天丸の目付役だけは許して！」と信奈に泣きついてきた。

「え、ええ……？　良晴！　あんたいつ、梵天丸と『ふらぐ』を立てたのよ？」

「知らん！　俺は露ロ璃リ魂コンじゃねえ！　梵天丸のようなガキんちょとそういう関係になった覚えは、ない！　俺の性せい癖へきは知っているだろう、信奈!?　おっぱいが大きくない子供は俺の趣しゆ味みじゃないんだー！」

「噓うそだわ！　あんた、そういえばいちど、梵天丸に呼ばれて仙せん台だいに招かれていたわね？　もしかして、その時に……ぐ、ぐぬぬ……！　わたしが天下人となった今、わたしこそが『法』よ！　これより、この日ノ本から悪あしき露璃魂をことごとく根絶やしにすると決めたわ！　あんたは斬ざん首しゆよ！」

「そんな理由で独裁者になるなーっ！　川かわ並なみ衆しゆうを皆みな殺ごろしにするというのか、信奈ぁ!?　こらあ、梵天丸！　やっと天下が定まったというのに、どういうつもりなんだああああ!?　お尻しりぺんぺんしてやる！」

　梵天丸は、良晴から逃にげまわりながら、

「母上は我われに『天下人』となることをお望みだが、『天下一の婿むこ』を取ってほしいともお望みである！　母上を戦場に置き捨てて来た以上、手ぶらでは帰れぬ！　どっちもよこせなどと贅ぜい沢たくはいわぬ、我ももうオトナだ！　今ここで伊達軍をすかさず八幡神社へと突とつ撃げきさせて織田信奈たちを一いち網もう打だ尽じんにし、天下と良晴をともにかすめ取ることもできるが、我はただちに山形へ舞まい戻って母上をお救いせねばならぬ！　今日のところはこれで勘かん弁べんしてやろう、織田家の諸君！　次に会う時ははるまげどんの戦場か、あるいは我と相良良晴の祝言の式場か。好きなほうを選ばせてやるにょだ織田信奈よ！　フハ、フハハハハ！」

　と高笑いすると、颯さつ爽そうと八幡神社から飛びだしていった。

「『天下を争え』とお母さんにお尻を叩たたかれて厳しく鍛きたえられてきたことは知っていたが、あいつ、なぜ俺を婿になんて言いだしたんだ？」

「良晴。半分は冗じよう談だんだろうけど、半分は本気なのかも。あの子ももう、堺で出会った頃から日数を数えると成長している。そろそろお年頃になってきているんだわ。あんたが見境なく女の子に優やさしくするからよ？　しかも、あんたってば、どうやら梵天丸のご母堂に『婿』候補として見込まれてしまっているのよ！　あの子、母親の望みなら、なんでも叶かなえようと頑がん張ばるから……！」

「な、なんだってええええ!?」

「いまや伊達政宗どのの勢力は奥州、羽う州しゆう、北関東全域にまで及およんでおります。まさかとは思いますがもしも北条氏うじ康やすと同盟を組まれれば、日ノ本は東国と西国とに真っ二つに割れます。大動乱の南北朝時代が再来するやもしれません。さっきまで満点でしたが、一気に三点くらいになります」と丹羽長秀がため息をつき、柴田勝家が「姫ひめさま！　関ヶ原の合戦の勝利を無駄にしてはなりません！　サル一匹ぴきで奥州の覇者が織田家に帰順して日ノ本が平和になるのなら、さくっと渡しちゃいましょう！」とうきうきで良晴を引っ捕とらえにかかってきた。

　くすんくすん。良晴さん、ほんものの露璃魂だったんですね……それなのに、胸の薄うすさには定評と自信のあるわたしにはいっさい手を付けずに……わたしはやっぱり、蛇へびっぽい女の子だと思われて敬遠されていたんですね……と、この状じよう況きようを打開すべき知ち恵え者・半兵衛はすっかり落ち込んでいて知恵を出せない。そして官兵衛は、すでに「九州大返し」の復路へと突つき進んでいる。

「まさか最後の最後に『女難の相』が発動するだなんて!?　こんな時はどうすればいいんだ、前鬼いいいいい!?」

「まあ、梵天丸だけならばお尻ぺんぺんすれば片付くと思うけれど、北条氏康というもっとも厄やつ介かいな女が小お田だ原わら城に籠こもっているのが問題ね。氏康が伊達家を抱だき込めば、梵天丸の冗談では済まされなくなる。外交で氏康を帰順させる余よ裕ゆうはなくなったと見ていいわ。『関東遠えん征せい』を行い、小田原城に籠もる氏康を包囲しつつ、梵天丸を小田原に呼んできちんと帰順させましょう」

「だが信奈、すぐに関東遠征に取りかかれるものなのか？」

「無理ね。小田原城ほどの巨城を落とすには、陸・海併あわせて二十万を超こえる大軍が必要になる。史上に類のない規模の攻こう城じよう戦よ。そのためには、関ヶ原の合戦の論功行賞、新体制の構築、毛利や上杉、武田、徳川とのすり合わせ。いろいろと片付けなければならないわ」

　近衛前久からの使者が八幡神社の本殿へと到とう着ちやくしたのは、この直後だった。

『いまだ北条氏康が関東に割かつ拠きよしているでおじゃるが、上杉謙信と武田信玄という古今無む双そうの両りよう雄ゆうが織田信奈を天下人と認めた今、天下は実質的に統一されたでおじゃる。この偉い業ぎようを成し遂とげた織田信奈には、望みの官位を与あたえる。征せい夷い大たい将しよう軍ぐんでも。太だい政じよう大臣でも。左大臣でも。望みのままでおじゃる。そちが天下人として政まつりごとをやりやすい官位を選ぶがよいでおじゃる。そして相良良晴は麻ま呂ろの猶ゆう子しとなり、関白藤ふじ原わらの良晴となるでおじゃる。これで、そなたたち二人を引き裂さいてきた身分の壁かべは打ち壊こわされ、全国に割拠していた姫武将たちはひとつとなり、日ノ本に新しい時代が訪おとずれるでおじゃろう。麻呂も、感無量でおじゃる。今宵こよいは足利義よし輝てると飲み明かすでおじゃる。おじゃーっほほほほ！』

　気持ちはわかるが、まだ早いよ。なんでこの人、こんなに軽けい忽こつなんだ……と良晴は頭を抱かかえた。関東遠征までに片付けねばならない仕事が、ひとつ増えた。関東遠征実行までには、しばしの時間がかかる。その間にまさか北条氏康とほんとうに同盟したりしないよな梵天丸？　信奈と梵天丸が合戦するだなんて、想像したくもねえ！　良晴は、梵天丸のこととなると、父親のように心配性しようになるらしい。

「にん、にん。だいじょうぶでござるよ。他ほかならぬ相良氏うじが、堺であの子の『運命』を変えたにょでござろう。にゃらば、ちんぱいなど、むよーにござる。ふふ」

　天てん井じように張り付いて寝ねていた五右衛門が、嚙かみながら良晴を励はげましていた。

　信奈も「そうよ良晴。妹のように見守ってきた梵天丸が心配なのはわかるけれど、あの子はいい子よ。幼い頃ころのわたしにそっくり。いたずら者、かぶき者なだけ。絶対に、梵天丸を不幸にしたりはしない。約束するわ」と良晴の頰ほおにそっと唇くちびるを押し当てて、そして本殿に集まった織田家の家臣団たちに宣言していた。

「みんな！　山形と九州の戦いが終わり次第、『清洲会議』を開かい催さいするわよ！　織田家。足利家。今川家。上杉家。武田家。徳川家。毛利家。大友家。島津家。長宗我部家。天下の姫大名たちを清洲城に集めて新たな天下の形を決定し、そして最後の戦い──小田原攻めの戦略を、定めるわ！」

　天下人は信奈さまと定まりましたが、清洲会議は狭せまき門である「相良はぁれむ」入りを賭かけた過か酷こくな駆かけ引き、姫武将たちの恋こいの総力戦になりそうです、くすんくすん、と半兵衛がべそをかいている。まさか……と良晴は笑い飛ばしたかったが、いまや「女難の相」が再発動している。そんなもの作らせるわけないでしょ！　と激げき怒どする信奈。ふふふ、定員は十兵衛一人で埋うまっているのですぅ、と爽さわやかに微笑ほほえんでいる明智光秀。嫌いやな予感がする。ああ。「姫武将殺し」の宇喜多直家！　下手したらまたしても天下大乱になっちまう。もしも清洲会議が修しゆ羅ら場ばになったらどうやって収めればいいんだ？　俺に知恵を授けてくれえ！　と良晴は祈いのった。




　この時、ヤスケは、京の南なん蛮ばん寺じへと駆けていた。

「これで織田信奈は九く分ぶ九く厘りん『運命』を回かい避ひできたはず。でも、相良良晴とガスパールさまの関係は、まるでわからなくなった。二人は同一人物なのか。別人なのだとしたら、ガスパールさまは何者なのか。ガスパールさまにどう報告すれば、いいのかしら……!?」

　戦国日ノ本を震しん撼かんさせる「海からの使者」が迫せまっていることを、ヤスケはまだ知らない。







　巻ノ七　それぞれの終戦







　筑ちく前ぜん・太だ宰ざい府ふの岩いわ屋や城では、高たか橋はし紹じよう運うんと立たち花ばな道どう雪せつが絶体絶命の窮きゆう地ちに追い詰つめられていた。わずか三十九人と一羽で立たち花ばな山やま城から援えん軍ぐんとして加勢しにきた立花道雪たちを、高橋紹運は無む謀ぼうにも城門から打って出て城内へと収容した。一兵も損じることなく、雷らい神じん・立花道雪とその郎ろう党とうたちは岩屋城へと入城することができたはずだった。しかし。

「全面降こう伏ふく、是ぜか非か。あなたがたが無条件で開門しなければ、この一人と一羽はどうなってしまうのかしら」

「む、無念～！　ぬおおおお～！　父上、誾ぎん千ち代よのために降伏してはなりませぬ～！　岩屋城を明け渡せば、立花山城まで奪うばわれてしまう～！　宗むね茂しげの帰るべき城が……！」

「コケーッ！」

　鍋なべ島しま直なお茂しげは、高橋紹運が城外に突とつ進しんして鍋島軍と交戦している混乱をつき、葉は隠がくれ忍にん群ぐんを用いて立花誾千代とじとっこを攫さらっていたのだった。

「あら、降伏しないの？　さすがは大おお友とも家を支えてきた修羅たちね。では、まずは地じ鶏どりのほうを黒くろ猫ねこの餌えさにするかしら。お腹なかをすかせているみたい」

「みゃあ♪」

「コ、コ、コ、コケーッ!?　コココ、コーフク……！」

「じ、じとっこおおお～!?　ああっ!?　やめろっ、食べるなら誾千代から食べろーっ！」

「失敬ね。いくら肉食でも、人間の子供を食べる趣味は、うちの猫にはないわ。地鶏が美お味いしくいただかれたら、次はあなたをどうしようかしら……」

　おやっさん！　目の前で誾千代を処しよ刑けいされてもいいのか！　俺はもう降りるぜ！　開城する！　とついに耐たえかねた高橋紹運が城門を開こうとするが、頑がん固こ者の立花道雪は激情をこらえるあまりこめかみから血を吹ふきだしながら、

「ば、ば、ばっかも～ん！　宗茂たちを信じて待つのではなかったのかあ！　なんのための七百六十三人を集めての徹てつ底てい抗こう戦せんじゃあああ～！　『南無三』！　すなわち全員城を枕まくらに冥めい土どへ旅立つという覚かく悟ごを示すためではなかったのかあ～！　誾千代は立花山城主！　はじめから覚悟の上じゃあああ！」

　と頑がんとして承知しない。

「しかし、あんたの娘むすめを死なせるわけにゃあいかねえよ！　だいいち誾千代はまだ子供だ！」

「……紹運。わしは、お前の娘に……宗茂に『姫のために死ね』と命じて死地に送り込もうとした。今なぜ、わが娘・誾千代を救うために太宰府と博はか多たを鍋島に譲ゆずり渡わたそう、などと言える。どの面つらをさげて、そのようなことが言えるのじゃ……言えぬ……武士として、お前の友として、絶対に言えぬわ！　誾千代よ、すまぬ！　わしは節を曲げぬ！　そなたとともにここで玉ぎよく砕さいする！　お前だけを死なせはせん！　この愚おろかな父も、すぐに逝ゆくぞ……！」

「うおおおお！　よくぞ言ってくださいました、父上えええええ！」

「立花一家ってのはこんな奴やつばかりなのかよ！　父娘おやこ揃そろって風ふう狂きようにも程ほどがある！　南無三だぜ！」

　高橋紹運が（宗茂。どうやら生きて再会することはなさそうだ。俺もおやっさんたちに付き合うことにする。男装を解いたお前の嫁よめ入いり姿を、見たかったが……悪いな。南無三だ）とため息をつき、立花一家はなにがあろうとも徹底抗戦の意志を曲げないと悟さとった鍋島直茂が「できれば策を用いて開城させたかった。でももう、万ばん策さくは尽つきたわ。総そう攻ぜめを──」と秋あき月づき種たね実ざねをはじめとする東軍勢に総そう攻こう撃げきを命じようとしたその時。

　姫！　博多湊みなとから西軍方の水軍衆が上陸し、太宰府へと押し寄せて参りました！　と、伝令兵が血相を変えて駆け込んできた。

「島しま原ばらの有あり馬ま晴はる信のぶ！　長なが崎さきの大おお村むら純すみ忠ただ！　平ひら戸どの松まつ浦ら党！　彼らに動員可能な全兵力です！」

「それはあり得ないわ。東軍方の村むら上かみ水軍が、援軍を派は遣けんしてくれている。彼らが、博多湊からの西軍勢上陸路を封ふう鎖さしているはず」

「その博多湊を封鎖していた瀬せ戸と内うちの海かい賊ぞく王、村上水軍を率いる村上武たけ吉よしが、西軍方へと……正確に申せば大友方へと！」

「寝ね返がえり!?　まさか、あの誇ほこり高き海賊王が……？」

「いえ！　寝返りではありません。関せきヶが原はらでの本戦が、ただの一日で決着したのです！　天下分け目の決戦は、西軍の勝利！　毛もう利り両りよう川せんは織お田だ家と和わ睦ぼくし、関ヶ原から大おお坂さかへと退去！　その大坂の小こ早ばや川かわ隆たか景かげどのより、瀬戸内の海に展開していた村上水軍のもとに『戦国の世は終わった。まもなく天下人・織田信のぶ奈なから惣そう無ぶ事じ令れいが布告されることになるだろう。ただちに九州での合戦を終結させよ』との通達が……！」

　そんな、と鍋島直茂は声を失っていた。まさか、一日で決着だなんて。しかも、織田信奈があの武たけ田だ信しん玄げん・上うえ杉すぎ謙けん信しん・毛利両川をことごとく退けた、というの？　大友の援軍さえなければ……！　と直茂はいよいよ大友家への憎にくしみに身を焦こがした。だがもう、秋月種実たち東軍方の国こく人じん衆しゆうは「鍋島どの！　立花一家を滅ほろぼせなかったことは無念ですが、ここまでです！」「中央に、天下人の政権が誕生したのです！　時代は変わった！」「もはやこの合戦は『私し闘とう』！　継けい続ぞくすれば、中央からの討とう伐ばつを受けます！」「西軍勢は、勲くん功こうを挙げた者たちに封ほうじる土地が足りないでしょう！　われらの所領を没ぼつ収しゆうする口実を与えてしまいます！」と完全に士気を喪そう失しつし、足軽たちは続々と逃ちよう散さんを開始していた。彼らには、鍋島直茂の私し怨えんに巻き込まれて滅ぼされる義理はない。戦うために生きてきたかのような苛か烈れつな修羅たちも、本州から九州へとやってきた相良さがら良よし晴はる、黒くろ田だ官かん兵べ衛えとの「合戦」という名の交流を通じて、すでに時代の潮流が転てん換かんしつつあったことを肌はだで感じ取っていたのだ──。

　一いつ瞬しゆんのうちに半数以上の兵力を失った鍋島直茂の前に、最後の使者が、訪れていた。

　有馬晴信とそして百ひやく武たけ賢とも兼かねに両りよう脇わきから支えられて、一人では立つことも敵かなわないその満まん身しん創そう痍いの男が、気力を振ふり絞しぼって直茂の本ほん陣じんに現れたのである。

「フ、フハハハハハ！　妹よ！　余はこれまで、ずっとお前を縛しばりつけてきた！　ただいちどでいい。お前の思うがままに、戦わせてやりたかった！　だが！　九州を血で染めてきた修羅の時代は、終わった！　余はお前に龍りゆう造ぞう寺じ家と佐さ嘉が城を託たくしたはずである！　ここで龍造寺家を捨てて兄に無断で討うち死にすることなど、許さぬ！　見よ、余はまだ生きておるぞ！　大友宗そう麟りんは、『弟殺しの輪りん廻ね』を終わらせるために敢あえて旧怨を捨て、余を生かしたのだ！　宗麟にできて、そなたにできぬはずがない！　妹よ。もう、誰だれも殺さずともよいのだ！　これからは、満身創痍の余を介かい護ごせよ！　誰にも邪じや魔まはさせぬ。ともに、佐嘉城へ帰るのだ……！」

　鍋島直茂は──。

　それまで憑ついていたなにかが祓はらわれたかのように我われに返ると、瞳ひとみを潤うるませ、唇を震ふるわせていた。

「……承知、いたしました。お兄さまの、仰おおせの通りに……」

　直茂は、握にぎりしめていた剣けんを捨て、そして、龍造寺隆たか信のぶの胸へとすがりついていた。

　ぐおおおお？　いてえええええええ！　と、龍造寺隆信の悲鳴が太宰府に木霊こだました。

　鍋島直茂の復ふく讐しゆう戦は、終わった。

　立花誾千代とじとっこは、龍造寺隆信と交こう換かんで、岩屋城へと返へん還かんされたのである。

「やりましたああああ！　宗茂が勝ちましたぞ～！　さすがはわが夫！　『東国無む双そう』本ほん多だ忠ただ勝かつと一いつ騎き打うちを戦い、見事に相良良晴どのをお救いなされたそうです！　異例の大出世は間ま違ちがいなし！　立花山城は返せ～っ！」

「コケーッ！」

「そうか！　宗茂が勝ったか！　さすがは俺たちの息子むすこ、いや、娘だ！　おやっさん、見ろ！　鍋島軍が退たい却きやくしていく……まさか七百六十三人の籠ろう城じよう兵全員が生き延びちまうとはな。南無三だぜ！」

「ばっかも～ん！　紹運よ。よく数えよ！　途と中ちゆうからは七百六十三人ではなかったぞ。誾千代は捕とらわれて入城できなんだが、立花山城からわしら三十八人が加勢に入ったではないか！」

「そうか。総勢八百一人になっていやがったか。ふん。こんどばかりはおやっさんの無謀のおかげで、『南無三』の運命から免まぬかれたってわけか。だがよ！　次にこんな無む茶ちやをやりやがったら、俺は一目散に降りるぜ！　わかったな!?」

「じとっこ！　立花山城で宴えん会かいだーっ！　『西国無双』宗茂を一家総出でお祝いしよう！」

　さすがに、九州大返しの復路は過酷にも程があった。疲ひ労ろうと睡すい眠みん不足でふらふらになった黒田官兵衛が「む、むふー……て、天下一軍師、い、岩屋城救きゆう援えんに颯さつ爽そう登場……」と息も絶え絶えに岩屋城に到とう着ちやくした時にはもう、岩屋城とその周辺には誰もいなかったのである。小早川隆景が村上水軍の瀬せ戸と内ない海かいネットワークを用いてすでに事態を収拾していたことを知った官兵衛は、そのまま突つっ伏ぷして一日寝込んだのだった。




　　　　※




　龍造寺隆信の説得を受けて岩屋城攻めを中断し、佐嘉城へと帰き還かんし織田信奈へ恭きよう順じゆんの意を示した鍋島直茂は、葉隠忍群を割さいてただちに北肥ひ後ごの阿あ蘇そ家そして八やつ代しろへと送った。

　阿蘇家の当主・阿蘇惟これ将まさと、八代で東軍方として兵を率いている甲か斐い宗そう運うんに、「即そく時じ停戦」を伝えるためである。

　九州戦線における「東軍勢」は、総大将・鍋島直茂の織田信奈への帰順によって、解体消しよう滅めつしたのだ。

　葉隠忍群の一人がこの一報を甲斐宗運のもとにもたらした時、彼はまさに稲荷いなり神社に島しま津づ歳とし久ひさを追い詰めていたところだった。

　島津歳久を討ち取る寸前に、「合戦」そのものが幻まぼろしのように消え去ったのだ。

「今、八代の戦場に留とどまっている東軍勢は、甲斐宗運どのとその御ご嫡ちやく男なん、そしてわずかな郎党のみ！　東軍の旗のもとに八代に集結していた国人たちは、己おのれの領土と城を守るために撤てつ退たい！　すでに四散しております！」

　が、甲斐宗運は、この「命令」を拒こばんだ。

「……俺は撤退せん。主家への忠義を貫つらぬくため、本丸まで突き進み古ふる麓ふもと城を焼き払はらい、この八代とともに果てる」

「そ、宗運どの？　なにを仰せです!?」

「貴様は、阿蘇家からの使者か？」

「い、いや、それがしは鍋島の姫ひめから送られた葉隠の忍しのび……」

「ならば、貴様の言葉を容いれて撤兵すれば、主命を違たがえることになる。わが主あるじは、鍋島直茂などにあらず。阿蘇家大だい宮ぐう司じ、阿蘇家第二十代当主、阿蘇惟将さまである。俺は阿蘇家を守る修しゆ羅ら。他ほかの誰の命令にも、俺は従わん」

「今いま頃ごろは阿蘇惟将のもとにも、それがしと同じく葉隠の使者が！　あの者が、阿蘇家滅めつ亡ぼうを承知でこれ以上の交戦継続など主張するはずがありませぬ！」

「……わが主へ伝えよ。甲斐家の家か督とくは、不ふ肖しようの息子・親ちか英ひでに譲る。俺が生きている限り、わが主はいつ俺に復讐されるかを恐おそれて眠ねむれまい。そして、これから先、九州は変わる。九州はもう、修羅の国ではない。俺のような狂きよう犬けんが九州から退場するべき時が、来たのだ。親英が新たな時代に適応し阿蘇家を守りきれるかどうかは知らんが、修羅と戦い殺し尽くす以外に能のない俺には無理だということだけはたしかだ。どうやら今日が、俺の死に時らしい」

「……親英は、あなたを恐れて大人しくしているだけ。でも、心は恐きよう怖ふに憑かれている。主君の命令ならば自分の息子をも誅ちゆう殺さつするあなたへの恐怖に。あなたが死ねば、たがが外れてあなた以上の狂犬になるわよ。あなたのご主君とやらと同じよ。気が小さい者ほど、恐怖に憑かれた時に己の闘気を抑よく止しできなくなる。あなたが甲斐家の当主を降りたら、阿蘇家は滅亡だわ！」

「島津歳久。もはや立つこともできぬ身でありながら、口だけは減らないな」

　脚あしを負傷して動けない島津歳久めがけて、甲斐宗運が「暗器」を繰くり出そうとした時。

「甲斐宗運！　生きて生きてのたれ死にするまで無様に生きるのが修羅じゃなかったの!?　歳久ちゃんを道連れになんて、させないよ！」

　歳久の危機を察知し、自ら種たね子が島しまを構えて突とつ進しんしてきた、島津義よし久ひさが。

「宗運おじさんがここで死んじゃったら、義陽姉さんは幸せになれないよ……！　ダメだよ！　犬いん童どう、宗運おじさんを止めるよ！」

「ばうっ！」

　肥後熊くま・犬童に乗った相良徳とく千ち代よが。

　死地へと向かおうとしている甲斐宗運を阻はばむために、力ちから尽つきて倒たおれている歳久を救うために、宗運のもとへと突進してきた。

　この三人をことごとく殺すことなど、深手を負っているとはいえ甲斐宗運には容易たやすかったはずである。

　が、宗運は、「暗器」を繰り出そうという「姿勢」を保ったまま、馬上から動けなかった。

　島津歳久。島津義久。そして相良徳千代。見事だ。もしも。わが四人の息子たちが、揃そろってこれほどの結束力を、ともに互たがいを庇かばい合う覚かく悟ごを、俺の前で見せてくれていれば。三人のわが子を殺すことも、なかったものを。

　この三人の姫武将を、殺すには忍びない──もはや、修羅の時代は終わった。相良徳千代を殺せば、相良義よし陽ひの心に生しよう涯がい消えない傷を残す。嫡男の甲斐親英が、そうなったように。

　甲斐宗運は、相良徳千代たち三人の姫武将を殺せない自分が、すでに修羅としては「終わった」ことを、「死んだ」も同然となったことを、知った。修羅の時代は、過ぎ去っていったのだ。この三人に討たれて、敗軍の将として無様に息絶えよう。阿蘇家はすでに天下人・織田信奈に恭順している。その事実は鍋島直茂が送り込んだ葉隠忍びたちが知っている。血に餓うえた「修羅の中の修羅」甲斐宗運は、主命を無視して勝手に八代で戦い、勝手に死んだのだ。阿蘇家は大友から離り反はんして龍造寺へ、さらに鍋島へと加担したが、すべては阿蘇家のすべてを支配していた甲斐宗運が為なしたこと。甲斐宗運は「関ヶ原の合戦」の間かん隙げきを縫ぬって八代、人ひと吉よし、薩さつ摩まと西軍方の南九州をことごとく「空き巣狙ねらい」し、自ら南九州に独立して覇はを唱えるという野心のもとに戦っていた。だから、即時停戦せよという主命を無視したのだ。機会到とう来らいと見るなり、阿蘇家を裏切ったのだ。主家への忠義心など、最初からなかったのだ。これで「修羅の中の修羅」などという名も、この八代で消え去る。阿蘇家の存続と引き換かえに。俺にふさわしい最さい期ごだ、と思った。

　しかし。

　自分の命令では絶対に甲斐宗運を止められないことをあらかじめ知っていた鍋島直茂の「知ち謀ぼう」が、甲斐宗運を止めた。

「父上……！　これから激変する日ひノ本もとの中で阿蘇家を守るなど、未熟な自分には無理です！　必ずや、愚おろかにも主家を滅ほろぼしてしまいます！　西軍方の相良家や島津家、大友家と阿蘇家との仲立ちができる人物は、父上しかおりません！　父上でなければ、阿蘇家は守れません！　なんのために、謀む反ほんを企たくらんだわが子を主命で誅殺されたのですか！　どうか、どうか父上のこれまでのご生涯を、無になされないでください！」

　嫡男・甲斐親英が。

「宗運、すまなかった……そなたなくして、阿蘇家の存続などなかった。それなのに、他ならぬ阿蘇家の当主たるわしがそなたを恐れ、疑い、天下の情勢を読むこともできず、愚かにも宗運と阿蘇家をともに死地へと追い詰つめてしまった……わしは、東軍方に参戦した責任を取って隠いん居きよし、わが弟に阿蘇家の家督を譲ゆずった。そなたが、弟を、阿蘇家を支えてくれ。今ひとたび、阿蘇家を『滅亡』の運命から救ってくれ。相良徳千代ではなく、わしを討て。わしはもう、阿蘇家の当主でもなければ、そなたの主でもない。わしの首で、そなたの怒いかりと悲しみを鎮しずめてくれ。頼たのむ……！」

　阿蘇家当主の座を捨てた、阿蘇惟将が。

　葉隠忍群たちに連れられて、甲斐宗運のもとへと駆かけつけてきたのだった。

　宗運の不動の姿勢の意味に気づいた徳千代が「……宗運おじさんは、撃うたれて死ぬつもりなんだ！　撃っちゃダメ！」と手を伸のばし、島津義久をぎりぎりで制止した。

　島津義久は、「あわわ。もう引き金をひいちゃったよ！」と叫さけびながら、火を噴ふいた種子島の銃じゆう口こうを、慌あわてて逸そらしていた。

　甲斐宗運がかけていた黒くろ眼鏡めがねの縁ふちに弾だん丸がんがかすり、黒眼鏡が吹ふき飛んでいた。

「……もう……俺は、修羅ではない。日ノ本の誰だれも、殺さぬ」

　歳久が、「いやあ。慣れないことをするもんじゃないねえ。大悪人になっちゃうところだったねえ」と頭を抱かかえている義久を「義久姉さんの鉄てつ砲ぽうの腕うで前まえが案の定へっぽこでよかったわ。これが家いえ久ひさだったら今頃は」とからかい、立ち上がろうとした。が、やっぱり脚が痛む。「ああもう。痛いじゃないの！」と転びそうになった歳久の身体からだは、「ばうっ！」と伸びてきた犬童の熊くま手でに摑つかまれて、徳千代の後ろに乗せられていた。

「宗運おじさん！　やったね！　義陽姉さんと会えるよ！　あれ……宗運おじさんって、かわいい目をしてたんだね!?　犬童そっくり～！」

「ばうっ！」

「……義陽と生きて再会したいのならば、黙だまっていろ」

「えへへ。怖こわくないよ～？　宗運おじさんはもう、誰も殺さないんでしょ～？」

「…………」

　八代の合戦は、終わった。

　九州戦線は、ここに終結したのだった。




　　　　※




「奥おう州しゆうの関ヶ原」、山やま形がたの長は谷せ堂どう城合戦にもまた、終結の時は唐とう突とつに訪おとずれていた。

　伊だ達て軍、来たらず──この一報を知って「上杉家による山形平定、出で羽わの領有、義姉・謙信の『天下人』就任」を確信して最も上がみ軍との最終決戦に及およんでいた上杉景かげ虎とらのもとに、直なお江え兼かね続つぐからの使者が駆け込んできたのだ。

　関ヶ原を離り脱だつして北陸を行軍中だった直江兼続は、軒のき猿ざる衆を巧たくみに用いて越えつ中ちゆうから越えち後ごへ、そして山形へと素す早ばやく「情報」を伝達していた。そしてそれは上杉景虎にとっては、信じがたい「情報」だった。

「……謙信さまが、関ヶ原で敗れただなんて……噓うそだ……噓だ！　まさか。なぜ。無敵無敗の謙信さまが、どうして。日ノ本の天下を賭かけた最後の一戦で……!?　噓だ……！」

　しかも、関ヶ原の中原で病に倒れた武田信玄を救うために、謙信は「捨しや身しん飼し虎こ」を為したのだという。かつて謙信が甲斐の領民を救うために信玄に塩を送った話は、景虎も知っている。だが、「勝利」を捨て、「天下」を捨て、己の身体を信玄に差し出すだなんて。

　謙信さまは織田信奈を天下人と認められた。すでに天下は定まった、一刻も早く山形からの撤退を──直江兼続の「言葉」を、上杉景虎は容易には納なつ得とくできない。

　だが、「即時停戦」は他ならぬ上杉謙信の意志であり下知である。

「……あと、少しだったのに……もう、わずかだったのに……なぜ……謙信さまは、どうして……あのお方が生涯を賭として貫いてきた『義』が、どうして、報むくわれなかったのか……！」

　最上義よし光あきが銃じゆう撃げきに倒れた後、妹の義よし姫が兄に代わって率いていた山形勢を圧あつ倒とう的な兵力差を以もつてじりじりと包囲していた景虎は、「戦いくさはわれらの負けだ。最上家と和わ睦ぼくを結び、越後へと撤退する……！」と副将たちにかろうじて告げると、地に伏ふして号ごう泣きゆうしていた。




　緒しよ戦せんで兄を撃たれ、圧倒的な戦力差を前についに万ばん事じ休していた義姫もまた、直江兼続が送り込んできた軒のき猿ざる衆と、真さな田だ昌まさ幸ゆきが放った猿さる飛とび佐さ助すけ、そして梵ぼん天てん丸まるが飛ばして来た黒くろ脛巾はばき組ぐみの忍びから、それぞれ同じ報告を受けていた。

　天下分け目の「関ヶ原の合戦」本戦は、ただ一日で決着したのである。

　上杉謙信、武田信玄、毛利両りよう川せんは織田家と和睦して関ヶ原から撤退し、徳とく川がわ家いえ康やすは戦場で武装解除して信奈に許されたという。

　ここに織田信奈が、「天下人」となった。

　相良良晴を救きゆう援えんして西軍の勝利を決定づけた梵天丸は、織田信奈との会議を途と中ちゆうで切り上げ、関ヶ原から山形へと猛もう進しんしているのだという。

「……そう。梵天丸が……織田信奈と関ヶ原で最後の勝者の座を争うことなく、終戦を導くや否いなや、この山形に……」

「目が覚めたああああ！　お義が、助かったああああああ！　うおおおおお！　戦が終わったと知ったとたん、腹が減った！　うおおおおい！　鮭さけはないか、鮭は！」

　上杉景虎軍との戦せん闘とう中に頭に銃じゆう弾だんを受けて落馬し、そのまま目を覚まさなかった最上義光が、この義姫ひめの言葉を聞くや否や「がばり」と起き上がっていた。幸運にも義光の頭を揺ゆらして失神させた銃弾は、兜かぶとに命中していたのだ。わずかに義光のこめかみに銃弾の先がめり込んでいたが、貫かん通つうはしていなかった。

「あ、兄上!?　い、生きていたの？　よくも合戦の最中に眠っていられたわね！　わたしたちがどれだけ苦戦していたと思っているのよ。生きていたなら、さっさと起きなさいよ！　肝かん心じんのところで役に立たないんだから！」

「なあ、お義。もう一度、お兄ちゃんの耳元で『兄上!?　いやああああっ！』というかわいらしい泣き声を聞かせてくれねえか。それで、わが人生に一片の悔くい無し！　頼む！」

「……そ、そんなことを言った覚えはないわね！　聞き違いだわ！」

　義姫に蹴けり飛ばされながら「お義が生き延びたあああ！　梵天丸に生まれてはじめて礼を言いたい気分だぜええ！」と吼ほえていた義光は、猿飛佐助から「信濃しなのには鮭はいないよ！　でも、バナナはあるよ！」と南なん蛮ばん渡と来らいのバナナを受け取っていた。

「うん？　なんだこりゃあ？　見た目は奇き天て烈れつな果くだ物ものだが、味は意外とイケるな……だがよう、お義!?　梵天丸のチビガキ、いったいどういうつもりなんだ!?　お義を救いたかったことはわかる。だがよう、天下を横取りする絶好の機会だったじゃねーか！」

「……礼を言うんじゃなかったの？　結局は梵天丸に文句をつけるわけ、兄上？」

「だってよ。なんで、相良良晴を馬ば鹿か正直に救った!?　東軍と西軍が関ヶ原で死し闘とうを繰り広げているさまを横目に見ながら、岐ぎ阜ふ城や清きよ洲す城をかすめ取っておけば、まんまと中央に割かつ拠きよできてそのまま漁夫の利を摑み、『天下人』への道を一直線に狙ねらえたじゃねえかよ!?　オレならばそうするぜ！　お義を山形に放置してまで中央へと進軍しておきながら、どうして織田信奈に天下をくれてやった……!?」

「……それは、わたしの台詞せりふです。最上義光どの……なぜ謙信さまは……義あ姉ね上うえは、天下を九く分ぶ九く厘りん掌しよう中ちゆうに収めていながら、織田信奈に与あたえてしまわれたのか……越軍が総そう崩くずれとなるよりも早く謙信さまは織田本ほん陣じんまで突入していたといいます。ならば、即そく座ざに織田信奈を討うてば勝利できていたはず……それなのになぜ、織田信奈を討たず、ましてや仇きゆう敵てきの武田信玄を救うために己おのれの身体を『蟲むし』に与えるなどという真ま似ねを……あのお方が戦場で貫つらぬいてきた『義』も『慈じ悲ひ』も、無敵無敗の軍神であったからこそ可能だったはず……戦に次ぐ戦を続けてきたこれまでの謙信さまの生涯は、いったいなんだったのですか……！　結局、あのお方は……最後まで報われなかった！」

　最上軍のもとを訪れた、上杉からの和睦の使者。

　上杉景虎自身が、その役目を務めていた。

　庄しよう内ない防衛までは、直江兼続の指示に従ったまでだった。だが、山形侵しん攻こうは景虎の独断であり越えつ権けん行こう為いである。和睦の使者は、自分が務めねばならない。ここで最上兄妹きようだいに誅ちゆうされるならば、それもいい、と景虎は覚かく悟ごしている。しかし、今はただ、「なぜだ」という絶望と悲しみが、景虎の心を苦しめていた。その上。

「……北ほう条じようの姉上が、小お田だ原わら城に追い詰められてしまう。謙信さまも武田信玄も織田信奈に敗れたというのならば、織田家を天下人として認めるというのならば、もう、北条は東国の中に孤こ立りつしたも同然……北条の姉上が、北条家が、滅びてしまう……！」

　あのチビガキめ、中ちゆう途と半はん端ぱな真似を！　天下を盗とらないのならば最初からお義を救いに山形に来やがれってんだ！　両方の実を取ろうとしてどっちも取れずじまいになるところだったじゃねーか！　と愚ぐ図ずる最上義光。そして、義将・謙信のまさかの敗北に憤いきどおり実じつ姉し・北条氏うじ康やすが絶体絶命の危機に追い込まれたことに絶望している上杉景虎。

　義姫はこの二人に、静かに答えていた。

　佐助を相手に「チビガキ。もう一本バナナをよこせ」「これは佐助の分だよー！」とやりあっている不死身の兄は捨ておき、若さゆえに立ち直れないほどの衝しよう撃げきを受けて泣き伏している上杉景虎の身体を、そっと抱だきしめながら。

「上杉謙信も、梵天丸も。きっと、『勝利』よりもたいせつなものを見つけたのよ。上杉景虎。謙信は無敗の軍神ではなくなったけれども、やはり、真の『義将』だわ。自分自身の戦場での勝利よりも、栄光よりも。義を、慈悲を、最後まで貫いた。あるいは、彼女はもっとたいせつなものを、やっと見つけたんだわ。彼女の義の心を信じなさい。上杉謙信は必ず、北条家を救うわ」

「……勝利よりも……義よりも、たいせつなもの……」

「ええ。思いだして。あなたも、与えられたはず。越後の男たちから、謙信は、なによりも求めていたものをすでに与えられていた。だから、あなたに与えることも、武田信玄に与えることも、できる。そのことに彼女は、やっと気づいたのだと思うわ。相良良晴と、出会ったことで……」

　そうでした、あのお方からわたしは……怯おびえながら越後へと送られてきた日に、この、兎うさぎの縫ぬいぐるみを……と景虎はうなずくと、懐ふところにたいせつに入れていた縫いぐるみを取り出して凝ぎよう視ししていた。兎は、三つの瓶へい子しを抱だいていた。兎が抱く「三つの瓶子」が宇う佐さ美み定さだ満みつ、直江大和やまと、長なが尾お政まさ景かげ。それぞれの形で謙信を愛した三人の男の位い牌はいを表しており、そして同時に「宇佐美家の家か紋もん」でもあると気づいた景虎は、義姫の胸の中で声をあげて泣いた。

「へっ。謙信はともかく、あの梵天丸のチビガキが『天下盗り』よりもだいじなものなんぞを見つけちまったとしたら、かえって日ノ本を混乱させる大おお騒そう動どうを巻き起こすことになる気がするぜ。お子さまのまんまで奥州軍と黒脛巾組を率いてがちゃがちゃ戦場を駆けているくらいでちょうどよかったんだよ、梵天丸はよう……あいつは、お義の血と魂たましいを受け継ついでいる。ひとたびこうと決めたら誰が反対しようがなにがなんでもてめえの意志を貫き通す強ごう情じよう者だ。お義が南蛮人と恋こいに墜おちて出羽最上家を震しん撼かんさせた時のような面めん倒どうなことにならなきゃいいがな」

　天下をよこさぬなら相良良晴をよこせ、と織田信奈に要求したそうじゃねーか。なにがなんでも人をおちょくりたくなるのがあいつの性しよう分ぶんだ。ま～たいつもの人を食った冗じよう談だんだろうが、しかしチビガキは相良良晴にやたらと懐なついていた。もしも一分の「本気」が混じっていたとしたらこいつはまずいぜ。まもなく、追い詰つめられた北条氏康からの同盟結成の誘さそいが伊達家に来るだろう。チビガキが面おも白しろ半分で乗ったらたいへんなことになっちまう、それこそ第九代当主・伊達政まさ宗むねが鎌かま倉くらの関東公く方ぼうに反旗を翻ひるがえして東国を震撼させた「伊達政宗の乱」の再来だ、と最上義光は柄がらにもなく梵天丸のこれからの「運命」を案じていた。

「まったくよう。いくら伊達家の所領を拡大して鎌倉方から奥州を守り抜ぬいた中興の祖とはいえ、あんな反逆者の名前を名乗ったのがいけねえんだ」

　そうかもしれないわね。あの子はいたずら好きだから、これから東国は大おお騒さわぎになるでしょうけれど、だいじょうぶよ兄上、と義姫は笑ってみせた。

「織田信奈はこれから『天てん下か布ふ武ぶ』の総仕上げにかかるんだぜ。諸大名の手前、甘い顔はしていられねえだろうよ。きっついお仕置きが待っていると思うがなあ。伊達家お取り潰つぶしとかよう」

「いいえ。そうはならないわ。なぜならばあの子と出会い、触ふれあった人々は。誰だれも、あの子を愛さずにはいられない──あの子ほど、人の愛情に餓うえている子は、いないのだから」

「タチの悪いチビガキだぜ、まったく。おめえがちょっとでも、梵天丸に優やさしく接していてやってりゃあ、よう……」

　義光は、洟はなをすすりながら、遠い目で西の彼方かなたを眺ながめている。




　　　　※




　日ノ本の本土から遠く離はなれた、南海の小島。

　小さな島の南北に、富ふ士じ山さんを思わせる美しい火山が二つ。その山と碧あおい海との間の平地に、地元の島民たちが暮らしていた。

　日ノ本本土の戦乱とはまるで無む縁えんな静かな暮らしを続けていた彼らは、近ちか頃ごろ唐とう突とつに現れて、それ以来毎日海岸で海を眺めている一人の男を、かいがいしく世話していた。

「五ご右衛え門もんの使い」と名乗る天てん狗ぐのような「紅あか瞳め」を持つ幼い忍しのびが、全身に銃じゆう創そうを負った瀕ひん死しの男を島へと連れてきた時には、いったい何者なのかと騒ぎにもなった。どうやら、たいへんに高貴な人らしい。なんでも、いくつもの城を持つ偉えらいお大名さまだったらしい。しかし、悪いお侍さむらいさまだったそうで、とても悪いことをして日ノ本本土のどこにも居場所がなくなったという。だが「五右衛門」という者が男を匿かくまい、「五右衛門の使い」に命じて今まで本土から一人の流る人にんすら流されたことのないこの南海の小島まで男をひそかに運ばせてきたらしい。たしかに、遠く離れた日ノ本本土からはるばるこの小島まで落ち武者の捜そう索さくに来る者など、いるはずがない。

　しかしもう、この男の出自を気にする者は島には一人もいない。男は、なにをするでもなく、ただ毎日南なん原ばらの海岸に来ては、天に流れる雲のように涼すずやかな瞳ひとみで、水平線の向こうを眺め続けていた。その姿に胸を打たれた島の娘むすめたちがまず、男に食しよく糧りようを与え、怪け我がの手当を施ほどこすようになった。島の娘に手を出したら叩たたき出してやる！　と最初は激げき怒どしていた島の男たちも、この男が島の娘たちに手を出さず、誠実に接してくれる姿を見て、「まことに高貴な徳人だ」と心を開いた。しかも男は、「貴人」にもかかわらず誰にも気さくで、とりわけ島の子供たちの遊び相手をしてくれた。戦国日ノ本の胸躍おどる国盗り物語などを、星空の下で子供たちに語ってくれた。鶏にわとりの卵と牛の乳を用いる「カステラ」なる美味な南蛮菓が子しの調理法まで、教えてくれた。島の子供たちにせびられてカステラを配る毎朝の日課が、島におけるこの男の唯ゆい一いつの仕事といえば仕事であろう。

　島人はみな、この男を「友」として受け入れた。

　男は、島での暮らしに、溶とけ込んでいた。

　その日も、男は南原の海岸に腰こしを下ろし、西の海を飽あきることなく眺めていた。

　通りかかった島の老人が、思い切って尋たずねていた。

「あんた、なんでいつも海を眺めているのかね」

　男は、静かに微笑ほほえんでいた。

「なんとなく、さ。いつか、オレに会うために海の彼方から娘が泳いでくるんじゃないかって思ってな。この、露ロ璃リヶが島じまへ」

「ま～た言うとる。あんた、何度教えても覚えんようじゃのう。ここは露璃ヶ島なんて妙みようちくりんな名前の島じゃあ、ないわいな」

　老人は、思わず苦く笑しようしていた。

「この島の名は──『八はち丈じよう島じま』、じゃよ」

「おっと、そうだったな。あまりにも極ごく楽らく浄じよう土どみてえな島だからよ。こいつは失敬した」

　老人は、願った。

　いつの日かあんたの娘さんは、この島を訪おとずれなさるよ、必ずのう。

　じゃから、長生きしなされ。

　われら島人の、友よ。

　生きられよ。



















　　　あとがき




O Freunde, nicht diese Töne!

Sondern laßt uns angenehmere

anstimmen und freudenvollere.




「織お田だ信のぶ奈なの野望」のクライマックス。天下分け目の決戦を描えがく「関ヶ原三部作」も、ついにこの巻で終結の時を迎むかえることになりました。「序・破・Ｑ」ならぬ「序・破・急」の三部構成で、16巻が「序」、17巻が「破」、18巻が「急」です。物語の流れと同時に、文章のテンポやテンションも序→破→急の順番に重く苦しい絶望的な状じよう況きようから急きゆう上じよう昇しようして果てしなく加速し続けることを心がけましたが、全編にわたって関ヶ原で激げき闘とうが繰くり広げられ、そしてそれぞれのキャラクターたちの「運命」に決着がつく18巻はまさに「姫ひめ武将たちの祭り」になったかなあ……と思います。三部作にしたのはもちろん司し馬ば遼りよう太た郎ろう先生の「関ヶ原」へのオマージュですが、本家比で十倍ほど合戦成分マシマシになりました。関ヶ原編は２０１１年頃から構想・取材していたので、感かん慨がい深いです。

　16巻を書いていた頃ころは身体を壊こわして免めん疫えき抑よく制せい剤ざいを服用していて、文字を書くので精せい一いつ杯ぱいだったのですが、担当編集さんにサポートしてもらってどうにか脱だつ稿こうできました。17巻執しつ筆ぴつ時あたりから快方に向かったんですが、18巻執筆直前にこんどは突とつ発ぱつ性せい難なん聴ちようからの耳鳴りが止やまなくなってしまい、病院を五件はしごしながらの原げん稿こう執しつ筆ぴつとなりました。ですが、執筆に集中している間はなぜか耳鳴りが気にならなくなるので、かえって集中力を増すことができたかなあと思います。

　ちなみに、岡おか山やま城の向かいにある岡おか山やま寺じ＆光こう珍ちん寺じに眠ねむっている宇う喜き多た直なお家いえの法名は「涼りよう雲うん院いん天てん徳とく星せい友ゆう大だい居こ士じ」だそうです。「第九」かよ！　命めい日にちがバレンタインデー（？）なモテ男だけのことはあります。毛もう利り編執筆の折に岡山寺にお参りに行ったのですが、忘れ去られたようなところにひっそりと五ご輪りん塔とうが建っていまして、ほんとうに直家の墓なのかどうかも諸説あり。なお光珍寺には、宇喜多家縁ゆかりの八はち丈じよう島じまのソテツが植樹されたとか。

　そんなわけで「織田信奈の野望」の関ヶ原編はこの18巻で堂々完結なのですが、ここで読者の皆みなさんに重大なお知らせがあります。

　実は──この巻が最終巻ではなかったのです！

　もうちっとだけ続くんじゃ。





春日みかげ










春日みかげ

●かすがみかげ



この巻が「関ヶ原三部作」の最終巻となります。関ヶ原取材が２０１１年のことでしたから、ここまでずいぶん長く時間がかかったなあと思います。当時撮影した写真を見返してみると、最後の一枚が烏頭坂の島津豊久の墓でした。でも、ピンボケ……（涙）。また行ってみたいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／みやま零

カバーデザイン／アフターグロウ
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春日かすがみかげ
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